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踏破前夜




「ジークベルト様、素晴らしい戦闘でした！」

　両手を組み瞳を輝かせて、俺を賞賛する王女ディアーナ。

　可憐な彼女の足もとには、大量のオークのドロップ品が転がっている。

　まさに異世界――。




　この世界にジークベルトとして生を受けて七年、前世の記憶とチートな能力のおかげで、楽しく人生を謳おう歌かしていたのだが、前世の不運を払拭したはずなのに、なぜかトラブルに巻き込まれている――。

　騎士であり第三魔術団の副団長も務める叔父ヴィリバルトと共に、事故でダンジョンに転移した。

　ふたりでダンジョン踏破を目指し、階層を下っている途中で、魔物に襲われていたエスタニア王国の五人と出会う。

　その後ダンジョン踏破に向けて、一緒に行動することになったのだ。




　――現在俺たちは、マンジェスタ王国の王都の西にあるコアンの下級ダンジョンの最下層手前の二十四階層にいる。

　少し遠くから「危ないですよー。姫様ー。あっ、わぁわぁー」と、王女を心配する侍女エマの声が聞こえたが、途中で悲鳴に変わった。彼女はなぜか砂漠に埋もれてその姿を隠していた。

　現場付近で事態を目撃していた男騎士カミルが、二次被害も考えずエマのそばに寄り、助けようとして一緒に砂漠に埋もれた。

「あっ、ドジっ子発動中のエマに近づくのは、危険なのに……」

　思わず声を出した俺に王女が同意する。

「カミルは、学習いたしませんね」

　俺とディアーナは視線を合わせて苦笑いしつつ、魔法袋に戦利品を収めていく。エスタニア王国の面々との距離が縮まるぐらい、踏破が近づいていた。

「これだけ倒しても、剣スキルは遠いか――」

　二十四階層までに剣で倒した魔物は、数百に及ぶ。俺は手にできた剣だこを見つめた。

　エスタニア王国で剣豪として名高い騎士のバルシュミーデ伯爵から剣の指導も受け、叔父のスパルタ教育で、短剣スキルを取得した。その時の状況から俺の欠点がわかった。

　俺はより強い魔物を倒すことで、修練を積むことができ、剣スキルの取得がしやすくなると思い込んでいた。でも、実際は違った。剣技でその個体にどれだけの決定打を与え、その経験が身についたかで修練が上がり、スキル取得のポイントになる。

　現に短剣は俺の体のサイズに合い、剣技を生かした威力とそれまで修練した剣の基礎、努力が身につき習得となった。

　レベルの概念から高レベルで数値の高い魔物がスキル取得の近道だと思って、そればかり気にしていた。ゲームの世界ではないと、改めて認識した。

　ほかの人より数値的に身体能力が優れていても、努力と才能がなければスキルを習得することは難しいことがわかり、俺は気を引き締めた。剣の訓練もより真剣に取り組み、今のこの体を生かしてできる最大限の剣技を極めている。徐々に手応えを感じ、剣の扱いもうまくなっていて、剣スキル取得まであと一歩のような気もしている――。

　戦利品を集める手を休め、物思いにふけっていた俺に「ジークベルト様……」と、気遣わしげな声が聞こえた。

　ハッとして顔を上げると、白い耳をペタンと下げ、その大きな瞳が心配そうに俺を見ている。

　庇ひ護ご欲よくをそそる姿に思わず手が伸びていた。

「心配かけて、ごめんね」

　とうとうやっちまったな、本音とは裏腹に、王女の頭をなでる手は止まらない。彼女の髪からいい匂いが漂う。

　素直で本当にかわいいんだよね。

　とてもいい雰囲気に、お互い気恥ずかしさから動けないでいると、「ジーク！」と俺を大声で呼ぶ叔父の声に、自然とふたりの距離があく。

　その方向に視線を向けると、砂に埋もれたエマたちを救出した叔父が赤い髪を揺らしながら、砂まみれのカミルを地面に放り投げる姿を確認した。すると、そばにいない叔父の声が俺の耳に届いた。どうやら『報告』の魔法を使用したようだ。

「最下層の階段手前で、今夜は野営をするよ。だから早く帰っておいで」

「はい。アイテムを拾い終えたら合流します」

　俺も『報告』の魔法を使い叔父に伝えると、「了解」とすぐに返事がきた。

　ヴィリー叔父さん、大声で俺を呼んだの、もしかしてわざとですか？　気遣いとても助かりました。

「ジークベルト様？」と、王女があざとく首をかしげながら、俺に呼びかける。この仕草でまだ七歳とは、末恐ろしい。近すぎた距離に、半歩下がりながら、王女に内容を伝える。

「最下層の階段手前で、今夜は野営をするそうです。アイテムを拾い終えたら、合流しましょう」

「はい。わかりました。ジークベルト様、なにかよそよそしくありませんか？」

「気のせいですよ」と、素早く反応する俺に、王女はなにか言いたげな表情で俺を見るが、一瞬躊ちゅう躇ちょしたあと、無言で足もとにあるアイテムを拾いだした。

　彼女の対応に感謝して、急に態度を変えてごめんねと、心の中で謝罪する。

　適切な距離に。あと少しで別れる彼女の姿を目に焼きつける。もうすぐ特別な時間は終わる。

　このお方はディアーナ王女。エスタニア王国の第三王女なのだから――。




＊＊＊




　砂漠地帯に突如現れた階段を前に、やっとここまでたどり着けたと安あん堵どする一方で、不気味なほど静寂した空気に緊張が走る。

　その様子を察した叔父が、俺の肩を静かに叩いた。あふれ出る気持ちを抑えるように、グッと手のひらに力を込め、俺は眼前にある階段を見据えた。

　ここまでの道のりが、走馬灯のように駆け巡る――。

　エスタニア王国一行と行動を共にしてから、ジークベルトの人生で、初めてアーベル家以外の他人と触れ合った貴重な旅だった。

　国が変われば価値観も違うし、俺がいかに異端イレギュラーなのか、また生家がいかに俺にとって過ごしやすい場所だったのか、周囲の気配りはもちろん、家族に守られていたんだと改めて実感した。

　――砂漠の砂が頬をかすめる。後方で最後の野営準備をする王女たちのもとへ足を向けた。

　二十四階層は砂漠地帯で、最下層手前の砂漠は体力的にもつらく、俺たちの行動スピードが極端に下がった。特にエマの疲れが色濃く、話し合いの結果、無理をせずエマのペースで進むことになった。

　エマはとても恐縮していたが、食事面をサポートしているエマが倒れては大変だと、俺と王女が助言したことで、全員が納得した。それ以前に全員疲れのピークがきていたのもある。

　そもそも二十一階層の洞窟から、ここまで七日を要した。

　特に二十三階層は、広大な草原地帯のせいで、魔法もスキルもいつもの使い勝手とは違っていた。叔父の『索敵』の魔法でも範囲内に正しい階段が見つからず、『地図』のスキルで俺が誘導をしても、最長の四日もかかった。

　そしてこの数日は、砂漠地帯での昼夜の急激な気温差に悩まされた。体温調整するマントなどの魔道具がなければ、昼の砂漠を長時間歩いたり、砂漠の夜を外で過ごすことは難しかったと思う。

　俺は慣れた手つきで、今夜の宿、砂を使った家を土魔法で形成する。

　砂漠の夜を過ごしやすいように本で得た知識を生かし、砂を使った家をつくってみたのだ。初めは驚かれたが、事情を説明すると全員が感心していた。

　完成した砂の家は、なかなかの硬度を保ってはいるが、うろ覚えな部分もあり、念のため叔父に『守り』の魔法を使用してもらい安全を確保する。今日の出来栄えに満足していると、頭上から男騎士の感心した声が聞こえた。

「いつ見ても、お前の魔法はすごいな」

「カミル殿。これは初期の土魔法『土塊』です。イメージさえ固めれば簡単につくれますよ」と、笑顔で答えながら、『魔力と魔力制御も必要ですけどね』と、心の中で補足をつぶやく。

　それを聞いたカミルは「俺でも修練すればつくれるのか」と、素直に反応している。

　カミルとは、この七日間で剣を幾度となく交え親交を深めた。

　手合わせすることで、人となりをより深く把握できた。根は悪い人ではないが、単純で無駄に熱く嫉妬深い、総じて単細胞なのだ。単なる筋肉馬鹿でもあるけどね。

　剣の指導を同じバルシュミーデ伯爵から受けているので、徐々にカミルの態度が軟化され、今では軽い雑談を交わすまでになった。俺にとって兄弟子にあたるわけで、邪険に扱いはしません。

　カミルと土魔法について語っていると、俺の名を呼びながら走ってくるエマの姿が見えた。

「ジークベルト様ー。こちらに、きゃあっ」

　危ないなぁーと思って見ていたら、今度は頭から砂に突っ込んでいる。相変わらずのドジっ子侍女ぶりに苦笑いする。

「大丈夫？　エマ？」

「あぃ、だいじょうぶでっず」

　砂が口の中に入ったようで舌足らずな話し方をするエマ。どう転んだら全身砂まみれになるのか、一度検証してみたい。

「エマ、僕になにか用事があったんだよね」

　全身の砂をせっせと払い、身だしなみを整えているエマに俺は声をかけると「あっ、はい！」と、元気のいい返事をして、エマは砂をはたくのをやめる。そして俺に顔を向けると、遠慮がちに尋ねてきた。

「本日の夕食はスープだけを作るようにとのことでしたが、ほかになにかお手伝いすることはありませんか？」

「ありがたい申し出だけど、すでに夕食は完成しているものがあるんだ。この中にね」

　俺は魔法袋を指して答えると、エマは納得したようで、「そうなのですか」とうなずいた。

　ダンジョン最後の晩ばん餐さんなので、料理長が再現してくれた天ぷらや揚げ物を出す予定なのだ。もちろんデザートのプリンも準備している。

　エマの料理の腕は素晴らしいが、やはりシンプルなのだ。

　素材本来の味をうまく調理しているともいえるが、あと少し手を加えれば、また違った味になるのに、その一歩の創作が思いつかないようだ。

　転生前の俺がいた日本では、料理のアレンジなんて珍しいことではなかったのだが。もっとも、我が家の料理人たちに新しい料理を教えた時の食いつき具合から、この世界の人間にも食への探究心があることはわかる。

　とはいえ、この世界では料理の基礎が焼くなのだ。揚げるや蒸すなどといった調理法がほぼ確立されていないため、焼くだけの料理となる。

　すると答えは出る。

　俺がこの世界の料理について考えていると「お前が作ったのか？」と、俺たちの会話を聞いていたカミルが興味深そうに聞いてきた。

「いえ、我が家の料理人が作ったものなので、安心してください」

「そういう意味じゃなく」と、カミルの弁明に重なるようにして、エマの感激した声が響いた。

「わぁー。アーベル侯爵家の料理人様の料理を食すことができるんですね！　感動です！」

「それほどのものなのか？」

　カミルの素朴な疑問に、エマが興奮した様子で勢いよく話しだした。

「カミル様、なにをおっしゃっているんです。いいですか、アーベル侯爵家といえば『アーベルレシピ』の大もとですよ。私の料理も『アーベルレシピ』を基礎にアレンジしているぐらいなのです。特にスープ！　骨からうま味成分が取れるなんて誰が思いつきますか！　もう革命ですよ。革命です！」

　へぇー、我が家の料理がよそではそんなふうに呼ばれているのかと、エマの情報に感心しつつ、エマたちから少し距離をとって、俺はそれを静観した。

　どう考えても、テンプレが起きそうな予感がする。

　しばらく『アーベルレシピ』について熱弁していたエマは、気づかないうちにカミルのすぐそばまで移動していた。それに気づいたカミルが少し距離をとろうとするが、興奮しているエマがさらに近づく。

「あっ」

「きゃっ」

「わぁー」

　三者三様の声があがる。

　興奮して周りが見えていないエマが、カミルに詰め寄ろうとして砂に足を取られ、カミルを巻き込んで盛大にこけた。

　その様子を離れた場所から見ていた俺は「ほら、やっぱり……」と、あきれた声が出る。

　興奮状態のエマに近づくのは危険。本当に危険。

　エマの下敷きになったカミルは……。チッ、リア充野郎め！

　どう転んで巻き込んだらそうなるのか、エマの胸の下敷きとなって身動きが取れなくなっているようである。徐々にカミルの頬から耳が赤くなっていく。状況を把握したようだ。

「カミル様、すみません」と、エマが両手を砂に伸ばし、体勢を立てなおそうとする。

『それは悪手だエマ！』との俺の心の叫びはエマには届かず、砂に手を取られたエマは、さらに深く胸でカミルを押しつぶす体勢となる。

「ふぐっ」と、エマの胸の下から蛙が踏みつぶされたような声が聞こえた。

　俺は二次被害を避けるため気配を消して、ふたりの行動を見守る。

　むやみに手助けをして巻き込まれたら、恐ろしい。ドジっ子侍女の本領を侮ってはいけません。

　そうこうするうちに、カミルが負の連鎖からやっと抜け出す。

　エマは立ち上がるとすぐに頭を下げた。

「カミル様、ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「うん、いい、わかった。だから動くな」

　カミルは額に左手をあて右手を前に出して、動こうとしたエマを静止させる。

　その行動に俺は心で拍手する。脳筋も学んだようである。

　今エマに近づくと、おそらく第三弾が始まるはずだ。

　二度あることは三度ある。ことわざ通りです。

　エマは不思議そうに首を少しかしげながらも「はい」と返事して、謝罪が受け入れられたことに安堵していた。




「さすが『アーベルレシピ』です！」

　食卓に並んだ数々の料理を前に、興奮したエマが大声で叫んでいた。

　その声量に食卓を囲んだ騎士たちから、非難めいた眼まな差ざしを送られる。

　エマ本人も自分の声量に驚くぐらい自覚がなかったようで、大きな目をまばたかせ、居心地が悪そうに小さくなった。

　空気を読んだ叔父が「これはジークが提案した料理なんだよ」と、助け舟を出すと、それを聞いたエマの瞳が妖しく光る。

　あっ、これ、まずい。

　アーベル家の料理人たちと同じ瞳だ。

　俺が危惧するもひと足遅く、突然エマが「ジークベルト様は神様です！」と、理解不能な言葉を発した。

　隣にいたカミルが「おいっ」と、慌てた様子でエマをいさめるが、興奮が最高潮となったエマの耳には聞こえなかったようだ。

「ジークベルト様、ほかにもアイデアがありますよね。それを私に、私に、再現させてください」

　その場でエマが頭を何度も伏せ「お願いします。お願いします」と、俺に嘆願してくる。

　そのたびに、ドンッ、ドンッとした鈍い音が、食卓に響いた。

　俺は若干引きながら「エマ、頭、大丈夫？」と、エマの様子をうかがうも「大丈夫です。再現の許可をお願いします」と、真っ赤に腫れ上がったおでこを再び机に伏せた。

『いやっ、大丈夫じゃないから！』と、心の中で突っ込み、主人である王女に目配せをした。

　エマの変化に戸惑いを見せていた王女は、俺の視線に気づくとひとつうなずき、エマをたしなめた。

「エマ。ジークベルト様が困惑されているわ」

「姫様……」と、王女の声にエマが、我に返ったような顔をした。

「たしか『アーベルレシピ』は、一般向けに発表されているもの以外は、門外不出のものと聞いたことがあるわ。発案者がジークベルト様でも、アーベル家ご当主の許可なく、レシピを教えることはできないのではないかしら」

「それは……」

　王女の説明に、エマの顔色が変わる。言葉を詰まらせながらも、あきらめきれない様子を見せるエマに王女がとどめを刺した。

「わかりましたね、エマ。アーベル家とのご縁がなければなりません。今はあきらめなさい」

「……はい」

　うつむきながら返事をするエマに、わずかながらも同情心が湧く。

　女の子を泣かせるのはつらい。でもここは、心を鬼にしないと、あとあと面倒なことになる。

　エマのあの瞳には覚えがある。アーベル家の料理人たちの新レシピへの執着を思い出して、俺は身震いした。

「素敵な晩餐を前に、わたくしの侍女が水を差すようなことをして、大変申し訳ございません」

　王女の謝罪に、すかさず叔父が「『アーベルレシピ』をこれほどまでに評価していただき、光栄ですよ」と、茶目っ気たっぷりにウィンクしながら謝罪を受け取る。

「まぁ、ありがとうございます。アーベル様」と、王女のやわらかい声が食卓に響き、重々しい雰囲気が、一転して明るくなる。

　さすが叔父だ。ただもとをたどれば、叔父がエマの心に火をつけた……さっきの発言、絶対にわざとだ。おもしろいことになりそうだと思って、助け舟を出したように見せかけましたね。

　俺のジト目に気づいた叔父は、にこやかに料理の説明をしだした。

　料理がいかにおいしいか、レシピを提案した俺がいかに優秀かを熱弁した。そのたびに、エマの瞳が妖しく光ったことは、気にしないでおこう。

　最終的には、全員が満面の笑みで料理を味わい楽しんだ素晴らしい晩餐となった。




『――おやすみ、ハク』

　ハクとの念話を切り、砂のベッドに寝転ぶ。

　ハクの機嫌がよくてひと安心。ハクは俺の契約魔獣で、稀少な白虎だ。

　その稀少さからトラブルになる可能性を考慮して、見た目が一番近いブラックキャットに隠蔽した。誤算だったのが、ブラックキャットは、王都付近では滅多に見られない貴重な魔獣であった。

　今回は、安全性を踏まえてお留守番をお願いしたが、俺が事故に巻き込まれ、初めて長期間離れ離れの生活を強いられた。念話で毎日連絡を取り合っているが、その精神負担を考えるとかわいそうなことをしていると思う。

　ただ影が薄く、なぜか面倒事を押しつけられる不ふ憫びんなテオバルト兄さんに、かなり迷惑をかけているようだ。屋敷に戻ったら、ダンジョンの素材をテオ兄さんにおすそ分けしよう。

　大きく伸びをして、目を閉じた。

　明日、ダンジョンボスのレッドソードキングを俺ひとりで討伐する。不安がないわけではない。ただそれ以上にとても楽しみでしかたがないのだ。考えただけでソワソワする。遠足前の子供のようだと頬が緩む。

　この数週間のダンジョン生活で、大きく成長した確信が、今の自信につながっている。

　そろそろ体を休めないと。独り寝の権利を得るために、ヴィリー叔父さんを説得した苦労が、無駄になってしまう。

　興奮状態の体を整えるために、深く息を吐き、瞑めい想そうの準備に入ろうとすると、外から声がした。

「ジークベルト様、少しよろしいですか」

「その声は、ディア？」

　遠慮がちな声の主にあたりをつけ、砂の扉を開けると、マントを羽織ったディアーナ王女が立っていた。

　周囲に侍女のエマもいない。どうやら魔テントから抜け出してきたようだ。

「お疲れのところ申し訳ございません。明日はいよいよ最下層、今日で最後の夜ですね……。ふたりでお話がしたくてまいりました」

　大きな金の瞳が、不安気に揺れ、まつ毛が影をつくる。

　その様子から、緊張しているのがうかがえた。

「エマたちには？」

　俺の問いかけに、王女は軽く首を振ると「ふたりきりでお話がしたくて」と、金の瞳がまっすぐ俺を見た。

　視線が絡み合う。

　ほんの数秒、先に視線をはずした俺は、ふたりで話せる場所を『地図』を起動し探す。

　近くの砂山に見当をつけ、魔物が周辺にいないことを確認した上で、半径一キロ以内に魔物が出現するとアラームが鳴るよう設定をした。

　叔父は俺たちの位置を把握できるので、少し離れた場所でも問題ないはずだ。

　子供とはいえ、密室にふたりはまずい。

　王女のまとう雰囲気が、色気が、かわいさが、大人の女性なんです。

　額に冷や汗をかきつつ、王女を誘う。

「近くの砂山に行こうか？」

「はい！」

　先ほどの雰囲気と一変した元気な返事に、心の中で苦笑いしつつ、王女に手を差し出す。

　戸惑うこともない小さな手が、俺の手に重なり、ふたつの影が砂山に向かって歩きだした。

　頭上には、この世界では見慣れたふたつの月『朱月』『蒼月』が、それぞれ綺麗に赤と青で発色して幻想的に揺れて見えた。

「よし着いた。ディア、足もとに気をつけて」

「はぃ……」

　頬が赤い王女を腕から下ろす。小さく返事をした王女は恥ずかしいのか目線を下げた。

　俺もつい勢いで、やってしまったのだが、そもそも王女が悪いと思う。

　普段かぶっているフードを今日はかぶっていなかった。

　王女が歩くたびに、白い耳がピクピクと俺を誘うように至近距離で揺れるのだ。

　しかも、話の途中で黙ってしまった俺に「ジークベルト様？」と、小首をかしげる仕草が小悪魔すぎた。

　俺の触りたい欲望が、我慢の限界を超え、「失礼」と言いながら、王女の肩をかかえて膝のうしろに手を入れ、抱き上げていた。

　いわゆる、お姫様抱っこだ。

　俺の行動に「えっえー!!」と、王女らしからぬ声を出して慌てている彼女の反応を無視して、俺は『倍速』を使い、一気に砂山を駆け上った。

　今考えれば、お姫様抱っこも耳モフモフと同じぐらいダメな行動だったが、もう手遅れだ。

　まだ動揺している王女を尻目に、『土塊』で、座るスペースを作製する。

「まぁ、これぐらいかな」

　そこそこの出来栄えに満足して、椅子に布をかぶせ、王女を椅子に招く。

「ジークベルト様は、やはりすごいお方ですね」
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　椅子に腰を掛けた王女が、椅子の感触を確かめながら感心した様子で話す。

「わたくしと同じ年なのに、魔法だけではなく、博識で礼儀や作法も完璧。なにより気配りが素晴らしいです」

「博識かどうかは別として、礼儀や作法と気配りは、侍女のおかげだよ」

「侍女ですか？」

　意外な答えだったのか、王女が興味深そうな目を俺に向けた。

「うん。我が家の侍女長のアンナがスパルタで、物心がつくかつかない頃から叩き込まれたからね。自然と身についたんだ」

「そうなのですね」

「うん。感謝しているよ。だけど少しは手加減してほしいかな」

　俺が、おどけたように肩をすくめると、王女から「うふふ」と笑い声が聞こえる。

　うん。美少女の笑顔は癒されます。

　そこから緊張の糸がほぐれたようで、たわいない会話が続き、お互いの家族の話にまで至った。

　エスタニア王国には、国王と正妃のほか、側室が二名いる。

　王子が三名、王女が三名おり、ディアーナ王女は、正妃の第二子、六兄姉の末っ子で、王位継承権がある。

　王位継承権、第一位は、正妃の第一子でディアーナ王女の兄である王太子の三男。次いで長男は第一側室の子で第二位、次男が第二側室の子で第三位となり、ディアーナ王女が第四位となるそうだ。

　正妃の子以外の女児には、王位継承権は与えられないため、三姉妹は争うことなく仲がよく、お茶会を開催しては、王子たちの悪口を言い合っているそうだ。

　だが、国王が病に倒れてから、継承争いが勃発しているという。

　王太子が成人していないこともあり、兄弟間での衝突もあるそうだ。

　今回のダンジョン転移も、おそらくこれが関わっているのではないかと、肩を落とした。

　深刻な内容に俺が言葉を詰まらせていると、王女の雰囲気が一変した。

「あらためて、エスタニア王国第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアとして感謝いたします。わたくしたちだけでは、このダンジョンは踏破できませんでした。このご恩は一生忘れません。ディアーナ・フォン・エスタニアとして、ジークベルト様になにかあれば必ず尽力いたします。――捧ささげます。ジークベルト様、ありがとうございました」

　王女は立ち上がると、俺に深く頭を垂れ、洗練されたカーテシーをした。

　その美しさと品位に圧倒され、最後の感謝の前の言葉を正確に聞き取れなかった。

　なにを捧げるんだ？

　王女も意識してかその部分だけ、早口だったような……。なんて言ったのだろう？

　思い返そうとして、ハッと気づく。先に返事をしないと、マナー違反になる。

　スパルタ教育のアンナの怒った顔が横切り、考える暇もなく、王女の前にひざまずき手を取ってそれに答えた。

「ジークベルト・フォン・アーベル、ディアーナ・フォン・エスタニア様の感謝の言葉、ありがたくお受けいたします」

　俺の言葉を受けて、王女が顔を上げ、破顔する。

　その顔は、もうかわいいのなんのって。

　王女が勢いそのまま俺に抱きついた。俺は彼女を支え、抱きしめ返す。

「ジークベルト様、わたくしうれしいです」

　感極まった王女の声が聞こえ、先ほどの疑問を俺はすっかり忘れた。

　あとで、王女の言葉の意味を知ることになる。

　うん。事前の確認は大事です。










ダンジョン踏破




　最下層に下りると、小さな広場があり、その奥に天井まである大きな扉があった。

「ヴィリー叔父さん、これがボス部屋の入り口？」

　扉の大きさに圧倒されつつ、俺は隣にいる叔父に声をかけた。

「そうだよ。なかなか立派だろ。最下層はボスしかいないからね」

「？　だとしたら、この広場で、野営をすればよかったのではないですか？」

　俺が不思議そうに問うと、叔父の眉が少し下がる。

「それがね、ボス階層で野営をすると必ず別階層に転移するという摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象が起きるのだよ」

「それは……また厄介ですね」

「ほんとうにね。さてジークの心の準備ができたら行こうか。そろそろ屋敷にも帰宅したいしね」

「はい」

　叔父の言葉に同意すると、なぜか王女が心配顔で俺たちの会話に入ってきた。

「ジークベルト様、おひとりで戦闘されるのですか？」

「うん」

　俺がそれにうなずくと、叔父の補足が入る。

「Ｂランクだからね、ジークだけでも大丈夫だよ」

「ですが……危なくはございませんか？　ジークベルト様がお強いのは認識しております。ただ、相手はダンジョンボスですし、ここは協力して倒したほうがよろしいのではないでしょうか？」

　王女の意見はもっともで、安全や効率を考えても正しい。

　でも、叔父がその考えを直すことはない。

　俺ひとりでＢランクの討伐ができると、『赤の魔術師』という異名を持つ叔父が言っているのだ。

　不安気に揺れる瞳に、力強い声の援護が後方から入る。

「姫様、ご心配なさらずとも、ジークベルト殿の身になにかあれば、私やアーベル殿が助けに入ります。まぁジークベルト殿は、助けなどもいらないでしょうがな」

　ご自慢のスキンヘッドを光らせ、体格のいいバルシュミーデ伯爵は、大声で笑いながら俺の肩をバンバンと叩く。

「痛いです。魔物討伐前に弱らせてどうするんですか」と、手加減なく叩かれた俺は涙目で、伯爵に訴える。

「これは、失敬しましたな」と、高らかな伯爵の声が辺り一帯に響いた。

　王女は一連のやり取りから大丈夫だと判断したようで、先ほど見せた不安気な様子から一転して、クスクスと静かに微笑んでいた。




　ボス部屋の扉の前に立ち、大きく深呼吸をする。俺の緊張が伝わったのか、周囲も静観して見守ってくれる。「よし！」と気合いを入れ、目の前の扉を押す。

　ギッギギギーと、ゆっくり扉が開いていく。

　完全に開いた扉の先には、大きな広間があり、その中央にレッドソードキングが立っていた。

　その佇たたずまいに、ゴクリっと、俺の喉が鳴る。

　さすがダンジョンボス。同じＢランクのほかの魔物と違い迫力があり、別格であることがわかる。

　先手必勝。

　黒い剣を右手に持ち『狂風』を放ち『倍速』で、レッドソードキングに切りつけた。

　キンと、剣と剣がぶつかる小高い音が聞こえると共に、俺は後方に吹き飛ばされ、ズズズッーと膝をつきながら着地した。

　やはり攻撃力が違いすぎる。力負けしてしまった。『守り』の魔法を展開していてよかったと、冷や汗をかいた。

　一方、レッドソードキングは『狂風』の影響で、体中に切り傷ができていた。身に着けている鎧よろいも所々穴があいている。

　初手の攻撃が、効いている。

　倒せる。手応えを感じた俺は、すぐさま黒い剣に『熱火』を施す。黒い剣が真っ赤に燃え、ひと振りすると剣先から直線状の火が舞う。

　よし！　計算通り！

　再度『倍速』で、レッドソードキングの後方に動き、間近で剣を振る。すると鎧に火が舞う。

　驚いたレッドソードキングが、火を払いのけようと奮闘するが、なかなか鎮火しない。その隙に正面へ移動し、懐めがけて乱突きをする。慌てたレッドソードキングは、体勢を立てなおせないまま、剣で防御しようとするが、遅すぎた。黒い剣は正確に鎧の穴を突いて、レッドソードキングの急所を刺した。

「グッ〈やるな〉」と、レッドソードキングが漏らす。

　しかし、急所を刺したはずのレッドソードキングは、ドロップ品に変わらない。

　まだダメかと、ザーッとうしろに下がり、レッドソードキングとの距離をとる。黒い剣に集中し『疾風』を施すと、剣の周りに風が舞う。

　レッドソードキングは俺の行動を警戒してか、剣を正面に構えたまま動かずにいる。

　俺は急所に狙いを定め、地面を蹴り剣を突く。その動きに合わせレッドソードキングも剣を動かすが、わずかばかり反応が遅い。剣先が黒い剣にあたるも周りの風に防御され、レッドソードキングの剣が宙に舞う。無防備なレッドソードキングの急所に、先ほどよりも深く黒い剣を突き刺した。

　白い光がレッドソードキングを包み、赤い大きなルビーへと変わる。

　それと同時にアナウンスが流れる。

【剣スキル・魔法剣スキルを取得しました】

　俺は「よっしゃーー！」と声をあげ、ガッツポーズをする。

　待望の剣スキルを取得できた。

　よくやったよ俺！

　レッドソードキングを倒した喜びと、念願だった剣スキルが獲得できた感動に体が打ち震えていると、かわいらしい声が聞こえた。

「「ジークベルト様！」」

　王女とエマだ。

　ふたりは仲よくうれしそうに駆け寄ると、俺を褒めちぎる。

　恥ずうれしい言葉の羅列を素直に受け止めていると、うしろからポンポンと優しく頭をなでられる。

「ジーク、いい戦闘だったよ」

「ヴィリー叔父さん！　剣スキルを取得できました！　ついでに魔法剣スキルも取得してました！」

　俺は勢いよく振り向くと、叔父に興奮して話しかけた。「それはよかったね！」と、叔父が満面の笑みで、さらに褒めてくれる。普段でも俺に甘々の叔父だが、手放しで喜ぶその姿を見て、強さを認められていると感じ、それがうれしくて俺は破顔した。

　また、バルシュミーデ伯爵が「魔法剣スキルがついでとは、恐れ入りましたな」と、カミルが「お前、すごいな！」と賞賛してくれた。

　いつの間にか俺の周りに、皆が集まっていた。

　そして絶妙なタイミングで、前方が光りだし、地上へつながる階層スポット、大きな丸い水晶のような玉を乗せた台座が現れた。

「これで帰れますね」

　王女がうれしそうに、少しだけ寂しそうにつぶやいた。そのつぶやきに「そうだね」と同意をしたところで、ゴトッと〝黒い玉〟が、俺たちのほうへ転がってきた。

　叔父が反射的に『微風』の魔法を使い黒い玉を遠ざけるが、黒い玉はヒビ割れも壊れもせず、黒い霧を発すると、その表面に魔法陣を浮かべた。

「あの魔法陣は、召喚魔法！　誰かが干渉しているみたいだね。よほどダンジョンから出したくないようだ。心あたりは……あるんだね」

「数人いますな」

　叔父の言葉に伯爵が神妙な面持ちで答えた。

「そうですか。エスタニア王国の事情に私たちを巻き込むのはやめてほしいね。先方は敵を選んでいるわけでもないようだね」

「申し訳ないですな」と、伯爵が肩をすくめ、ふたりの視線が絡む。

　そして叔父があきれたようにため息をつくと、俺に指示を出した。

「ジーク、ここは私と伯爵に任せて、王女たちを守りなさい」

　俺がうなずくと、叔父はすぐに黒い霧の魔法陣から現れた五匹のデュラハンに近づいていく。伯爵がそれに追従する。

　デュラハンは、Ｂランクの魔獣だ。魔獣は魔物より上位に存在し、全体的なステータス値が魔物より上である。強力な魔法や攻撃もあり、知性もある。

「ディア、エマ、僕から離れないで『守り』」

「「はい」」

　ふたりを伴って慎重に後方へ下がる。

　叔父は、誰かが干渉していると言っていた。この場に第三者がいるのか、遠隔で黒い玉を転移させたのか。それともこの中に裏切り者がいるのか。

　俺が思案していると「グッ」と、男のこもった声がした。

　声がするほうに視線を向けると、カミルの胸に仲間であるはずの女騎士、ダニエラの剣が刺さっていた。

「ダニエラ……どうしてっ……」

「………………死ねっ！」

　カミルの非難めいた眼差しとその言葉に返答することもなく、ダニエラは感情を伴わない抑揚のない声でカミルに告げ、さらに深く剣を刺した。

　俺のうしろにいた王女たちから「ヒッ」と、悲鳴があがる。

　幸いなことに彼らと少し距離があったため、すぐに俺は行動に移せた。

　王女たちに向け『守り』の防御を展開すると、『倍速』でダニエラに近づき、剣を振る。俺の動きを察したダニエラが、カミルの胸に刺した剣を抜くと素早い動きで離れていく。

　カミルはバンと地面に倒れ、その周囲が赤く染まっていく。すぐさま「カミル！」と駆け寄るが、心臓あたりに深い刺し傷があり、意識はない。俺は脈を確認して、まだ息があることに安堵する。

『癒し』

　躊躇することなく、水魔法よりスキルレベルが高い光魔法を使う。

　人の命がかかっている。隠蔽している魔属性を使用することに、戸惑うことはない。今できる最大限の力で、カミルに再度『癒し』をかけ『守り』の防御も施す。

　止血はできたが、予断を許さない状態だ。

　カミルのその姿に、心を決める。

　相当数の魔物をあやめてきた。一方的に殺されかけた経験もある。だが、人と殺し合いをするのは初めてだ。人をあやめることに当然抵抗はある。しかし、やらなければやられる。

　覚悟を決め、剣先をダニエラに向けた。

「仕損じたか。赤の魔術師だけでも厄介なのに、こんなチビに邪魔されるなんて、予定外もはなはだしい。あの方に申し開きができない」

　ダニエラは髪を振り乱し、悔しそうに叔父を一いち瞥べつしてから俺に視線を戻すと、背を向け走りだした。

　ダニエラの予想外の動きに後れを取った俺は「逃がすか！」と『倍速』で彼女に近づく。するとダニエラは懐から黒い玉を出して、俺に投げつけた。

　俺はそれを回避するが、黒い玉からは黒い霧が発生する。魔法陣が浮かび、黒い霧の中から魔獣が三匹現れた。高ランクの魔獣を召喚する魔導具なんて、裏ルートでしか出回ってないものだ。それを複数所持していたことに驚いた。

　警戒して距離をとると、その隙をついたダニエラが、階層スポットの丸い玉に手をかざし、次の瞬間消えてしまった。

　ダニエラが消えてからすぐ、叔父たちの加勢が入り、追加で現れた魔獣三匹は討伐された。

　その後すぐに判明したことだが、ダニエラの名は偽名だった。正確に言えば、彼女は姓と身分を偽っていた。

　彼女の本来の名は、ダニエラ・マイヤーで、廃家した男爵家の元息女であり、今は平民だった。

　叔父は『鑑定』で彼女のステータスを確認し把握していたが、貴族を装った偽名はよくあることなので、注視しなかったそうだ。

　だから誓約魔書は、名前と血液での契約にしていたのだ。

「偽名で契約しても関係ないからね」

　叔父の説明にほっと安堵する。

　これで俺の情報が外部に漏れることはないはずだ。

　ただダニエラが、俺を要注意人物として、あの方に話す可能性はある。〝あの方〟がどんな人物かはわからない。だが、魔獣を召喚する魔道具を容易に与えることができる裏ルートとのつながりが深い人物なのだ。今後の行動は注意しなければならない。

「さてドロップ品の回収もできたし、カミル殿の手当も簡易的ですが終わりましたよ。あとは地上で意識が戻るのを待ちましょう。地上に戻りますかね」

「そうですな……。すぐに帰国して確認することもありますしな」

　叔父の呼びかけに、バルシュミーデ伯爵が答える。

　伯爵の言葉は重い。本国内に王女の抹殺を考えている輩がいるのだ。しかも王女付き騎士として配属された者がその手先だった。まぁダンジョンに飛ばされた時点で、不穏だったのだけどね。

　狙われた王女も事の重大さに気づいており、神妙な顔でダニエラが消えた階層スポットを見つめている。

「ディア、いろいろと思うことはあるけど、今はただ前を向いて、伯爵を信じるんだ」

「ジークベルト様……」

　俺の励ましに、王女は俺のマントをギュッと握り、うなずく。エマも王女に近づき「姫様、私はおそばにいます」と、彼女の左手を握る。

　マントから手を離す様子がない王女に、これは大丈夫だよね？と、不安な少女を応援しているのだと言い聞かせ、そっと左手をマントを握っている彼女の右手に重ねる。ハッと俺に視線を向けた王女は、マントの代わりに俺の手を強く握り返した。




◇◇◇




　ジークベルトたちの微笑ましい様子を遠目で確認しながら、ヴィリバルトとバルシュミーデ伯爵は静かに会話を交わしていた。

「王女って、婚約者いませんでしたよね」

「えぇ、ジークベルト殿は？」

「アーベル家は自由恋愛なんですよ」

「それはいい！」と、伯爵は喜びを顔にみなぎらせる。

「いろいろとあるようですが、ジークが選んだ相手ですしね。力になりましょう」

　伯爵の表情からなにかを確信したヴィリバルトは、おもむろに手を出した。その手を伯爵が握り「ありがたい。感謝します」と、頭を軽く下げる。

　ふたりが固い握手を交わす。

　盛大な勘違いをされたジークベルトは、知らないうちに外堀が埋められていくのだった。




◇◇◇




　最下層の階層スポットの丸い玉に全員で手をかざす。

　白い光に包まれ、気づいたら小部屋にいた。

　小部屋の中は、魔法陣の上に設置された台座があり、そこには大きな丸い玉が置かれている。俺たちはその台座の前に並んで転移していたのだ。

　俺は前世の知識からダンジョンの外に転移すると思っていたため、拍子抜けした。

　物語とかでは、踏破したら外に転移して、周囲にダンジョン踏破したことがわかるような派手な演出があったり……。いや、あくまで物語だけど。決して期待してたわけじゃないよ。

「なんだか不服そうな顔しているね」

　俺の反応を見ていた叔父が、若干笑いながら尋ねてきた。

　自分が子供じみた考えを持っていたことが、少し恥ずかしくて視線をはずしながら、ごまかすように答える。

「ダンジョンの外を想像していたんです」

「それは残念だったね」

　俺の返答に笑いながら返事をし、俺の頭をポンポンとなでる叔父。

　少しぐらい夢見たっていいじゃないか。

　俺の機嫌が急下降したのを感じ取ったのか、叔父がダンジョンの仕組みについて、詳しく説明してくれた。

　その説明のおかげで、ここが、ダンジョン入り口付近にある階層スポットであることがわかった。

「さてお迎えも来たようだし、行こうか」

　叔父が小部屋の扉を開けた瞬間、白い物体が俺に向かって飛びついてきた。

「「ジークベルト様！」」

　王女とエマの悲鳴に近い声と共に、俺はその白い物体と一緒に後方へ倒れ込む。

「ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！〈ジークベルト！　ジークベルト！　ジークベルト！〉」

　その正体は、ハクだった。

　ハクが興奮して、俺の名前を呼び、抱きついたようだ。

　はたから見ると魔獣に襲われている少年に見えるだろうな。実際は顔中のいたるところをなめ回されている……。俺は遠い目をして、ハクが満足するまで耐えようと思った。

　十分ほど経ち、ハクが周囲の生温かい視線に気づいたようで、素早く俺の上から下りると、すぐそばに座る。

　俺はその様子を確認してから、起き上がるとハクに向けて手を伸ばし、ハクのふわふわの頭をなでる。

「ハク、ただいま」

「ガウッ！〈おかえり！〉」

　ハクが元気に返事をして、尻尾をパタパタと振り全身で喜びを表している。そして、もっとなでてほしいのか俺の膝に頭をのせ、咽喉を鳴らす。

「盛大な歓迎を受けたね」と、笑いながら叔父が近づき『洗浄』を俺にかけてくれた。

　ベタベタだった顔がさっぱりとした。

　その声を聞いたハクの耳がピクッと動き、「ガウッ、ガウッガゥー〈ヴィリバルト、ジークベルトを守ってくれてありがとう〉」と、感謝の言葉を叔父に伝えている。

　なぜかハクと意思疎通ができる叔父が「大切な家族だから、あたり前のことだよ」と、ハクの頭をなでた。

　ハクの言葉に感動した俺は「ハク！」とふわふわの体に抱きつく。俺の行動の意味を理解していないハクは、小首をかしげながら「ガウッ？〈どうしたの？〉」と俺を受け止めていた。その仕草に帰ってきたのだと安堵した。

「ジークベルト様？　その魔獣は？」

　俺たちの様子を遠目で見ていた王女が、俺に声をかける。そしてエマとふたりで、恐る恐る俺たちに近づいてくる。

「ハクだよ。僕の相棒なんだ。ハク、この子たちは一緒にダンジョンを踏破した。ディアーナとエマだよ」

　ハクは、ふたりが近づくと耳をピンと立て、初めは警戒した様子を見せるが、俺がふたりを紹介すると、たちまち尻尾を激しく振り喜んだ。

「ガウッ！〈仲間！〉」

「そうだよ。ディアもエマもいい子なんだ。きっとハクも仲よくできるよ」

　俺の言葉を受け、王女がハクに挨拶をする。

「はじめましてハク様、わたくしディアーナと申します」

「エマです」

「ガゥ！〈ハクだ！〉」

　続けてエマも挨拶をして、ハクたちが和みだした頃に、見慣れた赤い短髪の大柄な騎士が近づいてきた。

「ジークベルト、無事でなによりだ」

「父上！」

「積もる話もあるが、ここでは邪魔になる。宿をとってある。お嬢さんたちも一緒にな」

　父上は俺の頭に手をポンと置き、小部屋の扉にいる騎士たちに指示を出す。

　あれは団長に昇進した父上が率いている第一騎士団の精鋭部隊だ。カミルは治癒のため搬送されたようで姿はもうなく、扉の前にはバルシュミーデ伯爵が立っていた。

　俺はうなずくと立ち上がり、扉に向かって歩む。その横にはハクが、うしろには王女とエマが続いた。




◇◇◇




　ジークベルトたち三人と一匹の姿を見たギルベルトが深くうなずき、つぶやいた。

「ヴィリバルトの報告通りだな」

「兄さん、私を疑っていたんですか」

　心外ですと言わんばかりに、ヴィリバルトがわざとらしく肩をすくめた。

　弟のその仕草に、ギルベルトは眉をひそめる。

　アーベル兄弟の日常のひとこまがうかがえた。

　ギルベルトが小言を発する前に、ジークベルトの弾んだ声が聞こえる。

「父上！　ヴィリー叔父さん！　先に行きますよ」

「すぐに行くよ。行きますよ兄さん」

「あぁ」

　かわいい息子の声とヴィリバルトに促され、ギルベルトはその場を後にする。

　そして、静かに小部屋の扉が閉じられた。










事の顛末




　パカポコ、パカポコ――。

　規則正しい音を鳴らして、コアンの白い町並みを進む。

　馬車内では、叔父が父上に、俺とレッドソードキングの戦闘の様子を事細かに、そして大おお袈げ裟さなほど俺を褒めて伝えていた。

　父上は、そのひとつひとつに相づちを打ち、表情は崩さないが、とても満足そうではある。

　その横でそれを聞いている俺は、とても居心地が悪いんだけどね。居たたまれない気持ちを惑わすように、膝の上にいるハクのやわらかい毛をなでる。

　先行した王女たちは宿に着いただろうか。

　ふと、馬車に乗り込むふたり、王女とエマの不安気な様子を思い出した。

　馬車に乗る前――。

　ダンジョンの外では、マンジェスタ王国の騎士たちがダンジョン入り口を囲んでいた。

　厳重な警備体制に驚きもしたが、一国の王女を警備するには当然のことである。

　だけど、ピリピリとした肌にも感じる緊張感と国の精鋭部隊での護衛。エスタニア王国の王女でも、ここまでの体制はありえない。なにかあったのは明確だった。

　俺たちに気づいたひとりの騎士が、父上のそばに寄り声をかけた。

『団長、馬車の用意はできています。道中の警備も問題ありません』

『王女殿下を先にお通しする』

『承知しました』

　父上の指示に、騎士は素早く返事をすると後方へ下がった。

　すると横にいた王女が、父上に問うた。

『アーベル侯爵、わたくしどもはジークベルト様と同伴でしょうか？』

『いいえ、王女殿下。ジークベルトとは別の馬車をご用意しております』

　父上が否定すると、すぐさま王女が難色を示す。

『ジークベルト様との同伴をお願いしたいのですが』

『それはできません』と、父上がはっきりと拒否する。なおも父上にすがろうとした王女をバルシュミーデ伯爵がたしなめた。

『姫様、アーベル侯爵を困らせてはなりません』

『ですが……』と、王女は声をあげるが言葉は続かず、羽織っているマントをギュッと握りしめる。しばらくして『わかりました』と言い、下を向いた。

　その様子に周囲も気遣わしげに王女を見ていた。

　まぁ無理もない。ほんの先ほど、王女は自国の騎士に裏切られ、命を狙われたのだ。精神的に考えても、ダンジョン踏破した俺たちと一緒に行動したいのはわかる。それに他国の騎士たちに囲まれて、気が休まらないのだろう。

　そして促されるまま、王女たちは馬車に乗り込んだ――。

　車輪の音が止まった。どうやら宿に着いたようだ。

　ひと目で格式ある宿だとわかる佇まいに、多くの魔法の痕跡。精密な魔道具が多数使用されている。

　その精度に俺は、言葉をなくしてしばらくほうけた。

「コアンの技術が詰まっている宿だからね。安全は保障するよ」

「ヴィリー叔父さん、後で魔道具を見せてもらえるでしょうか？」

「それは交渉しだいだね」と、叔父がおもしろそうに俺を見て答え、宿の中に先導すると、先に大部屋へ行くよう促された。

　ハクと一緒に大部屋の中に入ると、そこには王女とエマがふたり、ソファに座っていた。

「「ジークベルト様！」」

　ふたりの声が部屋に響く。

　すると王女が素早い動きで立ち上がり、俺の手を取るとふたりの間に座らせた。その早業に俺は言葉をなくしていると、王女が「ジークベルト様、手をつないだままでもよろしいでしょうか」と、かわいらしくお願いしてきた。

　あざとすぎる。ほんの短時間で性格、変わっていませんか。

　王女の行動に唖あ然ぜんとしていると、横にいるエマにも「では、私もお願いします」と言われ、手を差し出された。

　えっ、これ。断れないよね。

　困惑する俺にハクが「ガウッ？〈どうした？　ジークベルト？〉」と小首をかしげた。

　両手に花。男なら一度は憧れるシチュエーションだとは思う。だけど、俺は冷や汗が止まらない。

　いろいろと考えてしまうのだ。背景とかを……。もちろん居心地が悪いのではない。それに彼女たちの要望を無下にできるほど、俺は鬼でもない。

　ふたりは俺を間に挟んで、一見楽しく会話が弾んでいるように見えるが、言葉の端々に緊張がうかがえた。おそらく、あまりにも厳重な警戒態勢に、なにかがあったのだと察し、不安から心を守るために、俺にすがったのだと思う。

　背景とかを考えなければ、俺は役得なのだけど……。




　コンコンと、扉のノックの音と共に父上たちが部屋に入ってきた。

　俺たちの姿を見た叔父が冷やかしてくるが、その声色は優しい。

「三人は仲良しだね。ジークは、これから大変だね。ねぇ兄さん」

「ジークベルトは、うまくやるだろう」

「そうだね。さて、さっさと本題を片づけよう。私は休みたいしね」

　父上が大きくうなずきながらそれを肯定すると、叔父が父上たちをソファに誘導する。

　その様子を見たエマが急に立ち上がると、ソファのうしろに行こうとしたため、俺はエマの手を力強く引っ張り、無理やりソファに座らせた。俺の行動に困惑したエマが「ジークベルト様、私は侍女なので立たなければ」と、慌てているが無視だ。その様子に叔父が、安心させるように伝える。

「エマ、気にしなくても身内だけだから大丈夫だよ」

「しかし……アーベル様」と、拒否しようとするエマに、王女が命令した。

「エマ、座っていなさい」

「はい。姫様」

　王女の命令に、エマは即座に反応し従う。ふたりの主従関係が、垣間見れた瞬間だった。俺たちの正面に、叔父と父上が座り、王女の斜め横にバルシュミーデ伯爵が座った。

　ハクは大事な話し合いをすると察したようで、邪魔にならないよう部屋の隅で寝そべった。

　全員が着席したのを確認すると、父上が叔父の名を呼ぶ。

「ヴィリバルト」

「はい兄さん『遮断』」

「これで外部からの盗聴は防げます。挨拶が遅れて申し訳ない。私はマンジェスタ王国、第一騎士団団長ギルベルト・フォン・アーベルです。エスタニア王国、第三王女殿下ディアーナ様とお見受けいたします」

「はい。エスタニア王国、第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアと申します」

「パスカル・フォン・バルシュミーデです」

　父上の挨拶を皮切りに、王女と伯爵が簡易的な自己紹介をする。

　王女はマントのフードをはずすと、白い耳を父上に見せた。父上は視線を耳に一度移すが、すぐに正面を見据え話を続ける。

「お預かりした騎士は、我が騎士団の聖魔術師にて治療を施しています。順調に回復しているため、後遺症もなく明日には目覚めるとのことです」

「それはよかった。エスタニア王国の王女として、貴国の第一騎士団に敬意と感謝を申し上げます。ありがとうございます」

　王女は深々と頭を下げる。それに続き、伯爵とエマも頭を下げた。

　カミルの状態が快方に向かっていると聞き、俺もほっと軽く息を吐いた。心臓付近を深く刺されていたため、今後の騎士活動に制限がかかるのではないかと思っていたのだ。

　場の雰囲気が少し明るくなったのもつかの間、父上が重い口調で切り出した。

「残念なお知らせがあります。貴殿らがコアンダンジョンにいる間に、エスタニア王国内で反乱が起こりました」

「なんですと！」

「「!!」」

　伯爵がバンッと机を叩き、立ち上がる。王女とエマは、突然の事態に目を見開き固まっている。

　父上は王女たちの反応を観察しつつ、はっきりと告げる。

「反乱の首謀者は、第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアとのことです」

「「「!!」」」

　その言葉に、伯爵はドカッと椅子に座ると両手を組み、ギラついた目で父上に問う。

「アーベル侯爵、その話は誠であるな」

「えぇ、バルシュミーデ伯爵、貴殿の名も副官としてありました。当初は不意打ちなどもあり反乱軍が有利でしたが、一週間も経たずして反乱軍が不利となり、最後はあっけなく王国軍に軍配が上がりました。捕虜となった反乱軍のほとんどが雇われた冒険者と奴隷だったようです。各国に通達が届いています。逃亡した第三王女以下を捕まえ、エスタニア王国へ帰国させるようにと」

　つないでいた王女とエマの手に力が入る。

　俺はふたりを落ち着かせるため、強く握り返し、ふたりそれぞれと目を合わせる。

　急な展開で俺もびっくりしたが、父上と叔父がこの場を設けたということは、悪いことにはならない。もし捕まえるなら、このような手間はかけない。

　俺が父上たちの行動を確信していると、すぐにその答えが出る。

「マンジェスタ王国は、貴殿らを保護します」

「保護？　捕縛ではなく？」

「弟より、貴殿らとダンジョン内で一緒に行動していると事前に情報を得ていました。反乱が起きたのは、弟たちと一緒に行動をした数日後。コアンの下級ダンジョンにいる貴殿らが、なんらかの方法でエスタニア王国に戻り、反乱を起こすなど、そんな器用なまねができるなんて、私は信じたくもありません。それにジークベルトが発見しなければ、亡くなっていたとの報告も受けています」

　バルシュミーデ伯爵が鋭い視線で疑問を言葉にすると、父上がそれに答えた。

「その通りですな。姫様を守るどころか、命の危険にさらしました。騎士としてお恥ずかしい。ジークベルト殿には感謝してもしきれない大恩ができました」

　自嘲めいた言葉を口にした伯爵は、俺に向け深く頭を下げた。伯爵のまとっていた威圧が少し軽減すると、父上が言葉をつなげる。

「エスタニア王国内でも、反乱軍にディアーナ王女やバルシュミーデ伯爵の姿がないため、ほかに真の首謀者がいるのではないかと怪しんでいるようです。我が国は貴殿らを保護し、反乱を首謀することはできない状況だと報告し、潔白を証明させましょう」

「ありがたい話ですが、なぜそこまで手厚くしていただけるのですかな」

　筋が通る伯爵の疑問に、俺も心の中で同意する。

　父上は、他国の厄介事を引き受け、すべてを解決すると言っているのだ。

「伯爵、我々も打算がないわけではありませんよ。ダンジョン内に転移した『移動石』、コールスパイダーの変異種に関しての情報収集に協力していただきますよ。また伯爵のように力のある方がなぜ繭まゆ内から抜け出せなくなったかも含めてね。研究材料が増えて私はうれしいですけどね」

「今の弟の提案だけであれば、わざわざ面倒な案件に首を突っ込まず本国へ送還させますが、ジークベルトが大変お世話になったようですしね。アーベル家が貴殿らを守りましょう」

「「「！」」」

　父上のその発言で、アーベル家以外の全員の視線が俺に向かう。

　王女がつないでいた俺の手を胸に寄せ両手で握る。金の瞳は若干濡れている。

「ジークベルト様、ありがとうございます」

「いや、俺はなにもしてないよ」

「いえ、いいえ、ジークベルト様と出会えたことを神に感謝します」

　戸惑う俺をよそに、父上たちは微笑ましいものを見るかのように沈黙している。俺はそんな父上に『言葉の責任は取ってくださいね』と目配せするが、なぜか思慮深くうなずいている。その横にいる叔父は、肩を小刻みに揺らし、笑うのを我慢しているようだ。

　ヴィリー叔父さん！　笑ってないで助けてください。

　あきらめに似た状況で視線をバルシュミーデ伯爵に向けると、そこには俺を崇拝したような目があった。

　あっ、あれはダメなやつ。

　ハッとして、俺は横にいるエマに視線を向けた。エマの視点が合っていない。

　エマ、エマさんや、現実に帰ってきなさい。

　エスタニア王国一行が、カオスだ。先ほどまでのシリアスは、どこに行ったんだ！

　俺が心の中で叫んでいると救世主？が現れた。大部屋の扉が勢いよく開く。

　そこには美女の姿で顕現した風の精霊フラウと、それを止めようとしたのだろうテオ兄さんがいた。

　全員が注目する中、フラウは腰に手をあてプリプリと怒っている。

「ヴィリバルトもジークベルトも帰ってきたのに、私にただいまの挨拶がないわ！」

「すみません。今はダメだと言ったんですが」

「テオは悪くないよ」

　叔父は立ち上がりふたりに近づくと、テオ兄さんの肩をポンと叩く。テオ兄さんはスーッと横に動き、叔父に場所を譲る。すると叔父は侍女たちが失神するほどの全開の笑顔で、フラウの前に立つと両手を広げた。

「ただいまフラウ。心配かけたね。フラウがいてとても助かったよ。ありがとう」

「おかえりなさい。ヴィリバルト！　私、役に立ったのね！　うれしいわ！　もっと褒めてもいいのよ！」

　フラウは満面の笑みで、叔父の懐に入り抱きつく。上機嫌だ。

　絶世の美女がフラウだと、残念美女に見えるのはなんでだろう。と思った瞬間、今しがた叔父の前にいたフラウが、俺の顔面まで二〇センチ以内にいた。

「ジークベルト、今私のことを悪く考えなかった？」

　俺は「滅相もない」と、頭を激しく横に振り否定する。

「そう？　悪意を感じたのだけれど、それならいいわ！　おかえりなさい。ジークベルト！　ハクと一緒にがんばったのよ！」

「ただいま、フラウ。うん、ありがとう！　とても助かったよ」

　フラウが俺を上からギュッと抱きしめる。人間の姿だと豊満な胸が顔にあたるんですが、役得……。

　ただ、両脇にいる王女とエマの視線が、とても痛い。

　しばらくしてフラウは満足したのか、叔父のもとへ戻る。そしてあたり前のように、叔父の膝の上に座ろうとしたところをテオ兄さんに注意され、渋々叔父の横に座りなおした。

「さぁ、お話の続きをしてちょうだい！」

「終わったよ」

　叔父の容赦ないひと言に「なんですって！　私は聞いてないわ！」と、フラウは口を大きく開け、ムンクの『叫び』のような表情のまま固まった。

　完璧な残念美女だ。

　その後、「テオバルトが邪魔するから、間に合わなかったのよ」と文句を言って、テオ兄さんをキッと睨にらんでいた。

　相変わらず貧乏くじを引いているテオ兄さんに心の中で合掌した。










アーベル一家の奮闘　前編




　時は数週間前にさかのぼる――。

　ジークベルト転移事件当日のアーベル家本邸、ジークベルトの部屋。

「ガウゥー！〈ジークベルトがまだ帰ってこない！〉」

　ハクはお気に入りのソファから飛び降り、部屋の中を歩き回る。ジークベルトが屋敷を出てから半日が過ぎていた。

　ハクは今朝の出来事を思い出していた。

　ジークベルトは、魔法砂をもらいにフラウがいる魔術団へ行くことになり、ハクはしぶしぶお留守番をすることになった。本当は一緒に行きたかった。ジークベルトのそばを離れるのは嫌だったけど、『お留守番をしてほしい』と、お願いされたのだ。

　魔術団には怖い人たちがたくさんいて、研究対象として捕獲されたら大変なことになる。

　ジークベルトの迷惑になるのも嫌だ。なので、ハクはお留守番をすることにした。

　もうすぐ夜になるのに、ジークベルトが帰ってこない！　早く帰ってくると約束したのに帰ってこない！　まさか、ハクの代わりに魔術団に捕まった!?　大変だ！　すぐに助けに行かないと！

　ハクはそう結論づけると「ガウゥー」と遠とお吠ぼえして、部屋の扉に向かい、器用にドアノブを回し、扉を開けて廊下を駆け抜ける。

　ハクの遠吠えに気づいた侍女たちが、慌ててジークベルトの部屋に向かっていったが、時すでに遅し。その姿を愕然と見送ることしかできなかった。

　平静を取り戻したひとりの侍女が「アンナ様に報告を！」と動きだすと、「マリアンネ様は、自室？　応接室ね！」と言い、またひとりが消える。残りの侍女たちは、ハクの後を追いかけた。

　侍女からの報告を聞いたアンナは「ハク様は、今どちらに!?」と、冷静沈着な彼女には珍しく動揺している。

　そこにひとりの侍女が肩で息をしながら部屋へ入り「アンナ様、ハク様を玄関にて捕獲しました。今マリアンネ様のもとにお連れしています」と報告した。

「大事に至らず安心しました。すぐにまいります」

　その内容にアンナは安堵のため息をつくと、先ほど見せた動揺は微み塵じんも感じさせず、姿勢を正し部屋を後にした。

　現在アーベル家は、大混乱の中であった。

『アーベル家の至宝』であるジークベルトが行方不明なのだ。




　夕方に魔術団からふたりの団員が、極秘でアーベル家を訪れていた。

　魔術団員の報告では、研究の作業中に、研究室を訪れたジークベルトが、ヴィリバルトと一緒に研究施設から消えた。行き先は現在も不明。

　原因は研究中の転移石の作業に失敗したとのことだった。




◇◇◇




　魔術団員Ａは、証言する――。

　俺たちの報告を聞いたマリアンネ様は、ひと言『そうですか』と言ったきり無言になった。

　終始、穏やかな顔をしていたけれど、まとっていた雰囲気は、殺意とも言えぬ恐ろしいものだった。

　俺、死んだと思ったよ。

　魔術団員Ｂは、証言する――。

　中年の侍女に『失敗するのは勝手ですが、なぜジークベルト様を巻き込んだのですか！』と詰め寄られ、執事に『失敗した魔術団員のお名前をお伺いできますか』と丁寧だが、有無を言わさぬ態度で聞かれたんだ。

　もちろん素直に答えたよ。答えなかったら、なにされるかわからないじゃないか！

　執事や侍女ごときだって!?　お前はあの場にいないからそんなことが言えるんだ！　あの背筋が凍るほどの恐ろしさ……。俺は精神共に五体満足で生涯を過ごしたいんだ。

　魔術団員のふたりは、アーベル家から戻るとすぐに上官へ『二度とアーベル家には、報告に行きたくない』との要望書を提出した。

　その要望書を手にした上官は『気持ちはわかるぞ……』と、五年前の魔術学校の件を思い出し身震いした。上官は魔術省出身だったのだ。

　上官は、魔術団員たちの気持ちをくみ取り、アーベル家と関わらない部署へ移動させた。




◇◇◇




　魔術団員がアーベル家を去った後、応接室内には、興奮状態のマリアンネをなだめるテオバルトがいた。

「マリー姉様、落ち着いて」

「落ち着いていられないわ！　ジークが魔術団の施設内で消えたってどういうことなの！」

「ヴィリー叔父さんも一緒に消えたんだよ。だから大丈夫だよ」

「一緒に消えたからといって、ふたりが一緒にいる証拠がどこにあるの！　そんなことわからないわ！　もう、こんな大事になるなら躊躇せず『追跡』の魔道具を渡せばよかった」

　廊下まで聞こえるふたりの会話、そこに侍女に伴われたハクが入室してきた。

「ガウッ！〈ジークベルトは、今どこにいるの！〉」

　突然のハクの登場にふたりは驚き会話を止めると、すぐにテオバルトがそばに寄り、安心させるような仕草でハクの頭をなでる。

「ハク、大丈夫だよ」

「ガウ？　ガゥッ？　ガウッ？〈大丈夫ってなに？　ジークベルトはどこ？　ジークベルトが消えたってなに？〉」

　テオバルトは、ハクがジークベルトを心配していることは読み取るが、これほどまでに興奮したハクを見るのは初めてだった。

　どう接すればいいか対応に困ってしまう。下手に接すれば、ジークベルトを捜しに屋敷から抜け出しそうな勢いだった。

　ふとハクを連れてきた侍女と目が合う。あぁーもう抜け出そうとしたのかと状況を把握し、どう説得すればいいのだと匙さじを投げかけた。

　テオバルトは脳裏に、あまり関わりたくない無邪気で小さな精霊を思い浮かべた。




◇◇◇




　ハクは、テオバルトの返事を待っていたが、一向にテオバルトは話さない。

　やはりハクがジークベルトを捜しに行くしかない！

　そう決断して、応接室から出ようと方向転換しようとした。すると、どこからともなく『ハク』とのジークベルトの声が聞こえた。

「ガウッ？〈ジークベルト？〉」と応接室を見回すが姿はない。

　気のせい？

　首をかしげ、ハクは再び動こうとすると、また『ハク』と聞こえる。

「ガウッ？〈ジークベルト？〉」と再び見回すが、やはり姿はない。ハクは小首をかしげる。

　ハクは、テオバルトたちが慌ただしく動いている状況にも気にもとめず、先ほどからずーっと聞こえる『ハク』と呼ぶジークベルトの声に意識を集中させていた。

　ジークベルトの声は、テオバルトたちの様子からして、ハクにだけ聞こえるようだ。ハクにだけ聞こえる……心の声!!　この声に返事をするには、ハクも心で話せばいいのではないか。

　想いをのせて『ジークベルト！』と心の中で叫んでみると『ハク聞こえるかい？』と、ジークベルトの応答があった。

　ジークベルトとの念話を終えたハクは、項うな垂だれた。

　ジークベルトは、ヴィリバルトと一緒にダンジョンにいる。無事だったのはうれしかったが、すぐに帰れる状況ではないようだ。ハクも一緒に行きたいと伝えたが、ここで待っていてほしいとお願いされた。ジークベルトのお願いは、ハクにとっては絶対だ。

　だけど、ジークベルトがいないのは、寂しい。




◇◇◇




「テオ！　すぐに屋敷を出てジークベルトを捜します」

「えっ？　どうして急に!?」

　ハクの様子を注視していたテオバルトが驚いた顔で、マリアンネを見た。

「ハクが、かわいそうすぎます」

「いやいや待って！　父様の帰りを待ってください」

　突然のマリアンネの暴走を必死に止めるテオバルトは、原因であるハクを見る。

　すると、ハクの耳がシュンと下がり、尻尾がお尻にまとわりついている。

　えぇーと……。先ほどまでは、ジークベルトを捜すんだと、誰が見てもわかるぐらい勢いづいていたのに、この短期間での落ち込みよう。いったいなにがあったんだ。

　えっ、もう泣きそうなぐらい落ち込んでいるじゃないか。えっ、これどうするんだ？　どうすればいいんだジークベルト！

　テオバルトの心の叫びは、誰に届くでもなく、彼の頭の中だけに虚しく響き渡るのだった。




◇◇◇




　転移事件当日の夜――。

　帰宅したギルベルトは、マリアンネに説明という名の説得を終えた後、アルベルトとテオバルトを執務室へ呼び出した。

「ジークベルトは、ヴィリバルトと一緒に、コアンの下級ダンジョンの十七階層にいる」

「父上、それはどういうことですか」

　アルベルトが、詳細な情報を掴んでいる様子のギルベルトに問う。

「本日、ジークベルトは、ヴィリバルトに魔法砂をもらうため、魔術団を訪れた。『移動石』の研究中に作業が失敗。その時たまたま訪れたジークベルトが巻き込まれたそうだ」

　その説明を受けたふたりは、しばらく沈黙すると、なにかに気づいたテオバルトが、突然言葉を発した。

「父様、ダンジョン内は外部からの直接転移はできないはずです」

「テオバルトの言う通り、ダンジョン内は転移ができないのだ。だが今回はできた。そもそも『移動石』に設定されていた転移先が王都だったのにもかかわらずだ。ヴィリバルトの報告では、魔法の暴走も考えられるが、ダンジョン内に転移できる手段があるかもしれないとのことだ」

「その手段がわかれば、冒険者も楽になりますね」

「そうだな……」

　ギルベルトは、テオバルトの率直な意見に同意するものの、王都を指定していた『移動石』が、コアンの下級ダンジョン内に転移したことにはなにか裏がある――どこかで悪事を企んで暗躍する人物がいる可能性が高いと危惧した。

　思い過ごしだといいんだが、こういった勘は大抵あたるのだ。

　今回は、はずれてくれと願い、目の前のふたりの息子と、弟と一緒にいるもうひとりの息子を思った。

「父上、コアンの下級ダンジョンは二十五階層ですが、広大です。叔父上はこのダンジョンの経験は？」

「ない。そのため踏破することにしたそうだ」

「その判断が妥当ですね。叔父上の『索敵』は広範囲ですから一週間以内には、踏破できるでしょう。もちろん戦闘は叔父上の単独ですよね」

　ジークベルトの居場所がわかり、安堵したアルベルトは饒じょう舌ぜつに語るが、それをギルベルトが否定する。

「いや、ジークベルトが主動だ」

「叔父上はなにを考えているのです！　ジークはまだ七歳です。そのような危ないまね許せません！」

　興奮したアルベルトが、執務室のテーブルをドンと叩く。普段見せないその様子に、長男は末弟がよほど大切なようだと、ギルベルトは苦笑いする。

「アルベルト落ち着け。ジークベルトの強さは、お前たちも認識しているだろう」

「「はい」」

「コアンの下級ダンジョンは、ボスがＢランクだ。各階層の魔物はＣランク以下となる。レベルを一気に上げ、ジークベルトの強さを隠蔽するいい機会だと考えている」

「しかし、父上……」

「心配しなくとも、ヴィリバルトもいる」

　その名前を耳にしたアルベルトは、一気に冷静になったようで、先ほどまであった勢いが鳴りを潜めた。

「それにしても父上と叔父上はどのようにして連絡を取っているんですか」

　アルベルトの素朴な疑問に、ギルベルトとテオバルトの動きが止まる。

　ダンジョン内は外部への『報告』魔法が使えない。普通に考えれば疑問に思うのは当然である。

　ギルベルトは、ギッギギーと効果音がつくぐらい鈍い動きでアルベルトを見てから、視線をはずすと、どこか遠くを見ながら答えた。

「それは……。ヴィリバルトに許可を得られれば、お前にも紹介しよう」

「紹介、ですか？」

「いや……。教えよう」

「アル兄さん、世の中には知らないほうが幸せってこともあると思うんです」

「テオ、急にどうした？」

「いえ、なんでもありません」

　テオバルトが口をつむぐと、微妙な空気が執務室を包んだ。

　本能的になにかを察したアルベルトは『やっぱりいいです』と言えぬまま、話題を切り替えた。

　そして今後の計画について話し合い、その日は解散となった。




◇◇◇




「テオ、お前調教師になったのか？」

　友人のおどけた声に、テオバルトは歩みを止める。

　ここは王都にある魔術学校だ。

　魔属性を所持している者は、必ず通うことが義務づけられており、もちろん身分は問わない。

　魔法の実用的な修練と研究を主としているが、魔法以外の雑学、教養、技術面でのスキル習得などの授業もあり、近年では魔属性のない者も通っている。主に商家や町の権力者の子息や息女だ。

　将来の人脈を培い、強固するのが目的だ。誰にも邪魔されることなく貴族社会に接触できる唯一の機会をやすやすと逃すはずもない。彼らはどのような地位であっても平民なのだ。今後の有力者と縁をつなぐこと、魔術学校は、社交の予行でもあるのだ。

　また国が優秀な人材を確保、把握するための場でもある。魔術学校で優秀な成績を収めた者は、国の機関への就職が約束される。平たく言えば、国が優秀な人材を囲うための職業斡旋所でもある。

　その魔術学校の廊下で、アーベル侯爵家の子息だが、なぜか存在感が薄く、優秀なのに注目されないテオバルトが、人々の視線の中心にいる。

　静寂に包まれたその場で、慣れない注目に苦笑いしつつ、テオバルトは、横にピタリと寄り添うハクに目をやる。

　ジークベルトが転移事件に巻き込まれてからここ数日、ハクがテオバルトのそばを離れようとしないのだ。

　今日は、週三日ある魔術学校の日だった。

　ジークベルトが、ハクをとても大切にしていることを屋敷にいる全員が認識していた。

　下手に連れ出し、厄介な相手に目をつけられると困るため、テオバルトは丁寧に根気強く説得したが、ハクは断固として離れなかった。

　しかたない休むかと、半月ほどの休学を覚悟したところ、ギルベルトから『連れていきなさい』との命令が下った。

　ギルベルトの目的を把握したテオバルトは不満に思ったが、かわいい弟のためだと自分に言い聞かせた。

「末弟が飼っているんだ」

「末弟？　あぁーあの噂の銀髪くんね」

「噂？」

「ガルゥ？〈うわさ？〉」

　テオバルトが疑問を口にすると、隣のハクも声を出して、瞬きしながら首を傾ける。その仕草が、その場にいた全員の心を掴んだ。場の空気が変わるのをテオバルトは感じた。

　目的のひとつが、こうも簡単に片づいた。
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　ジークベルトを銀髪と呼んだ友人が、そのかわいさからハクを凝視していたが、ハッと気づき言葉を返す。

「まあまあ、それにしても綺麗な毛並みだなぁ。触ってもいい？」

「ハクが許したらね」

　テオバルトの声と同時に、ハクが動き、友人の前に座ると「ガウ！〈いいぞ！〉」と元気よく返事をする。

「お許しが出たってことかな。おお、すっげー。艶々だし、触り心地最高！　さっすが侯爵家、手入れ抜群じゃん！」

「末弟がとても大事にしているからね」

　その声に周りで傍観していた人々が、次々と列をつくる。

　その様子を横目に『まぁそうなるよね……』と、テオバルトは心の中でため息をついた。

　友人のうしろに長蛇の列ができる。友人はうしろの列に気づくと、ばつの悪そうな顔をしてテオバルトへ軽く頭を下げ、すぐうしろの人物へ譲る。列は途切れることなく、授業が始まる直前まで続いた。その中に講師が含まれていたことに、テオバルトはほくそ笑む。

　ハクはおとなしく、嫌な表情ひとつせず、されるがままだった。こちらの思惑を理解しているかのような動きにテオバルトは感心する。

　さすがジークベルトが相棒と呼ぶだけのことはある。高い知能が垣間見れる。この魔獣を手もとに置き、従えている末弟のすごさを再認識すると共に、輝かしい将来の陰で多くの暗躍がまとわりつくだろうと、未確定の不安要素に心を痛める。無自覚のブラコンの気苦労は絶えないのだ。

　授業中もハクは邪魔することもなく、ただ静かにテオバルトのそばにいた。

　最初教室に入った際は級友たちが大騒ぎしたが、それを気にすることもなくハクは淡々とテオバルトの後に続く。その光景に騒然とした級友が押し黙り、様子を静観する。講師も一瞬ひるんだが、ハクを指摘することなく、授業は進んだ。

　魔術学校は許可さえあれば、魔獣と一緒に授業を受けられるのだ。まぁその許可を使って魔術学校に魔獣を連れてきた生徒はほぼいないため、噂を嗅ぎつけた他教室の生徒が、休憩の都度押しかけ、ハクのかわいさに心を掴まれていた。

　すべての授業が終わり、生徒たちのハクへの好奇心も一段落したため、テオバルトは屋敷に戻る馬車へ向かう。

　粗方の目的は、ほぼ達成したが、まだ安心できない。教授と顔を合わせていないのだ。一抹の不安も残したくはない。やはり屋敷に戻る前に研究棟へ足を踏み入れるかと考えていると、前から歩いてくる人物を見て舌打ちした。よりにもよってウーリッヒ教授だ。

　ウーリッヒ教授は、伯爵家の次男で、魔術学校での地位もそこそこ高い。ただ生物実験などの研究を好んでおり、残虐な実験から何度か注意喚起を受けているはずだ。研究室にこもっていることが多く、滅多に遭遇することはない。牽けん制せいするには、最適な相手ではあるが厄介だ。

　素直に引いてくれればいいが……と、近づいてくるウーリッヒ教授に、一抹の不安がよぎる。

「テオバルト殿、その魔獣の赤子は……なんと！　ブラックキャットの変異種！　これはなかなかお目にかかれるものではないですね……研究対象、いや素材として使えるな！　テオバルト殿、ぜひとも譲っていただきたい！」

　即座に鑑定する教授の技量に、テオバルトは再び舌打ちしたくなるが、ここはグッと我慢する。代わりに、ハクの右足にあるアーベル家の家紋がついたアンクレットをわざとらしく見た。

「ウーリッヒ教授、申し訳ありませんが、この赤子は、アーベル家が所有しているのですよ」

「むー。では、ゲルト殿にかけ合って、譲っていただきましょう」

　ウーリッヒ教授は、少し考えたそぶりを見せるが、唐突にアーベル家の三男であり、魔術学校の特待生でもあるゲルトの名前を口にすると、妙案とでもいうように提案する。それにテオバルトは淡々と答えた。

「ゲルトには、この赤子の所有権はありません。また叔父ヴィリバルトの庇護下にいますので、手を出すと、ウーリッヒ教授の研究に支障が出る可能性がありますよ」

「赤め、忌々しい！　私の研究の邪魔ばかりをして……」

　ウーリッヒ教授は、ブツブツと恨みつらみをつぶやいている。矛先を叔父に変えることには成功した。この男がハクに手を出すことは当分ないだろう。

　この件が、ほかの教授にも伝われば、ジークベルトがハクを連れて魔術学校へ通っても問題はなさそうだ。

　テオバルトは自分の陰に隠れ、ジーッと事の成り行きを傍観していたハクの頭をひとなでし満足する。

　ただ、弟のゲルトがウーリッヒ教授と親交があると判明し、少なからずショックを受けたが顔には出さず、そのままフェードアウトした。




　テオバルトが屋敷に帰宅すると、アルベルトがげっそりとした顔をして、テオバルトの自室で待機していた。

　その横には、宙に浮いた精霊。思わずバタンと自室の扉を閉めてしまい、横にいるハクが驚いた顔で、テオバルトをうかがい見る。

「うん、マリー姉様に帰宅の報告をしていなかったな」

　さも当然といった感じで、踵きびすを返そうとするが、ガシッと腕を掴まれた。

「いつも帰宅の報告なんてしたことないだろう」

「アル兄さん、早い帰宅ですね。普段なら夜遅くまで騎士団の詰所にいますよね」

「あれが耳の横でうるさすぎて仕事にならない」

　アルベルトの必死な形相に、テオバルトは、だから知らないほうが幸せってこともあると忠告はしたのにと内心毒づく。

　もともとフラウは人に興味がある。そんな彼女に、契約者のヴィリバルトから彼の血縁関係者に姿を現してもいいと許可が下りたのだ。守る者の範囲に僕たちが含まれていると宣言していた精霊がこの絶好の機会を逃すなんてことはない。

　そりゃーまとわりつくよね。

　ヴィリバルトがいないぶん、四六時中アルベルトのそばにいたのだろう。

「アルベルト！　話の途中よ！　レディに声をかけず席をはずすのは、マナー違反よ！」

　腰に片手をあて、人さし指をせわしなく振り、プンプンと怒った表情でアルベルトの顔面間近にそれはいた。フラウの軽率な行動にテオバルトは頭をかかえたくなる。

　屋敷の中だからと油断しすぎだ。侍女たちに顕現している姿を目撃されたら騒動になり、ヴィリバルトや目撃者に迷惑がかかることを理解しているのだろうか。

　テオバルトはその被害者でもあるのだ。

「あらテオバルトにハクじゃない！」

「ガウ！〈フラウ、会いたかった！〉」

　フラウの視線が、ハクとテオバルトに移る。

　その隙を逃すはずもなく、アルベルトは静かに後退し、テオバルトの真横まで移動していた。

　それに気づいたテオバルトは、さすがの動きですと称賛しつつ、うれしそうに返事をするハクの様子に、再び頭をかかえたくなる。

「面識がある……みたいですね」

「あぁ、そのようだ」

「あらハクとジークベルトは、私の友達よ！　ここ最近、一緒に魔法の修練をしているのよね」

「ガウ！〈そうだ！〉」

　仲よく話をしていたふたりが、テオバルトとアルベルトの会話に割り込んできた。

　ジークベルトは、すでにフラウとの面識があり、頻繁に会っているようだ。

「魔法砂をプレゼントする予定だったのに、ダンジョンに移動したのよ。しかも私を置いて……」

「ガウゥ〈置いてかれた〉」

　目に見えて、ふたりが落ち込みだすが、アルベルトが空気を読まず、質問する。

「魔法砂とは？」

「ジークベルトが『ガラス石』作りをがんばっているのよ。失敗ばかりだけど、その原因がジークベルトの魔力の高さで、Ｓランク以上のものじゃないと魔法砂が耐えられないの。だから、私の精霊の森の魔法砂をあげる約束をしたの。こんなことになるなら、私が持ってくればよかったわ。ヴィリバルトがもうすぐ伯爵になるからその用意で大変だったのよ」

「フラウ頼むから、そういった重要情報はこぼさないで」

「重要情報？」

　サラッと重要情報を漏らすフラウに、テオバルトは目め眩まいがする。

　しかも、その自覚がないのだ。コテと首を傾けながら、テオバルトを見る仕草はあざとすぎる。

「アル兄さん、知っていましたか？」

「いや、今知った。おそらく上層部で厳守されているのだろう。新しく伯爵家ができるとなれば、古参が騒ぎだすのが目に見えている」

　テオバルトの問いに、アルベルトは頭を振り、先のことを思ってか苦々しく顔をしかめた。そのアルベルトの様子を、気にすることなく無邪気な顔をしてフラウは続けた。

「ヴィリバルトが伯爵になることは、先の戦争の実績で決まっていたのよ。断ったんだけど、いろいろと肩書があったほうが、うるさいのを片づけやすいから、面倒だけどもらうって言ってたわよ」

「そうか……。叔父上は一掃する気なのか……」

　フラウの話を受け、さらに顔をしかめたアルベルトに、テオバルトがひと際明るい声を出して、その場を収めようとした。

「アル兄さん、今そのことを考えるのはよしましょう。フラウもまだ公表されていないことを口に出してはダメだよ」

「あらヴィリバルトが、テオバルトになら、なんでも話していいって言ってたわよ」

　フラウの言葉にテオバルトは卒倒しそうな衝撃を受け、「ヴィリー叔父さん、なぜです！」と言って、頭に手を置き、天を仰ぐ。

　アルベルトが、そっとテオバルトの肩を叩いた。

「ガゥ〈フラウ〉」

「そうだったわ！　テオバルトにお願いがあるのよ！」

　ハクの呼びかけに、フラウはパンと手を叩いて、衝撃から立ち直れないでいるテオバルトに切り出す。

「お願い？　あまりいい予感がしないのだけど……聞くだけ、聞くよ」

「あら簡単なことよ。私とハクをコアンの下級ダンジョンへ連れていって！」

「それは至極難しいお願いだね。ダメに決まっているよ」

「どうして？」

「ガゥッ？〈なんで？〉」

　テオバルトの答えに、涙目で訴えるさまはとても同情をひく。このふたりを並べるのは、悪手だ。思わずいいよと許可してしまいそうになる。はたから見れば、いじめているようにも見えるんだろう。

「ガウッ〈ジークベルトが、テオバルトに外へ連れていってもらえるようにお願いしていいって言ってた〉」

「そうよ！　ジークベルトがいいって言っているのよ！」

　テオバルトは、ハクの言葉を理解できないが、フラウはその代弁者なのだろう。ジークベルトの許可うんぬんは別として、ヴィリバルトがハクの暴走を阻止する役割を含め、フラウとアーベル家の接触を許可したのだろう。おそらくそのお世話係は、テオバルトだ。

「えーと、ジークベルトは、ダンジョンの中だから連絡はできないよね？」

「あらジークベルトとハクは――」

「ガゥッ！〈ダメッ！〉」

　ハクの声で言葉を中断させられたフラウは、慌てて言いなおす。

「そうだったわ！　三人の秘密だったわ！　テオバルトにも話せないわ！」

「うん、その話はいいよ」

　テオバルトの即答に、不満気な表情をしたフラウは、煽るように話す。

「あら興味がないの？　ジークベルトが関わっているのよ？　ヴィリバルトなら即食いつくわ！」

「うん、僕はいいよ」

「テオバルト、おもしろくないわ！」

　口を尖とがらせ、ふて腐れる精霊を見て、テオバルトは自分の選択肢が正しいものであると感じた。

　なんとなくだが、その話は聞かないほうが身のためだと直感で察した。正直、頭痛の種はもうお腹いっぱいなのだ。

　アルベルトは、フラウの言葉に少なからず興味を持ったようだが、この小さな精霊が所持しているであろう大きな爆弾の数々が頭を横切り、テオバルトと同様、無関心を貫くことにした。ブラコンが精霊に負けた瞬間だった。

「私が人間サイズに顕現して、ハクをコアンまで連れていくわ」

「絶対にダメ！」

「むぅーー。じゃテオバルトが連れていってよ」

「それもダメ！」

「ダメ、ダメ、ダメって…………。わかったわ！　ならヴィリバルトからの報告はもうしないわ！」

　押し問答を続けていると、精霊が逆切れしました。プイッと横を向いて、承諾以外の言葉は受けつけないようだ。

　その様子にアルベルトが、本当にしかたなく告げる。

「テオバルト、一度、父上に相談しよう。エスタニア王国の動向も気になるしな」

「わかりました。フラウにハクも、父様が外出を許可すれば連れていくよ」

「本当ね！　約束したわよ！　早速ギルベルトに会いに行かなきゃ」

「ガゥ！〈ありがとう！〉」

「いや、許可されればだよ……」

　テオバルトの声が聞こえたかは定かではないが、フラウはその場から消え、ハクはテオバルトたちの周りを走り回っている。

　あぁ、もうこれは確定事項なのだと、すぐに頭を切り替えたテオバルトは、道中の世話は僕なんだろうなぁと、必要な物資などの手配を考えるのだった。
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「フラウ、勝手に行動しない」

「うぅー。あのお菓子おいしそうなのにぃー。ダメ？　少しだけでもダメ？」

　テオバルトの叱しっ咤たに唇を突き出して不服そうな表情を見せるフラウだが、すぐに表情を変え大きな瞳を潤ませてお願いをする。その表情の豊かさに、精霊って無邪気だねと、テオバルトは内心あきれつつも、カラフルな菓子が並ぶ店先で足を止めたフラウを急かすように促す。

「ダメだよ。ほら父様から離れてしまう。急いで」

「もう！　ギルベルトはどこに向かうつもりなの？」

「だから、宿で待っていればよかったんだ」

「ダメよ！　せっかく顕現してるのよ！　この機会にいろいろと遊ばないと！」

　興味があるものに足を止めてしまうフラウにテオバルトが注意する。先ほどから同様のやり取りを繰り返している。

　本日の昼過ぎにコアンの町に着いた。

　カツカツカツと軽快な蹄てい音おんがコアンの町に響き渡り、マンジェスタ王国の第一騎士団の精鋭たちが、道に並ぶ姿は圧巻だっただろう。

　名目は、コアン下級ダンジョン内で発生した変異種の魔物の調査となっており、コアン下級ダンジョンは、現在規制がかかっている。冒険者ギルドには報告済みで、Ｂランク以下の冒険者は、ダンジョンに入れないのだ。

　コアン下級ダンジョンで活動している主な冒険者はＣランク以下であり、相当な不満は出た。しかし、ボスのランクがＢのダンジョン内に、Ｂランクの魔物が出現し、それが変異種だと冒険者ギルドが発表したからだ。

　つまり実質Ａランクの魔物が階層内に出現したことになる。しかもこの件に関与しているのが、ヴィリバルト・フォン・アーベルであることが知れわたると、ほとんどの冒険者が口をつぐんだ。皆『赤の魔術師』には関わりたくないのだ。

　無謀な者が多い冒険者の中でも、一目も二目も置く『赤の魔術師』の効果にテオバルトは苦笑いした。

　実際に調査はするが、おそらく現在は変異種がいない通常のダンジョンであるはずだし、コールスパイダーが出現した十九階層も、ダンジョン内の仕様でもとに戻っているはずだ。

　ただ、コールスパイダーの繭は残っている可能性が高いと報告を受けていた。ダンジョン内で生み出したものではない魔物の産物であるからとの結論だ。ではなぜドロップしたのかと、テオバルトは突っ込みたくなるが、その分野は得意ではないので粛々と報告を聞いていた。

　コールスパイダーの残党もいないはずだ。そもそもヴィリバルトが見逃すはずがない。

　数週間前に起こったエスタニア王国内の反乱がこの件に関与しているはずだが、証拠を残すような首謀者ではないと断言できる。反乱から鎮圧されるまでの動きが、誰かが考えた筋書だったと、ことさら、綺麗すぎるのだ。

　計算違いだったのは『赤の魔術師』であるヴィリバルト、いやジークベルトが、あやめるはずだった対象を助けてしまったことだろう。

　ギルベルトの足は躊躇することなく、迷路のような路地を右へ左へと進んでいく。ハクは、ピッタリとギルベルトの横にいる。

　コアンの中心部より離れたそこは亜人地区だが、ギルベルトが進む先はさらにはずれのようだった。

　道中、すれ違う亜人たちの様子がおかしいことに、テオバルトは気づいていた。おそらくギルベルトも気づいている。

　原因はフラウだろう。王都では顕現しても、フラウの人並みはずれた美しさに注目されるだけだったが、亜人たちの反応はそれと異なる。まるで精霊が姿を現していることに驚いているようだ。亜人は精霊に気づけるのか……と頭をよぎるが、テオバルトは頭を振る。もし亜人も気づけるなら、あの叔父がフラウを人間の姿で顕現することを許すはずがない。フラウをわざわざ危険にさらすことはないはずだ。それともほかに思惑があるのか……考えすぎだ。

　今は目前の問題を解決することに、全力を尽くさなければならない。アーベル家の者として、また兄として。前を歩く父の姿をとらえ、テオバルトは決意を大きくうなずくのだった。




　ギルベルトは古びた一軒の店の前で足を止めると、ギッギギーと扉を開けて中に入っていく。

　年季が入った扉だが、細かな装飾がされており、よくよく目を凝らすと装飾と見せかけた魔法陣が描かれている。

「『選択』の魔法陣ね！　悪意あるものを排除する仕様ね！　おもしろいわ！」

「『選択』？　聞いたことがないな。無属性の魔法かな」

「フフフ、私は使用しているところを見たことがあるわよ！　昔ね、ヴィリバルトが使ったの！」

　自慢気なフラウをよそに、ギルベルトが会いに来た人物は、ヴィリバルトとも親しい間柄のようだと、魔法陣を見てテオバルトは確信した。今後長い付き合いになると悟りながら、店内へ足を踏み入れた。

　店内に入ると、外観とは異なる色鮮やかな魔道具が並べられていた。そのひとつひとつが美しく、高い技術力が垣間見える。

「すごい」と、テオバルトは思わず感嘆の声をあげる。その横にいるフラウは緑色の瞳を輝かせ「綺麗ね！」と、魔道具が並んでいる棚へ吸い込まれるように近づいていった。すると店内の奥の扉が静かに開き、顎あご髭ひげを長く生やした小人のような男が現れた。

　ドワーフだ。亜人の中でも生産技術力の高い彼らは国に重宝されている。寿命が長い彼らだが、繁殖能力は低く、近年徐々に数が減り、実物のドワーフを見るのは、テオバルトも初見であった。

　ドワーフの男は、ギルベルトの姿を捉えると、小さな背丈をピンと伸ばし、少しうわずった声で挨拶をした。

「ギルベルト殿、久しぶりですな！」

「ボフール、久しいな。息災か」

「ええ、おかげさまで妻子ともども元気にしております」

「そうか、それはよかった」

「今日は……おぉーーなんと珍しい。精霊殿が顕現しているとは！」

　ボフールの言葉に、魔道具の美しさに見惚れていたフラウはギョッとした顔をして、慌てて言葉をつなぐ。

「なっ、なに言ってるの!?　わっ私は人間よ！　精霊なんかじゃないわ！」

「フラウ、落ち着いて大丈夫だよ」

　動揺するフラウをテオバルトが制し、肩にそっと手を置く。

　テオバルトもボフールの言葉に驚きはしたが、やはりとの確信と、ギルベルトが落ち着いているため、大丈夫だと自身にも言い聞かせる。

「精霊殿、我々ドワーフの祖は妖精です。顕現した精霊殿の気配に気づかぬわけがありません。失礼ですが精霊殿は、精霊の中でも上位であらせられますな。しかし若輩。力の制御が難しいようですな。顕現したにしてもそのような強い気配では、我々ドワーフ以外でも気づいた者がいるでしょう」

　ボフールの説明を黙って聞いていたギルベルトが、質問する。

「ボフール、亜人は精霊に気づくものなのか」

「種族により異なりますな。すべての亜人が精霊に気づくということではありません。我々ドワーフは別ですがな」

「そうか」と、あっさりした返答をするギルベルトに、ボフールは険しい表情を浮かべる。

「ギルベルト殿、この町は亜人が多い。気づいた者もいるでしょう。ただ精霊殿を害するような者はいませんと、はっきりと申したいのは山々ですが、気をつけなされ、八十年前の悲劇を再び起こさないためにも」

「わかっている」

　フラウが精霊ではないと否定することもなく、ギルベルトは大仰にうなずき、安易に認める発言をした。当の本人は、精霊だとバレたとムンクの『叫び』の表情で固まっているが、ボフールとギルベルトは気にせず話を続ける。後でフォローしようと、テオバルトは固まったままのフラウを放置することにした。

「さてさて、今日はわざわざ何用ですかな」

「あぁ、実は魔道具の修復を頼みたいのだ」

「修復ですとな」

　ボフールはギルベルトの手もとを見るが、修復する魔道具を所持していない。はてとうしろも確認するが、誰も所持していないようである。顎髭をひとなでしてギルベルトを見る。

「すまん。実物は今手もとにない。明日か明後日あさってにでも届ける予定だ。姿見を認識阻害させる物らしい。ヴィリバルトの見分では、かなり高度な技術が使用されているようだ」

「ふむ。ヴィリバルト殿が高度な技術と？　現物を見てみないと判断できませんな」

　ボフールの言い分はもっともだ。

　ギルベルトは心得ているようにうなずき、両の手を上げた。

「ボフールに修復が難しいようであれば、お手上げだと言っていたからな」

「ガハハハ。そこまで評価されると技術者としては鼻が高いですな！」

「私もそうだが、ボフールほどの技術を我々は知らない。ほかにも依頼があると思うが、最優先で修復を願いたい」

　ギルベルトが頭を下げた。

　その姿にテオバルトも驚いたが、頭を下げられたボフールも戸惑っているようだ。

「ふむ。珍しいですな。誠実なギルベルト殿が……なにか事情があるのでしょう。わかりました。届きしだい、最優先で対応しましょう」

「恩に着る」

「なにをおっしゃいますかな。これぐらいのことで恩に着られると、返してもらうのが大変で困りますがな。幸い今の仕事は納期が先の物ばかりです。気にせんでもいいです」

「頼んだ」

「はい。お任せください」

　了承の頭を下げた後、ボフールはテオバルトとハクを見て、ギルベルトに問う。

「ご子息と魔獣ですかな」

「あぁ、紹介が遅れたな。次男のテオバルトと、我が家で飼っているブラックキャットの変異種のハクだ」

「ご挨拶が遅れて申し訳ございません。テオバルト・フォン・アーベルです」

「ガゥ！〈ハクだ！〉」

　ギルベルトに紹介され、テオバルトとハクは挨拶をする。

「これはご丁寧に。ドワーフのボフールです。お父上には大変お世話になりましてな。なにか所用がありましたらなんなりと申しつけてくださいな。とは言っても、魔道具作りしかできないですがな」

「素晴らしい魔道具です！　ご依頼していいのですか！」

　テオバルトはいつになく興奮した。

　ギルベルトやヴィリバルトが愛用している魔道具類は、王都ではどこの店にも置いておらず、入手場所が不明だった。魔道具の大半をヴィリバルトが作製していると思ってはいたが、ボフールだったのだ。

　テオバルトも冒険者として活躍している際、特製の魔道具のありがたさを身に染みて感じていた。市販の魔道具を一度でも使用すればその差は歴然であり、ギルベルトから譲り受けた魔道具は、文句なく高性能な一流品である。たびたび冒険者仲間のニコライから譲ってくれと懇願されていた。

　魔導職人の多くは、国や魔道具ギルドに所属する。

　一般的に流通している魔道具は、可もなく不可もなくといったところで、丈夫さはあたりはずれがある。しかも高額のため、購入後すぐに壊れ、泣いている冒険者を目にしたことは多い。まれに一流の魔道具が紛れている場合がある。これは個人からの依頼でしか魔道具を作製しない魔導職人たちが、在庫処理で流した物がほとんどである。

　ただ例外はある。魔法都市国家リンネだ。

　リンネ製の魔道具は、一定の水準で管理されており、高質ではあるが、リンネ内しか流通されておらず、マンジェスタ王国内で手に入れることはできない。魔道具事情はいろいろと厳しいのが我が国での現状なのだ。

　ボフールは、個人依頼のみの魔導職人だ。しかも一流の魔導職人である。一流の魔導職人たちのほとんどは、個人依頼のみで所在が不明だ。所在がわかっても、職人気質な性格が多い彼らは、顧客に対してもうるさく、相手を気に入らなければ、魔道具を作製してくれない。

　王都にもひとり、魔道具製作で有名な人物はいるが、ほぼ王族の依頼しか受けない。王族の中でも依頼許可が下りない人物もいるそうだ。またＳ級の冒険者が依頼しに訪れたが、門前払いだったという噂もある。

　その一流の魔導職人から、個人依頼の許可が出たのだ。興奮せずにはいられない。

「テオバルト、落ち着きなさい。ボフールは、私の知る限り一番腕のいい魔道具職人だ。今後、役に立つ魔道具を作製してくれるだろう」

「父様、紹介いただきありがとうございます。ボフール殿、今後、よろしくお願いします」

「ガハハハ。褒め上手ですな！」

　ギルベルトは興奮する息子に声をかけるが、その喜びように連れてきて正解だったと感じた。テオバルトにはなにかと不便をかけているのだ。多少なりとも息抜きをさせてやらないと、テオバルトが壊れてしまう。

　子供たちには、最高の環境を与えてやりたいとギルベルトは、親心ながら思うのだ。

「ボフール、あとふたりの息子もお願いしたい」

「ギルベルド殿のご子息の依頼は受けますがな！」

「ありがたい。ひとりはハクの飼い主で、末の息子のジークベルトだ。魔道具の修復依頼で顔を合わせることとなるはずだ」

「末のご子息は、リア殿の面影があると聞いてますがな」

「あぁ、リアにとても似ている」

　ここ最近、屋敷内でも滅多に表情を変えなかったギルベルトが、とても穏やかな顔で答え、ハクの頭に手をポンと置く。ジークベルトの名前が出たため、ハクはうれしそうに尻尾をピンと伸ばした。

「ガハハハ。好かれておりますな！　会うのが楽しみですな」

「ボフールは気に入ると思うぞ。ただ依頼された魔道具は随時報告をしてくれ」

　ギルベルトの真剣な表情に、ボフールが顎髭をひとなでする。

「ほーそれは過保護なことですな」

「ジークベルトはまだ幼い。なにかあってからでは遅いのだ」

「幼子が依頼する魔道具など知れておりますがな」

　ボフールはあえて子供であることを強調してみた。それに続くギルベルトの答えに期待する。

「ボフール、会えばわかる」

「ますます会うのが楽しみですな。ガハハハ――」と、店内にボフールの笑い声が響いた。




　ボフールと今後の話を詰め、簡易版だが認識阻害の魔道具を譲ってもらい、店を後にする。

　ムンク状態だった精霊は忘れずに再起動させた。あの体勢で長時間固まっていたフラウには驚いた。精霊とは特殊なようだと、ギルベルトは認識を改めた。その場にヴィリバルトがいれば、一般的な精霊は違うと即座に否定が入っただろう。

　行きと違い、ゆったりとした歩調で歩くギルベルトに、テオバルトは声をかける。

「父様、アル兄さんを、連れてこなくてよかったのですか」

「あぁ、アルベルトには私から魔道具を渡している。アルベルトにはまた機会をつくるので安心しなさい。今後魔道具が必要となるのは、アルベルトよりテオバルトだろう。第五騎士団への入隊に了承したと聞いてる」

　ギルベルトの配慮にテオバルトは感謝した。世間では、寡黙で厳しいイメージのあるギルベルトだが、子供たちに関することは些さ細さいなことでも見逃さない。子こ煩ぼん悩のうである。そんなギルベルトをテオバルトは、父親としても大人としても尊敬している。

「はい。まだ入隊が確定ではないため、報告が遅れて申し訳ありません」

「いやいい。私も多忙だったからな。ヴィリバルトからの推薦だ。了承したのなら入隊は確定だ。またその話は屋敷に戻ってからだ」

「はい」

「いや、やはり屋敷に戻る前に話そう。マリアンネが暴走して話す機会が遠のくだろう」

「そうですね」

　マリアンネの話題が出た瞬間、父と子は遠い目をした。

　今朝屋敷を出発する前、我が家ではひと悶もん着ちゃくあった――。

　例のごとく、アルベルトとマリアンネのブラコン兄姉が、駄々をこねたのだ。

『――マリアンネには、屋敷の管理を任せる。ハンスとアンナと相談し、ジークベルトが帰宅後、疲れを癒すために計らってくれ。母代わりのマリアンネにしかできないことだ。頼んだぞ』

　ギルベルトがマリアンネに決定打を与え、説得した。

　結果的に、アルベルトはギルベルトに簡単に言い含められ、最難関のマリアンネは、自ら屋敷にとどまらせることに成功した。

　先日の執務室での話し合いで、マリアンネは屋敷で待機させると決めていた。だがアルベルトが王都に残るのは予想外だった。残す理由があるのか……とテオバルトは思うが、頭を振り考えるのをやめる。ギルベルトたちの策は、到底自分の考えに及ばない。

　それにしても、父様は、ジークが帰宅した後、マリー姉様の暴走を止める手段はあるのだろうかと、マリアンネの様子を見たテオバルトは心配するのだった――。
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　ギルベルトはフラウから、ヴィリバルトたちが明日ダンジョンボスに挑むという報告を受けていた。昨夜、ヴィリバルトからフラウに連絡が入ったのだ。

　ジークベルトも順調にレベルアップをしていて『実力は折り紙つきよ』と、フラウが自身のことのように自慢げに話す姿にギルベルトは苦笑いした。

　フラウは、ヴィリバルトの契約精霊だが、ヴィリバルトの身内も守る対象としている。

　ギルベルトが、初めて顔を合わせた時、『あなたがヴィリバルトのお兄さん？　嫌いじゃないわ！　私が守ってあげる』と声高に宣言した光景は今でも思い出せる。

　ギルベルトに興味本位でまとわりつき、あの当時はまだかわいらしかった弟が恐縮した様子で、ギルベルトに頭を下げていた。

『ヴィリバルトの家族は大好きよ。そばにいて心地いいもの！』と、フラウがヴィリバルトに釈明していた。それを聞いた弟が強く言えず、困っていた様子も、ギルベルトには微笑ましく見えた。

　ヴィリバルトをはずせば、フラウの中で好感度が一番高いのは、間違いなくジークベルトだ。フラウの態度を見れば一目瞭然。ジークベルトはやはり精霊に好かれるのだろう。

　いずれ精霊と魔契約をする未来を想像し、精霊同士で覇権争いが起きそうだと、未確定な事柄にギルベルトは大きくため息をついた。

「父様？　どうされました？」

　テオバルトの声にギルベルトはハッと我に返る。「気にするな」と手で制し、宿屋の大部屋で待機しているのだと、改めて気を引き締めた。




　昼が過ぎ、一向に踏破の連絡がない状況に、ギルベルトは表情には出さないが焦ってはいた。

　ジークベルトの実力を考えても遅すぎる。なにかあったかと、一抹の不安がよぎるが、頭を振る。

　ヴィリバルトがいる。最悪の事態にはならないと、ギルベルトは自身に言い聞かせ、心を落ち着かせる。弟に絶大な信頼を寄せて依存する現状に、内心甘えすぎだと苦笑いした。

　ふと、例の件、話を進めるかと決断する。

「ギルベルト、ヴィリバルトから伝言よ」

　フラウが突然現れる。ギルベルトはその行動に慣れているため、微動だにしなかったが、テオバルトは驚いて「うわっ」と声をあげた。すぐに平静を装いフラウを見つめるが、教育係の心には火がついていた。

「ダンジョンボスを討伐後、エスタニア王国の介入あり、負傷者がひとり。聖魔術師の派遣求むとのことよ」

「わかった」

　ギルベルトは承諾すると席を立ち、大部屋の隅にいるハクに声をかけた。

「ハク、来なさい」

「ガウッ？〈なに？〉」

「今からジークベルトたちを迎えに行く。私と一緒に来なさい」

「ガウ！〈わかった！〉」

　ハクは尻尾をピンと伸ばし、ギルベルトのそばに寄る。その頭を優しくひとなでし、テオバルトに視線を合わせる。

「テオバルト、フラウを頼む」

「はい。父様」

「えぇーー！　ギルベルト、私も連れていってよ！」

　フラウが非難めいた声を出すが、ギルベルトは首を横に振る。

「ダメだ。街中を歩いていて感じたのだが、フラウを精霊ではないかと疑っている者がいる。この町は人族より亜人が多い。特に感覚が鋭い者は、声には出さないが精霊だと確信している。ボフールでさえ精霊が顕現していると驚いていただろう。亜人は精霊とのつながりが深い。下手に動いて危険な目にはあわせられない。騎士団ご用達のこの宿に奇襲をするような馬鹿はいないはずだが、護衛に騎士を置いていく」

　ギルベルトの言い分は、筋が通っていた。

　しかしフラウも譲れない。念話で無事だと理解できているが、一刻も早く姿を確認したいという様子がうかがえる。ヴィリバルトに会いたいのだ。

「むぅーー。そうだわ！　顕現をしなければいいわ！」

　妙案を思いついた顔で、ギルベルトに訴えるが、それも却下される。

「ダメだ。すでに目立ちすぎている。騎士団の者たちにどう説明する。我が騎士団の精鋭を甘く見ないでくれ。フラウを精霊だと言って一部の亜人たちが騒いでいると、報告が騎士から入っている。騎士たちは、フラウの美しさから出た亜人たちの虚言だと思っているようだ。まぁヴィリバルトの連れのため、これ以上の追及はしたくないようだがな」

「うぅーー。顕現しても王都ではバレなかったのに……」

　フラウはうつむくと、拗すねたように言葉を詰まらせた。

「私も油断した。王都では、認識阻害の魔法をヴィリバルトが施していたのだろう。今はボフールの魔道具でなんとかなっているが、簡易版だと強く主張していた。下手に動き、万が一、魔道具が壊れた場合どうする」

「わかったわ。おとなしくここで待つわ」

　フラウが不承不承ながら聞き入れた様子に、ギルベルトはうなずくと部屋を後にした――。




◇◇◇




　一方、残されたフラウは口を尖らせ、ギルベルトが出ていった扉をジッと見ていた。その様子をソファで静観していたテオバルトは、満面の笑みでフラウに近づき肩に手を置く。

「フラウ。話があるんだ」

「テオ…バルト……？」

　普段と様子が違うテオバルトに、フラウは後ずさる。

　顔は笑っているテオバルトだが、フラウはなぜか彼のそばにいてはダメな気がした。逃げようとするも『拘束』の魔法が発動していたことに、今さらながら気づく。

「テオバルト！　どうして？」

「今、逃げようとしたでしょ。いい機会だからゆっくりと、話し合おうね」

　どの行動が、テオバルトの地雷を踏んだのだろうか。今のテオバルトを止める人はいない。

「いやーー」と、声をあげるが、テオバルトは抜け目がない。部屋には『遮断』が施されていた。




　宿の大部屋の扉の前で、ふたりの人物が小声で会話をしていた。

「ねぇまだなの？　ヴィリバルトの気配がするわ。私約束した通りおとなしくしたわ。もういいでしょ？」

「ダメだよ。今は大事な話の最中だから」

「大事な話？　なら私も聞くわ！」

「ちょ、フラウ！」

　テオバルトの静止も聞かず、顕現した大人のフラウが大部屋の扉を勢いよく開けた。部屋にいた全員の視線が、フラウに注目する。

「ヴィリバルトもジークベルトも帰ってきたのに、私に、ただいまの挨拶がないわ！」

「すみません。今はダメだと言ったんですが」

　フラウの行動をたしなめるように、うしろにいたテオバルトが申し訳なさそうに言った。

　すると、ソファにいたヴィリバルトが立ち上がり「テオは悪くないよ」と、その肩を労わるように叩く。ヴィリバルトとテオバルトの視線が合う。

　テオバルトは心の中で『やっと保護者が帰ってきた』と思い、肩の荷が下りると、すぐ横に動き、ヴィリバルトに場所を譲った。そして人知れず再会を喜んだ。

　そのあとは、ムンクの『叫び』の表情や理不尽な責めなどもあったが、テオバルトはすべて笑顔で答えた。

　テオバルトにとって、この数週間は必要以上に長く感じ、精神を鍛えられたのだった。




◇◇◇




　子供たちを退室させ、ギルベルトたちは改めて席に腰を掛けた。

「さて本題に入りますか」

　ヴィリバルトの合図で、ギルベルトが口を開く。

「バルシュミーデ伯爵、貴殿は」

「エトムントに家督が移りましたか」

　想定の範囲だったのだろう、ギルベルトが話すよりも先に自身の進退について追及した。

「まだ正式ではない情報ですが、ご子息のエトムント殿が、このたびの貴国の反乱で率先して反乱軍と戦い、バルシュミーデ伯爵とは無関係であることを示したようです」

「私の潔白より先に一族の存続を考えたのでしょう。エトムントは、おそらく背景にも気づいております。自慢の息子です」

　バルシュミーデ伯爵は腕を組みながら、当然といった態度をとった。

「早急に連絡を取りますか」

「いや、時期尚早。首謀者を洗い出すほうが先ですな」

　ギルベルトの提案に、バルシュミーデ伯爵は少し考えたそぶりを見せるが断った。

「わかりました。心あたりがあるのですね」

「第一王子トビアス様の腰巾着、ビーガー侯爵が有力ですな。ダニエラを派遣したのも侯爵ですしな」

「それだけでは判断しかねます」

　ギルベルトが、はっきりと言った。ふたりの視線が激しくぶつかり合う。先に視線をはずしたのはバルシュミーデ伯爵だった。

　彼は目を閉じると、静かにエスタニア王国の内情を話しだした。

「ご存じの通り、エスタニア王国の王太子は、第三王子であるマティアス様です。王位継承権は、第三王子マティアス様、第一王子トビアス様、第二王子エリーアス様、そして第三王女ディアーナ様です。我が国は特例がない限り、正妃のお子様の男児に第一王位継承権が与えられます。ただ王太子であるマティアス様はまだ十二歳。トビアス様は、マティアス様がご誕生になる前まで、王太子として教育をされていました」

　ギルベルトが「なるほど」と相づちを打つ。バルシュミーデ伯爵は続ける。

「そもそもトビアス様の母上である第一側室のエレオノーラ様は、もともとは正妃でした。しかし王がブルーム公爵のご令嬢であったシャルロッテ様を見初められたため、正妃がシャルロッテ様に移ったのです」

「また厄介だね」

　ヴィリバルトが、少しあきれたと言わんばかりの態度でそう言うと、ギルベルトに視線を移した。

　ギルベルトは黙ってうなずいた。

「えぇ、それだけであればよかったのですが……非公式ですが、王は病に臥ふせっておられます」

　バルシュミーデ伯爵は意を決した様子で、機密事項を口にした。

　しばらく沈黙が続いた。

「だがなぜ、王太子ではなく継承権の低い第三王女に手を出す必要があるのだ」

　ギルベルトの疑問に、バルシュミーデ伯爵はさらなる爆弾を落とす。

「ディアーナ様の先祖返りです。正式な第一王位継承権はディアーナ様にあります」

　その爆弾発言に、ギルベルトたちは表情を変えることもなく、ただバルシュミーデ伯爵を見た。真意を問うその姿勢に、バルシュミーデ伯爵はうなずいた。

「エスタニア王家には、亜人の血が入っております。王位継承権には特例があり、先祖返りした王族が王になるといったものです。代々王家は、その特例を死守してきました。私も詳しくは知りませんが不変の条約だと聞いています。しかし、王はディアーナ様に王位を継がせるおつもりはなく、特例である先祖返りを公表されませんでした。ディアーナ様の先祖返りはごく一部の者しか知りません。また民は王家の秘密を知りません」

　バルシュミーデ伯爵の話を聞いたヴィリバルトは、いくつかの質問をし始めた。

「なるほどね。気になる点は多いけど、まず伯爵はその王家の秘密をどうして知っているの」

「先代の王が逝去される直前、先王から秘密を明かされました。現王を支えてほしいと。私を含めると王家の秘密を知る者は、数人しかおりません」

「ビーガー侯爵も王家の秘密を知っている？」

「おそらく。秘密を共有している人物の中に名はないが、情報が漏れたと考えたほうがいい」

「ビーガー侯爵が黒幕だとすると単純すぎないかい。私はほかに首謀者がいると考えるよ」

「経済力、権力、実力を兼ね備えているのは、あの男だけです」

「へぇー、伯爵がそこまで警戒するビーガー侯爵にぜひ会いたいな」

「ヴィリバルト」

　ヴィリバルトの悪い癖が出始めたので、ギルベルトがいさめた。

「だけど兄さん、彼女たちを助けるならこの問題は解決しないといけないよ。ジークのためにもね」

「わかっている。一度、王に報告する。バルシュミーデ伯爵、よろしいですね」

「我が国の問題を解決するのに他国に協力してもらうとは……」

　バルシュミーデ伯爵は天を仰ぐ。その姿にギルベルトたちは同情した。

　しかし他国を巻き込んだ内乱がもう始まっている。

　決意を新たにしたバルシュミーデ伯爵と、心強い味方となったアーベル侯爵家との話し合いは、深夜まで続いた。










日常編　ディアーナとの婚約




　エスタニア王国の反乱事件から約三ヶ月。

　第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアの婚約が発表された。

　相手は、ジークベルト・フォン・アーベル。

　そう俺だ。




　――コアンから帰宅して数日後、父上に意志を確認された。

　突然の婚約話にひどく狼ろう狽ばいした俺は『えっ!?』と、素っ頓狂な声をあげた。

　思ってもいなかった展開に思考が追いつかず、しかも父上は、俺と王女ディアーナが相思相愛だと認識していた。

　ディアーナも照れながら『ジークベルト様は、受け入れてくださいました』と宣言した。

　その宣言に俺は、『えっ、いつ？』と、心の中で叫んだ。

　俺の困惑した表情で、なにかを察したディアーナは『夜の砂漠で受け入れてくださったじゃないですか』と、頬を赤くしてうつむいた。

　かわいいなぁーと、微笑ましく思うが、その時はそれどころではなかった。

　夜の砂漠って……あの時か！　たしか、ダンジョンでの最後の夜、お礼を言ってくれた時、早口で聞き取れなかったあれねと気づいた。

　まじか……。あれ告白だったのか。

　いったいいつ好意を持たれたのか。事実は小説よりも奇なり。

　唖然として返事をしない俺に『ジークベルト様？』と、ディアーナが不安気な声で尋ねてきた。

『うん。そうだったね』と、若干頬を引きつらせながらも俺は微笑んだ。

　あの時、ディアーナに恥をかかすことはできないと思った。

　俺はディアーナを嫌いではないし、むしろ好意はある。その気持ちが恋愛かと問われれば、肯定はできない。だけど、温めていくことはできる。

　ディアーナは、気立ても器量もいい。正直俺にはもったいないと感じている。

　ただ気になるのは、彼女がエスタニア王国の王女であり、王位継承権があることだ。マンジェスタ王国の侯爵家の四男と婚約しても国際的に問題はないのか。エスタニア王国の貴族たちは、この婚約を受け入れるのか。

　王太子以外の王族は、悪い言い方だが、政治の駒である。他国とのよりよい関係を築くため、婚姻を結んだり、自国の貴族に褒美として下賜することもある。

　そのような立場のディアーナが、俺と婚約って、父上はなにを企んでいるのでしょう。

　それに彼女は今反乱の首謀者として、祖国から指名手配されている。

『父上、それは彼女たちを守る武器になりますか』

　その発言にディアーナがハッとした表情で俺を見た。

『なる』と、父上が力強くうなずいた。

　それを目視した俺は即座に『ディアーナ王女との婚約の手続きをよろしくお願いします』と伝え、父上に頭を下げた。
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『あとは側室のことだな。すでに王女には許可を得ている』

　またしても父上の突拍子もない言葉に『はっ!?』と、あっけにとられる。

『ジークベルト様、わたくしは正室としてがんばりますわ』

　涙ぐみながら感動した様子でディアーナが追従した。

　俺は慌てて『いやいや、ちょっと待って！』と止めるが、勘違いしたディアーナが『わたくしが正室ではいけませんか？』と、涙目で訴えてくる。

『そもそも側室ってなに？』

『はい？　ジークベルト様はいずれ側室を迎えますよね。うれしいことに候補者の名にエマの名前があります。エマは恐れ多いと恐縮しておりましたが、わたくしが説得いたしますわ』

『父上？』と、すがるような気持ちで尋ねた。

『アーベル家では、恋愛結婚だ。複数相手がいても問題はない』

　いやいや、いくら貴族が一夫多妻でも、アーベル家は、ほぼ側室いませんやん！

　なぜそのような考えに至るのですか！

　しかも、エマを側室候補にって、範囲が狭すぎるでしょ！

　説得とかいらないよ。エマが、かわいそうだ。

『父上、なにか勘違いがあるようです。側室はいりません。婚約はディアだけで十分です』

『いいのか？』

『ジークベルト様？』

　俺の回答に、父上とディアーナは互いに顔を見合わせ、心底不思議そうな顔で俺を見る。

　なぜかふたりは、意気投合している。

　ここでの心象が大事だと感じたので、俺は真剣な表情で姿勢を正し『はい』と返事をした。

『わかった。では今回はディアーナ王女との婚約を進めよう』

『そうですね。今回はわたくしの婚約だけお話を進めていきましょう』

　俺の態度をどう捉えたのか、ふたりは、はいはいといった感じで流している。

『お二方、次回はありませんよ』と、笑顔で強く否定した。

　これ以上の話は無駄だと判断して、俺は頭を切り替えて言葉を続けた。

『父上、エスタニア王国はこの婚約を受け入れるのでしょうか。反乱が先日起きたばかりですし、ディアーナが首謀者だとの疑いは晴れてはいませんよね』

『そのことだが、五ヶ月後にエスタニア王国で武道大会が開催される。その賓客に王の名代でマンジェスタ王国の王太子ユリウス殿下がご訪問される。その際、ディアーナ王女とバルシュミーデ伯爵にも同行していただく』

　父上はいったん言葉を切ると視線をディアーナに向けた。

　意志確認がしたいようだ。

　その意図をくみ取ったディアーナが無言でうなずいた。

『それまでにジークベルトとディアーナ王女の婚約を発表する予定だ。万が一首謀者の疑いが晴れずとも、マンジェスタ王国の侯爵家の婚約者として地位を確立すれば、相手は手出しできない。降嫁すると決まった時点で、王女の王位継承権は消滅しているのでな』

　父上の説明は俺が危惧していたことが解消される内容だったが、新たに気になることが出てきてしまい思わず口に出していた。

『反乱が起きた直後なのに、武道大会ですか？』

『そうか、ジークベルトは知らないのか。武道大会は三年に一度、数十カ国の参加で開催される国際行事だ。毎回開催国が代わり、今年はエスタニア王国で開催される。各国で優秀な選手を二名選出し競うのだが、国力を示す重要なものでもある。戦火中でもない限り開催国が勝手に中止できるものではない』

『政治的なものでもあるんですね』と、俺は感心した表情でうなずく。

『そうだ。しかし近年は遠方の国での開催が多く、我が国は参加をしなかった』

『えっ？　父上、言っていること矛盾していますよ？』と、俺が声をあげると、父上が不敵に笑う。

『我がマンジェスタ王国の国力は、世界有数だ。それを誇示する必要はない。だが今年は参加する。アルベルトを選手として出場させる』

『アル兄さんをですか？』

『アーベル家の嫡男は、一度は武道大会に出場することが決まっている。ユリウス殿下がご訪問される機会に出たいと、アルベルトから申し出があった。同じ年で幼い頃から仲がよかったユリウス殿下が、王の名代で訪問されるため、華を添えたいのだろう』

　そんな決まりがあるのか、嫡男は大変だと思った。

　父上の自信に満ちた態度から、アル兄さんに期待をしていることがわかった。

　俺はつい茶化すように『優勝でもする勢いですね！』と言った。

　すると父上が『ジークベルトなにを言っている。出るからには優勝だ』と真剣な面持ちで俺に指摘した。その圧に『そうですよね』と肯定するしかなかった。

　その日のうちにアーベル家に従事する者も全員集め、父上がディアーナと俺の婚約を発表した。

　正式な発表は、後日となる旨を説明し、ディアーナたちの正体を明かした。

　コアンから帰宅した際、ディアーナとエマは、我が家で預かることになったが、父上のお客様としてもてなすようにとの命が出ていた。

　全員が驚き『さすがジークベルト様！　婚約者が王女様なんて素敵すぎる』などといった声がチラホラと聞こえる。

　その中でマリー姉様が崩れ落ちた。

『私のかわいいジークベルトが婚約!?　彼女は高位貴族の庶子だと思っていたのに……。まさか王女だったなんて！　仲がいいとは思っていたのよ。器量は文句のつけようがないから、庶子なら妾で我慢しなさいと説得するはずだったのに！　なんてことなの！』

　マリー姉様の心の声は、ダダ漏れだった。

　しかもなんだか恐ろしいことを考えていたようですね。

　未然に防げてよかったと安堵する。

　ここ数日のマリー姉様の不満気な態度は、おそらくディアーナたちが同行して屋敷に帰宅したため、盛大な歓迎をしたが、満足するまで俺にかまえなかったことだ。

　事前にテオ兄さんから注意喚起を受けていたので、俺も未然に防いだりして流したが、ディアーナたちがいなければ、ひどいありさまだったと確信できる。

　本当に父上はなんと言って、マリー姉様を屋敷にとどめておいたのだろうか。

　背中に悪寒が走る。

　うん。知らないほうがいいこともある――。










誓約魔書の破棄




　我が家は内示に俺の婚約を発表してから、平穏が保たれていた。

　特にマリー姉様とディアーナは、実の姉妹のように仲がよくなった。

　どのようにしてマリー姉様を手な……ゴホン、仲よくなったのかは不明だが、さすが王女、人の心を掴む手腕は素晴らしいと感心すると共に、『俺、尻に敷かれるの確定じゃない!?』と未来の自分を想像してげんなりした。

　まだ俺は七歳だ。主導権を握る機会はあるはずと心を落ち着かせた。

　婚約を発表したことで『誓約魔書』を破棄することになった。もちろんエマも一緒にだ。

　本人たちはこのままでもいいと、破棄に消極的だったが、すでに身内である。ちょっとした手違いで誓約魔書が発動し、死ぬことになれば俺が後悔する。

　特にエマは要注意である。ドジ侍女は健在で、あのアンナが頭をかかえていた。悪気があるわけではないため、怒るに怒れないんだよね。

　朝食の後、ディアーナと今日の予定を確認し合う。

「今日の午前中に、ヴィリー叔父さんが来る予定だから、そのつもりでいて」

「はい。お手数をおかけします」と、無表情で軽く頭を下げるディア。非常に残念なことに耳と尻尾を隠蔽しているので、感情を読み取ることは難しい。

　この無表情も見慣れると、うん、悪くない。

「いや『誓約魔書』の破棄はそうそうにしたかったんだ。時間がかかってごめんね」

「いえ、ジークベルト様の大事なことですから、慎重になるのは当然のことです」

　実は誓約魔書の破棄に叔父が渋ったのだった。

　ディアーナやエマの破棄なら、すぐ了承が出ると思ったが、思惑がはずれ驚いたのは俺だった。

『婚約が確定した後、彼女たちの様子を見て判断しよう』と、叔父が俺に伝えてきたのだ。

『どうしてですか』との俺の問いに『彼女たちには、滞在中アーベル家の教育を受けてもらう。アーベル家の者としての心構えがあると判断できれば破棄するよ』と笑顔でかわされた。

　これ以上の質問は受けつけられないとその場を後にしたが、アーベル家の心構えとはなにやらとの好奇心から、ヘルプ機能を発動させた。

【アーベル家に従事する者は、例外なく教育を受け、アーベル家に生涯の忠誠を誓う。教育途中に逃亡する者、資格がないと判断される者は『忘却』の魔法で、アーベル家に関するすべての記憶を抹消される。アーベル家に従事できる者は、国籍やステータスにかかわらず優秀であり、ほかに類を見ない】

　その事実に言い知れぬ恐怖を感じた。

《現在アーベル家の『至宝』はご主人様ですよ》

　恐怖におののく俺にヘルプ機能が、軽いノリでいらぬ情報を伝えた。

　どういうことだ？と困惑する俺に《ご主人様だからです》と、なんとも曖昧な返答をしてきた。

　俺の『至宝』うんぬんについては後々考えることにした。

　ヘルプ機能の情報から、叔父が誓約魔書の破棄を渋った理由を知り、その思考に過保護すぎると頭をかかえた。

　また一方で叔父が、彼女たちに無理難題を叩きつけ、誓約魔書を破棄する気がないとも思った。

　エマは、見習いだがディアーナの侍女である。主人への忠誠を尽くしているはずだ。今さら変更できるのかと疑問が生じた。心が追いつかないだろうと思った。

　そしてディアーナは、エスタニア王国の王女だ。王族は忠誠を誓ってもらう立場だ。それなのに忠誠を誓わせるなんて無茶だと――そう思っていた。

　しかし俺の心配をよそに、ディアーナとエマのふたりはすんなりアーベル家の教育を受け、忠誠を誓った。

　そして今日『誓約魔書』が破棄される。




　約束の時間から三十分以上経ち、『移動魔法』で現れた叔父は、少々疲れた顔をしている。

　チート叔父の弱っている姿に、物珍しさから言葉を出せずにいた。ダンジョン内でも一度も疲れた様子を見せなかったあの叔父が、少々とはいえ弱っているのだ。

「遅れてすまないね」と、言葉にも覇気がない。

　そんな叔父を見かねた俺は意を決して、質問する。

「いえ、なにかあったのですか」

「あぁー。ルイーゼ姉様が昨日帰国されてね」

　思ってもいなかった返事に、俺は瞬きをする。

「伯母様が帰国されたのですか。伯母婿のクルマン伯爵はたしかリストアに大使として派遣されていましたよね」

「私が伯爵の爵位を得るので、緊急帰国したんだよね。現在我が家に滞在中――ハハハ」と、乾いた笑いをした叔父は遠い目をする。

　そう叔父は、来週伯爵になる。我が国では数十年ぶりの新たな伯爵家に国中大騒ぎだ。

　授与式には祖父母や伯母夫妻も含めアーベル家全員で参加し、王城で開かれるパーティーには、ディアーナを伴い、俺の婚約者としてお披露目することになった。

　その授与式のために伯母は帰国したのだ。

　ルイーゼ・フォン・クルマン、父上の姉で、俺の伯母にあたる人だ。

　大恋愛の末、フェルディナント・フォン・クルマン伯爵に嫁いだ。伯母は我が国では初の女騎士であり、近衛騎士団に所属していた。父上も叔父も唯一頭が上がらない人物である。

　俺は赤ん坊の頃に一度対面しているが、視界がボヤケていたため、姿絵でしか伯母を見たことがない。

　その伯母が叔父の屋敷に滞在しているなら、ディアーナたちを連れて後で挨拶しに行こう。

　ちなみにアーベル侯爵家の西隣にある古い屋敷が、現在の叔父の家である。

　とある伯爵家の所有だったが、最近売りに出され、叔父が購入したのだ。

　伯爵の体面上、屋敷は必要だった。管理が面倒であると叔父は嘆いていたが『敷地内の外装に文句は言わないよね』と言って、西側の伯爵家との間にあった壁をぶち抜き、侯爵家の敷地とつないだ。それにより両家を楽に行き来できるようにした。徒歩五分の距離だ。広がった庭を見てハクがうれしそうに走り回っていた。叔父の計画では庭の中間地点に別邸を建てるとのことだ。

　表面上は伯爵家と侯爵家の敷地は別となっていて独立貴族としての体面を取るが、内情はひとつの家として運用する。その中間地点に別邸を建てることで、伯爵家の負担を分散するのだろう。

　叔父が遠い目をしながら「ディアーナ様とエマはどこかな」と確認する。

　当初の予定よりもかなり遅れ、叔父が現れたのは昼過ぎ。ディアーナは午後にマリー姉様との茶会の予定があり、エマを伴いサロンに行っている。そのため、叔父の到着と同時に、俺は『報告』の魔法を使ってディアに知らせておいた。すでにディアーナからもその返事が届いていた。

「今、こちらに向かっています」

「ありがとう。本人たちがいないと『誓約魔書』は破棄できないからね」

　叔父は二通の『誓約魔書』を机に出す。

　誓約魔書から流れ出る魔力の多さに俺は驚愕する。ダンジョン内で取得した『魔力察知』で、その魔力容量を把握したのだ。

　命をかける誓約書なだけある。

　叔父の伯母への愚痴を聞き流しながら過ごしていると、ディアーナとエマが部屋に入ってきた。

　彼女たちの到着がもう少し遅かったら、俺は拗ねていたかもしれない。一方的に愚痴を聞くのって、つらい。

　ディアーナとエマはテーブルを挟んで叔父と俺の向かい側の席に並んで座った。

「今から『誓約魔書』を破棄する。ふたりとも目の前にある誓約魔書に手をかざして」

　叔父の指示にふたりは息をのみながら『誓約魔書』に手をかざす。

　それを見届けた叔父が破棄呪文を唱える。

「古来より受け継がれし誓約よ。ヴィリバルト・フォン・アーベルの魂のもとにおいて誓約を破棄する」

　叔父が破棄呪文を唱え終わると同時に『誓約魔書』が輝きだし、彼女たちそれぞれを包み込む。

　光が彼女たちの中に消えると、机にあった『誓約魔書』は消えていた。

『誓約魔書』を破棄した直後、ふたりの体に異変がないか俺は念入りに確認した。

　叔父を信頼はしているが、それとこれとは話が別だ。命を代償とした誓約なのだ。

　俺の行動に「過保護だね」と苦笑いする叔父を横目に、これぐらいの心配は許してほしいと思った。

「ジークベルト様、ご心配していただき、ありがとうございます」

「ありがとうございます」

　異常がないことに、ほっと胸をなで下ろす俺にディアーナとエマが、頬を染め若干目を逸らしながら頭を下げる。

　ふたりの態度に、あぁー、無遠慮に触りすぎたと、反省するが後悔はない。

　女の子特有のいい匂いでやわらかかった。うん、うん。

「うん。なにもなくて本当によかった。改めてこれからよろしくね」

　俺はそれに気づかなかったふりをして、笑顔をふたりに向ける。

「「はい！」」との元気な返事に、時には開き直りも有効だと悟る。

「ヴィリー叔父さん、のちほど屋敷を訪問してもいいですか。伯母様にご挨拶したいので」

「ジークは、律儀だね。私は魔術団に顔を出しに行くので付き合えないが、姉様を頼んだよ」

　やはり元気がない叔父に、一緒に行きましょうとは誘えなかった。

　一日であれだけの愚痴がたまるぐらいストレスを感じているのだ。伯母からやっと解放された叔父に再び戻れとは言えない。

　俺は空気を読める子なのだ。

　庭で遊んでいたハクを呼び、ディアーナとエマを連れ立って、西の屋敷に足を運ぶ。

　アーベル家の敷地内での移動のため、護衛は必要ない。道中はたわいのない話で盛り上がっていた。

「ジークベルト様の伯母様はどのような方なのでしょうか」

　ディアーナの問いかけに、俺が知っている情報を伝える。

「我が国で初の女騎士だったけど、大恋愛をして伯爵夫人になったって話だよ。赤ん坊の頃に対面しているんだけど、ほぼ初対面だからね」

「大恋愛ですか、ぜひそのお話を伺いたいですわ」

「女の子は好きだよね」

　俺は言葉をつなげ、人並みの反応を示すディアーナを微笑ましく思う。

「そうですね。ジークベルト様は、恋愛小説はお読みになりませんか」

「そうだね、むか……魔法書や知識本、歴史書、あと戦記の小説などはよく読むよ」

　転生前の記憶と混同しそうになり、動揺して若干早口になってしまう。

　前世の妹に勧められ、数々の恋愛小説を読破した経験がある。本が好きだったので、ジャンルを問わず読んでいたのだ。

「ジークベルト様も姫様も本を読んでいて頭が痛くなりませんか。私は一ページ目でダメです」

　エマがおどけたように話に加わる。その様子から気づかれてはいないようだ。

　ほっと気づかれないように息を吐く。

　無意識のうちについ前世のことを口にしてしまう。気をつけないと、ただでさえ危ない体質なのだから。

　そうダンジョン踏破後、しばらくしてステータスを確認した際、それはあった――。




＊＊＊




　自室でハクとふたりくつろいでいた。

　久々に訪れた安らぎの時間を堪能して、ダンジョンから帰宅した後の忙しさから、確認し忘れていた自分のステータスを見ることにする。

「ステータス表示」と唱えて、ステータス画面を表示させる。




　***********************

　ジークベルト・フォン・アーベル　男　７歳

　種族：人間

　職業：侯爵家四男

　Ｌｖ：12

　ＨＰ：２３０／２３０

　ＭＰ：１３１０／１３１０

　魔力：１３１０

　攻撃：２３０

　防御：２３０

　敏びん捷しょう：２３０

　幸運：４２０

　魔属性：全属性

　戦闘スキル：魔法剣１・剣１・短剣１

　魔法スキル：火魔法４・水魔法２・風魔法３・土魔法２・光魔法３・闇魔法１・生活魔法３・空間魔法１・魔力制御５

　身体スキル：毒耐性５・麻ま痺ひ耐性４・状態異常耐性３・闇耐性３・呪耐性７・雷耐性１・気品３・直感１・魔力察知１・気配察知１・危機感知１・索敵３

　技能スキル：隠蔽〈極〉・作法３

　上級スキル：鑑定眼〈極〉・地図〈極〉

　固有スキル：言語完全理解〈極〉・成長促進〈極〉

　加護：転生祝福

　称号：幸運者・苦労人

　魔契約：白虎

　スキルポイント：３９５０

　***********************




　称号欄に『苦労人』との表示があった。

　待て待て待て、いつ称号を取得したんだ。いつもの報告がなかったぞ。

《ご主人様、申し訳ありません。取得時にご報告するべきでしたが、ダンジョン踏破に集中していただきたく、生死に関わる称号ではないはずですので、士気を下げるかと思い、ご報告いたしませんでした》

　ヘルプ機能がいらぬ気遣いをしていた。

　しかも、生死に関わる称号ではないはず？　そこはないと断言してよ！

　はぁーー。『苦労人』なんとなく答えはわかるが、調べてみる。

【苦労人：あらゆる出来事になぜか巻き込まれ、その中心となる者に与えられる称号】

　うん。トラブル体質ってやつだね。

　幸運者の称号と、どちらの影響が高いのだろう。

《『苦労人』の巻き込まれ度合いは、予測不可能です。『幸運者』で、ある程度の不幸は回避できますが、トラブルを事前に阻止することはできません》

　まぁそうだろうね。『幸運者』のわりに俺は、数々のトラブルに巻き込まれてきたように思える。

　もともと、トラブル体質だったのだろう。それが蓄積され『苦労人』の称号を得たんだろう。

　あの事件、白虎、精霊、ダンジョン、反乱、ただ悪いことばかりではなく、ハクやディアーナたちに出会えたことには、心底感謝する。

　うーん、得たものはしょうがない。なんとかなるだろう。

　あきらめの早さとポジティブ思考は、前世の不運値のおかげでもある。

　さて切り替えて『苦労人』以外のスキルを確認しよう。

　今回ダンジョンで新たに取得したスキルは、魔法剣と剣、短剣、魔力察知と地図だ。

　レベルが上がったのは、風魔法・索敵だ。それぞれ１ずつ上がっている。

　そのほかは、日頃の訓練や狩りなどで取得していた。

　特に待望の戦闘スキルを所持できることはうれしかったし、ダンジョンボスとの戦いで、魔法剣・剣をダブルで取得できたのはラッキーだった。

　これで安全に魔物討伐できる範囲が広がる。ハクと一緒に〝コアンの下級ダンジョン〟へ魔物討伐に出向いてもいいだろう。

　ハクのレベル上げも考えないといけないしね。考えるだけでもワクワクしてきた。

　早く『身体強化』のスキルを取得したい。それにはまず体を強化する修練に耐えられる体力をつけなくてはならない。

　うん。新たな目標ができた。父上との八歳の誕生日までに剣スキルを取得するという課題の約束も守れたし、満足だよ。

　魔力察知は、地底湖内で取得できた。

　おそらくだが、ダンジョン内は魔力が充満しているため、そこで数週間、戦闘を繰り返し索敵などのスキルを乱発したことで、魔力に触れ合う機会が格段に上がったのが、魔力察知を取得できた理由だと思われる。

　気配察知と危機感知は『白の森』での狩りと、テオ兄さんたちとの魔物討伐の中で取得していたが、魔力察知だけは、取得できずにいたのだ。きっとダンジョン内の条件と経験があいまったのだろう。

　そもそもスキルを取得するには、相当な修練を積まないといけない。魔力察知の条件が俺の認識通りであれば、やはりダンジョン内でのレベルアップを今後視野にいれるべきだ。

　ハクも行きたがっていたしコアンの下級ダンジョンの調査は一ヶ月ほどで終了する。広大なダンジョンのため冒険者に会う機会も少ない。しかも俺は踏破済みであり、索敵と統合された地図スキルを所持している。

　うん。次の狩場は〝コアンの下級ダンジョン〟に決まりだ。

　そして最後は地図。取得時は技能スキルでの表示だったが、索敵と統合することで上級スキルでの表示となっている。

　これって、俺以外できるのかと疑問に思ったが、ヘルプ機能が答えてくれた。

《可能です。地図と索敵のスキルレベルが〈極〉に到達した時点で統合が可能となります。地図、索敵スキルを同時使用し、一定の経験値を積み上げることで、統合されます。当時ご主人様の索敵は３で、地図スキルとの同時使用の経験もありませんでした。しかしご主人様がご希望されたため、スキルポイントを消費することで、統合を可能としました。私、がんばりました！》

　声色からヘルプ機能が褒めてほしいのが伝わる。

　たしかにあの統合には助けられました。ありがとうヘルプ機能。

　だけど、ご褒美に『精霊の森』は、ごめんなさい。まだ無理です。

《残念です。しかし、私はあきらめません。もっと精進し、ご主人様の役に立ってみせます！》

　ヘルプ機能の決意表明が聞こえた。

　願いを叶えてあげたいのは山々だけど、俺の直感が『まだダメだ』と言っているんだ。

　だからごめんね。

　俺はひょんなことから『直感』のスキルを取得した。

　前世の料理を我が家の料理人に説明している時に、【直感スキルを取得しました】とのヘルプ機能の声が聞こえた。その時は驚いて、手に持っていた食材を落としてしまった。

　すぐにヘルプ機能に取得条件を確認したが、《直感は直感が働いた時ですので》と、じつに曖昧な回答が返ってきた。

　たしか――調理道具の代替え品を思いついた瞬間だった。

　だけどそれは、ひらめきであって、直感ではない。

　摩訶不思議な出来事である。

　このことから直感スキルを鍛えることはできそうにないと判断した。










叔父と伯母




　西の屋敷の中庭にたどり着く。

　このまま中庭から屋敷に入ることもできるが、今日は伯母に挨拶をしに来たのだから、礼儀を重んじて正面玄関から屋敷に入ろう。そう思って方向転換した矢先、大きな魔力の流れを感じ、俺とハクは素早く反応する。

『守り』

『ガウッ！〈氷結！〉』

　ハクは氷で防御を張り、辺り全体を霧で包む。その上から俺が守りの防御を重ねる。頭上から、氷の刃が降り注ぎ、中庭に次々と突き刺さる。

「ハク、ディアとエマを頼む」

「ガウ！〈わかった！〉」

「ジークベルト様、お気をつけて」

『収納』から黒い剣を取り出すと、殺気がする方向に構え、走りだす。もちろん『倍速』と『守り』を自分に使用することも忘れない。

　正面から人影が現れたと同時に、キンと剣と剣がぶつかり合う音が響く。「ぐっ」と腹に力を入れ、受け流すが重い。ザ―ッとうしろに下がり次の攻撃に構える。

　ここまでお転婆だとは聞いてないよ。先触れは出してたよね。

　挨拶に来たことを少々後悔するが、次の攻撃がくることもなく、霧が徐々に晴れていき、赤い髪を高く結った女性が、困った表情をして剣を鞘に収めていた。

「強者の気配がしたので、すまない」と、女性は深く頭を垂れた。反省しているようだ。

　この人が、ルイーゼ・フォン・クルマン、俺の伯母だ。

　伯母は、騎士団の軍服に似た装いだが、赤い刺し繍しゅうが上着全体に施され品がある。伯爵夫人とは、到底思えない格好だけど、とても似合ってはいる。

「ルイーゼ様！」

　非難めいた声が聞こえ「まずいっ」と、素早く俺のうしろに隠れるが背丈が合っていないので、バレバレです。

　侍女長のアンナが、ハクとディアーナ、エマを引き連れて現れる。

「隠れても無駄です。あれほどお伝えしたではありませんか。屋敷内での戦闘行為は禁止であると。ルイーゼ様は、伯爵夫人なのですよ。わかっているのですか」

「しかしアンナ、強者の気配がした。魔獣を確認すれば危険だと判断するだろう」

　伯母が俺の背後で正当性を主張するが、アンナがそれを一掃する。

「ヴィリバルト様が、屋敷内全体に強固な『守り』の魔道具を設置されているとお伝えしましたよね。国中の魔術師が総出で攻撃しても耐えられる仕様だと、ご心配はご無用ですと何度もお伝えしましたよね。またハク様の存在も事前にお伝えしましたよね」

「いやしかし、とてもかわいい皆の癒しだと聞いていたのだ」

「ガウッ？〈なに？〉」

　警戒を解いたハクが首を傾ける。

　うん。かわいい。思わずモフモフしたいぐらいにはかわいいし、癒しだ。

「そうですよ。この姿を見てもそうおっしゃいますか」

「うっ、それは……」

　現実を突きつけられた伯母は反論ができず、黙ってしまう。

「このことはクルマン伯爵にしっかりとご報告させていただきます」

「アンナ！　それだけは勘弁してくれ。フェルに知れれば、当分コルセット付きのドレスで過ごさないといけなくなる」

　悲壮な声でアンナに訴える伯母に、にこやかな顔をしたアンナがとどめを刺した。

「いいことではありませんか。ルイーゼ様、あなた様は伯爵家へ嫁いだのですよ。伯爵夫人としてクルマン様を支えなければなりません。私の教育不足だったようですね。滞在中、再教育を行います。覚悟なさってください。逃げ出すことは許しません」

「そんなっ！」と、絶望した声を出す伯母。

「本日からと言いたいところですが、私も鬼ではありません。せっかくジークベルト様がご挨拶に来られたのです。積もる話もありましょう。お茶をご用意いたしますので、室内でお話しください」

　アンナは伯母の態度を気にすることもなく淡々と話をする。

　俺の背後で「わかった」と落胆した声が聞こえた。

「その前に中庭をもとに戻してくださいね」

『整地』

　アンナの指示に、伯母が従い土魔法で、氷の刃が刺さってボコボコになった中庭を整えた。広範囲の魔法施行と剣技に、我が国初の女騎士になっただけはあると評価して、伯母の実力を認識する。

　そろそろ俺のうしろから隠れずに出てきてほしい。伯母はアンナのことがよほど怖いらしい。

　父上や叔父が唯一頭の上がらない伯母。その伯母が恐れるアンナ。アンナ最強説が頭をよぎる。

　たぶん単純に伯母の弱点がアンナなのかもしれない。

　そもそもアンナが叔父の屋敷にいること自体珍しいのだ。きっと叔父が手配したのだろう。




　室内に入ると、すでにお茶やお菓子の用意がテーブルの上にされていた。

　上座に伯母が、その正面に俺、その両隣にディアーナとエマがそれぞれ席に着く。もちろんエマは強制的に座らせた。「うっうう。私、侍女なのですよー」と、泣き言が聞こえたが無視した。ハクは俺たちから少し離れた室内の場所に用意された丸いクッションの上にくつろいだ。

「改めまして伯母様、ジークベルトです」

「ルイーゼ・フォン・クルマンだ。先ほどは突然攻撃をして失礼した。お嬢様方もハク殿も驚いただろう。誠に申し訳ない」

　俺の挨拶を受け、伯母は立ち上がると頭を下げた。

　その所作は、美しく、綺麗な礼儀が、気品を際立てる。

　侍女たちが『麗しの騎士』との二つ名で呼んでいたのもうなずける。

「伯母様、頭を上げてください。もう済んだことです」

「しかし私は本気だった。ジークベルトが強くなければ大怪我をさせていた。すまない」

「誰も怪我をせず、穏便に済みました。もうよしましょう」

「だが……」と、納得しそうにない伯母に俺は告げる。

「伯母様は、明日からアンナの再教育を受けるという罰があるではないですか」

「そうだったな。しかし、やはりけじめは必要だ。今後なにか困ることがあれば協力しよう。お嬢様方もハク殿もだ」

　伯母が一瞬苦渋の表情をするも、すぐに表情を戻し俺たちに提案した。

　それに俺は了承を伝え、全員に同意させる。

「わかりました。みんなもそれでいいね」

「「はい！」」

「ガゥ！〈いいぞ！〉」

　その様子に伯母は小さく息を吐き、ほっとした表情をして再び席に腰を掛けた。アンナが用意したお茶に手をつけ、三度息を吐く。

　殺気立った相手が子供だったことを相当気にしていたのだろう。

「ジークベルト様、ご挨拶をしてもよろしいでしょうか」

　ディアーナが空気を読み、俺に尋ねる。

「うん。ディア、後回しにしてごめんね」

「いえ」と俺に微笑むと、伯母に向けて挨拶をする。

「クルマン伯爵夫人、ご挨拶が遅れて申し訳ございません。わたくし、エスタニア王国第三王女ディアーナ・フォン・エスタニアと申します。先日ジークベルト様と正式に婚約いたしました。今後はジークベルト様を支えるよう努力いたします。どうぞよろしくお願いいたします」

「貴殿が……やはり噂はあてにならないな」との伯母の声が聞こえた。

　どのような噂があるのか、後でヘルプ機能に確認しておこう。

「侍女のエマです。このような状態でのご無礼をお許しください」

　エマは皆と一緒に腰掛けていることを詫わびた。

「気にするな。側室候補と聞いている」

「伯母様、それは違いますよ」

　伯母の危ない発言をすぐに俺は訂正した。

　すると伯母が「そのように大事にしているのにか。男たちの考えはわからないな」と不思議そうに首を傾ける。

「クルマン伯爵夫人、ジークベルト様は照れているだけですわ」

　否定する俺の様子を見て、ディアーナが的はずれなことを言う。

「やはりそうか。ディアーナ王女、私のことはルイーゼと呼んでくれ。敬称はどうも慣れなくてな」

「わかりました。ルイーゼ様、わたくしも敬称は必要ございません。婚約ではございますが、すでにわたくしはアーベル家の者です」

「そうか。ディアーナ殿、ジークベルトを支えてやってくれ」

「はい。もちろんです。エマと共に生涯お仕えいたします」

「それは心強い！　安心した」

　伯母とディアーナは互いに顔を見合わせ、微笑み合う。

　会話の内容は置いといて、ふたりの会話が弾んでなによりだ。

　ディアーナがいまだに側室をあきらめていないこともわかったし、まぁエマも『私がジークベルト様の側室だなんて、恐れ多いです』と言っていたので、側室候補の話は時間が経てば流れるだろう。

「ガゥー〈紹介して〉」と、ハクが俺の膝に両足を置き鳴いた。

　丸いクッションにいたハクが挨拶と聞いて俺のそばに寄っていたのだ。

「ごめんね、ハク」とフワフワの頭をなでる。

「伯母様、ブラックキャットの変異種で、僕の相棒のハクです」

「ガゥ！〈ハクだ！〉」

「変異種だったのか、どうりで強い。氷魔法が使えるのだな」

　伯母が興味深そうにハクを見て、俺に尋ねた。

「はい。僕と共にヴィリー叔父さんに指導していただいています」

「ヴィリバルトにか。ほほぅ」

　俺が叔父の名前を出した瞬間、伯母のまとっている空気が豹変し、黒い瞳が妖しげに光る。

　えっ!?　叔父、伯母になにをしたのですか。めっちゃ地雷ですやん。

「次の指導はいつなのだ？」

　伯母の圧に「あっ明後日ですね」と、俺は尻込みした。

「そうか。ぜひとも私も参加したいな」

「僕には判断ができません。ご教授いただいている立場ですので」

「それもそうだな。アンナ！」と伯母が呼ぶと、扉の前に待機していたアンナが伯母のそばに寄る。

「はい。ルイーゼ様いかがなさいましたか」

「次のジークベルトの魔法の修練。私も参加したい。手配してくれ」

　活気に満ちた表情で、伯母はアンナに指示した。その表情を見て、アンナは二つ返事をする。

「しょうがないですね。今回だけですよ。私がヴィリバルト様にお伝えしておきましょう」

「助かる」

　アンナがあっさりと伯母の参加を許可した。

　えっ、再教育は？　えっ、絶対空気おかしくなるよね。その中で魔法の訓練を俺がするの？

　あっ、もう確定事項なんですね。

　まじか、叔父よ、伯母となにがあったか知らないが、巻き込まないでほしい。

　どう考えても板挟みな情景が思い浮かび、頬が引きつる。

　後でアンナに、叔父と伯母のことを聞いて、対策を取ろう。

　するとハクが「ガルゥ？〈ルイーゼも一緒に修練するの？〉」と、期待した目で俺に聞いてきた。

「そうだよ。伯母様も次の修練に参加してくれるんだよ。ハクと同じ氷魔法の使い手だから、いろいろと教えてもらえるね」

「ガウッ！〈ルイーゼ、よろしく！〉」

「あぁ、よろしくな」

　ハクの純粋な瞳に、伯母は毒気が抜けた顔をして返事をする。

　そうだ、俺にはハクがいた。これは大丈夫かもしれない。光が見えた。

「では、わたくしたちも見学してよろしいですか。もしくは参加させてください」

「ディアーナ殿も参加か。エマ殿はどうする？」

「私は適正がありませんので、見学でお願いします」

「そうか。アンナ」と、伯母は横にいるアンナに目配せして指示をする。

「はい。ヴィリバルト様にお伝えしておきましょう」

「ありがとうございます。実は風魔法のレベルがなかなか上がらず困っていたのです」

　あっさりとディアーナの参加も決まる。

　あれ？　もしかして俺が思っているほど深刻なものじゃない。

　伯母が申し訳なさそうに、ディアーナに伝える。

「風魔法か。すまない。私は専門外だな」

「いえ、お強い方にご教授いただくだけでも、勉強になります」

「向上心が高いことはいいことだ」と、伯母が感心したようにうなずく。

「ありがとうございます。あのルイーゼ様」

　ディアーナが言いにくそうな雰囲気を出し、伯母の注目を集める。

「なんだ？」

「ルイーゼ様は大恋愛の末、クルマン伯爵に嫁いだと伺いました。よろしければそのお話聞かせてくださいませんか」

「大恋愛と言うほどの話でもないが……」と、照れた表情で言葉を濁す。

「それでもお願いします！」

「あぁ、わかった」

　ディアーナの勢いに負けた伯母は返事をすると、クルマン伯爵との馴なれ初そめを話しだした。

　アンナがそっと伯母たちのそばを離れると、そのやり取りをうなずきながらニコニコと笑顔で見届けていた。




　ドン、ドン、ドカーン！

　ザッ、ザッシューー、キンッキンキン――。

　修練場に剣と魔法の轟ごう音おんとふたつの影が重なる。

「くっ、ヴィリバルト腕を上げたなっ」

「姉様こそ、実戦から遠ざかってるとは到底思えませんよ」

「その油断が命とりになるぞ！『氷刃』」

　伯母の氷魔法が至近距離で叔父に炸さく裂れつした。

　あれは一昨日おととい、俺たちが受けた魔法だ。次々と氷の刃が地面に刺さり、叔父の周りから土埃が舞い上がる。

　さすが叔父。あの距離でひとつも被弾していない。

『疾風』

　土埃が円を描く。地面に突き刺さった氷の刃が宙に舞い、一〇メートルほど上で止まる。

「チッ」舌打ちをした伯母がうしろに下がる。すると止まっていたはずの氷の刃が、伯母に襲いかかる。その勢いは『疾風』の影響により、速さが増していた。

　辺り一面にズドドドドッとの地響き鳴り、土が舞う。伯母が襲いくる氷の刃を剣で防ぐが、数本が服にかする。

「姉様、甘いですよ」と、氷の刃に気を取られていた伯母のすぐそばに叔父が移動していた。

　叔父が剣を振り、キンッと、伯母の剣が空を舞う。

　決着がついたと誰もが思った瞬間、叔父の首筋に短剣があてられていた。

「その言葉そのまま返すぞ、ヴィリバルト」

　伯母が不敵に笑う。叔父が剣を鞘に納めながら「姉様、引き分けですよ」と伝えた。

「なに!?」と叔父の言葉に反応する伯母に「うしろを見てください」と冷静に叔父が指で差す。

「いつの間に……無詠唱か」

　そこには鋭く尖った土の塊が、伯母のすぐうしろまで迫っていた。

　大きくため息をついた伯母は、叔父の首から短剣を引く。すると土の塊が砂に戻った。

「この根性悪っ！」と、伯母が叔父を罵る。

「姉様も人が悪いですよ。短剣を服の中に忍ばせているなんて」

　やれやれと言った感じで叔父が伯母を見る。

「それぐらいしなければ、お前には勝てん」

「まだあの時のこと根に持ってるんですか」

「うるさいぞ。ヴィリバルト！　今回は引き分けで許してやる。そもそもお前は相手に対しての誠意が足りんのだ！　そもそもあの時だって――」

　伯母の怒ど涛とうの口撃が始まった。幾ばくか今しがたの戦いより白熱しています。

　あれには近づかないほうがいい。




「すごかったですね」と、ディアーナが両手を胸に組んで戦いの余韻を味わっている。その横でエマがコクコクとうなずいていた。

　俺も同意して「そうだね。いろいろと参考になったよ」と伝えると、横にいたハクが興奮した様子で話した。

「ガルゥ！　ガゥッ！〈すごかった！　ハクも『氷刃』使う！〉」

「うん。でも今日はそっとしておこうね」

　今伯母に近づくと絶対に巻き込まれる。それだけは断固阻止だ。

　言い聞かせるようにハクに伝えると、俺の意図を察したハクが「ガウ〈わかった〉」と返事をする。

「じゃ屋敷に戻ろう。ディアさえよければ一緒に魔力循環の修練をしよう。風魔法がうまくできないって言っていたよね」

　俺の問いかけに「はい」と弱々しげな返答がくる。

「魔力循環がうまくできるようになれば『魔力制御』の取得が可能になるんだ。そうすれば風魔法の制御がうまくできるようになりレベルアップにつながると思う」

　説明を聞いたディアーナが「本当ですか」と食い気味に俺に迫る。俺は無言でそれにうなずいて、その矛先を変えるように隣にいるハクの頭をなでる。

「ハクも一緒にやろうね」

「ガルゥ！〈やる！〉」

　俺たちは屋敷に向かう。するとエマが遠慮がちに声をかける。

「あの本当に、あのままでよろしいのでしょうか」

「うん？　ルイーゼ伯母様が突然仕掛け始めたことだからね。一時間ほど戦っていたんだから満足したんじゃない」

　今からおよそ一時間前、俺たちがいつもの修練場に赴くと、すでに叔父がいた。

　ただまとう空気が尋常ではなかった。その雰囲気に誰も声をかけず佇んでいると、後方から伯母の姿が見えた。

　そしてそれは突然始まった。伯母が剣を抜き、叔父に切りかかったのだ。

　唖然としている俺たちのすぐそばで始まった戦いに、やはりこうなったかと、念のため『守り』を施しながら、修練場より遠のいた場所に土魔法でベンチをつくり、観戦した。

　ふたりの戦いは、最初は純粋に剣のみだったが、中盤から魔法が入り、後半は白熱の攻防となった。

　ブランクがあるはずの伯母の動きは、現役騎士に勝るとも劣らないものであり、それを受け流す叔父も相当の腕だった。

　初めて俺が叔父のステータスを確認したのは、貴族の子が生後一ヶ月前後に鑑定をする『お属初め』という行事の日だった。

　あの日から、叔父のステータスやスキルレベルは、だいぶ上がっていると予想する。きっと新しいスキルもたくさん取得しているだろう。叔父のステータスを鑑定しようと決める。

　残念ながら、伯母のステータスも確認できていない。

　一昨日挨拶しに行った時、『鑑定』をするタイミングを逃してしまったのだ。

　というのも、意外や意外、クルマン伯爵との馴れ初めは、とても伯母らしいエピソードで心を掴む話であり、不覚にも聞き入ってしまい、気づけば夕食の時間になっていたのだ。

　しかも話が佳境に入りつつあったため、そのまま西の屋敷に泊まり続きを催促した。この俺たちの行動に伯母は苦笑いしながらも付き合ってくれた。大恋愛と噂が立つのもうなずける内容だった。

　そんなこともあり、伯母のステータス確認はできなかったのだ。

　それに伯母の事前情報から、だいたいのステータスは把握できる。

　近衛騎士団所属のため、レベルは20以上であることは間違いないし、魔属性も、水・土・氷だと予想ができる。高い戦闘スキルを所持していることもわかる。

　アンナいわく『ルイーゼ様は、一戦交えれば落ち着きますので』とのことだった。

　どこの戦闘狂ですか、まったく。

　次は、誰かの剣の修練時に父上、いやアル兄さんと剣を交えてそうだなぁと、遠くない未来を想像する。

　当分は伯母に振り回されそうだ。




　俺たちはアーベル家の屋敷に戻ると、室内で魔力循環の修練を始めていた。

「ディアは、魔力循環が苦手なんだね」

　苦戦している様子のディアーナに、俺はつい声をかけてしまった。

「はい。つい集中が途切れてしまうのです」

「こればかりは、日々の積み重ねがとても大事だよ」

　不甲斐ないそぶりを見せたとうつむいて話すディアーナに、毎日の修練が大事であることを俺は伝える。

「ジークベルト様は毎日魔力循環されているのですか」

「そうだね。時間があればハクと魔力循環しているよ」

　魔力循環は瞑想に近いものだ。

　体内の魔力の流れを感じ、均等に魔力を循環させ、高質な魔力循環を行う。

　この行為を長く持続でき、また瞬時に質のいい魔力循環ができれば、戦闘においてとても有利に立てる。

　だから日々感覚を忘れないよう努力している。

　実は、魔力循環が『魔力制御』の修練にもなることはあまり知られていない。

「ハク様は『魔力制御』をお持ちなのですか」

「ガウ！〈持ってる！〉」

　ディアーナの質問にハクはうれしそうに尻尾を振りながら肯定し、それを俺が補足する。

「最近レベルが上がって、２になったんだよね」

「ガルゥ！〈がんばった！〉」

　ハクは『魔法色』の影響で、魔力循環ができない状態だったが、その後『浄化の石』で体内の魔法色を消し、魔力循環ができるようになった。

　できないものを克服したハクは、魔力循環を好み毎日欠かすことなく行った結果『魔力制御』を早い段階で取得した。そして氷魔法の修練も順調に進み、氷魔法スキルを取得したのだ。

「ディアは、風魔法スキルを取得できているんだよね」

「はい。１ですが取得はしております」

「魔属性は、風と無だったよね。生活魔法は？」

　唐突な俺の質問に、意図が読み取れないのであろう。ディアーナは何度か瞬きを繰り返しながらも素直に応えてくれる。

「生活魔法は取得できていません。修練では風魔法の取得が最優先でしたので」

「なるほど……。なら当分の目標は『魔力制御』と『生活魔法』の取得だね。『空間魔法』は今のディアの魔力値では取得はできないからね」

「えっ『空間魔法』ですか？」と、ディアーナは首をかしげる。

「うん。今は無理だけど、レベルを上げて『魔力制御』のレベルも上げれば『空間魔法』を取得できると思うよ」

「本当ですか！」と、驚いた表情で俺を見ると、すごい勢いで俺のそばに近寄ってくるディアーナに「うっ、うん」とうなずく。それを見た彼女は、ぱぁと花が咲いたような笑みを浮かべた。

　めちゃくちゃかわいい。

　俺の婚約者、めちゃくちゃかわいいんですが。

「魔力循環、がんばろうね」

「はい！　高い目標があればがんばれます！」

　ディアーナに気合いが入ったのがわかった。

　魔力が高い彼女のステータスなら『空間魔法』の取得条件である魔力値２００は、レベル24で到達可能であると予測できる。




　***********************

　ディアーナ・フォン・エスタニア　女　７歳

　種族：人間（先祖返り）

　職業：エスタニア王国第三王女

　Ｌｖ：５

　ＨＰ：34／34

　ＭＰ：39／39

　魔力：42

　攻撃：28

　防御：30

　敏捷：26

　幸運：10

　魔属性：風・無

　***********************




　本人の強い要望もあり、今後パーティーを組んで一緒に行動するので、レベル上げの心配はいらないし、その前に『魔力制御』を取得できれば、ステータスの数値に反映されない魔力値が補填されるので、魔力値２００に到達しなくても取得が可能なのだ。

「いいなぁ。私も魔法が使えれば、皆様と同行できますのに……」

　俺たちが盛り上がっていると、エマが、ぼそっとささやいた。その声を俺は見逃さず拾う。

「エマなにを言ってるんだ？　ディアが僕の出した条件をクリアできれば、君も一緒にパーティーを組むんだよ」

「えぇ！　そうなのですか!?　私なにも聞いてませんし、足手まといになりますよ。えっ？」

　見当がつかない不測の事態に、エマが混乱し始める。

「エマは、今アンナに体術を叩き込まれているよね」

「はい！　アンナ様にご教授いただいております」

「戦闘スキルを取得できれば、戦えるよ？」

　俺はエマにわかりやすいように言葉を選び誘導すると、眉をひそめながら自信なさげにつぶやいた。

「えっ、でも、皆様のように強くありませんし……」

「自分の身を守れれば大丈夫だよ」

「えっ？」と、エマが顔を上げ、俺を見る。

「旅先の料理をお願いするって話だったよね？」

「えっ？」と、エマが再度口にしたところで、「聞いていなかったのね、エマ」と、あきれたと言わんばかりの口調でディアーナが言った。

「姫様、申し訳ありません」とエマが恐縮して頭を下げると、しかたがないといった様子でディアーナが、俺たちがパーティーを組む条件を説明しだした。

　自身を守れる魔法スキルを自由に操れること。これがディアーナとパーティーを組む俺の条件だった。

　次の日からディアーナは『守り』の修練を始め、エマはアンナに体術を習い始めた。てっきり話を聞いて、体術を習い始めたと思っていたが、ただの偶然でどうやら俺の勘違いだったようだ。

　どうもエマは俺が出した条件を聞いて、自分はその対象にさえ入れないと思い、ショックのあまり話を最後まで聞いていなかったようだ。

　俺が出した条件はあくまでもディアーナのみであり、エマに該当はしない。けれどディアーナが条件をクリアしたら、エマともパーティーを組む。ただしエマは戦闘スキルを所持することとしたのだ。

　一般的な冒険者は、魔法スキルを所持していない。魔属性がない平民が多いからだ。そのかわり戦闘スキルを所持して冒険者になり活躍している。

　ディアーナの説明が終わったので、俺がエマに声をかける。

「エマは、戦闘スキルの取得が目標だ」

「はい！　ジークベルト様と姫様に同行できるようがんばります！」

　エマのはつらつとした声を聞き、俺は無言でうなずく。

「ガゥ！〈ハクも！〉」

「すみません。ハク様も一緒にですね」

「ガウッ！〈そうだ、忘れるな！〉」と、ハクがエマにツッコミを入れる。

　その微笑ましいふたりのやり取りを見つつ、俺は魔力循環の修練に戻り集中するのだった。










舞踏会




　叔父ヴィリバルトの伯爵の爵位授与式は、王城の玉座の間で粛々と挙行された。

　赤い絨毯が敷かれた先には玉座があり、威光のある美丈夫が腰を据えて臣下たちを見下ろしていた。

　マンジェスタ王だ。その横には、王妃が立ち、王太子と王子王女が並ぶ。

　そして玉座から見て右下側に、父ギルベルトを先頭にアーベル家の面々が並んで立つ。俺もそこにいた。

　近衛騎士よりも、俺たちのほうが王に近い場所にいる。この位置に誰も疑問が浮かばないようだ。

　王族、アーベル家を守るように近衛騎士が両側に立ち、少し離れた左側に国の重鎮たち、高位貴族、下位貴族と続く。玉座からの位置で、貴族の力関係を表している。

　アーベル家が『第二の王家』と称されるのも納得だ。

　この場所へ案内された時、俺はひどく緊張した。

　その様子に気づいたテオ兄さんは、俺の気を紛らわすように、この場の心構えを教えてくれた。

　この位置は、マンジェスタ王国の建国以来『初代王が決めた慣例』で、深い意味はなく、ただの慣例だと考えなさいとのことだった。

　今後も国の関連行事に出席すればこの位置になるので、自然と慣れてくるそうだ。

　そうは言われても、七歳児には受け入れがたい場所だ。兄さんたちは年齢的にも余裕があるからだと拗ねていたが、精神年齢は俺のほうが上だったことを思い出し、少し反省した。

　授与式は滞りなく進み、過去の叔父の戦歴をたたえ、国にいかに貢献したか読み上げられた。

　盛大な拍手の後、王が右手を上げると一瞬にして静寂に包まれる。王が言葉を述べる。

「ヴィリバルト・フォン・アーベルに、伯爵の爵位を与える」

「謹んでお受けいたします」と、玉座の下で胸に手をあて叔父が拝礼する。

「うむ。こたびの授与に異論のある者は前に出よ」

　その言葉に誰も動かず、玉座の間が再び静寂に包まれる。

　王が満足そうに大きくうなずくと、叔父に視線を向ける。

「アーベル伯爵、今後もマンジェスタ王国、ひいては民のため、その力を存分に発揮せよ」

「御意」と、叔父の力強い声が玉座の間に響いた。




　きらびやかなシャンデリアが並ぶ大広間で、生演奏が途切れると、雑談していた人々が口をつぐみ、大広間の中央扉に注目が集まる。

　ファンファーレの奏と同時に扉がゆっくりと開く。

　扉の奥から王と王妃がその姿を現すと、人々は頭を下げその動向を見守る。

　正面の一段と高い王族席に腰を据えた王が右手を上げると、再び生演奏が流れ舞踏会が始まった。

　昼間の授与式と異なり、夜の王城は一変した。

　ダンスホールの中央では国王夫妻のファーストダンスが終わり、招待客が静観している中で、今夜の主役であるヴィリバルトがパートナーであるフラウと踊り始める。続いて、王子王女たちがそれぞれのパートナーと、アーベル家の成人組がそれに続く。
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　ちなみに、マンジェスタ王国の第三王女アメリア・フォン・マンジェスタのパートナーが、テオ兄さんだったことには驚いた。

『婚約者がいない王族は、叙爵した家の独身者がエスコートをする決まりなんだ。本来は長子のアル兄さんがエスコートする予定だったんだけどね。アメリア殿下は男性が苦手でね。幼い頃から面識があり、マルクス殿下と三人でよく遊んでいたので、免疫のある僕がエスコート役に指名されただけなんだよ』

　要するに男性が苦手なアメリア様が、唯一平常心を保てるテオ兄さんが抜擢された。との理由らしいが、そんなに述べなくても、誤解はしませんよ。だって、ユリウス王太子殿下のパートナーは、マリー姉様ですしね。

　だけど、テオ兄さんにその気がなくとも、アメリア様は確実にテオ兄さんを狙っていると思います。ほらテオ兄さんへの熱視線。完全に恋する乙女の顔ですよ。

　それに男性は苦手かもしれないけど、アル兄さんとも面識はあるはずだし、わざわざそれを理由にテオ兄さんを指名するには少し無理があるんだよね。

　現在マンジェスタ王国で独身の王女はアメリア様だけなので、滅多なことがない限り、テオ兄さんが婚約者にはならないとは思うが、外堀を埋められないように気をつけてくださいね。

　ちなみに、マンジェスタ王国の現王には、五名の王子と王女がいる。

　すでに王女ふたりは嫁いでおり、王家からは離れている。

　現在王家に籍があるのは、ユリウス王太子殿下、第二王子マルクス様、第三王女アメリア様だ。

　嫁いだふたりの王女とは年が離れており、ユリウス王太子殿下が、アル兄さんと同じ年で二十二歳。マルクス様が、テオ兄さん同じ年で十七歳。アメリア様は十五歳のはずだ。

　お三方とも婚約者がおらず、誰が射止めるか社交界ではその話でもちきりだ。以前、王太子妃候補にマリー姉様の名前があるとの噂が流れたが、マリー姉様自身が『ありえないわ』と鼻で笑い一蹴したとの情報もある。マリー姉様ならやりかねない。

　今宵の舞踏会は特例で、成人前の子息令嬢も出席をしている。

　テオ兄さんが体面を気にするのもしかたないが、アメリア様のあからさまな態度で、周囲の認識は覆い隠せない。今まで噂にならなかったのが奇跡のようだ。

　社交界での話題は、しばらくテオ兄さんとアメリア様だろう。

　テオ兄さんって、ここぞって時の運が極端にないような気がする。本当に不憫すぎる。

「ワー」と、周囲から感嘆の声があがる。

　その先には、叔父とフラウが華麗にダンスを踊っていた。

　難易度が高い曲が演奏されているようで、ダンスホールには、叔父フラウペアと、王太子姉様ペア、そのほか二組、四組しかいない。

　その中でも、叔父フラウペアは息がピッタリと合っており、速い曲調のリズムにアップテンポなステップが踏まれているが、難しい曲を踊っているようには見えない。ふたりとも終始笑顔で楽しそうだ。

　叔父はスマートになんでもできるイメージがあるので、それほど驚きはしないが、フラウが踊れることに衝撃を受けたのと敬畏したのは内緒だ。

　さてそろそろ出番だ。

「ディアーナ王女、私と踊ってくれませんか？」

　俺はおどけた口調で、ダンスをディアーナに申し込む。

　ディアーナは満面の笑みで、差し出された手を重ね「はい」とうなずく。

　ダンスホールの中央にたどり着くと、タイミングよく曲が終わり、叔父たちがその場を俺たちに譲ってくれる。

　今日は俺たちのお披露目でもあるのだ。

　管弦楽団のナイスアシストで、俺たちに合わせたスローテンポの曲が演奏される。

「このテンポなら大丈夫そうだ」

「ジークベルト様にも苦手はあるのですね」

「この年齢で舞踏会に出席するとは思ってなかったからね」

　俺は肩をすくめながら、にわか仕込みのステップを踏む。

　お披露目をすると決まった日から、アンナの猛特訓が始まったが、いかんせん相性が悪かった。

　運動神経には自信があったはずだが、曲に合わせてステップを踏み、かつ相手をリードすることは並大抵のことではなく難しかった。

『慣れだよ』と兄さんたちは言っていたが、頭では理解できているが、体がついてこないのだ。

　もうここはスキルに頼ろうと取得を試みたが、スキル解放レベルが、レベル20だったため、スキル取得ができなかった。俺の幸運どうした!?　残念すぎる。

　ディアーナは王女教育の一環で習い、物心ついた頃には、ほとんどのステップをマスターしていたそうだ。

「アドバイスできず申し訳ありません」と恐縮していたが、記憶がないだけでたくさん練習をしたのだろう。

　なかなか上達しない俺を見てアンナが『不覚。ジークベルト様にこのような弱点があるとは……。幼児期の教育カテゴリーを間違えたわ』と自身をかなり責めていた。

　出来の悪い生徒ですみません。

　必死に練習した俺は、なんとかアンナに合格点をもらい、今に至るわけだ。

　練習していた曲よりも、だいぶ難易度が低い曲に、内心緊張していた糸も切れ、ダンスを楽しむ。

　大勢の人は、俺たちのダンスを微笑ましく見ていたが、あからさまに好奇な目を向ける者が数人いた。

『地図』スキルの機能で、要注意人物として登録はしておく。敵対心はないとは思うが用心に越したことはない。

「ジークベルト様、とても楽しいです」

　うふふと可憐に微笑むディアーナに、俺の心臓は跳ね上がる。

　なにこのかわいさ！　やばい、まじやばいんですが！

　今日のディアーナは一段と磨きがかかり、超美少女にランクアップしていた。

　ターンをするたびにフワッと裾が揺れる淡いイエローのドレスは、華やかでかわいらしい印象を与え、身に着けている装飾品も良質で小粒な宝石を使用しており、上品な輝きを放ち、その効果を上げていた。

　もちろんディアーナ本人が、光り輝いていて、かわいいんだけどね。
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　ディアーナ王女の噂を一掃するにはもってこいの状況である。誰が見ても、純粋で可憐な少女が、反乱を首謀したとは考えられない。

　エスタニア王国の王位継承権が、複雑怪奇であるとの噂が流れていた。

　王女で唯一王位継承権があったディアーナ王女を陥れ、実兄の王太子の立場を揺るがそうとしたのではないか。誰かが意図したのだろう。今日のディアーナの姿で信憑性が増した。

　俺は手応えを感じて、ニヤッと口もとを緩めた。

　その表情の変化に気づいたディアーナが「どうしました？」と俺の耳もとでささやく。

　俺は音に合わせながらステップを踏み、彼女との距離が開くと、顔を見合わせる。

「ドレスとても似合っているよ」

「ありがとうございます。ジークベルト様が選んで贈ってくださったものですから……うれしいです」

　はにかんで頬を赤らめながらお礼を伝えるディアーナの表情は、素晴らしくかわいい。

　ディアーナの意識を逸らすことに成功した俺は改めて、彼女のドレス姿に見惚れた。

　うん。あの時の俺、よくやった。




＊＊＊




　アーベル家の仕立室に、女性たちが集まっていた。

　授与式の後に行われる舞踏会のドレスの仕立てに侍女たちも心を躍らせていた。特に俺の婚約者として披露されるディアーナのドレスには、気合いが入っていた。

　長時間の拘束に、そろそろ俺の忍耐も悲鳴をあげている。するとある侍女が「ジークベルト様の瞳に合わせて――」と新たな提案をする。せっかくドレスの方向性が決まり始めたのに、振り出しに戻ってしまう。

　そう思った俺は「その色より……」と、つい口を出してしまった。

　視線がいっせいに俺に集まる。

　せっかく傍観者として周囲に認識されていたのに、自ら注目を集めてしまった。

　まぁ、せっかくの晴れ舞台だし、ディアーナがかわいく着飾るのは、俺もうれしいしと、言い訳を心の中でつぶやきながら、重い腰を上げると、机に並んでいる多くの布の中から、暖色系の淡い色をいくつか選択し、その生地をディアーナにあてる。

「うん。僕はこのイエローがいいな。とても似合うよ。うん。かわいい。ほかはこれとこれ」

「そっそうですか」

　今まで傍観していた俺が、突然生地を選びだしたことにディアーナは戸惑っている。周囲も黙ってその様子をうかがっていた。

「うん。僕の瞳の色に合わせて紫を選んでくれるのはうれしいけど、今のディアにはこの色がかわいいと思う」

　俺は自信を持って、発言した。

　色はシックより淡いほうが似合うし、寒色系より暖色系が合う。背伸びせず、今のディアーナの年齢に合わせた色がいい。

「たしかに……ジークが選んだ色のほうが似合うわ」

　女性たちの中心でドレスを選んでいたマリー姉様が助言した。

　ディアーナもうれしそうな表情をして、俺の意見を受け入れてくれる。

「ジークベルト様が選んでくださったイエローにいたします」

「次はドレスのデザインね」

　マリー姉様が次の段階に進もうとしたため、ディアーナがそれを止める。

「マリアンネお義姉様は、ドレスを新調なさらないのですか」

「以前作ったものがあるの……。そうね！　せっかくだし私も作るわ！」

　マリー姉様はチラチラ俺に目配せしながら、生地を選んでいるふりをする。

　はいはい。俺が選ぶんですね。苦情はいっさい聞きませんからね。

　なんとかマリー姉様のドレスの色を決めて、解放されると思いきや、俺が甘かった。

　ドレスのデザインまで、意見を求められ、一日拘束された。

　うん。女性の買い物に口を出すのはダメだと学んだ日だった。










エマの秘密




「ガルゥー！〈やったぞー！〉」

　勝利の雄叫びをあげているハクの横で、ドロップ品を素早く回収している俺。

　ただいまコアン下級ダンジョンで、ハクのレベル上げの真っ最中である。

「ハク様、見事な討伐でした」

「あの動きは私には無理です。姫様どうしましょう」

　ディアーナが拍手をしてハクの討伐を褒める横で、青白い顔をしたエマが両手を頬にあて叫ぶ。

　エマ、大丈夫だ。君に戦闘能力は望んでいない。最低限の身を守る技術があればいいのだ。

「ハク、魔物を弱らせてくれるかい。エマが一撃で倒せるぐらいに弱らせてほしいんだけど」

「ガウ！〈わかった！〉」

「ありがとう。ハク」

　俺の意図を正確に読み取ったハクは、尻尾を大きく振り同意してくれた。

　俺がハクの頭をなでていると、エマが遠慮がちに恐縮して言う。

「あっあの、ジークベルト様、それではハク様に申し訳ないというか。私でも、なんとかひとりで倒せるようにがんばりますので」

「死ぬよ。エマ、君のステータスは説明したよね。甘く見ていたら死ぬよ。ここは下級ダンジョンだけど推奨は冒険者ランクＣ。君ひとりで格上の魔物と戦闘できるわけない。ここはハクに任せるんだ」

　俺がいつになく厳しい態度を示したことで、エマの表情が引き締まった。

「はっはい。すみません。ハク様お願いします」

「ガウッ！〈まかせて！〉」

　ハクがレベル６に到達したため、本来の目的であるエマのレベル上げをする。

　エマのステータスは、尋常じゃないほど低かった。早急に対応する必要があるため、パーティーを組むための条件などと悠長に述べている場合ではなかったのだ。

　横着してエマのステータスを確認していなかった俺にも問題はある。もう後悔はしたくない。




　***********************

　エマ・グレンジャー　女　12歳

　種族：人間（エルフクォーター）

　職業：侍女見習い

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：８／８

　ＭＰ：１／１

　魔力：２

　攻撃：３

　防御：６

　敏捷：１

　幸運：７

　技能スキル：料理３・家事２・作法１

　加護：精霊の祝福（封印中）

　***********************




　このステータスでよく踏破についてきたと思う。

　俺の鑑定眼の情報でエルフのクォーターであることもわかった。本人は認識がないようだ。

　非常に残念なことにエマは、魔力がない。精霊の祝福があるにもかかわらず、精霊と魔契約できるだけの魔力がない残念なエルフなのだ。




　二年前にディアーナに拾われたエマだが、それまでは山奥に母親とふたりでひっそりと住んでいた。母親が亡くなり、たまたま訪れた王都でディアーナと会い、そのまま侍女見習いとして仕え始めたそうだ。

　いや、本当に今までよく生きてこられたと感心するステータスだ。




＊＊＊




　エマのステータスに衝撃を受けた俺は、すぐにエマのレベルを効率よく上げるため、コアンの下級ダンジョンを選択した。

　子供じゃないのだから、森でホワイトラビットを追うような、のんきな狩りはできない。それにハクやディアーナ、そして俺の戦闘経験を増やす必要もある。経験がものをいうことを踏破で実感した。

　しかも、叔父の伯爵の叙爵後、アーベル家は多忙を極めていた。そのおかげで俺たち子供たちへの監視が甘くなっていたことを俺は見逃さなかった。

　絶好の機会に、ディアーナたちを引き連れ、普段通り修練場に向かうと迷わず『移動魔法』でコアンの町へ移動した。

　転移した瞬間、ディアーナは一瞬驚いた顔をしたが、すぐに表情を戻し「『移動魔法』やはり使えたのですね」と冷静にひとりで納得していた。対するエマは「えっ、えーー？　修練場にいたはずですが、ここはどこです？」と、かなりのパニックに陥っていた。

　そんなふたりをよそに、俺はすぐ指示をして歩きだした。

「説明は後で、すぐにダンジョンに入るよ」

「はい」

「ガウ！〈わかった！〉」

「あっ、ジークベルト様、姫様、ハク様、置いていかないでくださいっ」

　事前に認識阻害の魔法をかけていたので、周囲から不審な目で見られることもなく階層スポットに入る。そこから十七階層の洞窟に転移した。

『地図』スキルを発動させる。近くに人がいないことを確認し、半径一キロ以内に接近した場合、アラートが鳴るよう設定する。

「ガルゥ！〈早く狩りに行こう！〉」

「ハク、待って。先にディアたちに説明しないといけないから」

「ガウ！〈わかった！〉」

　ダンジョンに興奮して急かすハクを止める。ハクはご機嫌な様子で俺のそばに寄り、尻尾を俺の足に絡ませた。どうやら催促しているようだ。

　そんなハクの頭をなでてから、ディアーナとエマの態度に注視する。

　ディアーナは、洞窟内を注意深く見回し「前回の場所とは違うようですね」と、周りの状況を把握していた。エマは、その横で唖然と突っ立っていた。

　これは性格の差かもしれないが、致命傷となる。この部分も改善しなければならない。

　あと二ヶ月、いや抜け出せる機会はそうそうない。そう考えると時間が足りない。

　ネガティブに考えてはダメだ。今できるところまでやろう。最善を尽くすんだと気合を入れる。

「僕が出した条件だけど、反ほ故ごにしてごめんね」

「いいえ、なにか事情があるのですね」

　俺が話を切り出すと、ディアーナが姿勢を正して反応する。エマも緊張した面持ちで俺を見る。

「近々エスタニア王国で武道大会があるよね」

「はい」

「それにディアは同行するね。名目は僕の婚約者となったことの報告だ」

「はい」

「先日の反乱の根が深いのは、わかるね」

「はい」

「ディアは表向き、王位継承権は第四位だ。父上は『降嫁すると決まった時点で、王女の王位継承権は消滅する』と言っていた。『降嫁すると決まった時点』とは、いつの段階を示すのだろう。婚約をした時点？　結婚をした時点？　多くの人は結婚をした時点であると考える」

「それは……」と、ディアーナが目を見開き、言葉を詰まらせる。それを目視した俺は、確信めいたことを告げる。

「たしかにアーベル家は他国であり、婚約した時点で婚約破棄される可能性はないに等しい。だけど王位継承権が消滅したと考えない人もいるんだ」

　一瞬でディアーナの顔色が変わった。俺が言いたいことを悟ったようだ。

「また狙われるのでしょうか？」

　不安げな様子を隠すこともなく、ディアーナは俺に伝える。その態度から彼女が俺を心の底から信用しているとわかり、とてもうれしく思う。

「わからない。だけど用心に越したことはない」

「はい。では今回の同行は、私共のレベル上げでしょうか」

　俺の発言を理解したディアーナは神妙にうなずくと、そう切り返してきた。

「うん。ディアもレベル上げが必要だけど、早急に対応しないといけないのは、エマだよ」

　突然話を振られたエマは「わっ私ですか!?」と、狼狽する。そんなエマに、俺は真剣な表情で尋ねる。

「エマ、君のステータスは絶望的に低い。というか、いまだレベル１だよね」

「レベル１ですが、絶望的なんて大袈裟に言いすぎですよ」

　あっけらかんとした様子で俺に答えるエマに、ディアーナが震えた声で問う。

「エマ、あなたレベル１なの？」

「はい。姫様、なにかおかしいでしょうか？」

　ディアーナの態度から、なにかを察したエマがその様子をうかがいながら尋ねるが、彼女がそれに答えることはなかった。エマの肯定に絶句していたのだ。

　俺はそれに気づくと、ディアーナの代わりにエマの質問に答えた。

「エマの年齢でレベル１なんて、ほぼいないんだよ。最低でもレベル５はある」

「そうなんですか？　今まで不便を感じたことはありませんが？」

　俺の回答に、今ひとつピンとこないのかエマが首をかしげる。今までの生活に支障がなかったので、エマが疑問に思うのもしかたがない。なぜそれを今、問題視しているのかわからないのだろう。

「そこが不思議なんだよね。ステータス値はあくまで数値化されているだけで、基礎体力は比例してないのかもしれない。だけど、エマの数値だけを考えれば、足手まといになる。エスタニア王国に行くまでに、最低でもレベル10にするんだ。これは、ハク、ディアもだ」

「「はい」」

「ガウ〈わかった〉」

　全員が神妙にうなずく。事の大きさをわかっているようだ。

　安心した俺は、各自のレベルとステータスを書いた紙を『収納』から出して各々に見せた。

「現在の各自のレベルはこれだよ」




　***********************

　ジークベルト・フォン・アーベル

　Ｌｖ：12

　ＨＰ：２３０／２３０

　ＭＰ：１３１０／１３１０

　魔力：１３１０

　攻撃：２３０

　防御：２３０

　敏捷：２３０

　幸運：４２０

　***********************




　***********************

　ハク

　Ｌｖ：６

　ＨＰ：２７５／２７５

　ＭＰ：２３５／２３５

　魔力：２５５

　攻撃：２１５

　防御：１８５

　俊敏：２９０

　幸運：１２５

　***********************




　***********************

　ディアーナ・フォン・エスタニア

　Ｌｖ：５

　ＨＰ：34／34

　ＭＰ：39／39

　魔力：42

　攻撃：28

　防御：30

　敏捷：26

　幸運：10

　***********************




　***********************

　エマ・グレンジャー

　Ｌｖ：１

　ＨＰ：８／８

　ＭＰ：１／１

　魔力：２

　攻撃：３

　防御：６

　敏捷：１

　幸運：７

　***********************




　ステータスを見たエマが「ほぉわぁー」と、歓声をあげる。「ジークベルト様やハク様のステータスは、すごく高いですね。お強いのも納得です」と、尊敬の眼差しを俺たちに向けた。

　その横でディアーナの体は小刻みに震え、「エマ、あなたのステータス……っ」と、現実を受け入れるのに時間がかかっている。そして心を立て直したディアーナは「今までどうしていたの。わたくし、無理をさせていたのかしら？　主人として失格だわ！」と、自分を責め項垂れた。

「姫様？　無理などしてませんよ。主人失格なんて、姫様は最高のご主人様ですよ。あっ今はジークベルト様もですけどね」

　ディアーナの嘆きに、その意味を理解していないエマが慌てて否定するも、彼女にその声は届いていない。

　ディアーナのあからさまな動揺は、しかたがないことだ。

　エマの年齢から考えても、このステータスはありえないのだ。

　基礎体力がステータス値に比例していないとしてもこの数値では、悪病にかかり命を落とすこともあるはずだ。

　レベル上げは、戦闘経験値、魔物を倒すほかにも方法がある。一般の人が戦闘をすることは難しいが、日々生活をしている中で人は体力をつけ、行動する。それが蓄積され、成長と共に若干だがレベルが上がるのだ。

　エマにはその蓄積がない。原因は『精霊の祝福』だ。

　気になってヘルプ機能で調べた。

《エルフクォーター……。まさか身近にいたとは、気づけず不覚》

　ヘルプ機能？　なにか言った？

《いいえ、なんでもございません。失礼しました。エマ・グレンジャーが、なぜレベル１なのか、原因は精霊の祝福です。精霊の祝福は、精霊と魔契約するのが大前提のものです。魔契約をすれば恩恵がもらえますが、しなければ弊害があります》

　その弊害が、経験値が蓄積されないってことなのか。だけどエルフは、誕生時に精霊の祝福があるはずだ。

　だとすれば、魔契約するのに相当時間を要することになる。

《エルフは種族特性で、初期ステータス値が人間より高いのです。特に魔力は、精霊と魔契約できるだけの値があります。以前にも申し上げましたが、ごくまれに魔契約できないほど魔力がないエルフもいます》

　あぁ、残念エルフね。

　といことは、エマの種族は人間だから、人の初期ステータスで魔契約できず、経験値の蓄積もできないってことだね。

《その通りです》

　さんざんな結果だ。

　しかも、ＨＰや防御以外の数値が極端に低すぎる。こればかりは個人の才能なので、どうしようもないが、歯がゆすぎる。

　ヘルプ機能、精霊の祝福の封印中は、なにか影響があるのか。

《影響と申し上げていいのか、封印中のスキル・加護は、鑑定時に他者には見えません。封印は、先天性・後天性があり、エマ・グレンジャーの精霊の祝福が封印されたのは、後者です。母親が封印したようです》

　なるほど。

　俺にそれが見えるのは、転生特典でもらった特別な『鑑定眼』があるからだろう。

　母親が封印した経緯は、おそらくトラブルに巻き込ませないためだと予想がつく。

　しかし、エマ本人は精霊の祝福があることを知らない。知っていたなら、魔契約を望むだろう。

　なぜ母親が本人に教えなかったのか、疑問は残る。もしかしたら、エマの魔力値の低さに絶望したのかもしれない。今のエマの魔力値では、魔契約できる精霊がいないのだ。

　精霊との魔契約は、ランクが低い精霊でも魔力値が最低30はいる。精霊のランクが上がれば、必要な魔力値も当然上がる。ただ、ひとつ例外がある。精霊の祝福を与えた精霊とその者は、特別なつながりができる。その精霊がどのランクであろうと、魔力値30で魔契約できるのだ。

　エマの場合、魔力値の初期値が２のため、レベルアップごとに増える値は１～２である。最低でもレベル15、最高でレベル29で魔契約に臨めるのだ。

　できればエマに精霊の祝福を与えた精霊と魔契約をさせてあげたい。だが、いつどこで精霊の祝福を受けたのか不明だ。

《『精霊村』で情報を確認することができます》

　うん。ヘルプ機能、ごめん。まだ『精霊の森』には行かないよ。

　そもそも今のエマでは、魔契約できないしね。

《くっ……。またしても機会ではなかった》

　ヘルプ機能の無念が聞こえたのだった――。




＊＊＊




「今度こそこれで最期です。ヤァッ！」

　瀕死状態のオークにエマが、何度目かのとどめを刺す。

　簡単なお仕事のはずが、なぜかオークはドロップ品にならない。ＨＰ１から動きがないのだ。

　オークはＥランクの魔物だ。ホワイトラビットはＦランク、１ランクの差がこれほどまでも大きいとは予想外すぎる。攻撃力３は伊だ達てではなかった。

　そうだ、ここは武器に頼ろう！

　俺は『収納』からミスリル製の短剣を出して、戦闘中のエマに声をかけ、それを渡す。

「エマ、短剣を交換しよう。これで刺すんだ」

「ヤァッ！　えっ？　あっ、はっはい。わかりました」

　急な俺の指示にエマは戸惑った表情で動きを止めるが、素直に短剣を交換する。するとエマの顔つきが変わる。その短剣が別格だと気づいたようだ。

　俺は力強い声で「これで、倒せるよ」と、エマに気合を入れる。

「はいっ！　がんばります！」

　その期待に応えるように、元気な返事がエマから返ってきた。そこに温かく見守っていたディアーナとハクからの激励も入る。

「エマ、がんばって！」

「ガウッ！〈がんばれ！〉」

　その応援を背にエマは再び瀕死状態のオークと対峙する。

「ヤァッ！」とのかけ声と共に勢いをつけ、オークに深く短剣を刺す。「グサッ」と今までに聞いたことのない音がオークの体から聞こえ、オークの肉がドロップされた。

「やっ、やり……レッ、レベルが上がりました！」

　エマはその場で飛び跳ねるとうれしそうな顔で、俺たちに報告した。

「よかったわね、エマ！」

「はい。姫様！　うれしいです！」

「ガゥ！〈よかったな！〉」

「よくやったね！　この調子でレベルを上げていこう！」

「はいっ！　ハク様、ジークベルト様、ありがとうございます！」

　健闘を称える俺たちに、エマは大喜びで感謝を伝える。そんなエマに水を差すことはしたくないが、ステータスの上昇がほとんどなかった。




　***********************

　エマ・グレンジャー

　Ｌｖ：２

　ＨＰ：13／13

　ＭＰ：２／２

　魔力：３

　攻撃：４

　防御：８

　敏捷：２

　幸運：７

　***********************




　一番数値が高いＨＰで５上昇したが、あとは１～２である。

　もともとの数値が高くないエマだから、しかたない結果だとはいえる。

　とっ、とりあえず、今はやれるだけのことをしよう。

　吉報はオーク一匹で、ホワイトラビット四匹以上の経験値を得たことだ。

　となると、オーク三匹を倒せば、レベル３になる計算だ。これは思ったより早くレベル上げできそうだ。

　早速、次の獲物を探すために『地図』を起動させると、オーク五匹の反応がある。

「ハク、正面右側二〇〇メートル先にオーク五匹を確認。できれば全部瀕死状態にしてほしい。できるかい？」

「ガウッ！〈がんばる！〉」

　返事と同時に走りだすハクを見送る。ハクは、ほっておいても大丈夫だ。

「エマ、次もオークだ。三匹倒せばレベルが上がるはずだ。ディアも今回は参加してほしい。おそらくレベルは上がらないけど経験値は稼げる。エマが四匹、ディアは一匹を頼む」

　俺の指示にふたりは顔を見合わせ「「はい」」と、返事をする。

「では行こう。ハクが先行してオークを瀕死状態にしてくれているはずだ」

　俺たちがハクに追いついたところで『地図』に、反応があった。ランクＤのキラーバット二匹が、少し先で現れたようだ。

　詳細を確認すると、近くにある小部屋でも、大量の魔物の反応がある。

　とてもおいしい状況に、頭の中で計算をしてハクに声をかけた。

「ハク、ありがとう。この先にキラーバット二匹いるんだけど、倒してくるかい？」

「ガゥ？〈いいの？〉」

「うん。お願いしていいかい」

「ガゥ！〈わかった！〉」

　尻尾を激しく振り、うれしそうに走り去るハクを見送りながら、我わが儘ままな主人で『ごめんね』と、心で謝罪する。

　小部屋での戦闘で、ハクのテンションはさらに上がるだろう。フォローは完璧だ。

　俺の目の前には、瀕死状態のオーク五匹が整列して倒れている。もちろんＨＰ１の状態だ。

　まるで一流職人のようなハクの仕事ぶりに感心しつつ、ディアーナとエマにとどめを刺すよう指示した。

　まずエマが動く。ミスリルの短剣でオークを一撃すると、オークはドロップ品に変わった。

　その変化に、攻撃していたエマから「ふぇっ」と、素っ頓狂な声があがる。そして「一撃です！」との歓喜が聞こえた。

「すごいわエマ！　レベルが上がった効果ね」

　その光景を目の当たりにしたディアーナもエマと共に喜んだ。

　そんなふたりの様子を横目に『レベル上げの効果はほとんどなくて、ミスリルの短剣の攻撃力のおかげなんだよね』と思ったが、俺は口に出さなかった。

　士気を下げるより、上がったほうがいいし、勘違いから始まることもあるはずだ。

　エマは続けて、残りのオーク三匹も一撃で倒し、ディアーナも一匹倒した。ハクもキラーバット二匹を倒したようだ。魔物の反応がなくなっている。

　予想通りエマのレベルは上がり、ステータス値の増加は相変わらず低いが、順調ではある。

　この調子でレベルを上げ、エマは平均並みのステータス値を目指そう。

　今日は小部屋まで足を運び、階層スポットに戻ることにする。修練の時間と、侍女たちの見回り時間を逆算すれば、妥当な判断だ。

　ディアーナたちに小部屋の説明をしながら、ハクと合流する。キラーバットのドロップ品を『収納』に収めて、小部屋に向けて歩きだす。

「小部屋の魔物は、僕とハクで倒すけど、できればディアたちにも魔物を残すようにしたい」

「ガゥ〈わかった〉」と、尻尾をひと振りしてハクが同意する。

　俺たちの会話を聞いていたエマが、とても満足した顔でうれしそうに報告してきた。

「私は今日レベル３になりましたので、十分です。もう満足です！」

「そうだね。よくがんばったよ」

「ガゥ！〈がんばった！〉」

「エマ、本当によかったわ」

　各々がエマの健闘を称える。ディアーナに至っては、目に涙を浮かべていた。それほどエマのステータスは危険で、改善した状況に安心したのだろう。

　ステータスの事実は、俺だけが知っていればいい。

　エマも『ステータス表示』で確認することはできるが、各数値について無頓着であると過去の発言からも想像できる。だから事実がバレることはない。

　そうこうしているうちに、小部屋の前までたどり着く。

　俺とハクが扉の前に立つと、うしろにいるディアーナから声がかかる。

「ジークベルト様、ハク様、ご武運を！　私共はここでお待ちしております」

「うん。小部屋以外に魔物の反応はないけど、気は抜かないでね」

「「はい」」

　ふたりの返事を聞いて、俺はうなずくと扉に手をかけた。

「うん。ハク行こう！」

「ガゥ！〈行く！〉」

　そのかけ声を合図に、俺は小部屋の扉を開ける。大量の魔物を目視して『疾風』で飛んでいる魔物の羽を落とす。次々と落ちていく魔物をハクが前足で切り裂く。一瞬で大量のドロップ品ができた。

　初動でハクとの完璧なコンビネーションを決めた俺は、扉付近に固まっているスライムに目を向ける。

　ここは『熱火』だなと考えている間に、ハクが『氷結』でスライムを凍らせた。そのファインプレーにその手があったかと感心する。

　これでディアーナたちへのお土産ができた。ラッキーなことに、羽の落ちたキラーバットが三匹も凍っていた。

　そこから俺とハクの無双が始まる。

　時間をかければ、ひとりでも倒せる魔物だが、いかんせん数が多い。

　その数、二百二十八匹。

　これはおいしくいただきましょう。

　その結果、ハクがレベル８になり、なんと俺もレベル13になった。ランクＤのキラーバットが大量発生していたのが、幸運だった。

　あれ？

『地図』の表記が、小部屋からキラーバットの巣に変わっている。

　どういうことでしょう。ヘルプ機能。

《ご主人様とハクが、大量にキラーバットを倒したことで、魔物の巣からキラーバットの巣へ変化したようです。ダンジョンの仕様と考えてください》

　あっ、俺のツッコミを先読みしての回答ありがとう。

　深く考えるなってことだね。わかったよ。

　ダンジョン内の魔物の復活って、だいたい一週間ほどだから、それを見越して定期的に訪問しよう。

『地図』に、日付と印をつけて、アラームで忘れないように設定する。

　最後に残した凍っている魔物を倒すため、小部屋の扉を開けて、ふたりを呼び込んだ。

「「お疲れさまでした」」

「ガウッ！〈がんばった！〉」

　ふたりの労いに、ハクが尻尾を振って返事をする。その微笑ましい様子を見ながら、俺は目の前で凍っている魔物の説明をする。

「うん。今からはふたりの出番だよ。ランクＦのスライムが十五匹、ランクＤのキラーバットが七匹ある。先にディアのレベルを上げよう」

「はい。がんばります！」

「姫様なら一撃です！」

　俺の指示に、ディアーナが元気よく返事をして、魔物のそばに寄る。そして勢いよく短剣を突き刺すと、キラーバットが一撃でドロップ品に変わる。

　さすがディア。的確に急所を狙って、確実に仕留めている。

「さすが姫様！」と、エマの声色は上がる。その一方、「ジークベルト様、レベルが上がりませんでした」と、冷静なディアーナが俺に淡々と報告をして、次の指示を待っていた。

「気にしなくても大丈夫だよ。あと六匹もいるんだ。必ずレベルが上がるから、がんばろうね」

「はい」

　その後、四匹目がドロップ品に変わったところで、ディアーナの表情に変化があった。彼女はとてもうれしそうに笑ったのだ。

　その様子に、そばで見守っていた俺もうれしくなる。

「レベルが上がりました！」

「よかったね」

「ガゥ！〈よかったな！〉」

「姫様、さすがです！」

　各々が声をかけ、しばらく喜びを分かち合った。

　さてここからが、本日最後の戦闘だ。俺の声にも気合いが入る。

「さぁ最後はエマだよ。すべての魔物を倒すんだ」

「はい！　では早速キラーバットから……。あれ？　あれれ？　うまく刺さらない？」

　なぜだエマ！　なぜ刺さらない！

　まさかっ……。

「エマ、スライムを先に倒そう」

「はい！　あれ？　やはりうまく刺さりませんっ！」

　やはりそうか、俺の予想はあたっている。

「エマ、目の前にいるのは魔物ではない」

「えっ？　なにを言ってるのですか？　魔物ですよ」

「魔物ではない。凍った野菜だ」

　俺が真剣な顔でそれを伝えると、エマの表情がめまぐるしく変わり、俺を心配する。

「ジークベルト様、頭がおかしくなったのですか!?」

　その発言に、俺のこめかみがピクッと動く。そして満面の笑みでエマに近づくと、その両頬を挟み、顔を近づけて言いくるめる。

「いいかいエマ。君には短剣を扱う技術が足りていないんだ。だから魔物を野菜だと思い込んで刃物を扱うんだ。わかるね。俺は頭がおかしくなったのではなく、アドバイスをしているんだ」

「はいぃっ」と、エマは涙目になりながら、何度もうなずく。

「よろしい。先にスライムを倒してごらん」

「はいっ！　スライムは野菜、凍った野菜、凍った野菜――」

　エマは、半狂乱したようにつぶやきながら、スライムを刺した。ザグッといい音がして、スライムが真っぷたつになり、ドロップ品へと変わっていく。

　思った通りの結果に、俺は満足そうに大きくうなずく。

　エマは、短剣を扱う技術が不足している。短剣を包丁代わりに使用することで、料理技術が高いエマがそれに対応したのだ。

　これで当分なんとかなるだろう。

　短剣の技術の向上は……テオ兄さんにでも相談してみるかな。

「ジークベルト様、やりました！」

「うん。残り全部、その要領で倒してごらん」

「はいっ！　がんばります！」

　元気を取り戻したエマは、凍った魔物を次から次へと刺していく。ザクッザクッ――と、リズミカルな音が続く。

　エマの動きを確認していると、ディアーナが俺のそばに寄ってきた。

「ジークベルト様、今回の件、大変申し訳ございません。エマがまさかのレベル１だったとは。わたくしの監督不行き届きです」

　頭を下げるディアーナに、俺はかいつまんで説明をする。

「いや、今回のことはしかたないことなんだ。自然とレベル上げができないほかの要因があったから。エマ自身それを知らないしね」

「ほかの要因ですか？」

「うん。今は言えないけど、時期がきたら話すよ。だからディアが気にすることはないよ」

「わかりました。だけど、やはり謝罪は必要かと思いましたので、お手数をおかけいたします」

　俺が今それに答えることはないと悟ったディアーナはそれを追及すこともなく、話しを戻すと再び頭を下げた。

「ディアは律儀だね。そこがいいところだけどね」

　俺は目の前にあるディアーナの金色の髪をなでる。

　獣耳がないことは残念ではある。今度お願いして、姿隠蔽解いてもらおう。婚約者だから許されるよね。許される範囲だよね。

　俺の葛藤をよそに、手は正直でディアーナのサラサラの髪を堪能していると「ジークベルト様、あのっ、そろそろエマの討伐が終わります」と、頬を真っ赤にして彼女が俺を見上げる。

　めちゃくちゃかわいい。はぁ、天使がいる。俺の婚約者、天使だった。

　名残惜しく髪から手を放し「また触らしてね」とお願いする。「はいっ」と、さらに頬を赤くさせたディアーナのかわいさに悶絶する。

　俺の婚約者、最高にかわいいです。

　さて、気を取りなおしてお仕事をしよう。

『微風』を使用して、辺り一面のドロップ品を一気に『収納』へ回収する。

　そこへ魔物の討伐を終えたエマが帰ってきた。

「ジークベルト様、姫様、すべての討伐が終わりました。私レベル４になりました！」

「うん。今日は全員レベルが上がってよかったよ。じゃあそろそろ屋敷に戻ろう。抜け出しているからね、ばれないように帰宅しよう」

　俺が口に指をあて、茶目っ気たっぷりに言うと、全員が笑顔で答える。

「「はい」」

「ガゥ〈わかった〉」

　こうして俺たちのダンジョン一日目のレベル上げは、無事に終了した。










指導依頼




　俺は屋敷内である人物の帰宅を今か今かと待っていた。

　ディアーナたちはマリー姉様とお茶会中だ。俺も誘われたが適当な理由をつけて断った。

　ハクのなめらかな毛を堪能し、日頃の疲れた心を癒す。

　動物には癒しの効果があると前世の書籍で読んだ記憶がよみがえる。動物と接することで、心を癒すなんとかホルモンが分泌されるのだ。ハクは動物ではなく聖獣だし、異世界の人間の構造に果たして同じ成分のホルモンがあるかは不明だけど、このモフモフは最高だ。ハクの背中に顔をうずめる。「はぁーー落ち着く」と、癒されているところで、階下が慌ただしくなった。「帰ってきた！」と、顔を上げると、膝の上にいたハクが下り、グーッと背伸びをする。

「テオ兄さん、おかえりなさい」

　私室の廊下を出て、すぐにテオ兄さんの姿を見つけ、駆け出したい気持ちを抑えながら挨拶をした。

　その様子にテオ兄さんは、苦笑いを浮かべながら俺に近づいてくる。

「ただいま、ジーク。その顔は、なにかお願いがあるんだね」

「さすがテオ兄さん！　話が早いです」と、俺の声色が一段階上がる。

「うん。長年の付き合いだからわかるよ。僕の部屋に行こうか。ハクもおいで」

「ガゥ？〈いいの？〉」

　テオ兄さんのお誘いに戸惑いつつも、ハクの尻尾が上がる。

　すると、テオ兄さんはハクの頭をなでながら、優しい目をしてハクに言った。

「うん、もちろんだよ。ジークがいない間は僕にベッタリだっただろう。遠慮しなくても、僕の部屋には自由に入っても大丈夫だよ」

「ガゥー〈ありがとう、テオバルト〉」

　ハクはとてもうれしいのだろう。テオ兄さんの手に頭を擦りつけ感謝を伝えている。

　そんなハクの様子に、俺もうれしくなり、テオ兄さんに感謝の言葉を述べる。

「テオ兄さん、改めてあの時は、ありがとうございました」

「ジーク。もう何度目の感謝だい。感謝の気持ちは十分もらったよ。だから気にしなくていいんだ。さぁ行こう」

　これ以上の言葉は不要だと、テオ兄さんは手を前に出し制すると、自分の部屋へ歩きだす。

　そのスマートさに、男の俺でもほれぼれするし、マンジェスタ王国の王女様が、夢中になるのもしかたがないと思う。

　これで本人は、まったくもって無自覚なんだ。すごいよね、本当。

　テオ兄さんと関われば、女性は必ず恋に落ちると確信が持てる。ただ親密な関係になるまでに、テオ兄さん特有の存在感の薄さが影響して、発展しないのだろう。

　難儀だよなぁ。兄さんを正しく評価して、支えてくれる人が、この先現れることを願う。

「ガウ？〈行かないの？〉」とのハクの呼びかけに、俺は思考を戻すと、その頼りがいのある背を追った。




「なるほど、エマの短剣技術を上げたいと」

　俺はテオ兄さんの私室に入ると、すぐに本題を切り出した。

　その内容を聞いたテオ兄さんは顎に手をあて、深く考え始めた。

　その仕草から手応えを感じた俺は、たたみかける。

「はい。僕ではもう限界で、短剣の扱いに優れているテオ兄さんに協力いただきたいのです」

「うーん、それはいいけど……修練場での指導だけでは、短期間でそうそうの上達は難しいよね。エマはその、なんというか、筋金入りのお間抜けさんだよね。武道大会での留守番に含むことは難しいか。ディアーナ様の侍女見習いだしね。たしかにジークの懸念事項はないとは断言できないし、最低身を守る術は必要だね。そういえばアンナの体術指導は……うん、ごめん。聞いた僕が悪かったよ」

　アンナの体術指導の言葉が出ると、俺は目に見えて落胆する。

　あのアンナに『指導教育を再勉強するため、お暇が欲しい』と、追いつめたのだ。この申し出に、そこにいた全員が驚き、アンナをなんとか説得した。

　そしてエマの体術指導は、当分延期となった。

　アンナの心を折ったエマをなぜテオ兄さんに頼むのか。それにはテオ兄さんの短剣技術の高さと、面倒見のよさが関係している。

　エマがこの先何年も地道にがんばれば習得できそうな戦闘スキルが、唯一短剣だったからだ。

　テオ兄さんも、少なからずエマの噂は耳にしているようだ。

　だけど、指導は引き受けてくれるようで安心する。

　ただ、修練場での指導に難色を示している。

　そりゃー、実戦での指導が一番身につくけど、その提案は俺からできない。

　しばらく考え込んでいたテオ兄さんが、大きくうなずく。

「よし。父様に相談しよう」

「えっ？」

　思ってもみない発言に、俺は驚いて瞼まぶたを忙しなく動かす。

「数年前に発見された『アン・フェンガーの迷宮』は、ジークたちが踏破したコアンの下級ダンジョンより、初心者向けの迷宮なんだ。そこの踏破を目指そう。戦闘経験も稼げるし、レベル上げも考えれば一石二鳥だね。早速父様に許可をいただいて、アン・フェンガーの迷宮へ挑もう」

「父上の許可は下りるでしょうか」

「大丈夫。あてはあるから心配不要だよ。ジーク！」と、自信満々にテオ兄さんが宣言する。

　その姿に、すべてを託すしかない俺は頼もしいと思うが、話の展開が早すぎて、いささか頭が混乱していた。

　あれ？　これって、俺にとって一番都合のいいことになっている。

　エマの短剣指導、迷宮の踏破、レベル上げ、父上の説得、全部テオ兄さんが主動だよね。

　これは、俺が、楽をできるパターン。

　テオ兄さん、ありがとう！

　降って湧いた幸運を、じっくりと噛みしめるのだった。




「アン・フェンガーの迷宮に挑むと」

　テオ兄さんの提案を聞いた父上は、執務室の椅子に深く腰を掛け腕を組んだまま、そう言った。

　その執務机の前で、テオ兄さんと横並びに立つ俺は、内心びくついていた。空気がとても重いように感じたからだ。

　テオ兄さんはそれを気にすることもなく、淡々と自分の意見を述べる。

「はい。僕もジークも適正は十分ありますし、ジークの懸念はもっともです。すべてを網羅できると自負するのはいささか傲慢だと考えます。いざとなれば身を守る技術は必要ですし、守る対象を見誤らないためにも必要かと判断しました。父様がご心配されるのでしたら、護衛に冒険者を雇いましょう。もしよければ腕のいいＢランクの冒険者をひとり紹介できます。彼は信頼できる人物です。父様さえよければ、武道大会での護衛も頼んではいかがでしょうか」

「その冒険者の名は」

「ニコライ・フォン・バーデンです」

「バーデン家のせがれだな」と、父上の声色が若干やわらかくなる。その変化に気づいたテオ兄さんが「ご存じでしたか」と、ほっとした顔をした。

「あぁ、バーデン家は先々代の当主が騙され没落したが、先代はとても優秀な人だった。お家再興半ばにして病に倒れたのだ。惜しい人物を亡くしたと一時噂になったぐらいだ。そして最近噂になっている『金の獅子』とは、ニコライ・フォン・バーデンであろう」

「はい。彼とは討伐を共にしたことがあり、その技術の高さは筋金入りです」

　父上の問いかけにテオ兄さんは、自信を持ってはっきりと答えた。その姿を見た父上は、ゆっくりとうなずく。

「わかった。一度屋敷に連れてきなさい。その際に信頼に値する人物かどうかを見極める。彼と契約できたならアン・フェンガーの迷宮への挑戦を許そう」

「ありがとうございます」と、テオ兄さんが頭を下げる。俺もそれに追従した。

　ほぼ間違いなく迷宮挑戦が決まった。

　俺もテオ兄さんも、ニコライが信頼に値する人物であると確信しているし、本人は隠しているが、ぶっきらぼうな態度の反面、とても面倒見がいいのだ。

　どんな条件であっても俺たちとの契約を断ることはない。

　テオ兄さんが、俺に向かってにっこりと微笑む。

　うっわーー、貴公子がいる。ここに貴公子がいる！

　一瞬、叔父と重なって見えたのは、秘密にしておこう。










バーデン兄妹




　アーベル家に金髪の長身が訪れた。

　この日、屋敷内にいたのは、屋敷の主であるギルベルト、ヴィリバルト、アルベルト、マリアンネだった。

　テオバルトは魔術学校、ジークベルトとディアーナたちは、修練場もといコアンの下級ダンジョンにいた。

　当事者たちが不在の中、それは極秘に進められた。

　執事ハンスが、その人物を応接室に案内すると、ギルベルトが立ち上がる。

「バーデン殿、よく来てくれた」

「悪いが、家名で呼ぶのはやめてくれ」と、軽く頭を振り、ギルベルトを正面から見据える。

「失礼。では、ニコライ殿とお呼びしよう。私はギルベルト・フォン・アーベルだ。隣にいるのが弟のヴィリバルト、そして息子のアルベルトだ。ふたりの同席も許していただこう」

「ニコライ・フォン・バーデンだ。ふたりの同席はかまわないが、俺は礼儀なども知らないただの冒険者だ。丁寧な言葉遣いもできない。この場での不敬は許してもらうぞ」

　ニコライの挨拶に、ギルベルトは好感を持つ。

　言葉はぶっきらぼうだが、己の態度に対し許可をもらう姿勢は、相手を尊重している証拠だ。

　ヴィリバルトも好感を持ったようで、口角が少し上がっていた。

　テオバルトが、高く評価し、懐いただけはある。

「あぁ、普段通りでかまわない」と、ギルベルトはそう言って、ソファに腰を掛ける。対面にいるニコライも静かに腰を下ろした。

「早速だがニコライ殿とは、専属契約を結びたいと考えている」

「Ｂランクになりたての冒険者にか？」

　ニコライの疑問に、ヴィリバルトが口を開く。

「君のことは少しばかり調べさせてもらったよ」

「赤の魔術師、直々にとは結構なことで」

「前々から君には興味があったんだ」

「へぇーそれで。お眼鏡にかなったか」

　ニコライがおもしろそうな顔をして、ヴィリバルトに尋ねた。

「あぁ、実に興味深い研究対象だ。ぜひ君を『深奥』に送りたいね。そして行動を監視し、その能力がどこまで」

「ヴィリバルト」と、ギルベルトが、ヴィリバルトの言葉を遮る。

「すみません、兄さん。ついね。見込みのある若者を見ると、つい癖が出てしまうんですよ」

　ヴィリバルトの普段と変わらない態度にギルベルトはあきれつつも、しかたがないと、我が道を行く弟を甘やかしてしまう。そして目の前の人物に軽く頭を下げると、話の主導権を握る。

「ニコライ殿、愚弟が失礼した。まず父親として、テオバルト、ジークベルトと共に行動をしてくれて感謝する。特にテオバルトとは、長年にわたり活動を共にしているだろう。テオバルトは優秀だが、本人にその自覚がない。ニコライ殿と討伐することで自信をつけ、最近は意見を述べるまで成長した。今回の話もテオバルトが発案者だ。息子の成長ほど親としてうれしいことはない」

「ははは。テオ、バレてるぞ」と、ニコライの笑い声が応接室に響く。そして表情を変えると、真顔でギルベルトを見た。

「感謝されることなどない。テオが俺の手助けをしてくれているだけだ。特に最近は、ジークベルトが参加したことで魔物討伐の効率が上がり、実入りがいい。率先して高価なドロップ品を回してくれるからな。俺は金がいる。テオやジークベルトには、俺のほうが感謝しているぐらいだ」

　その姿勢から信頼できる人物だと、ギルベルトは判断する。

「その資金が必要な妹さんの病のことで提案がある」

「セラの病で提案だとっ」

　ギルベルトの発言に、ニコライは狼狽した声を出し、その表情を険しくした。

　ヴィリバルトの調査通り、ニコライの妹セラは、難病『風船病』を患っているようだ。風船病、体のあらゆる箇所が膨らむという。

　時に顔の一部や、腕や足、腹であったりと、対処をしなければ、体が膨らみ続け破裂する。皮膚や肉が裂け、骨まであらわになる。

　その痛みは想像を超え、ショック死する者も多い。余命が短いのもこの病気の特徴だ。

　現在治療方法は、ないとされている。

　唯一の対処法が『魔草』を煎じて飲むことで緩和されるが、それは破裂を抑える対処で、完治するわけではない。

　また魔草は、大変貴重で非常に高価であり、入手困難とされ一般にほぼ流通していない。

　ニコライはそれを確保するため、闇市で相場の五倍の金を積み『魔草』を手にしている。

　ギルベルトは、ヴィリバルトと目を合わせる。ヴィリバルトが小さくうなずくのを見て、ニコライに提案する。

「一度、ヴィリバルトに見てもらうのはどうだろう」

「赤の魔術師は、医療までできるのか」と、ニコライが疑わしげにヴィリバルトを見て尋ねた。

「私は医者ではないが、見る能力はある。『鑑定眼』で君の妹の病気を判定しよう。本当に医者の診断通りであるか。また『鑑定眼』は、その病について明確な情報をえることができる。そう、例えば完治する方法などもね。不治の病でない限りは答えは出るよ」

　ヴィリバルトから出た『完治』との言葉に、ニコライは息をのむ。

　そして眉間にしわを深く寄せると「本当に可能なのか」と、再び尋ねた。

「疑い深いね、悪いことではないが、今の時点では悪手だよ」と、ヴィリバルトは両肩を上げ、少し考えたそぶりをする。

「そうだね、ではこうしよう。今まで、テオやジークがお世話になった。そのお礼に『鑑定眼』を使用しよう。これは君や妹さんにとって絶好の機会だ。迷う必要などない。妹さんを助けたいのだろう」

　ニコライは、苦渋の表情を浮かべる。

「助けてぇ、だがセラの病は、難病認定された『風船病』だ。いくら赤の魔術師でも解決できねぇことはある」

「言っただろう。私は不治の病ではない限り答えは出せると。難病認定の『風船病』ね。対処法は魔草だったね。君がいくらがんばっても魔草では追いつかない時期がくる。かわいそうに兄のくだらないプライドで、妹さんは『死』を待つだけだ」

「なっ」

　ニコライは激げっ昂こうして、腰にあるはずの剣を握ろうとするが空を切る。

　応接室に入る前に執事に渡したことを思い出し、大きく舌打ちをする。

　ニコライの苛立ちが、伝わってくる。

　その様子に、今まで静観していたアルベルトが、言葉を発した。

「ニコライ殿、私は妹や弟たちが、何物にも代えがたい唯一無二の大切な存在です。特に末弟ジークベルトに危害を加える者がいれば、迷わず排除します。それが長年の友人であったとしても即断するでしょう。ニコライ殿も同じではないですか」

　アルベルトの突然の問いかけにニコライは戸惑った視線を向けるが、アルベルトはそれを無視して続ける。

「私がニコライ殿の立場なら、どのような方法でも藁わらにでもすがる思いで試します。この機会を逃すなんて馬鹿なまねはしない。冷静に考えてみてください。叔父は最高峰の魔術師です。その叔父が不治の病でない限り助かると断言しています。妹さんは助かる。私共を信じて、提案を受け入れてください」

　アルベルトの真摯な態度に、ニコライが折れる。

「あぁーわかったよ。『鑑定眼』で見てくれっ」と、頭をかきながら投げやりな様子で言った。

　そして小声で「そうだった。こいつらは、テオとジークベルトの家族だった。裏があるんじゃねぇかと、深く悩んだ俺が馬鹿みてぇじゃねぇか――」と、遠い目をしながらブツブツと心の声を露呈していた。

　ふたりのやり取りが終わったのを確認して、ヴィリバルトが補足する。

「受け入れてくれてよかったよ。アルは助かると言ったが、こればかりは見てみないとわからない。だけど、どのような結果であっても、妹さんはアーベル家が尽力すると保証しよう」

「頼む。ただ施しを受けるだけってのは、俺には合わねぇ」

　ヴィリバルトの話を聞いて、ニコライは頭を下げた。そしてギルベルトに視線を合わせ、そう伝える。その視線を受けたギルベルトは、大きくうなずく。

「それで先ほどの話だが、貴殿と専属契約を結びたい」

「一般的な専属契約とは違うってことだな。中身と時期は」

「まず貴殿には今後も冒険者として活躍してもらう。我々が必要な時に、アーベル家の仕事に専任してもらうことになる。最初の仕事は、テオバルトとジークベルトとの護衛だ。一緒にアン・フェンガーの迷宮を踏破していただく。またその後、エスタニア王国で開催される武道大会でのジークベルトの護衛についていただく。その後は未定だが、貴殿が戦闘できる間、半永久での契約だ。細々とした条件は後ほど、契約書に記載があるので確認してほしい」

　その異例ともいえる契約内容に、ニコライは表情を変えることなく「アーベル家に飼われるってことか」と、ただそう言った。

　それを聞いたギルベルトが「その認識でかまわない」と、うなずく。

「わかった。契約を結ぼう」

「条件を見る前だがいいのか」

　その決断の速さにギルベルトは、思わず声を出していた。

　するとニコライが、不敵な笑みを浮かべる。

「はっ、よく言うぜ。肯定以外の言葉を出してみろ。そこの赤の魔術師が黙っていねぇぜ。ただし、俺の主人はあなただ。よろしく頼む。ギルベルト様」

　ニコライはソファから立ち上がると、胸に手をあて深く一礼する。そして、その手をギルベルトに差し出す。それをギルベルトが受けると、ふたりは固い握手をした。

「さて兄さん、彼と契約書を交わす前に、妹さんに会いに行きましょう」

「待てっ、今妹は顔の腫れがひどい。魔草を数日連続して飲めば、ある程度腫れが引く。それまでは外には出せない」

　ヴィリバルトの発言をニコライが慌てた様子で止める。

　その慌てように、ヴィリバルトは首をかしげると、諭すように話しだした。

「君が心配している顔の腫れについてだが、私は顔を見ないでも『鑑定眼』を使用できる。顔を隠す服を用意しよう。屋敷までは『移動魔法』を使うので、誰かに見られる心配はない」

「……そうだなっ。早く原因がわかったほうが、セラのためになる。頼む」

　ニコライは、少し悩んだ末、セラとの面会を許可した。

　ふたりの会話からギルベルトは、必要な判断をする。

「我々より、女性同士のほうがいいだろう。ヴィリバルト、マリアンネを呼んでくれ」

「了解。『報告』」

　ギルベルトの指示にヴィリバルトが魔法を使うと、魔力が応接室の外に流れていく。

　対面でそれを見ていたニコライは、ギルベルトの気配りに軽く頭を下げた。

「さて、マリーが来るまでに確認したいんだけど、君は今、第三市内の一般区に部屋を借りているね」

「調査済みかよ。あぁそうだ。バーデン家の屋敷は魔草の費用のために売り払った。だから今は借家に妹とふたりでいる」

　ニコライは、質問の意図が掴めない様子ではあるが、誠実に答えていく。

「年配の夫婦も一緒ではないのかい？」

「彼らは元バーデン家の家人だ。俺たちが屋敷を手放した際、ほかの使用人たちは他家へ再雇用の手配をしたが、彼らだけは断固として他家への雇用を嫌がった。結果、俺たちの隣に部屋を借りて、厚意で妹を見てくれている」

「では、君の家族はその家人も含め、三名だね」

「そうだなぁ。彼らはもう家族だ」

　ニコライは無意識のうちにやわらかな表情を浮かべ、そう言った。

　それは彼が、この場で初めて見せた穏やかな顔だった。

　その態度を見たギルベルトは、心の中で『合格だ』と、用意したほかの契約書の破棄を決めた。

　そして隣に座るヴィリバルトに、あらかじめ決めていた合図を送る。

「調査通りでよかったよ。用意していたものが無駄になるところだった。あぁ君は専属の条件をまだ確認していないから知らないとは思うけど、家族も含め、アーベル家に住んでもらうよ」

「はぁーーっ？」

　突拍子もない話にニコライは、開いた口が塞がらないで固まってしまう。

　その間抜け面を観賞しながら、ヴィリバルトは獲物を逃さないよう確実に囲んでいく。

「なにを驚いているんだい？　君はアーベル家の半永久的な専属になるんだ。住まいも移してもらうよ。ちなみに住む場所はここではなく、私の屋敷だけどね」

　ニコライの「なぜ、お前の屋敷なんだ」と反抗する声に「トントン」とノックする音が重なった。

　その扉が静かに開くと、茶色の髪を束ねたマリアンネが、大きな黒い瞳を瞬かせ、一瞬戸惑った表情を見せながらも入室する。

　マリアンネは、自分が注目されていることに驚いているようだ。

　だがすぐに姿勢を正し、部屋をサッと見回すとギルベルトのほうへ歩きだし、そばで止まる。

「お父様、お呼びとのことですが」

「マリアンネ、急に呼び出してすまない」と、ギルベルトが伝えると、頭を軽く横に振り「大丈夫です」と、マリアンネの緊張した面持ちが少し緩む。

「早速だが、ヴィリバルトと一緒に、ニコライ殿の妹さんに会いに行ってほしい。そして身支度を整えて屋敷に連れてきてほしいのだ」

　ギルベルトの依頼は、侯爵令嬢のマリアンネに侍女の仕事を強いるという本来ではありえないことだった。

　それにもかかわらず、マリアンネは眉ひとつ動かすこともなく、二つ返事で引き受けた。

「わかりました。身支度を整えるにしても失礼があってはいけません。どれぐらいのお年の方でしょうか」

　ヴィリバルトが「十一歳のはずだよ」と言うと、ニコライが「そうだ」とうなずく。

「あとマリー、彼女は長い間床に臥せており、現状病気が悪化しているようだ。『移動魔法』を使用するけど、顔まで覆えるようなフード付きのローブを用意してあげてほしい」

　ヴィリバルトの珍しい気遣いに、マリアンネはその大きな目を瞬かせる。

「わかりました。どちらに滞在なさるのでしょうか」

「病気が完治するまでは、こちらで滞在してもらう。完治後は、ヴィリバルトの屋敷に住むことになる」

　ギルベルトの説明に納得した顔をして、マリアンネの頬が上がる。

「ヴィリー叔父様の婚約者候補ですか？」

「ふざけるなっ」

　ニコライの怒声が、応接室に響き渡る。

　その顔はひと目見ただけで不愉快だとわかるもので、マリアンネは自分が誤ったのだと理解した。

「マリー、いくら私でも許容範囲ってものがあるよ」と、ヴィリバルトがおどけたように話す。

　そのフォローに感謝して「申し訳ございません」と、マリアンネがニコライに謝罪した。

　ニコライも気まずそうな顔で「声を荒らげすぎた」と反省する。

　なんともいえぬ微妙な雰囲気がその場を支配した。

　その雰囲気を打ち破るかのように、ヴィリバルトがマリアンネにニコライを紹介する。

「あっ、そうだ。紹介するね。彼はニコライ・フォン・バーデン。ジークたちの専属護衛として雇うことになった。彼とは長い付き合いになる」

「ジークの専属護衛ですか？」と、マリアンネがとても不思議そうな顔をする。

　そしてニコライに向き合うと、品定めするような視線を向けた。

　そのぶしつけな視線にニコライは眉をひそめるが、先ほどのことを思い出し、感情を抑えて挨拶をする。

「これから世話になる。ニコライ・フォン・バーデンだ」

「私はマリアンネ・フォン・アーベルです。あなた、貴族なの。それにしては品がないわ」

　マリアンネの挑発に、ニコライも応戦する。

「もう貴族じゃねぇよ、没落済みだ。あんたはもう少ししとやかさを学んだほうがいいんじゃねぇか」

「まぁ失礼な方ね。ヴィリー叔父様、ジークの教育によくない影響を与えそうです。私は反対ですわ」

　ニコライの失礼な物言いに、マリアンネの眉が上がり、ヴィリバルトに詰め寄って訴えた。

　すると黙って見ていたギルベルトが口を開く。

「マリアンネ、彼はジークたちの護衛になってもらう。これはアーベル家での決定事項だ」

　その決定に「うっ」と声を出して反論しようとするも、言葉をのみ込んだマリアンネは「わかりました、お父様」と言って、対面に座るニコライにキッと強い視線を向ける。

「私はこの屋敷の管理を任されています。屋敷内でなにかあれば報告してください。あなたはジークの護衛になるとのことですが、ジークと接する時は上品にお願いします」

「悪いがそれはもう無理だ」と、ニコライが悪気なく答える。

「マリアンネ、彼はテオバルトの友人でもある。ジークベルトとはすでに面識はある」

　ギルベルトの補足に、マリアンネは悲壮感を漂わせながら、嘆いた。

「なんてことなの。最近、一人称が、僕ではなく俺と話す時があるんです。あれはこの人の影響のせいね！　私のかわいいジークが――」

　そう言って、マリアンネは自分の世界に入ってしまった。こうなると、ギルベルトかジークベルトの声しか聞こえなくなる。

　とても厄介な状態だが、本人が折り合いをつけて現実に戻ってくるまで、今回は時間がかからないとギルベルトは判断し、ここは放置することにした。

「悪いね、妹は極度のブラコンなんだ。悪気があるわけではないんだ」

　アルベルトがマリアンネのフォローをすると、ニコライは、若干引きながらも答える。

「いや、前にテオから聞いていたが、聞くと見るでは大違いだなぁ」

「あれでもだいぶマシなんだ」とのアルベルトの補足に「あれでマシなのか。ジークベルトは苦労してるな」と、マリアンネを視界に捉えたニコライが同情した様子で言った。

「はははっ、そうだね。兄としてはなんとかしてあげたいが、こればっかりは無理だ」

　アルベルトは、乾いた笑いをして、あきらかに落胆する。

　ニコライは身を乗り出すと、落胆したアルベルトの肩を叩き「お互い、がんばろうぜ」と、励ました。

　長男同志の小さな友情が、芽生えたのだった。




◇◇◇




　アーベル家の客間に、三人の女性が入っていく。

　ひとりはアーベル家の長女マリアンネ、そのうしろにフードを目深にかぶった女性、その横には年配の女性が付き添っている。

「セラさん、こちらへどうぞ」と、マリアンネがフードを目深にかぶった女性セラを部屋に招いた。

「マリアンネ様、ありがとうございます」と、バーデン家の元侍女長ハンナの手を借りて、セラが部屋の中に足を踏み入れた。




◇◇◇




　その部屋は、セラの好みのど真ん中で、かつてのバーデン家の自分の部屋を思い出させるような調度品であった。白で統一された中に、細部まで凝ったデザインの家具が配置され、明るく上品な雰囲気に気持ちが上がる。

　思わず「素敵な部屋」と口に出していた。

　その声が聞こえたのだろう。マリアンネがうれしそうに微笑む。

　とてもいい方だわ。私の顔を見ても表情ひとつ崩さず、逆に気遣われてしまった。

　高貴な方なのに身支度の手伝いまでしてもらい、あげくの果てには、髪結いまで。フードをかぶるだけと断ったのに「髪は女の命よ」と、高価なオイルをふんだんに使い、綺麗にまとめて流行の髪型に仕上げてくださった。

　ドレスも私の病を配慮して、一見、地味に見える配色とデザインだが、見る角度によりスタイルをよく見せ、落ち着いた配色が大人の女性を感じさせる。質のよさは一級品で、肌触りに違和感もない。
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　この方のセンスのよさだわ。こんなお姉様がいたら素敵だわ。

　今日は驚きの連続。

　初めての『移動魔法』には驚いたし、噂の『赤の貴公子』を目の前で拝見できたことは、一生の記念になる。

　そしてなにより、この病を完治できるかもしれない。

『またお前を傷つけるかもしれない。癪しゃくだが最高峰の魔術師がお前の体を見てくれる。アーベル家の全面的サポートの中での治療だ。みすみすこの機会を逃したくはない。少しでも可能性があるなら、セラ、この話を受けてほしい』

　お兄様のその説明を受けて、私はすぐに承諾した。

　私はお兄様の足あし枷かせ。病を克服して、お兄様を自由にしてあげたい。

　今までの恩を返せるなら、なんだってやってみせる。たとえそれが過酷な試練となっても、もう逃げたりしない。そう、極端に人との接触を避けていた私がそう思ったの。

　それになぜかしらもう大丈夫、私は助かると思ったの。だけど、助けてくれるのはここにいる人たちではないとも思った。

　我ながら不思議な直感だわ。

「うふふ」と自嘲めいたような、でもどこか楽しそうな笑いが、フードの中から聞こえる。

　普段と違う主人の様子に「セラお嬢様」と、セラの補佐をしていたハンナが心配気に問う。

「心配をかけてごめんなさい。でも違うの。うふふ」

　そう言ってベッドに腰を掛けたセラは、フードをはずした。

　顔の右側は腫れ、皮膚が膨らみすぎて右目を覆い隠している。体のいたるところに小さな気泡のようなものができていた。

　これが予備軍であり、対処しなければ膨らみ破裂する。

「お兄様たちは、後ほどこちらへ来られるんですね」

「えぇ、今はお父様に報告に行っているところです。治療が終わるまでセラさんのお部屋はここになります。必要なものがあれば言ってくださいね。後から侍女たちを紹介しますね」

　マリアンネの心遣いに、セラの胸はいっぱいになる。

　その好意を隠すことなく満面の笑みを向けると、マリアンネもまた優しく微笑んでくれる。

「バーデン殿の部屋は隣になります。あの内扉が隣の部屋につながっているので、わざわざ廊下を出ることなく会えますよ。ハンナさん夫婦の部屋も用意していますから安心してくださいね」

　そう言って、マリアンネがセラからハンナへ視線を移した。

　するとハンナが、深く頭を下げた後、強い眼差しをマリアンネに向ける。

「私ども使用人にまで、お心遣いくださりありがとうございます。ですが、私どもの部屋は結構でございます。セラお嬢様が治療中の間は通いますので、ご心配無用です」

「いいえハンナさん、バーデン殿からお話があると思いますが、今のお住まいは引き払っていただきます。今後はアーベル家で過ごしていただくことになります」

「それはどういうことでしょうか」と、怪け訝げんな声でハンナが尋ねた。

「私の口から説明しても納得なさらないでしょう。バーデン殿にご確認ください」

　マリアンネは淡々とそう説明すると、ベッドから離れていった。

　ハンナは訝いぶかしげに離れたマリアンネを目で追っていたが、セラの不安気な表情に気づきやめた。

　セラはふたりのやり取りをハラハラしながら見ていた。

　ハンナの態度は、あまりにも不敬である。

　マリアンネが怒らないことをいいことに、ハンナを止められないでいる。本来なら主人として、叱咤しなければならないが、お給金も支払っていない彼女に、セラは言えない。

　彼ら夫婦の厚意は、市井で過ごすセラたちにとって、大変ありがたいものだ。特にセラは、屋敷からほぼ出たことがなく、誰かにお世話をしてもらうのが日常だった。

　彼らはいつも『お父様に多大な恩義がある』と言って、主従の関係を壊さなかった。

　しかし今日のハンナは違う。セラを守ろうと必死で、不敬だと理解して高貴な方々に刃向かっている。

　それがわかっているがゆえ、大好きな彼女の行動をセラは止められない。




◇◇◇




「――ニコライ様にお伺いいたします」

　ハンナの言葉にマリアンネは、そっと息を吐く。

　ハンナの疑心を払拭させるには、ハンナが信頼する人からの納得いく説明が必要なんだと、先ほどからのやり取りでマリアンネは感じていた。

　セラを守るんだとの強い意志がハンナから伝わってくるのだ。

　セラを迎えに行った際も、ハンナの説得に苦労した。主の危険を感じたのだろう。

　セラの部屋の前で、ハンナは立ちはだかり『セラ様は臥せっておいでです。今日のところはお引き取りくださいませ』との一方通行で、ニコライさえ、セラに会わせようとはしなかった。

　ニコライの説得で、どうにかセラとは対面できたが、部屋の中に入ることを許されたのはマリアンネのみだった。

　身支度のため、侍女たちを伴ったがそれは許されなかった。

『身支度であれば、私ひとりでもできます』と、ハンナがかたくなに拒否したからである。

　マリアンネは表情に出さないが、使用人が主の意向に背く姿はとても新鮮であり衝撃だった。

　アンナやハンスは、ギルベルトを叱ったり、お小言や注意することもあるけれど、主の意向に背くことはない。どのような理不尽な命令であっても否とは言わない。

　ギルベルトの命令は絶対だ。

　これはあきらかに主の重きがニコライではなくセラにあるようだ。

　その後もニコライが『セラの治療のためだ』と伝えたが、セラがアーベル家に伺うことに難色を示したのもハンナだ。

『治療のためになぜアーベル家にセラお嬢様が伺う必要があるのですか』と詰め寄り、ヴィリバルトが『では、ハンナさんもご一緒にどうぞ』と提案しなければ、ここでまたひと悶着あったに違いない。

　当の本人のセラは、兄の説明に納得して素直に受け入れていた。

　このかたくななまでの対応になにか理由があるのかともマリアンネは思ったが、今は深く考える必要はないと切り離した。

　だがハンナにもアーベル家の『教育』を受けてもらう。

　ヴィリバルトが、すでにアーベル家の屋敷に住む許可を出している人物である。きっとアーベル家の『教育』をクリアできる者なのであろう。

　その結果、主君が、アーベル家とバーデン家のふたりの主人になることもヴィリバルトの中では、想定内なのだろう。もちろん最優先はアーベル家であることに疑いはない。

　扉のノックの音がしたため、マリアンネはセラに目配せし、フードをかぶったことを確認してから返事をする。アンナが部屋に入ってきた。

「ギルベルト様よりご伝言です。女性の部屋へ大勢の男性が伺うのは失礼だろうとの配慮で、隣のニコライ様の部屋で待機するとのことです」

「お父様らしいわね。わかりました。セラさん、申し訳ないけど隣の部屋へ移動してくれないかしら」

　ギルベルトの気遣いに、マリアンネは自身の肩が下がったことに気づき、思っていた以上に気を張っていたことに苦笑いした。

「わかりました。ハンナお願い」

「はい。お嬢様」

　セラがハンナに補助されながら、内扉へ近づくそのうしろ姿を確認し、マリアンネはアンナに合図する。アンナは一度うなずき、その場を後にした。




◇◇◇




　セラを鑑定したヴィリバルトは、結果を見て驚いていた。

「『魔力飽和』だ」とのささやきが、近くにいるセラの耳にだけ聞こえた。

　フードの奥から「魔力飽和ですか？」と、聞き慣れない言葉に疑問符をのせる。

　その声にハッとしたヴィリバルトは、うしろにいるギルベルトたちに向けて「彼女の病は、魔力飽和です」と、宣言した。

　聞いたことのない病名に場が騒然とするが、すぐにギルベルトから「完治方法はあるのか」との質問が入り、全員がヴィリバルトの回答に注目する。

「完治といいますか、方法はあります。ですが、私にはできません」

　一瞬の歓喜と落胆が部屋の中に訪れ、その空気を破るようにニコライがヴィリバルトに迫った。

「どうすればいいんだ？　教えてくれ！」

　必死な形相でヴィリバルトに詰め寄るニコライの姿を、セラが慌てて止める。

「お兄様、落ち着いてください。ヴィリバルト様、私の病気は『風船病』ではないのですね」

「風船病と症状が酷似しているが、魔力飽和で間違いない」

　ニコライを片手で押さえながら、セラの方向に顔を向けて、ヴィリバルトは力強くうなずく。

　その態度から、長年苦しめられてきた症状は風船病によるものではなかったのだとセラは確信する。

「完治する方法があるのですね」

「ある。だけど長期戦になるね。魔力飽和は、体内の魔力が外に放出できず、体内にたまり、あらゆる不調を起こす病だね。ＭＰ値は回復すれば、過剰分は自然と外に放出するんだよ。君の場合その放出量がとても低いため、体内に魔力が蓄積されている。『魔草』は、煎じて飲むことで魔力を吸収する効果があるようだ」

　ヴィリバルトの説明を聞いたセラは、自分なりの解釈をする。

「体の膨らみは、私の器の受容力以上の魔力が体内にあふれているせいなんですね」

「そうだね。今できる対策として、早急に君のレベルを上げるよ。ＭＰ値が上がることで飽和状態を緩和できるからね。君はレベル１だね。レベル２に上がるだけでもだいぶ緩和されるはずだよ」

「レベル１だと。失礼だがセラ殿は十一歳で間違いないか」

　セラのレベルにギルベルトが驚いて問うと「はい。間違いありません」との肯定が返ってきた。

　ギルベルトの眉間にしわが寄り「ヴィリバルト」と、説明を求める。

「おそらく魔力飽和が、成長を阻害させていたのでしょう。ニコライ、彼女は戦闘経験はないね」

「ない。すまないセラ。お前の体調を考慮して親父はレベル上げをしなかった。自然と上がるぶんだけでいいと、まさか成長阻害で、レベル１のままだったとは……すまない」

　セラのレベルを聞いて唖然としていたニコライは、ヴィリバルトの問いかけにハッと我に返り答えると、セラに向けて頭を下げた。

「お兄様お気になさらないで。セラはお兄様に感謝はあれど、謝罪いただくことはひとつもありません」

　セラが手を伸ばしニコライの手を包み込む。その手をグッと引いたニコライはセラを抱きしめた。その肩は震えていた。

　ふたりの様子を扉の横で待機して見ていたハンナは、あふれ出る涙を止められず、唇を噛みしめて声を出さないよう必死に抑えていた。

　その光景をアーベル家の人々は、静かに見届けた。




「今から彼女を伴って、いや兄さん、屋敷内に魔物を連れ帰る許可をください。瀕死状態の魔物を連れてきます。ここで彼女に仕留めてもらい、早急にレベルを上げましょう」

「許可しよう」ギルベルトの許可を得たヴィリバルトは、次々と指示を出していく。

「ニコライ、君も同行を頼む」

「もちろんだ」と、ニコライがうなずくのを確認して、存在を消していたアルベルトに指示をする。「アルベルトは、彼女のフォローを頼む。魔物を捕まえれば屋敷に移動させる」

「わかりました。移動する場所はどこでしょうか。事前に囲いをし、万が一に備えます」

「彼女の状態を考えれば、屋敷内がいいが……兄さん、汚れてもいい部屋はありますか」

　アルベルトの質問に、ヴィリバルトは顎に手をあてながら、ギルベルトに尋ねた。

「地下室はどうだ。お前がよく研究所として使用していた場所だ」

「あそこなら、少々汚れても今さらだね。ただ彼女をあの部屋に入れるのは……」

　その提案にヴィリバルトの顔が明るくなるが、徐々に言葉を濁していく。

　するとセラの強い意志を感じた力強い声が、部屋に響く。

「私なら大丈夫です。病気が少しでも緩和されるなら、なんでもいたします」

「では決まりだね。マリー、動きやすい服を手配してくれないかい」

「わかりました。すぐにご用意いたします」と、マリアンネは部屋を後にする。

「ヴィリバルト、セラ殿のレベル上げは、解決の糸口にしかならない。魔力飽和は今後も続くだろう。どう対処するんだ」

　ギルベルトの指摘に、その場にいた全員がハッとする。

　その指摘にヴィリバルトが一瞬見せた不敵な笑みを、ギルベルトは見逃さなかった。あれはまた、なにかを隠している顔だ。

　長年の付き合いから、ヴィリバルトの考えや行動をギルベルトは把握できていた。

　ギルベルトは少し考慮した後、その判断に間違いはないと考え、ここは静観することにした。

「ジークです。ジークベルトが『魔力飽和』を緩和できる魔法が使えます」

「本当かっ!?」と、ニコライがヴィリバルトとの距離を詰める。

　その距離はヴィリバルトの顔間近で、興奮したニコライの鼻息が聞こえるほどだ。ヴィリバルトがとても迷惑そうな顔でニコライを引き離すと、乱れた服を直す。

「問題ないよ。ただしこのことは私からジークに伝える。誰も他言せず、見守ってほしい。兄さんもいいですね」

　ヴィリバルトとギルベルトの視線が交差する。

　しばらくして、先に視線をはずしたのは、ギルベルトだった。

　やはり隠し事か、魔力飽和を緩和する魔法になにかあるのだろう。

　その魔法名をヴィリバルトは、口に出していない。

　ジークベルトの魔属性は、ヴィリバルトがすべて所持している。そのヴィリバルトが使用できず、ジークベルトが使用できる魔法があるのか。

　無属性は、ユニークの宝庫だが、ジークベルトが生み出した魔法で、ヴィリバルトが使えない……はずはない。

　ヴィリバルト、お前、話すつもりないだろう。

　ヴィリバルトの性格を熟知しているギルベルトは、ここで盛大なため息をつきたいが、そこをグッと耐えた。

　弟の隠し事がつらい。










迷宮




　金髪の長身ニコライが、不機嫌そうに近づくと、前方に指をさし訴える。

「おいっチビ。あれはなんだ。戦闘もくそもねぇじゃねぇか」

「本人は至って真面目なんです。決してやる気をなくすことは言わないでください」

　俺の真剣な表情に、状況を察したニコライは、頭をかきながら苦言を呈する。

「しかしなぁ、指導しているテオがかなりまいっているぞ、ありゃー持たねぇよ」

「だっ大丈夫です。テオ兄さんは不屈の精神を持っています。こっ、こんなことぐらいで投げ出したりは決してしないはずです」

　その指摘に即座に反論するも、俺の声はあきらかに動揺していた。

　すると、ニコライが「おいおい、お前もやべぇーなと思ってるじゃねぇかっ」と、あきれた表情で突っ込む。

「ではニコライ様が代わりに指導していただけますか」

「どうして、そこで俺に振る」と、大袈裟なそぶりで両手を上げ、首を横に振る。

「これでもだいぶマシになったんです。僕が戦闘の指導をできるにも限界があります。魔法なら多少自身はありますが、短剣は論外です」

　少し拗ねた俺の様子に、ニコライは、ばつが悪そうな表情を一瞬浮かべるも、俺の最後の言葉で表情を変える。

「お前っ、短剣スキル所持しているだろう。その時の経験をだなぁ……。そうかお前っ、天才肌だったな……くそっ、だから才能がある奴はこれだからっ。ちッ。そもそも鍛える必要あるのかっ。あれは才能うんぬんのレベルではないぞ」

　ニコライは、しばらく自問自答をすると、俺に向けて正論を言い放った。それを受けた俺は、平然と事実を答える。

「それは説明しましたよ。ニコライ様も迷宮でのレベル上げに同意してくれましたよね。それに父上とも契約しましたよね」

「ちッ、早まったな。ずいぶんおいしい仕事だと思ったが、こんな裏があったとは」

　眉をひそめ、不快さを前面に出すニコライに念を押す。

「契約破棄はできませんからね。すればアーベル家を敵に回すと思ってください」

「次は脅しかよ。ちッ、俺は契約の護衛以外は手助けしねぇからなっ」

「はい。それで十分です」と、俺が満面の笑みで返答すると、ニコライはフンッと踵を返し、俺のそばから離れていった。

　ニコライの態度が父上と契約してから、よそよそしくなったと思う。

　どうも俺に聞かされてない密約があるようだ。

　俺は視線をニコライに向ける。その視線の先には、何度もスライムの上に転びながら対峙しているエマと、短剣の指導をするテオ兄さんがいる。その横でハクとディアーナが懸命に応援している。

　まぁ、大丈夫。

　直感が、ニコライを信じなさいと言っている。

　それよりも、テオ兄さん。

　ニコライの指摘通り、たしかにテオ兄さんの顔から表情が抜け落ちている。

　これは想像よりもはるかにまずい。

　さてどうしよう――。




　俺たちは現在、数年前に発見されたアン・フェンガーの迷宮にいる。

　迷宮はダンジョンと違い、最下層にボスはいない。その代わり最下層に到達すると『到達ボーナス』がもらえる。

　その中身はさまざまだが、迷宮の難易度が高ければ高いほど、いい品がもらえるらしい。噂では『スキル玉』や『ステータス玉』といった品もあるようだ。

　今回の表面上の目的は、踏破。

　本来の目的は、エマの強化だ。

　コアン下級ダンジョンでのレベル上げは、順調そのものだ。

　武道大会まで残り一ヶ月、目標であるレベル10に全員が到達した。

　エマのステータスは相変わらずの低数値だが、よくがんばったと思う。ただ、技術面はなかなか上がらず、ハクの『氷結』に頼ってばかりだ。

　ディアーナは『疾風』が使用できるようになり、短剣の扱いもうまく、もう少しすれば短剣スキルを所持できるのではないかと、俺の勘が伝えている。




　戦闘を終えた後、テオ兄さんが一心不乱にハクをモフっていた。

　これは相当こたえている。ハクを派遣して正解だった。

　ハクは気持ちいいのか、尻尾をパタンパタンと、リズミカルに動かしている。

　ほかの皆は小休憩を終え、次の戦闘への準備を始めている。

　あとはテオ兄さんの復活待ちだ。

　当初の予定では五階層まで一気に下りるはずだったが、いまだ二階層。想像以上のエマのポンコツぶりに、テオ兄さんの精神が悲鳴をあげ、たびたび小休憩を挟んでいる。

　まぁ、精神がまいるのもわかる。

　例えば、スライムに短剣で攻撃を仕掛けるも、その直前で転ぶと、なぜかスライムの真上にダイブする。そのままスライムにもてあそばれ、助けようとしたテオ兄さんを巻き込み、あられもない姿にさせてしまった。

　それを繰り返すこと、五回。この短時間にだ。

　ほかにもいろいろあったが、たぶん一番こたえたのが直前の戦闘だったと思う。

　エマの行動パターンを把握したテオ兄さんは、攻撃方法を変えるよう指示。短剣を投げるという絶対に選んではいけない攻撃手段を選択した。

　この時点でテオ兄さんの判断能力は、だいぶ低下していたんだと思う。

　エマが投げた短剣は、なぜかスライムとは反対方向に飛んでいく。根気よくテオ兄さんは指導するが、短剣は一度もスライムに命中することはなかった。

　いや、とどめを刺したのは、エマの短剣だ。

　意図せずスポッと手から離れた短剣は、スライムの核に命中し、ドロップ品に変わったのだ。

　テオ兄さんはその様子を見て、唖然としていた。

　そこにニコライが現れ、テオ兄さんを慰めていた。

　その姿を見て俺は、エマの面倒を見させて本当に申し訳ないと思った。でも、俺がすがることのできる相手は、もうテオ兄さんしかいないのだ。許してほしい。

　当事者のエマは、動く魔物の討伐に大興奮していた。

　瀕死状態や氷結状態の魔物を刺すだけだったから、とても新鮮なのだろう。

　エマ、本当にレベルを上げていてよかったね。じゃないと瞬殺だよ。

「セラ様も、ご一緒できればよかったですね」

　戦闘準備を終えたエマが、ふと思い出したかのように切り出した。




「セラは基礎体力をつければ、動けるようになるが、時間がかかる。悪いなっ」

　ニコライがうれしそうに、エマに答えると、話題の中心がセラの話となった。




　セラは、先日よりアーベル家本屋敷で、治療のため滞在している。

　専属契約の条件の中にセラの治療がある。理由はニコライが仕事に集中するためだそうだ。

　病床生活が長いセラは、体に筋力がなく、歩くにも補助が必要な状態だ。その治療だが、俺が極秘に『吸収』と『低下』をしている。

　ニコライがアーベル家を訪問したあの日、コアンの下級ダンジョンから帰宅した後、叔父ヴィリバルトに呼び出されたのだった――。
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「久しぶりだね、ジーク」と、優雅にお茶を楽しんでいた叔父が顔を上げ、彼の執務室へ俺を招き入れた。

「授与式以来ですね」

「そうか、授与式で会っているんだ。ダンジョン踏破で毎日一緒だったから、一日顔を見ないだけでも、ずっと会ってないような気になる。もう感覚が麻痺しているね」と、叔父が目を見開く。

「そうですね」と同意するようにうなずけば、叔父の目が獲物を捕らえるような鋭さに変わっていた。

　背筋に嫌な汗が流れる。

「それで今日は、折り入ってお願いがあるんだ」

　ゴクっと思わず咽喉を鳴らしてしまう。

「そんなに緊張しなくても簡単なことだよ。ニコライの妹セラの治療に『吸収』と『低下』が必要でね。それをジークに使用してほしいんだ」

　叔父は両肩を上げると、目を細め、口角を上げた。

『できるんだろう』と、言わんばかりのその態度に、じわりじわりと、俺は追いつめられていく。

「その魔法は、呪属性ですよね。残念ながら僕には適性がありません」

　平然と言ってのけ、沈んだ顔をした。もう背中は大洪水だ。

　くっくくと、口もとに手をあてた叔父は、おもしろそうに笑いながら「ごめん、ごめん。つい悪い癖が出たよ」と言って、身を乗り出して俺の頭をなでる。

「そうだね。適性はないけど、使用はできるよね」

「……っ」

　核心を突かれ、俺は言葉をなくす。

　やはりバレている。

　どうする。どうするべきだ。落ち着け。

　叔父は適性なしとしか言っていない。隠蔽がバレたわけじゃない。

　ここで取り乱せば、本当にバレてしまう。そうなったら取り返しがつかない。

「エスタニア王国の騎士を助ける際、適性のない『癒し』を使用したね。今は理由を問わない」

　俺の心情を見透かしているように、叔父がそう言った。

　やはりあの時、気づかれていたようだ。叔父が見逃すはずがない。

　全属性をなんらかの方法で、俺が使用できるとの結論に至ったのだろう。

　とりあえず俺は、それに乗るしかないようだ。

「今は問わないんですね。わかりました。試してみます。『吸収』と『低下』は、本でしか確認したことがありません。実用までに時間がかかる可能性があります」

「できれば明日には、彼女に使用してほしい」

　叔父の真剣な表情に、病が相当悪化しているのだと察した。

　俺の魔法で治療ができるなら、助けてあげたい。

　ただ呪魔法は一度試しただけで、それ以降まったく使用していない。

　明日までになんとか『吸収』と『低下』を使えるようにがんばろう。

　その無茶振りに「努力します」とだけ伝えると、その答えに満足したのか叔父が微笑む。

「治療内容は、極秘だから安心していいよ。ジークが、秘密を打ち明けてくれるまで待つよ。兄さんにも内緒だ」と俺にウィンクして「まぁ、ほぼほぼ症例がない魔力飽和だから、治療方法を調査するにもできないんだけどね」と腕を組み、執務椅子にもたれかかる。

「魔力飽和ですか」と、俺が疑問を投げかけると「そう魔力飽和だよ。最初は体のいろんなところに小さな気泡ができるんだ――」と、叔父が魔力飽和の説明を始めた。

「本好きのジークも知らない症例だろ。それに知ってるかい。魔力飽和の最近の症例は約二百五十年前のもので、病にかかったのが、勇者と共に召喚された異世界人だったってことだ。バーデン家の血筋をたどれば、もしかするともしかするかもね」

　叔父が興味深そうに話す。その声は弾んでおり、次の研究対象としてニコライが選ばれたのだと察する。超紳士な叔父が、妹セラを研究対象にするはずはない。女性や子供にはとても優しいのだ。

　その場でニコライに合掌する。

　耐えろニコライ。きっとひと皮むけ、能力が格段に上がるはずだ。




　一方、セラにとって昨日は興奮した一日だった。
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　治療の一環として行われた魔物討伐。

　地下室に充満する血のにおいと瀕死状態の魔物の様は、淑女であれば卒倒するが、セラは自身の皮膚の破裂を幾度か経験しているため、ほぼ動揺しなかった。

　それよりも魔物を倒すという、命を奪う行為に嫌悪感を抱くかとも思ったが、すんなりととどめを刺せた。案外、冒険者に向いているのかもしれないと、未来を想像できる心情の変化に驚いた。

「うふふ、お兄様と同じ冒険者になって魔物を倒す。楽しそうだわ」

　レベルが上がり、体調がすこぶるよくなった。右頬の腫れも若干引いた気がするし、全身を包んでいた倦怠感も和らいだ。

　長期戦になるが、完治できる病であると『赤の貴公子』は言いきった。

　今日から魔法での治療も始まるとのことだ。だが治療内容は、極秘。

　ニコライには内緒で、昨晩『誓約魔書』にサインした。

「勝手に行動したこと、お兄様に怒られるかしら。でもリスクを背負うのはあたり前だわ」

　セラは自分の行動が正しいと、言い聞かせるようにつぶやく。すると、タイミングよく扉のノックの音が聞こえた。

　サッとフードをかぶり、ソファに深く座りなおして「はい、どうぞ」と返事をした。

　扉の向こうから銀髪の少年が現れ、セラの心が奪われる。

　なんて綺麗な方なの。きらめく銀髪に吸い込まれそうな紫の瞳、まとっている雰囲気は優しく澄んでいて、まるで物語の王子様みたい。

　この方が、お兄様の話題によく登場するテオバルト様の弟ジークベルト様。

「セラさんだね？」と、間近で聞こえた声に、セラの肩がわずかに上がる。セラが思いを馳せている間に、ジークベルトがソファまで来ていたようだ。

「はじめまして、ジークベルト・フォン・アーベルです。今日はあなたの治療に来ました」

「はっ、はじめまして、ジークベルト様。私はセラ・フォン・バーデンです」

　ジークベルトの挨拶は、貴族の形式通りの完璧な所作で、その姿にセラの心が跳ね、うわずった声が出てしまう。

「はい！　聞いております」

「ひとつお願いがあります。今から使用する魔法は他言無用でお願いします。これはセラさんと僕だけの秘密で、ニコライ様にも誰にも話さないでください」

　ジークベルトの真剣な眼差しにセラは息をのむと、心を落ち着かせてから「わかりました」と返事をした。するとジークベルトが、ほっとした顔をした。
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「では早速治療を始めたいと思います。できれば、セラさんの体の一部を触って魔法を使用したいのですが」

　セラの横に座り、俺が治療の説明を始めるとすぐに、セラの困惑した声がフードの奥から響く。

「かかっ、からだを、さっ、さ、さ、さわるぅーー!?」

「落ち着いてください。誤解を与える言い方をしました。セラさんの体内にある魔力を僕が『吸収』するので、できれば手などを握らせていただければ、効率よく『吸収』できるのです。すみません。まだこの魔法を使い慣れてなくて、接触がなければ、かなり非効率で時間がかかります。ご負担をかけないためにも、治療と割りきっていただければと」

　俺は丁寧にきちんと、なぜ体の接触が必要なのかを伝える。

　セラは十一歳で、貴族の息女だ。年下の男子であっても家族以外の男性と体を接触する行為は、あまりよしとはされない。本来であれば、部屋にふたりきりになることも、ありえないのだ。

「治療のためですね。わかりました。よろしくお願いします」

　セラはそう言って手袋をはずし、おずおずと手を出す。

　その手には小さな気泡が複数できていた。

　これが叔父の言っていた気泡か、見た目は小さなニキビのようだ。

　セラは、現在レベル５でＭＰ１５８／38である。

　ＭＰの回復は、レベルにより個人差はあるが、ＭＰ１で五分程度だ。魔力飽和は、そのＭＰ値を超える状態である。

　普通は体内で生み出された魔力が、上限を超えると自然と体外に放出される。

　セラはその放出が著しく低いのだ。そのため、体内に魔力が蓄積され、体調が悪化し気泡ができ、膨らんでいく。気泡ができる状態は、ＭＰ値が10を超える時である。

　叔父が見た時は、ＭＰ１６３／８だった。レベルが上がることで、ＭＰ値が増加する。それに合わせ体内で生み出される魔力、体外放出される魔力も増える。すると自然と魔力飽和状態がなくなるとのことだ。

　レベルが上がるまでの間、俺がセラに『吸収』と『低下』を施して、ＭＰ回復能力を低下させる。特に『低下』することで、ＭＰ１の回復時間が一時間となる。丸二日ほどは『吸収』する必要はなくなるが、残念なことに『低下』の持続は、現在一日なのだ。

　これは俺が、呪魔法のスキルを所持できていないからである。ただＭＰ値を超える時間は、回復時間と異なるため、猶予はある。そのぶんセラにも努力してもらう。幸いなことにセラは、魔属性の光に適性があった。光魔法でＭＰを使用してもらうのだ。

「ごめんなさい。気味が悪いでしょう」

「いえ、謝っていただく必要などありません。がんばっている手ですよ」

　俺は沈んだ声でそう言う彼女の手をそっと両手で包み込むと、フードに視線を合わせ微笑み、「では始めますね『吸収』」と声をかけて治療を始める。

　魔力が流れてくるのがわかる。

　うわぁー、この人の魔力、すごく気持ちいい。やべぇー。

　昨日ハクで『吸収』を練習した時とは、だいぶ違う。

　ハクの魔力は温かく、ジワジワと流れる感じだった。セラの魔力はふわっとやわらかい。そして癖になるくらい気持ちいい。人によって魔力の質が違うようだ。

「んっ、うぅんっ」と、セラの口から艶なまめかしい声が聞こえる。「えっ」と、思わず両手を放してしまった。

　気まずい空気が流れる。

　セラはフードを目深にかぶっていて表情は見えないが、艶かしい声に本人も戸惑っているようだ。

「すっ、すみません。声が出てしまって……続けてください」

「あっ、はい、続けますね」

　俺は再び手を掴み『吸収』の魔法を使用する。すると握っているセラの手がピクッと動き、空いていたもう片方の手を素早くフードの奥に押し込める。

「んーーんっっ」と、手で押さえても漏れ出る声がひどくエロい。

　これあきらかに……と、精神が大人の俺は察する。

　ただ治療を止めることはできないし、ここは見て見ぬふりをするのが、お互いのためだと判断する。そしてフードから視線を逸らし、煩悩を排除するため、最近あった嫌な出来事を思い出す。

　その間も、俺には癖になるくらい気持ちいい魔力が流れ、すぐそばでは艶かしい声が聞こえた。

　この地獄をＭＰ１になる寸前まで耐えた。

　俺、がんばった。そして子供でよかったと思う。




　その後ヘルプ機能から補足が入る。

《ご主人様とセラ・フォン・バーデンは、互いの魔力の相性がいいのでしょう。特に魔力を吸収されるセラ・フォン・バーデンは、相当な快感を得るようです》

　俺、ニコライに殺されるかも……。










スラ




「『疾風』、ハク様お願いします」

「ガゥ！　ガゥッ！〈任せろ！　エマ、左だ！〉」

「はい。ハク様！」

　五匹いたオークが次々とドロップ品に変わる。今日の晩ご飯は、久々のオークの肉で決まりだ。

　あれ食べたくなるんだよねと、俺がのんきに感想を述べている横で、ニコライとテオ兄さんが彼女たちの動きに驚いていた。

「あいつら完璧なフォーメーションじゃねぇかっ」

「視力がおかしくなったのかな。エマが転ばずに攻撃をあててるよ。どういうことかなジーク？」

　グイッと腕を引っ張られ、笑顔で詰めてくるテオ兄さん。えっ笑顔が怖いです。

「よっよくわからないんですが、エマは共同で魔物を討伐すると戦闘中は、ほとんどドジっ子を発動しません。個人戦となると途端に発動します」

「へぇーその情報、どうして事前に教えてくれなかったかな」

「必要ないかとっ……おっ思いまして」と、テオ兄さんの笑顔の圧に負け、俺は後ずさる。

「テオ、チビも悪気があったわけじゃねぇんだから、そう……」

　俺とテオ兄さんの間に入って、その場を収めようとしたニコライだが、途中でテオ兄さんの笑顔の質が危険と気づくが、すでに遅かった。

「ニコライ、そう、なに？」と、標的を変えたテオ兄さんが笑顔で、ニコライを追いつめていく。

　後ずさりながら「いやっな、おいっち……」と、ニコライは俺に助けを求めようとするも、「ニコライ？」と、テオ兄さんの圧がそれをさせない。

　ふたりの声が俺から遠ざかっていく。

　おぉ、くわばらくわばら。

　テオ兄さんのことはニコライに任せて、討伐を終えたハクたちに「お疲れさま」と言って近づくと、ディアーナが困った顔をして、ドロップ品のオークの肉を見つめていた。

「ディア？　どうしたの？」

「ジークベルト様、その、どうしましょう？」

　オークの肉の下に、五センチほどのベビースライムがいた。

　これはまた定番な展開です。

　とりあえずオークの肉をはずしてと――。ん？　いない。オークの肉にベッタリ張りついている。

　オークの肉を振ってみるが、はずれない。ベビースライムを掴んでみるが、オークの肉からはずれない。

　このベビースライム、粘着力強くないか。

「いろいろと試してみたのですが、オークの肉からはずれないのです」

　俺の行動をそばで見ていたディアーナが、補足した。

「そうみたいだね。これはどうしたものかな。討伐する？」

「まだ小さいですし、オークの肉と一緒に放置はダメでしょうか」

　ベビースライムは、俺の『討伐する』に、ピクッと反応した。

　言葉を理解しているようだ。おもしろい。

「このベビースライムは、常習犯だよ。毎回同じようなことをして食料を確保しているみたいだね。俺は甘くないよ。討伐されたくなければ、オークの肉から離れて。じゃないと一緒に焼くよ」

「ピッー〈それはいやー〉」

　ベビースライムが、オークの肉から離れる。逃亡しようと素早く移動するが、ヒョイッとすくい上げる。

「ピーッ〈はなせー〉」と声をあげているが無視だ。

　それより顔はどこだろう。普段はスライムをじっくり観察することなんてない。

　高知能の個体のようだし、定番通り飼ってみるか。なんとなくだけど、この個体を逃したらダメだと、俺の直感が言っている。

　これはもう魔契約するしかない。でも、俺にはハクがいるし。ディアは違う。エマは無理。まさかのハク!?　ベビースライムと戯れるハク。うん、かわいいけど、ないな……。

　そうだセラだ！　うん、セラだよ。

　ベビースライムを『鑑定』すると、セラの治療に必要な能力を兼ね備えていた。

　これで安心して、武道大会に行ける。

　となると、やることはひとつ。目の前のベビースライムを捕獲することだ。

　まずは話し合いをして、様子見をしよう。

「お前、僕たちと一緒においで。お前を必要としている人がいるんだ」
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「ピー〈いやだ〉」

「毎日、オークの肉を食べさせてあげるよ」

「ピッ〈いいよ〉」

「契約成立だね。あっ！　魔契約の相手は僕じゃないからね」

　ベビースライムの体が一瞬光ったが、すぐにおさまる。ハクのパターンもあるから、事前に伝えて正解だ。やはりこのベビースライムは賢いが、ちょろい。

「あの、ジークベルト様、この子をお飼いになるのですか？」

「うん。主は僕じゃないけどね。ベビースライム、前報酬だ。そのオークの肉食べていいよ」

「ピッ〈いいの〉」

　ベビースライムが、ウキウキとオークの肉の半分を包み込む。

　どれだけ好きなんだ。これは重点的にオークの肉を狩る必要がありそうだ。

　後でテオ兄さんに相談しよう。

「ん？」

　ハクから猛烈な視線を感じる。とてもうらやましそうな顔をして、チラチラとベビースライムを見ている。

　オークの肉をハクの前に出すと、上目遣いでいいの？　と尋ねてきたので、頭をポンとなでてやる。

　その合図で、ハクがうれしそうにオークの肉にかぶりつく。




「――ということで、重点的にオークの肉を狩りたいのです」

　俺は修羅場から帰ってきたふたりに、事の経緯を説明する。

　するとニコライが、俺の手もとにいたベビースライムを掴む。

「これがセラの治療に必要なのか」

「はい。この子の能力が必要です。この子をセラに預ければ、安心して武道大会に行けます」

「ピッ〈さわるなっ〉」と、ベビースライムが尖せん端たんを針のように伸ばし、ニコライを攻撃している。

　まぁ全然効いてないけどね。

「弱っちぃーな。これすぐ殺やれるぞ」

『殺れる』との言葉に、ベビースライムは過剰反応し、ブルブル震えだす。

　あっまだ魔契約していないのに脅すのはやめてほしい。逃げたら大変だ。

　ニコライからベビースライムを確保し、そのプルンプルンの体をなでて、大丈夫だと安心させる。

　ピクッと体を揺らしたベビースライムは、俺の肩によじ登ると首筋にピタッと張りつく。おそらくニコライの攻撃に備え、防衛しているのだと思われる。

「ジーク、話はわかったけど、魔契約していない魔物を伴っての踏破は難しいよ。それにレベル上げは必須だね。このままだとニコライの言う通り瞬殺だよ」

　またもや『瞬殺』に震え上がるベビースライム。首筋の粘着度が上がったような気がする。

「まだ五階ですし、いったん屋敷に戻ってセラと魔契約させた後、この子のレベル上げをするのはどうでしょう」

「んー。魔契約はそうそうにできるものではないんだよ。セラ殿にはまだ難しいと思うな」

「そうなんですか？　だけどこの子、先ほど魔契約しようとしてましたが？」

「ピー〈できるぞー〉」

「「「えっ!?」」」

　ベビースライムは、俺の首もとで激しく光る。俺たちの戸惑う声と同時に、俺の体に光が降り注ぐ。「ちょっと待てーー」との俺の声は虚しく響いた。

　無機質な音が頭の中に響く。

【魔契約：ベビースライム特種体】

「ピッ〈どうだ〉」と、ベビースライムは、小さな体をプルンと動かす。

　俺は肩をガックリと下げ「魔契約しちゃいました」と報告した。

「なぁテオ、魔契約って、術者からするもんだと思ってたが、魔物から勝手にできるものなのか？」

「僕の知識もそうなんだけど、できたようだね。ジークだからね」

「なぁ最近なんでもチビだからっていう理由で片づけるのはどうかと思うぞ」

「じゃニコライは、ほかになにか思いつくのかな。説明してみてよ」

「いや、チビだからでいいな。だから笑顔で近づくなっ。お前最近沸点低すぎるぞ……。いやっ、今のは失言だ。俺が悪かった」

　ニコライがなぜか後ずさり、それをまたテオ兄さんが笑顔で追っている。

　んー？　いつの間にかふたりは俺から遠ざかっていた。

　俺の報告聞こえたよな。さてどうしたものか。

　首筋のベビースライムを剥はがし、手のひらにのせる。

「ピッ〈なんだ〉」と、ベビースライムが様子をうかがうようにして鳴く。プルンと動くベビースライムに、ハクとは違うかわいさを感じる。魔契約するとかわいく見えるのだ。

　名前をどうしようかなと考えていると、ハクがそばに寄り添った。

「ガゥ？〈魔契約？〉」

「さすがハク。うんそう」

「ガウ！〈よろしく！〉」

「ピッ！〈よろしく！〉」

　ベビースライムが、ハクの背中に飛び乗り、頭の上に移動する。ベビースライムは定位置を見つけたようだ。ハクも嫌がってないしいいか。二匹は楽しそうに話し込んでいる。ベビースライムはハクに任せよう。

「ジークベルト様、先ほどの光は？　お体は大丈夫ですか？」

　休憩場に足を踏み入れると、ディアーナが慌てた様子で俺のそばに寄り、体に異常がないか確認している。エマもオロオロしている。突然の光に心配をかけたようだ。

　ふたりには、ベビースライムの件でテオ兄さんたちと話をするので、ここで待機していてねとお願いしたため、律儀に約束を守ってくれたようだ。

　ディアーナとエマの手を掴み「大丈夫だよ」と伝える。ふたりは安堵のため息をつく。

　俺、愛されてるなとふたりに感謝しつつ、ベビースライムと魔契約したことも伝える。

「セラ様との魔契約のお話だったのでは？」

「うん。それがね、ベビースライムが暴走しちゃってね」

「ピッ？〈呼んだ？〉」

「そうお前の話をしてたんだ。名前どうしよっか」

「ピッ！〈名前！〉」

　ハクと一緒に休憩場に現れたベビースライムは、ピョンピョンと跳ね、俺の手のひらに収まる。

　ハクも対抗心からか俺の膝の上に頭をのせる。

　モフモフとブルルンを堪能し放題の俺、これはなかなかにいいと頬が緩む。

　その様にディアーナが「うふふ、かわいいですね」と微笑むと、「スライムとベビースライムは別物ですよね。私、もてあそばれませんよね」と、エマが小さくつぶやいていた。

　エマにも自覚があったのかと、心の中で突っ込んだ。




　ベビースライムの名前をつけるにあたり、悩みに悩んだ。

　悲しいかな、俺のボキャブラリーのなさが露呈した。

　候補としてあがった名前がこの三択だった。




　スラリン

　ピエール

　ブルー




　ここでまさかの前世の知識が介入。あとは身体的特徴で、あははは……。

　頭を悩ませていたら、エマが「スラ様、オークの肉のおかわりいかがですか」と、ベビースライムに声をかけていた。

　あれ？　俺？　名前の候補、口に出したかな？

「ピッ！〈いる！〉」と、本人も受け入れているようだし、名前はスラに決定だ。

　名付け親となったエマは――ベビースライム様は長い、ベビー様はなんとなく嫌がられる。スライム様は個人的に嫌。スライムから二文字取ってスラ様と呼ぼう――と、安易に考えた仮名がまさか本名になるとはと、狼狽していたが、スラ本人も気に入っているようだし、それ採用です。










今後の方針




「ジーク、迷宮に滞在できるのは、セラ殿の病状を考えれば、あと三日ぐらいだろうか」

「いやテオ、『魔草』で抑えられるぞ。五日は大丈夫だろう。チビの治療のおかげで、腫れも気泡もなくなった。光魔法もマリアンネ嬢のおかげで上達しているしな」

　俺が答えるより早く、ニコライが満足げに言う。

「そうですね。五日は大丈夫でしょうが、腫れないだけで気泡は出ますよ。やはり気泡でも嫌でしょう。早目に踏破する予定でお願いします」

「セラはそれぐらい気にしないぞ。迷宮に長居することは事前に承諾済みだ。できれば腫れる前に踏破してほしいが、腫れてもチビに治療してもらえるからいいってさ。だけど破裂前には帰宅してとのことだ」

「それはまた、ご令嬢としては豪胆だね」

「だろう。さすが俺の妹だ。だからセラを気にして踏破を急がなくてもいい。それよりチビ、俺はお前に聞きたいことがある。お前の治療だが、どういったもんなんだ」

　突然の振りに、セラの艶かしい姿を思い出し、声が裏返ってしまう。

「そっそれは、企業秘密です」

「キギョウ？　ってか『赤の魔術師』に口止めされてるのはわかるけど、お前もセラも治療の話題になると、極端に動揺して、なぜに頬を染める。現に今のお前も赤いし、動揺している。お前らふたりでなにやってんだ」

　ニコライの問いつめに、俺は顔を逸らし動揺してしまう。

「べっ、べつに、いやらしいことなんてしません」

「誰もそんなこと聞いてないだろう。どういうことだ」

　自らの墓穴で、ニコライにさらなる不信感を与えてしまう。

　ニコライの目が笑っていない。苦し紛れに「黙秘します」と言って、口をつぐんだ。

　あれは治療であって、うしろめたいことなどないはずだ。それに子供の俺にどうこうできるわけはないが、だが言えない。言えるはずがない。

　どれだけ脅されても黙秘だ。徹底的に黙秘である。

　ヘルプ機能が調査した結果、『吸収』で、あのような快感を感じるのは、相当まれであり、天文学的数字でふたりの魔力の相性がいいとのことだった。

　一般的な『吸収』では、日光浴をした感覚の気持ちいいと思うぐらいなのだ。

　何歳までこの治療を続けるのかはわからない。セラのレベルが魔力飽和に追いつくまでだ。

　たしかに成人になってこの治療をすればいろいろと問題だ。特に俺が、我慢できるのか自信がない。

　それに最近のセラは、顔の腫れも引き、フードをかぶらず顔を出している。目の前で美少女が口に手をあて、必死に快感に耐えている姿は生々しすぎる。ニコライと同じ金髪がしっとりと汗をかく姿は、色気ムンムンです。

『吸収』が終わった後、ふたりしてモジモジしてしまうのは、許してほしい。

　治療後すぐに部屋から出ることも考えたが、セラの状態はまさに情事の後である。隠蔽ではないが、落ち着くまでふたりで何気ない会話をして時間をつぶすのだ。

　セラの侍女ハンナは、治療内容をなんとなく察しているようで、俺の治療後は、すぐに風呂と着替えを用意している。優秀な侍女は口が堅いのだ。

　そういえば、事前にマリー姉様からハンナには注意するようにと忠告されていた。

　ハンナの俺に対する態度はとても良好である。どちらかといえば、将来の主人に対するような対応である。

　あれ？　ハンナ、アーベル家の教育まだだよね。

　ドッと嫌な汗が湧いてきた。




＊＊＊




　今後の方針について、テオ兄さんが全員に説明を始める。

「エスタニア王国で開催される武道大会まで、あと一ヶ月。時間がないことも関係しているが、今回のアン・フェンガーの迷宮の目的は、踏破と各々のレベルアップだ。特にディアーナ様への刺客に対する自己防衛は、最低限必要なのはわかるね」

「「はい」」と、ディアーナとエマが返事をする。

「いい返事だ。昨日話し合った結果、レベルを重点的に上げようと考えたが、一気に踏破することにした」

「えぇえっ？」とエマが驚いた声をあげ、その隣で「それはどういうことでしょうか」とディアーナが、冷静に事を見極めようとする。

「迷宮では、踏破すると到達ボーナスがもらえる。これは何度挑戦しても、もらえるものなんだ」

「到達ボーナスを狙うということでしょうか」

　すかさずディアーナが質問すると、テオ兄さんが大きくうなずく。

「その通り。アン・フェンガーの迷宮は、最下層が十五階だ。それを最低三回繰り返す」

「テオバルト様、迷宮の到達ボーナスは、迷宮の難易度に準ずると習いました。アン・フェンガーの迷宮は、初心者向けの迷宮ですよね。到達ボーナスは期待できないのではないでしょうか」

　ディアーナのもっともな指摘に、テオ兄さんは俺を見る。

「そこだよね。ここには『幸運者』の称号持ちのジークがいる。到達ボーナスは、その人の運値に非常に影響されるとの結果が出ているんだ。この意味わかるよね。狙いは『スキル玉』だ」

　テオ兄さんの説明にディアーナは納得してうなずき、「ジークベルト様は、称号持ちなのですね」と、俺を尊敬の眼差しで見つめる。俺は苦笑いしつつ、『俺の称号は、幸運者だけではなく、苦労人もあるんだ』と心の中でつぶやいた。

　迷宮の到達ボーナスは、一階から最下層までの各階を歩き、最下層まで到達するともらえるのだ。ただその間に階層スポットを使用して、ショートカットをすれば、到達とは満たされず、到達ボーナスはもらえない。ただし、一階から十階まで歩き、階層スポットでいったん迷宮の外に出て、再度十階から挑戦した場合は、もらえるのだ。

　どのように判断しているのかは不明だが、踏破の条件として各階の階段を通すことがポイントのような気がする。そして踏破すれば、リセットされる。

　ある冒険者が気まぐれで二回目の踏破をした際、到達ボーナスがもらえた。初回ボーナスと考えていた者が多かったため、目からウロコだったようだ。

「効率よく踏破するため、各自のレベルを確認しようと思う。ちなみに僕はレベル24だ。ニコライはレベル27だったよね」

「この前上がって、レベル28だ」

「あのー。レベルの確認でしたら、ジークベルト様にお尋ねください。ステータス値も正確に教えていただけますし、ハク様やスラ様のレベルもご存じのはずです」

　エマが、おずおずと発言する。

　あちゃーエマ、そこでその話題出すの。

　たしかにレベルやステータス値は、俺が皆に公開していた。お互いの強さがわかれば動きやすいと判断したためだ。

　口止めを忘れていた。俺の不手際だ。

「チビ、お前『鑑定』が使えるのか」と、ニコライが目を見開く。

「そうですね、使えないこともないです」

　苦し紛れに答える俺に、テオ兄さんが「鑑定レベルが低いのかい」と尋ねてきた。

「はい。僕はレベル16ですので、テオ兄さんやニコライ様のステータスは確認できません」

　ここは鑑定レベルが低いことにしよう。レベルが高い人のステータスは確認できないので、ちょうどいい。俺の隠蔽ステータスに鑑定を追加しないと。

《ご主人様、お任せください。私が追加しておきます》

　ヘルプ機能から報告が入る。俺がレベル15になった時点で、ヘルプ機能は鑑定を使用せずとも自由に発言ができるようになった。

　もうこれヘルプ機能ではないよね。俺の役立つ情報や作業を率先してやってくれる。ヘルプ機能と定着しているが、呼び名も変えたほうがいいよね。

《ヘルプ機能でも、よろしいのですよ。ご主人様が名前をつけてくださるなら、うれしいです。できればかわいく清楚で気品がある名前を望みます》

　それもう要望だから。時間が欲しいです。俺のボキャブラリーのなさは、知っているでしょ。

《はい。もちろんです。ここで急かして、大変不名誉な名前をつけられたら困ります》

　おいっ。ヘルプ機能！　いくら俺でも常識はある。

《前例があります》

　ぐうの音も出ない。

「テオ兄さん、これが現在の皆のレベルとステータス値です」

　魔法袋から、一枚の紙を出しそれぞれのステータス値を書き加える。もちろん、俺とハクのステータス値は隠蔽している。

　これでエマのステータス値の低さがわかるだろう。ＨＰと防御、及第点で攻撃以外は壊滅的な低さだ。レベル１のスラと同じである。

　ちなみにテオ兄さんは、平均的にステータス値が高く、特に敏捷は群を抜く高さだ。陰に隠れているけど優秀なのだ。まぁ理由は、称号『日陰人』の影響が大きいのだろう。

　ニコライは、やはりパワー系の魔法戦士だ。攻撃とＨＰの高さがそれを表している。

「チビ、これまじか……」

「エマのステータスは、絶望的だね。あははははっ。昨日の理由がよくわかったよ。僕の判断は正しいね。ジーク、短剣のスキル玉を絶対に確保するんだ。もしくは身体能力系のスキル玉だ」

　ニコライは紙の内容を見て、絶句。テオ兄さんは、俺の肩をガッチリと掴み、厳命する。

　昨日との本気度合いが違う。初心者の迷宮で、俺の幸運値と称号が、到達ボーナスの獲得にどれだけ影響するかわからないが、かけてみる価値はあるとの話ではなかったか。妙なプレッシャーがかかる。

　これも苦労人の称号のせいだ。










迷宮の守り神




　アン・フェンガーの迷宮は、全階層洞窟の迷宮である。また小規模のため、比較的、踏破に時間はかからない。トップ冒険者であれば、一日足らずで踏破が可能である。

　俺、ニコライ、テオ兄さん、三人が戦闘に加わったパーティーは、とどまることなく、一気に十二階層までたどり着いた。

「いったんここで休憩だね」

「ピッ！〈肉！〉」

　テオ兄さんの号令で、ニコライの肩からスラが飛び降りると、すぐエマにオークの肉を要望する。

　そのスラをヒョイッとつまみ「お前、話がある」と、ニコライが連れ出した。「ピーッ〈はなせー〉」と叫んでいるが、スラの自業自得だと思う。

　スラは、この十二階層までに、レベルが４に上がった。この短時間に、瞬殺だと脅されていたベビースライムが、格上の魔物を仕留めているのだ。

　それには理由がある。

　ニコライが、魔法剣で無双中に、仕留め損ねた魔物を次から次へ横からかっさらう暴挙に出たのだ。

　なんとも狡ずる賢がしこい作戦である。ニコライが、無言で飼い主である俺に訴えていたが、見て見ぬふりをした。セラのためだ。スラのレベル上げは必須なのだ。

「あの子は、なかなかの逸材だね。ジークと魔契約をしただけはあるよ」

「テオ兄さん、スラの前では褒め言葉は禁止ですよ。調子に乗りますからね」

「わかっているよ。敵視していたニコライの肩に乗った時は、驚いたけど、まさか横取りするためだったなんて、想像つくかい」

「僕も、びっくりしました」

「しかも、一発で仕留められるほど弱った魔物しか狙っていない。自分の力量を把握できているね。それにしてもあの攻撃、種族特有のものかい」

「分離した攻撃ですよね。あれはスラの固有スキルのようです」

「通常のスライムでも分離できるのだろうか。これはヴィリー叔父さんに報告して……」

　テオ兄さんは、ブツブツと独り言をつぶやきながら、顎の下に手を置き、考え始めた。こうなると、外部からなにを言っても無駄だ。考えがまとまるまでは放置ですね。

　スラの攻撃は特殊で、体から針の形をした物を作り出し、それを敵の急所に向け発射する。攻撃をした後は、若干体が小さくなっている。まさに身を削って攻撃をしているのだ。

　スラは固有スキルの『分離』と『擬態』をうまく使っている。




　***********************

　スラ　オス　０歳

　種族：ベビースライム特種体

　Ｌｖ：４

　ＨＰ：40／40

　ＭＰ：40／40

　魔力：40

　攻撃：40

　防御：40

　俊敏：40

　幸運：25

　魔属性：闇・無

　固有スキル：分離〈極〉・吸収〈極〉・擬態１

　魔契約：ジークベルト・フォン・アーベル

　***********************




　固有スキルの分離は、体を分離することはもちろん、体内に吸収したものを分離する能力もある。

　例えば毒薬を吸収すれば、毒だけを分離して切り離すこともできるのだ。

　擬態は文字通り、ほかのものの姿に似せることができる。ただレベルが低いので精密なものはできない。今は針の形をしたもので精いっぱいのようだ。

　吸収は、あらゆるものを吸収できる能力だ。魔力を吸収しても、分離で分散できるのだ。ただしこのスキルも、魔力に準ずる。魔力が高ければ安定した吸収が可能になるというわけだ。

　武道大会で俺たちが不在にする間、留守番となるセラの強力なサポートになるのだ。

「ピー〈たすけてー〉」

「うわぁ」

　スラが叫びながら俺に飛び乗り、肩までよじ登ると、首筋にピタッと張りつく。そこへ息を荒らげたニコライが走ってくる。

「はぁはぁ……っ、チビ、そいつを渡せ。そいつの根性叩きなおしてやる」

「ニコライ様、落ち着いてください。スラのレベル上げは、セラのためにもなります」

「セラのためだと」とニコライは、疑わしげな顔を俺に向ける。

「そうです。今回のやり方は、僕もどうかと思いますので、ちゃんと言い聞かせます。ただスラのレベル上げは必要です」

　俺の言葉に「ピッ〈そうだぞ〉」と、首筋に張りついていたスラが応戦した。そのスラを「スラ、少し黙っていようか」とたしなめると、素直に「ピッ〈わかった〉」と返事をした。

「レベルが上がれば、スラの固有スキルも安定します。武道大会中の懸念事項も解消されます。手伝ってくれるよね、スラ」

「ピッ！〈もちろん！〉」

　俺の肩の上で、飛び跳ねるスラをとらえながら、ニコライが苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「ちッ、今回だけだからな」

「ありがとうございます。そのぉー。甘えて申し訳ないんですが、スラはまだ低レベルです。できれば、戦闘中はスラを肩にのせてください。仕損じた魔物をスラに与えてあげてください」

　俺の無理なお願いにも「……っ。今回だけだからな」と、ニコライは一瞬言葉をのみ込むと、不承不承ながらうなずく。

「ありがとうございます」と、俺はニコライに頭を下げた。

　了承してくれてよかった。これでスラのレベルはある程度上がるだろう。すごく怒ると思うが、ニコライとスラは、いいコンビだと思う。

　俺も言えた義理ではないが、ニコライの魔法剣はまだまだ隙がある。仕損じた魔物をスラが仕留めているのは、戦闘上、とても合理的である。

　あとはお互い距離を縮めれば円満なんだけどなぁ。

「ピ？〈どうした？〉」と、肩にいるスラが飛び跳ねる。「なんでもないよ」と、スラの体をなで、この騒動にも微動だにしないで、考え込んでいるテオ兄さんを横目で見た。

　相談したいことがあったけど、この様子では時間がないし、一度、踏破してからだなと思う。

　実は十二階層の地図内に、隠し部屋を発見したのだ。魔物の反応はなく、宝箱だけがあるようだ。この隠し部屋は、十三階層の階段と真逆に位置するため、休憩中に相談する予定だったが、ここは踏破を優先することにする。




　スムーズに十五階層、アン・フェンガーの迷宮の最下層へたどり着いた。

　途中ニコライとスラが、またもめていたがそこは完全スルーだ。

　最下層は、ダンジョンと同じく魔物の気配がない。ただ違う点は、扉がなく広い空間の中心に人型の石像があり、そのうしろに階層スポットがあるだけだ。

　あの石像の前で到達ボーナスがもらえるのだろう。遠目だが石像のシルエットが誰かに似ていることに気づく。近づくにつれそれが確信に変わり、思わず声に出していた。

「生死案内人!?」

「ジーク？　この像は迷宮の守り神だよ。この像が持っている箱を回すと、目の前に到達ボーナスが現れるんだよ」

　俺のただならぬ様子に、テオ兄さんは心配気な顔しながらも律儀に説明をしてくれる。

　そしてその箱を指した。石像の顔に注視していた俺はその手もとにある箱に今まで気づかなかった。それを視界に入れた瞬間「うわぁ、ガラポンだ」と、その場に崩れ落ちた。

「ガラポン？　ジーク大丈夫かい？」

　急に膝をつき奇妙な言葉を発した俺に、テオ兄さん含め全員がそばに駆け寄ってくる。

　心配顔の面々に「大丈夫です」と、手を上げ、精神ダメージから回復するのを待つ。

　石像だけど、まさかの再会に驚いた。

　生死案内人、こんなところでなにやってるの。

　迷宮の守り神って……。

　日本での仕様とは若干異なるが、玉の代わりに商品が現れるだけで、ガラポンだよね、それ。




　ガラポンを回す順番はくじで決め、ディア、エマ、テオ兄さん、ニコライ、俺に決まった。

　ハクとスラは到達ボーナスがもらえないのか、くじさえ用意されていなかった。二匹とも元気にしているが、未練はあるようで、ガラポンをチラチラと見ている。

　んー……。もらえないかもしれないが、物は試しだ。全員が回した後、提案してみよう。

「では回しますね」

　やや緊張した顔をしたディアーナが、箱を回すと、ピカッと光り、目の前に白い袋が現れる。

　その中身は、ＭＰ回復薬が三個、ＨＰ回復薬が五個であった。

　これはいい商品なのか。テオ兄さんたちに目配せすると、まずまずといった感じだった。

「次は私ですね。なんだかわくわくします」

　エマがうれしそうに箱を回すと、光と共に、目の前に茶色の物体が現れる。

　タワシだ。

　ここでお決まりの商品を出すところが、さすがエマだ。

　というか、日本産の物を異世界に持ち出すなよ。エマが「これなんでしょう？」と、困惑しているだろ。俺がフォローするのか、生死案内人。

　エマにそれとなく「鍋とかを洗う品じゃないかなぁ」と、助言をしておく。

「やはり初心者向けの迷宮だね」

「到達ボーナスしょぼいな」

　そう言ったテオ兄さんは、Ｂランクの短剣で、ニコライは、ＨＰ回復薬が十個だった。

　さて次は俺の番だ。生死案内人の石像の前に立つ。

　前世の清算は完了しているが、ここは顔なじみってことで『どうかスキル玉をお願いします』と、念じて箱を回す。ピカッと光った後、手の中に玉が現れる。

「すげぇーな、チビ！　スキル玉じゃねぇかっ！」

「よくやったよ。ジーク！」

「「すごいです！」」

　各々褒めてくれるが、このスキル玉は求めているものではない。俺が喉から手が出るほど欲しいスキルだが、今はこれじゃないんだ。うれしいけどうれしいけど、素直に喜べない。

『鑑定』結果を報告する。

「ですがこれ、身体強化のスキル玉です。短剣のスキル玉ではありません」

「いやジーク、これでスキル玉が手に入ることがわかったんだ。もう一度、踏破するよ」

　テオ兄さんの目が妖しく光っている。初心者向けの迷宮だとあきらめムードだったところのスキル玉だ。やる気が出るのも無理はない。

　うしろの階層スポットへ足早に進むテオ兄さんたちに、俺は待ったをかける。

「待ってください。ハクとスラはもらえないのでしょうか」

「ガゥッ？〈回せるの？〉」

「ピッ？〈できる？〉」

「魔獣や魔物が回したとは……。そうだね。試してみようか」

　テオ兄さんは、二匹の期待の目に折れたようだ。

「ガゥ！〈やった！〉」

「ピッ！〈よし！〉」

　二匹は喜び、早速スラが箱に飛び乗り回すと、光と共に、オークの肉が十個現れた。

　続いてハクが、前足を使い器用に箱を回すと、俺と同じスキル玉が現れた。

「ガウッ〈ジークベルトと一緒だ〉」

　ハクが喜んでいるそばで、テオ兄さんたちは唖然としている。

　うん、そうなるよね。ハクの幸運値は、隠蔽しているけどかなり高いんだ。

「なぁテオ、俺、夢でも見てるのか」

「うん、僕も現実に目を逸らしたくなるけど、これは絶対守秘だよ。ニコライ」

「わぁてるよ。これもチビの魔獣だからでいいんじゃねぇか」

「そうだね。なぜかそれで納得できる僕自身が怖いよ」

　後から聞いた話だが、魔獣や魔物が到達ボーナスを取得したことは、今までないそうだ。

　俺たちと同じく試した人はいたが到達ボーナスは、現れなかった。

　ハクは幸運値の関係でたまたまと考えたとしても、スラにいたっては皆無だ。

　これって生死案内人のサービスかなぁ。もう会うことはないが、心の中で感謝した。

　勢いづいた俺たちは、二回目もスムーズに踏破した。




　二回目の到達ボーナスの結果。

　俺、身体強化のスキル玉

　ハク、身体強化のスキル玉

　スラ、オークの肉が十五個

　テオ兄さん、Ａランクのガラス石

　ニコライ、Ｂランクの盾

　ディア、Ｂランクの短剣

　エマ、タワシ




　俺とハクは、スキル玉だったが、前回と同じく身体強化のスキル玉だった。

　もしかするとこの迷宮では、身体強化のスキル玉しか出ないのかもしれない。

　ハクが、スラのオークの肉をうらやましそうに見ている。そんな顔をせずとも、オークの肉は『収納』に、たくさんあるから、食べたいなら出すよ。よしよしと頭をなでる。

　スラは、オークの肉に大興奮だ。数が十五個と増えていたことも拍車をかけ、ピョンピョン飛び跳ねて喜んでいる。そりゃー大好物ですもんね。

　そして、エマの引きの悪さにドン引きです。シャレではなく、二回目もタワシって。この流れは三回目もタワシ確定だな。

　テオ兄さんのＡランクのガラス石は、大あたりだと思う。

　地味に欲しい。魔法を収納することができる魔道具の『ガラス石』は、ダンジョン転移事件に巻き込まれるきっかけになったものだ。

　フラウからいまだ魔法砂をもらえていないため、ガラス石の作製は止まったままだが、修練は続けている。お手製のガラス石を絶対に作製してやるんだ。

「テオ、どうする？　ここに来て四日目だ。もう一回挑戦することはできるが、方針を変えてレベル上げを優先するのもありだと思うぞ」

「そうだね、少し考えさせてほしい。スキル玉が取得できている現状であきらめるのもどうかと思うけど、身体強化のスキル玉しか出ない気がしてならない。ほかの迷宮では、スキル玉が一種類だけとの前例はない。けど今回はジークの運値で出ているのであって、本来、初級の迷宮ではありえないことだ。うーん」

　悩んでいるテオ兄さんに俺はあれの相談をしてみる。

「あのテオ兄さん」

「なんだいジーク？」

「実は十二階層に、隠し部屋があります。十三階層の階段と真逆だったので踏破してから相談しようと思いまして、報告が遅くなりました」

「ジークが話すぐらいだから、隠し部屋にはなにかあるのかい？」

　すぐに意図を把握したテオ兄さんが、俺に尋ねる。

「宝箱があるようです」

　俺は表情を変えず、その事実を伝えた。

「おいっ、チビ、お前」

「ニコライ、黙っててくれるかい」

「おうっ」

「ジークは、どう思う。踏破かレベル上げか」

　俺の発言にニコライが驚いた声をあげるが、テオ兄さんがそれを止め、俺に意見を求めてきた。

「そうですね。僕もテオ兄さんと同じく、この迷宮は身体強化のスキル玉しか出ない気がします。ですがレベル上げも、この迷宮では期待ができません。僕とハクはこの迷宮に入ってから、一度もレベルアップをしていませんし、ディアたちもレベルが１上がっただけです」

「そうだね。思っていたよりジークたちのレベルが高かったね。うん。やはり踏破しよう。身体強化のスキル玉も使用しよう。ディアーナ様、エマ、ジーク、そしてハクで使用するよ。そして途中で十二階層の隠し部屋に寄ろう」

　テオ兄さんは、大きくうなずき、方針を全員へ伝える。

　俺がなぜ十二階層の隠し部屋を知りえたか、その部屋に宝箱があるのがわかったかを詮索はされなかった。

　ニコライの追及を意図してテオ兄さんは止めている。俺の『地図』スキルは、隠す必要がないと判断しているため、隠し部屋を伝えたのだが、逆に気を使わせてしまった。反省しないといけない。










裏迷宮




「魔物の数が異常だな。くそっ、取り逃がしたか。チビ、援護頼む」

「はい『疾風』。ハク、右側前方にも大量のオークがいるよ。テオ兄さん後方からオーガが迫っています」

「ガゥ！〈任せろ！〉」

「了解。ディアーナ様、援護を頼みます。エマはハクの取り逃がしを頼んだよ」

「「はい」」

　ただ今大混戦中です。十二階層の隠し部屋に到着目前で、トラップにかかったのだ。

　魔物の反応が、ほぼなかったこともあって油断していた。エマの「うわぁー」という声と共に、ガゴッと、お約束の音がした。

　俺は一部始終を目撃していた。

　エマが転ぶのを回避するため、壁に手をついたら、そこが罠の発動ポイントだった。

　ガタンッと、音がして足もとが揺れた直後、そのまま床ごと急激に下がっていく。

　重力を感じず、フワッと浮く感覚に「うっ」と声が出てしまう。ディアーナたちも「きゃあー」と絶叫している。

　大がかりな仕掛けに、これちゃんと止まるよねと危惧していると、徐々に減速していき、ガダンッと停止した。

「皆、大丈夫かい」

「はい。大丈夫です。エマ、気をたしかにっ」

「ひっ姫しゃまー。ヒックッ、足がガクガクして、うっ、動きませぇん」

　テオ兄さんの呼びかけに、ディアーナは気丈に返事をするが、彼女と抱き合っているエマはそうはいかないようだ。すぐにディアーナはエマに声をかけるが、プチパニックを起こした彼女は、立ち上がることができず、その場で座り込んだ。

　スラはニコライの肩から落ち、床にへばりついたようで、床と平面に伸びていた。

　ハクは床が落ちた瞬間、俺に駆け寄り守ろうとしてくれたが、今まで経験したことがない浮遊感に、すぐ耳を下げて恐怖した。その姿に「うっ」と、情けない声を出しながらも、ハクを抱きしめた。

　いまだハクは俺の腕の中でブルブル震えている。乗り物酔いしたのかもしれない。

　静かに『癒し』と精神を安定する魔法をかけると、ハクが腕の中から顔を出し「ガゥ〈こわかった〉」と鳴く。よしよしと、体をなで安心させる。

《ご主人様、今すぐ地図を確認ください》

　ヘルプ機能からの警告を受け、『地図』を慌てて起動する。『地図』の迷宮階層の表示がおかしい。

　マイナス十階層ってなんだ。

「テオ兄さん、階層表示がおかしいです。マイナス十階層との表示が……。えっ!?　前方から大量のオークの反応あり。数は三十です」

「マイナス十階層？　三十匹!?　ニコライ頼む」

「おぅ！　行くぞ、スラ」

「ピッ〈がんばる〉」

　床に伸びていたスラの体が正常な状態に戻り、ニコライの肩に飛び乗る。それを確認したニコライが、オークのもとへ向かっていく。その間にテオ兄さんは、ディアーナとエマに『聖水』をかけ、精神を安定させている。

　突如、地図の左側にゴブリン三十、右側にスライム五十との表示が出る。

　これはどういうことだ？　考えている暇はない。

「左側からゴブリンです。数三十。右側からスライムの大群。数五十。スライムは、僕が魔法でやります」

「了解。ディアーナ様、エマ、ゴブリンを狩るよ。ハクは、ニコライに加戦して」

「「はい」」

「ガウ〈わかった〉」

　それぞれが、戦闘態勢に入る。

　俺は『倍速』でスライムの大群に近づき『熱風』で瞬殺する。スライムが青から赤に変わり、次々とドロップ品の薬草に代わる。薬草にも種類があり、スライムの薬草は、ＨＰ回復薬のもとになる。

　回収している先から新たな魔物が出現する。光の粒が集まりオーク二十匹となった。

　腰にある黒い剣を抜き、オークの大群に切り込む。『倍速』で動きを速め、一撃々確実に急所を狙い仕留めていく。二十個のオークの肉がそこにはできていた。

　スラが喜ぶなと『収納』に放り込み、テオ兄さんたちの戦闘に加戦するため、もとの場所へ急ぐ。

　魔物と戦闘を始めて早一時間、この階層はおかしい。

　魔物の出現を目の当たりにしたが、復活するにも周期があるのだ。この数は尋常ではないし、俺たちが階層に着いた瞬間から、意図して魔物が出現している。

　言った先から前方に光の集合体を確認すると、ゴブリンが十匹現れる。

　うっとうしい。魔力温存のため、黒い剣でゴブリンをなぎ倒す。剣スキルを取得してから、剣筋があきらかに異なり、低ランクの魔物なら瞬殺で仕留められる。

　スキルの有無は、雲泥の差であると、実戦が語っている。

「次から次へと、湧いてくる。くっそー。きりがねぇー」

「ピッ〈危ない〉」

　ニコライの隙をオークが狙うが、スラがそれをカバーする。ニコライの集中力が落ちている。

　いくら低ランクの魔物であっても、数が増えれば脅威だ。

　ニコライとテオ兄さんの疲労も激しい。ディアーナやエマは、そろそろ限界だ。

　これは地味にやばいぞ。打開策を考えなければ、全滅する可能性もある。

　ん？　なんだこれ？　セーフティポイント？

　地図上に突如、緑のマークが現れた。すかさずヘルプ機能から説明が入る。

《ご主人様、すぐにその場所に移動してください。魔物との戦闘をいったん離脱できます。休憩場所です。セーフティポイントは、人がいない状態が一定時間続くと消えます》

　おぉー。ここで天の助け。消える前に移動だ。

「みんな、僕についてきて、魔物との戦闘をいったん離脱できる場所が現れました。早くしないとその場所が消えます」

「ジーク先行して、僕がうしろの魔物を引きつけるよ」

「はい」と、テオ兄さんに返事をして、戦闘中のハクを呼び、ディアーナたちの護衛を頼みつつ、セーフティポイントへ急ぐ。

　前方にも魔物の大群がいるが、黒い剣を振り回しなぎ倒す。ドロップ品は回収不要だ。

　ハクも襲ってくる魔物を前足で切り裂いている。ハクには念話で、魔法を温存するようにと伝えてある。この先なにがあるかわからないからね。

　地面から緑色の光を発光している場所が見えてくる。

　あれがセーフティポイント。

　なんとか消える前に到着できたと、安堵のため息をつきながら、緑の光に突っ込む。ディアーナたちもためらうことなく、俺の後に続く。

　その中は洞窟とは思えない景色が広がっていた。いわゆるオアシスだ。

　この場所は、異空間かもしれない。

　ディアーナたちは、不安なようで戦闘態勢を崩してはいない。

「ご苦労さま」と、ハクの頭をなでると「ガウッ？〈もう大丈夫なの？〉」と、上目遣いで俺を見る。「もう大丈夫だよ」と微笑みながら、ディアーナたちに安全であることを説明する。

　そうこうするうちに、ニコライとスラ、テオ兄さんも無事にセーフティポイントへ入ってきた。すると、スラがすごい勢いで俺に飛び乗り、肩の上から抗議している。

「ピッ〈肉、すてた〉」

「いやこの場合は、しかたないよ」

「ガゥ〈スラ、しかたない〉」

「ピピッ〈主、肉すてずにできる〉」

「評価はありがたいけど、セーフティポイントがいつ消えるかわからなかったしね。それにほら大量にあるよ」

「ピッ！〈肉！〉」

「ハクも食べて、体力回復してね」

「ガウ！〈食べる！〉」

　スラは、オークの肉を回収せずに来たことを怒っていたようだが、オークの肉を出すとあっさりと引いた。スラは、どこまでいってもスラだ。

　ハクとスラが、オークの生肉を食べているうちに、テオ兄さんたちに近づく。

　まずは状況確認と今後をどうするかの話し合いと休憩が必要だ。

「テオ兄さん、ニコライ様、後方の処理ありがとうございました」

「ジーク、ここは安全なんだね。いつまでこの状態でいられるのかな」

「はい。魔物は入れない場所のようです。出るのも僕たち自身のタイミングで決められます」

　セーフティポイントは、迷宮内の魔物が介入することのできない場所であり、中に入ってしまえば安全が確保され、出るタイミングは自分で選べる。ただし、誰かひとりでも外に出れば、セーフティポイントは消失する。

　俺の説明を聞いたテオ兄さんは「ひと息つこう」と、大きく息を吐いて、その場に座り込んだ。

　ニコライも剣を鞘に収めると、ドサッと座り「ここ洞窟内だよなぁ」と、ぼやく。

　ふたりの疲れた様子にそっとそばを離れようとしたところ、「あぁ、そうだ」と、テオ兄さんが腰にある魔法袋を俺に差し出した。不思議そうに魔法袋を見つめる俺に「ドロップ品、回収しておいたよ」との補足が入った。

　さすがテオ兄さん、抜け目がない。

　疲労を回復するため、ここでいったん休憩と軽い食事をすることにした。

「マイナス十階層、ニコライどう思う？」

「テオが考えている通りだろ。突発的に魔物が現れたり、魔物の数からして、裏迷宮に間違いないだろう。噂では聞いたことがあるが、まさか初心者の迷宮にこれがあるとは思ってもみなかったぜ」

「裏迷宮？」と、テオ兄さんたちの会話に俺は割り込む。

「裏迷宮、冒険者の中ではわりと有名な話なんだ。迷宮には数々のトラップがあるがそのひとつが裏迷宮につながっているとのことだった。ただ裏迷宮を語る冒険者が少なくその存在自体、信憑性を問われていた」

「そうなんですね。もしかすると裏迷宮から脱出できない冒険者が多いのかもしれません」

　俺の意見に、テオ兄さんが同意する。

「そうだね。おそらく裏迷宮を踏破した者は少ない。この一時間で倒した魔物の数は、数百を超えている。低ランクの魔物だからなんとか持ちこたえたけど、ここが初心者の迷宮でなかったら、全滅の可能性もあったね。さて、どうしたものか」

「どうするもなにも、裏迷宮を踏破するしかねぇだろ」

　ニコライの軽いツッコミに、テオ兄さんが眉をひそめ、いささか苛立った口調になる。

「それはわかっているんだよ、ニコライ。ただここはマイナス十階層だろ。このような戦闘を最低十回は行うってことだよ。油断すれば全滅もある。ここは念入りに計画を立てないと、ジーク、この休憩場所は各階にあるのかい？」

「えっ？　ちょっと待ってください。調べます」

《あります。ただし、セーフティポイントが出現する場所、時間などは、ランダムです》

　各階層にあるなら安心だ。でも毎回うまく逃げ込めるとは限らない。

「あるようですが、セーフティポイント、この場所ですね。出現はランダムのようです。今回はたまたま運がよく近場に出現したようです」

　俺の説明に、テオ兄さんの眉間のしわが深くなる。

「これはまた厄介な感じだね。出現場所や時間さえ見当がつけば、そこから踏破までの計画を立てようと考えていたんだが……」

「なぁ、チビ、テオ、俺が聞いた話だが、裏迷宮は一階層しかないってことだぞ。そもそもマイナスの階層表示自体おかしくないか」

　ニコライの指摘に、テオ兄さんは目を見開くと、俺に念を押すように尋ねる。

「その話は本当かい。そうなると、マイナス十階層とは、どういうことなんだ。ジーク、マイナス十階層で間違いはないんだね」

「はい。マイナス十階層です」

　俺の答えにテオ兄さんが腕を組んで考え込んでいる。

　ヘルプ機能どういうことだ。

《確認しました。地図表示は間違いありません。おそらく降下中に裏迷宮のマイナス十階層へ転移したものと思われます。迷宮ひとつの階層に対して裏迷宮の階層がひとつあります。裏迷宮の各階層には階段が存在しません》

　ってことは、この階層を脱出すればいいってことだよね。

　それなら無事に脱出できそうだ。

　しかし、このマイナス表示は、わかりにくい。

《ご主人様の『地図』スキルは、スキルポイントで『索敵』と合成したものですので、一般的な『地図』スキルとは若干異なります。特別仕様で、本来の階層が表示されています。通常は階層表示がありません》

　うわぁー。俺、余計な情報を外に出してしまった。

　階層表示がないってことは、誰かが意図して隠しているんだろ。

　関わりたくない。だけど、テオ兄さんたちには、事実を告げないと納得してもらえない。

　あぁーー。詰んだ。これは詰んだぞ。

「テオ兄さん、ニコライ様の話は本当のようです。今調査したところ、ここは裏迷宮のマイナス十階層で間違いはありませんが、各階ごとに、異なる迷宮とつながっているようです。アン・フェンガーの迷宮の裏迷宮は、マイナス十階層です。現にこの階層には、階段がありません」

「その話が本当なら、すごい発見だよ。裏迷宮は誰かが意図してつくった可能性があるね。魔物を出現させるには、召喚魔法が必要だし、この規模を人工的につくったのであれば、これはすごいよ」

　やはりテオ兄さんは、その可能性に気づいた。階層表示を隠していることは伝えていないのにだ。

　この情報提示で、俺の責任は果たしたよね。あとはご自由に調査してください。俺を巻き込まないでと、心の中で祈った。

　話し合いの結果、今日の戦闘はここまでにして、セーフティポイントで一夜を過ごすことにした。

　英気を養い、明日裏迷宮から脱出する。

　総合的に考え、階層スポットがこの裏迷宮の脱出路であるとの結論に達した。幸いなことに、この場所から階層スポットまでの距離は短い。一気に移動して脱出する予定だ。

　ヘルプ機能からの指摘もないので、間違いないようだ。

　裏迷宮に入ってから、討伐した魔物数は百を超え、俺もハクもレベルが上がった。もちろん、ディアーナたちも上がっている。

　計算上、脱出するまでに俺のレベルは、１アップしてレベル18になると思われる。

　ハクは聖獣のため、人より倍の経験値が必要なため、おそらくあと１上がってレベル13で終了だ。

　ディアーナとエマも戦闘数にもよるが、ふたりとも２上がってレベル13になるかどうか、ギリギリのところだ。

　スラは特種体のためか、経験値が人の三分の二であり、非常にレベルが上がりやすいことが判明した。すでにレベル８だ。脱出までには、レベル10になっているかもしれない。

　思わぬハプニングだったが、当初の目的のレベル上げができたと、にんまりしていると『バシャーン』と、水の音が聞こえた。慌てて目を向けると、ハクの背中に乗っていたはずのスラが湖に浮いていた。

　ハクは湖の際で、スラの行動に唖然としている。状況からスラが自ら飛び込んだと確信しつつ、戸惑っているハクの頭をなでながら、湖に浮くスラに声をかけた。

「スラ、どうしたの？」

〈ちからわく！〉

「えっ？　力？」

〈ちから？〉

〈のむ〉

「湖の水を飲めってこと？」

〈そうだ〉

　スラはその水色の体をプルンと揺らし肯定する。

　ん？　どういうことだ。

　湖の水を手ですくい、口をつけるが、味も匂いも特に変わったことはない。

　おいしい水だ。

　ハクも湖に顔を近づけ水を飲むが、首をかしげる。俺と同じ感想のようだ。

　不思議に思い、湖の水を『鑑定』したところ、驚くべき結果が出た。




　***********************

　魔力の湖

　効果：ＭＰ値が１～10増加する。

　説明：魔力を含んだ湖。この湖の魔力水を飲むと初回のみ魔力が増加する。

　***********************




　わぁーお。すごいの見つけたよ。

　全員のステータスを確認すると、ＭＰ値が10上がっていた。

　一回だけであっても魔力値を増加できるアイテムなんて『ステータス玉』以外、俺は知らない。

　これ大発見なんじゃ。

「スラ、お手柄だよ。この水は初めて飲む時にだけＭＰ値が上がるんだ。現に僕とハク、スラ、全員のＭＰ値が10上がっているよ。大発見だよ」

〈肉！〉

「ぶれないね。わかったよ。休憩にしよう。湖から上がっておいで」

　ぶれないスラに、苦笑いして、塩胡椒で焼いたオークの肉を『収納』から出す。

　スラにも味覚はあるようで、生よりも焼いたオークの肉を好むため、野営時に大量に用意したのだ。

〈肉、肉、肉！〉と、歓喜しながら湖から上がってくるスラに、また少し大きくなったかもと思う。

　出会った頃は、五センチほどの大きさだったが、現在は一五センチほどに成長している。

　どこまで大きくなるのか楽しみだ。

　ハクの前にもオークの肉を置くと、〈いいの？〉と問われた。

　スラのお手柄のご褒美であると察したため、気にしたようだ。

「これはご褒美じゃないよ。休憩のおやつだから遠慮する必要ないよ」と伝えるが、イマイチ説得力がないようだ。

〈どうした？〉と、スラがオークの肉を体内に吸収しつつ聞いてくる。

　スラにハクが躊躇している理由を述べると〈せなかかりた。だからいっしょ〉と、ハクの前足を叩き促す。

〈ありがとう〉とハクが感謝して、オークの肉にかぶりついた。

　なにこの友情と、感動する間もなく、スラからおかわりの要請が入る。

　スラはスラだね。

　現在、俺とハク、スラは、セーフティポイント内のオアシスを探検している。

　時間が空いたのと、新しく魔契約したスラとの交流を深める目的があったのと、あと意外に大きかったオアシスが、冒険心を芽生えさせたのも大きい。まぁ単なる暇つぶしである。

　それにしても、このオアシスは宝の山かもしれない。湖の水が『魔力水』なら、湖畔にあるこのキラキラした砂はどうなのだろうと鑑定したところ、大あたりだった。




　***********************

　魔法砂Ｓ

　説明：セーフティポイント製の魔力を含んだ砂。

　***********************




　自力で魔法砂Ｓを獲得しました。

　これでガラス石ができる。これ大量に確保しよう。『収納』から空の容器と袋を出し、砂と水を中に入れる。

　ハクとスラは、おやつタイム中なので、その間に集めるだけ集めてしまおう。

　俺がせっせと作業をしていると、食べ終えた二匹が、不思議そうに砂を詰める俺を見ていた。

「ちょっと待ってて、あと二袋で、終わりにするから。あとは水を容器に入れるだけだから」

〈手伝う！〉

「気持ちはありがたいけど、容器の中に水を入れるんだよ」

〈大丈夫〉

　ハクはそう言うと、容器の蓋ふたを器用に口ではずし、容器をくわえ、次々と背中へ投げる。その背中には薄く伸びたスラがおり、その容器をキャッチしている。

　十本あった容器をすべて背中にのせたハクは、はずした蓋をくわえ、湖に歩いていく。俺は砂を詰める手を止め、ハクたちの行動を見守る。どのようにして水を入れるか興味が湧いたのだ。

　湖の際で足を止めたハクは、スラになにか指示をする。すると容器が湖に次々と投げ込まれ、最後にスラが背中から飛び込んだ。湖に浮かぶ容器の上にスラが乗り、容器を沈め水を入れる。容器が沈みきると陸にいるハクに渡し、ハクは口で容器を受け取り、蓋をする。

　おぉー。素晴らしい連携だ。俺もがんばろうと、残り二袋の砂詰めに集中する。

　結果、魔法砂が十袋（計五〇キロ）、魔力水が十本（計二〇リットル）獲得できた。

　味を占めた俺は、ハクたちとオアシス内を歩き回り、くまなく鑑定した結果、これらを発見する。




　***********************

　魔草Ｓ

　説明：セーフティポイント製の魔力を含んだ草。

　***********************




　***********************

　魔木Ｓ

　説明：セーフティポイント製の魔力を含んだ木。

　***********************




　魔草はＭＰ値回復薬のもとであり、魔木は魔道具の作製で使用する。

　魔草が五十、魔木五本を獲得した。

　今回獲得したものは、すべて強い魔力を帯びている。この空間が強い魔力でできている証拠である。

　これも誰かがつくったのかといらぬ考えが頭をよぎる。

　軽く身震いするも、頭を振り、平静を装った。




　緑の光の前で各々装備の最終確認をする。今から裏迷宮を脱出する。

　昨日の収穫と報告に、テオ兄さんたちは半信半疑だったが、『魔力水』を飲んで自分のＭＰ値が上がっていることに驚愕していた。

　ニコライは「すげー発見だぞ」と、興奮していたが、「たしかに大発見だけど、一回のみしかＭＰ値が上がらないとなれば、裏迷宮のセーフティポイントのハイリスクを考えるとなんとも言えないね。魔法砂、魔草、魔木は魅力的ではあるけどね」と、テオ兄さんが冷静に分析していた。

『魔力水』を飲んだＭＰ値の上昇数は、テオ兄さん９、ニコライは５、ディアは７、エマは１だった。

　エマは、本当に期待をはずさないよね。

「皆、用意はいいかい？　これから一気に階層スポットを目指すよ。前衛は、ジークとハク。中衛は、僕とディアーナ様とエマ。後衛は、ニコライとスラに任せる。それとジーク、各々の戦闘中に新たな魔物が出現したら『報告』を頼むよ」

「はい。魔物の種類と数をお伝えします」

「戦闘指示は僕が出す。ただし混戦中に魔物が出現した場合は、各自の判断に任せる。昨日より戦闘時間が長くなるため、ステータス確認は怠らないように。一瞬の判断ミスが命の危機となるからね」

　全員がうなずき合う。そしてテオ兄さんの合図で、俺とハクは、緑の光の外に出た。

　一瞬にしてセーフティポイントは消滅し、暗い洞窟内に戻る。

　不思議な光景を目の当たりにして、全員の足が止まるが、空気を読まない裏迷宮は、前方と後方にオーク十匹を出現させたので、全員が戦闘態勢に入る。

　これから人生最大の戦闘が始まるのだと思うと、俺は、不謹慎にもこの状況を楽しんでいた。

　追い込まれれば、追い込まれるほど楽しいと感じてしまう思考に苦笑いして、どのように攻略するかと考えるだけで気持ちが高揚する。

　俺たちは前に進むため、出現したオークを仕留めに入った。

「後方からオーク二十匹出現。ニコライ様は今別のオーク十匹と戦闘中です。応援を頼みます。ハク前方左側から、ゴブリン五十匹の出現だよ。魔法は温存で行こう。ここで待機してゴブリンを仕留めよう」

「ガウ！〈わかった！〉」

「なっ!?　すぐ前方からオーガ三十匹が出現するよ。ゴブリンが合流するまでに仕留めるよハク！」

「ガウ！〈任せろ！〉」

　階層スポットが近づくにつれ、魔物の出現率が高く数も増えた。

　これは思っていたより骨が折れる。しかも、後方からの魔物の襲撃で、ニコライとスラが、隊列から遅れをとっていた。そこにテオ兄さんたちが加勢している状況だ。

　オーガの心臓を突き刺し、いったん合流するべきだと考える。もし引き離されたら面倒なことになる。現に俺たちとテオ兄さんたちの間は、五〇メートルほど空いている。ここに魔物が出現すれば厄介だ。オーガ三十匹がドロップ品に変わる頃、左側からゴブリンが登場した。

　相変わらずの異臭に、俺は眉をひそめる。ハクも耳を下げる。

　ハクがさっさと倒そうと目で訴えているが、俺は頭を横に振る。これ以上、テオ兄さんたちとの距離を広げるわけにはいかない。

　だがゴブリンは、俺たちに戦闘を仕掛けるわけもなく、その場を動かなくなった。

　これはあきらかに誘導されている。ここで動けば中間点に魔物が出現すると直感し、警報を鳴らしていた。

　くそーっ、このにおいは判断を鈍らせる。

　ハクに目で合図を送り、もったいないが、ゴブリン相手に魔法を使うことにした。

『灯火』『氷刃』とそれぞれ魔法を放つ。

　俺は火の矢、ハクは氷の矢だ。

「ギャッ」との複数の声が聞こえると、ゴブリンたちは後ずさる。ここで逃げの選択かと様子を見ていると、その中から『疾風』が俺たちに向かって放たれた。ビュービューと、俺たちの横を過ぎ去る。

『守り』を展開していたため、無傷だったが油断した。異臭と大量のゴブリンで、ゴブリンメイジが三匹出現していたことに気づかなかったのだ。

　ゴブリンメイジは、風の魔法使いのようで、ローブを羽織っていた。

　初対面の魔物に興奮するが、知能はあまり高くないようだ。何度も『疾風』を俺たちに向けて放っている。

　魔力値の高い俺が展開した『守り』がそう簡単に破られるはずはないが、ゴブリンメイジたちは、なぜ魔法が効かないのか、考えに至らないようだ。

　戦闘前にＭＰ値が尽きるのではと思った通り、『疾風』がピタッと止まる。それと同時に痺しびれを切らしたハクが、ゴブリンの団体へ突っ込み、あっけなく殲せん滅めつした。

〈ごめんなさい〉と、ハクが耳を下げて戻ってくる。

　我慢ができず前に出たことを気にしているようだが、ポンッと頭をなで「助かったよ」と笑う。

　ここでテオ兄さんたちと合流すると伝えると、ハクが俺の腰にある魔法袋をくわえる。

　待機中に、前方のドロップ品を集めてきてくれるようだ。

　ハクは本当に賢い聖獣だ。尻尾をユラユラ揺らしながら前方へ歩いていく。

　俺はその間に『地図』で、魔物の数を把握する。すると新たな魔物の出現はないことに気づき、おやっと思う。

　今まで間髪入れず魔物が出現していたが、それが止まっていたからだ。

　これはなにかの前触れか。階層スポットとの距離は残り三〇〇メートル、ゴブリンが出現した左側の通路にあるのだ。俺の勘では、ここからが本番だと感じる。

「ジーク、魔物の出現が止まったね」

「テオ兄さん、はい。止まりました」

「不気味だね。階層スポットはこの先かな」

「正面、左側の通路の先にありますが、距離にして三〇〇メートル。おそらくここからが本番です」

「だろうね。初級者の裏迷宮でよかったよ。ランクが低い魔物だけど数は暴力だね。これは裏迷宮を脱出できない冒険者が多々いるだろうね」

　テオ兄さんは肩をすくめるが、その顔には疲労が出ている。ディアーナたちをフォローしながら魔物を倒しているのだ。その疲労に感謝する。ディアーナとエマは、全身を縦に揺らしながら呼吸を整えている。言葉を交わす余裕もないようだ。戦闘に入って二時間、よくがんばっている。

　そこに魔法袋をくわえたハクが戻ってきた。ハクから魔法袋を受け取り、前方の様子を確認する。

　ハクの話では、魔物の気配はなく、左側の通路の先に階層スポットが見えたとのことだった。『地図』内でも、通路の途中に階層スポットが表示されているので齟そ齬ごはない。

　階層スポットの位置を確認していると、ニコライとスラが合流した。

　全員が揃うと同時に、前方にオーク八十匹、後方にオーガ五十匹出現する。さらに前方の左側通路でスライム百五十匹、ゴブリン五十匹、オーガ五十匹が出現していた。

　まだまだ増えるだろう。裏迷宮を脱出させたくない意図が読み取れる。

「テオ兄さん、魔法で一気に殲滅します。後方のオーガとは距離がありますので、先を急ぎましょう」

「了解。頼んだよ」

「行きますよ。『疾風』」

　魔力制御で『疾風』の威力を上げ、オークを瞬殺する。すかさずハクたちに指示する。

「ハク、左側を先行して。魔法は解禁だよ。ディア、エマ『倍速』をかけるから、俺から離れず一緒に動くよ。階層スポットを目指すんだ」

「「はい」」

「ガウ〈わかった〉」

　俺の指示に、考えを読み取ったテオ兄さん、ニコライもそれに続く。スラが「ピッ！〈肉！〉」と叫んでいるが無視だ。

　ハクが先行し、ゴブリンとオーガに『氷刃』を連射し、スライムを『氷結』で凍らしている。すぐ目の前でオーク二十匹が出現するが、ニコライとテオ兄さんが剣を構え、瞬殺する。

　残り二〇〇メートル、オーク二百体が出現する。今までで一番の数だが『狂風』で俺が約半分を瞬殺する。仕留め損ねたオークはテオ兄さんたちに任せ、ハクを前衛に『倍速』で階層スポットの距離を詰める。

　再びオーク百体、ゴブリン五十匹が出現する。同じパターンの出現に若干イラッとするが『狂風』で一掃し「ディア、エマ、先に脱出して」と指示する。ふたりはうなずき階層スポットを目指すが、その直前でゴブリンキングが出現する。ゴブリンキングは、ふたりに攻撃を仕掛けようとするが、間にハクと俺が入り、その攻撃を受け止める。

　ゴブリンギングの攻撃を抑えつつ「そのまま走って」と、俺はディアーナとエマに伝えるが、動く気配がない。ふたりとも足が震えていた。突然現れたＣランクの魔物に恐怖し、気が動転しているのだ。

「ハク、ここ任せていい？」

「ガゥ！〈大丈夫！〉」

　力強い返事に、戦闘を離脱し、ふたりに駆け寄り、『聖水』を施す。足の震えが止まったことを確認し、ふたりの手を引っ張り階層スポットまで走る。すぐに心のケアをするべきだが、ここでの優先事項は脱出だ。

「ごめん」と言って、つないでいる手に力を込めると、ふたりとも握り返してきた。ハッとしてディアーナ、エマの顔を覗くと微笑んでいた。グッと熱いものがこみ上げてくる。

　あぁー。これは参った。俺の婚約者たち最高だ。

　階層スポットの前で、ふたりに『守り』を展開する。脱出先はおそらく魔物はいないはずだが、慎重を期すのは当然だ。

「では先でお待ちしております。ジークベルト様ご武運を」

「姫様は私が守りますので、ご安心ください」

　ふたりは階層スポットに手をかざすと、体が光り、その場から消えた。

　ふたりの脱出を後方のテオ兄さんたちに『報告』する。

　さてここからが本番です。魔物数は、この数分で大増加し、オーガ八十匹、オーク二百二十匹、ゴブリン百三十匹、スライム七十匹、ゴブリンメイジ五匹、ゴブリンキング一匹、オークキング一匹となっている。

　先ほどハクに任せたゴブリンキングは、すでに息絶えドロップ品に変わっているが、新たにゴブリンキングとオークキングが現れて戦闘中である。Ｅランク以下の魔物しか出現しなかったが、ここにきてＣランク、中ランクの魔物の出現に気が引き締まる。ただ中ランクの魔物を複数出現させるのは無理なようだ。これも迷宮のランクによるのかもしれない。

　黒い剣を片手に『熱火』と唱え、火の魔法剣でオーガ三十匹を相手する。オーガ数匹に剣を振り、火が舞う。オーガたちが驚いている隙に一番奥のオーガの胸もとに近づき心臓を突き刺した。

　オーガがドロップ品となり、刺していた剣が宙に浮いた瞬間、剣を四方に振り、そばにいたオーガを切りつける。剣圧から出た火が近くにいたスライムに引火する。

　やべぇー。スライムに引火した。ドロップ品の薬草を焼いてしまう。

　慌てて鎮火しようとするが、怒り狂ったオーガが道を塞ぐ。

　邪魔だ。伯爵に習った剣技で、縦横と次々とオーガを切りつけるが、未熟な俺の剣は致命傷とまではいかず、傷が浅い。

　ただ火の魔法剣での攻撃のため、傷口から火が燃え、徐々に全身を焼き、オーガたちは苦しみながらドロップ品に変わっていく。あれ、俺かなり残酷な攻撃をしていると気づいた。

　後で判明した内容だが『熱火』ではなく『灯火』などの低魔法を使用していれば、全身を焼くような結果にはならなかったとのことだ。

　結局、オーガ三十匹とスライム二十匹のドロップ品は、スライムに引火した影響でほぼ焼いてしまった。痛恨のミスである。

　気を取り戻して、次の獲物に移るが近くにいたのは、ゴブリンの団体だった。

　ゴブリン七十匹とゴブリンメイジ二匹がいるが、異臭を放っているゴブリンの団体へ突入する勇気は俺にはなかった。数匹ならまだしも、十数匹で威力が数十倍となったあのにおいは我慢できないのだ。

　距離をとって『熱火』を直接ゴブリンの団体に向けて放つ。

　オーガのように苦しむことなくドロップ品に変わるだろうと思っていたが、ゴブリンメイジが『守り』を展開していたため、威力が弱った『熱火』を受けることになる。

　オーガと同じく苦しみながらドロップ品に変わっていった。地獄絵図のようだった。

　今回のゴブリンメイジは少し知能が高かったようだが、それがあだとなった。ちなみにゴブリンのドロップ品は、ゴブリンの石と剣である。ほぼゴブリンの石のため、火で焼けることはない。ゴブリンの石は、数を集め、錬金することで、無属性の石となるのだ。所持することで、無属性の魔法の威力が少し上がるアイテムとなる。

　魔物数も減ってきた。オーガ三十五匹、オーク百八十匹、ゴブリン四十匹、スライム四十七匹、ゴブリンメイジ二匹、オークキング一匹だ。これ以上の増加はないようだ。

　ゴブリンキングは、オークキングの相手もしつつ、ハクが単独で仕留めたようだ。今はオークキングと戦闘中だが魔法は使用せず、裏迷宮で取得した戦闘スキルの爪スキルの攻撃力を試している。とても楽しそうである。

　テオ兄さんは、オーク五十匹の中心にいて、華麗に舞っている。この表現が一番わかりやすい。

　オークの喉もとに短剣を次から次へ刺しているが、テオ兄さんの周囲を白い風が囲んでおり、オークからの攻撃を止めている。見たことがない魔法に興奮するが、あれはテオ兄さんのオリジナル魔法かもしれない。今度、教えてもらおう。

　ニコライは、氷の魔法剣でオーガを相手にしていた。俺とは違いすべて一撃で仕留めている。その剣技は、遠目からでも威力があり、ひと振りで致命傷となっている。パワー系の剣士の実力だ。残りのオーガと、近場のゴブリン十五匹はニコライに任せよう。

　あれ？　そういえばスラがいない。

　ニコライの肩にいたはずのスラの姿が見あたらない。まさかと最悪の事態が頭をよぎるが、ないなと結論づける。大方、オークの肉を確保するため、オークに単独で挑んでいたりしてと予想していると、俺の近くにいたオーク一匹が、オークの肉に変わった。案の定、オークの足もとに水色の個体を確認した。

〈肉！〉との幻聴が聞こえると、俺の周りにいたオークたちが、いっせいにスラに注目する。〈ばれた〉と、スラがスライムの中に溶け込もうとするが、時すでに遅し、オークたちがスラの前に立ちはだかる。

〈どけー〉と叫んでいるが、無理だろう。

　俺が動こうとした瞬間、数十本の針が、オークたちに突き刺さる。オークたちはその針を忌々しそうに抜き、スラに攻撃する仕草をするが、ピタッと動きが止まった。そして「グゥッ〈くるしい〉」と一匹のオークが苦しみだすと、次々とドロップ品に変わっていく。

　これは、麻痺と毒だ。針の中に麻痺と毒を仕込んだのだ。セーフティポイント内で、麻痺草と毒草をスラにせがまれて、何束か渡したのを思い出す。

　力ではかなわないので、頭脳プレイで倒すスラの強さに感心するが、〈肉じゃないー〉と、泣き叫ぶ声が聞こえた。オークのドロップ品は、肉だけではないんだよ。

　そこには複数のオークの角が残っていた。




　戦闘は思ったよりも早く終結した。

　魔物の数が増加しなかったことが大きい。ハクが倒した、オークキング、ゴブリンキング二匹が、この裏迷宮のボスだったのだと予想する。

　せっせとドロップ品を回収している先で、スラがいたくお怒りだった。

　理由は想像の通り、オークの約七割ほどが、オークの角だった。しかもスラが後半倒したオークはすべてオークの角だったのだ。〈肉がない〉と、青い体を揺らしながら俺の肩に飛び乗り、回収を放棄した。

　スラの様子に苦笑いしていると、ハクが大きな肉の塊を持ってこちらに来る。

〈肉いる？〉と、ハクがスラに聞くとすぐに〈肉！〉と、俺の肩から飛び降りた。それを俺が止める。

「その肉はダメだよ。オークの肉ならたくさん保管してあるから我慢しなさい」

〈ケチ〉とスラが拗ねる横で、耳をペタンと下げたハクが〈ごめんなさい〉と反省している。俺はそのハクの頭をそっとなでた。

「ハクは悪くないよ。ハクが倒したオークキングのドロップ品だからね。キングの肉は、みんなで食べたいんだ。いいかい？」

〈いいぞ！〉

　ハクが倒したオークキングのドロップ品は『キングの肉』だった。この肉は、最上級の肉であり、滅多に市場に出回らない希少な物なのだ。

　屋敷の料理人に調理してもらう予定だ。おいしいものは、みんなで味わいたいからね。ハクが軽々運んでいるがその重さ五〇キロ、結構な量があるのだ。

　拗ねているスラを肩に乗せて、ハクと残りのドロップ品を回収し終わると、ちょうどテオ兄さんたちが戻ってきた。

　魔物が出現しないとわかったため、テオ兄さんたちは、途中で捨ててきたドロップ品の回収をしに行っていたのだ。

「ジーク、回収が終わったから、裏迷宮を脱出するよ」

「はい。こちらも終了しました。行こう。ハク、スラ」

「ガウ〈かえる〉」

「ピッ〈でる〉」

　全員で階層スポットに手をあてる。全身を光が包み込んだ。

　こうして裏迷宮での戦闘は終了したのだ。










隠し部屋




　裏迷宮の階層スポットの転移先は、アン・フェンガーの迷宮の十二階層で、俺たちが当初目的としていた、隠し部屋だった。

「おかえりなさいませ」

「ご無事のご帰還、なによりです」

　先に裏迷宮から脱出していたディアーナとエマが、俺たちに駆け寄ってくる。

　ふたりの無事を確認してすぐテオ兄さんとニコライが、部屋の安全を確認するためその場を離れる。

　俺も後に続こうとして体を動かすと、ディアーナたちと戯れていたハクが反応したため、目で制す。ハクから『ディアーナたちと待ってる』との念話が入る。『お願いするよ』と返し、その場を離れた。

　この部屋で気になる点がひとつ、宝箱以外に階段があったことだ。

　裏迷宮に入る前までは、この部屋に階段はなかったはずだ。裏迷宮を脱出したことで現れたようだ。

　なぜかと言えば、この階段は魔力でつくられている。

《ご主人様のおっしゃる通りです。裏迷宮の脱出に合わせて現れたようで、この階段は一時的なものです。階段の先は最下層十五階につながっています》

　この階段の先って最下層なの？

　ならちょうどよかった。皆疲れているし、アン・フェンガーの迷宮を後にしようと提案するつもりだったのだ。

　到達ボーナスがもらえなくて残念だけど、欲張ってはいけない。

《ご主人様、到達ボーナスはもらえます。裏迷宮を踏破したので、十三階、十四階は免除となります》

　なにそれ!?　迷宮もなかなかやりおる。

　もしかして、到達ボーナスも豪華な物がもらえるのかな。

《到達ボーナスの中身は、私ではわかりかねます。お役に立てず申し訳ございません》

　ヘルプ機能は、十分役に立っているよ。

　今回の裏迷宮の件だって、ヘルプ機能が作動していなければ、大変なことになっていたしね。

　本当に毎回、頭が上がりません。

　安全確認を終えたテオ兄さんたちが、宝箱の前で話し合っていた。

　俺は彼らの背後から声をかける。

「テオ兄さん、ニコライ様、安全確認ありがとうございます」

「ジーク、ここは僕たちが目指していた隠し部屋のようだね」

「はい。その通りです」

「四方が囲まれ出入り口がなく、あるのは魔力を帯びた階段。裏迷宮の脱出用に用意された部屋のようだね」

「はい。僕が発見した時は階段はありませんでした。調べた所、直通で最下層につながっているようです」

　俺が情報を伝えると「やはりそうか」と、テオ兄さんがうなずく。

　すると隣にいたニコライが、目の前の宝箱を指して俺に尋ねる。

「チビ、この宝箱の仕掛けはなんだ」

　ニコライの質問に答えるため、俺は宝箱へ近づき『鑑定』をした。




　***********************

　毒矢の宝箱

　説明：宝箱を開けると毒矢が連射される。

　***********************




「毒矢が仕組まれているようです」

「そうか。数は？　数本か？」

「連射されるとのことです」

「ちっ、厄介だな。うしろから開けるか。毒矢の連射が終わるまで待つしかないな。安全のため、姫さんたちを宝箱のうしろに移動させるか」

　迷宮内の宝箱は、仕掛けがあるのがあたり前で、ダンジョンは半々の確率だそうだ。

　コアンの下級ダンジョンでは、宝箱と遭遇する機会がなかった。『地図』に反応はあったけど、踏破を最優先としたからね。

「ニコライ、前に飛ぶとは限らないんじゃないかい」

　テオ兄さんから指摘が入り、ニコライが上を見上げる。

「そうかっ。上に飛ばせば全範囲射程圏内だな」

「うんそうだね。裏迷宮を脱出した先にある宝箱だから、単純な連射ではないと思うよ。用心するに越したことはない。ジーク『守り』を最大限に強化できるかい」

「はい。できます」

「部屋の隅に全員集めて、僕とジークの『守り』を二重に展開しよう。宝箱は魔法で開けるよ。僕の魔法で開けられる距離だ」

　テオ兄さんの指示に、全員が宝箱の後方に移動し、部屋の隅に集まる。

　まずテオ兄さんが『守り』を展開する。その上から俺の『守り』を施す。最大限の強化をするため、魔力循環に集中した。渾身の『守り』ができたと自負する。毒矢の防衛は準備万端だ。

「いいね、宝箱を開けるよ『解錠』」

　テオ兄さんの魔法で、宝箱が開くと、次々と矢が連射されるその数、数百は下らない。しかも放たれている矢の大きさは、槍に匹敵する物もある。

　予想通り、全方位に矢が飛び交い、俺たちの周りには粉々に折れた矢が複数散らばっていた。『守り』が実にいい仕事をする。

　強度を今できる最高クラスにしたからね。

「こりゃーすげぇなぁ」

「想像以上だね」

　矢の数の多さに、あきれとも感嘆ともつかぬ声が響く。

　俺の横では、口が少し開いたまま動かないディアーナと、「ひぃえーー」と絶叫して腰を抜かし、ハクに支えられているエマがいる。

　スラは、誰が与えたのか、マイペースにオークの肉を食していた。

　時間にして数分の出来事だが、何十分と思えるほど濃い内容だった。矢の連射が終わり、辺り一面に砂埃が舞っている。

　砂埃が収まると、ニコライが「これは期待できるなっ。お宝はなんだ」と、ウキウキと宝箱へ近づいていった。そのうしろ姿は、普段とは違い滑こっ稽けいで浮足立っている様子がわかる。しかし宝箱の中を見たニコライが、驚愕した声をあげる。

「なっ!?　空からじゃねぇか。どうなってんだ！」

　それを聞いたテオ兄さんと俺は宝箱へ近づく。

「空なのかい？」

「おいっ、チビ！」とニコライが目で訴えるので、「はい。今調べています」と答える。

《ご主人様、矢の残骸を確認ください。すべて、オリハルコンです》

　えっ？　まじっすか？

　オリハルコンの毒矢だったのか？

『守り』の魔法を最大強化してよかった。

《いえ、放たれている時は、強度の高いＳランクの矢でした。連射が終了した瞬間に、オリハルコンへ変化しました》

　えっ？　どういうことだ？

　オリハルコンって、稀少鉱物だよな。

　そもそも矢がオリハルコンに変わるのは、変だぞ。

《迷宮のドロップ品です。オリハルコンは、毒矢のドロップ品と考えてください》

　はぁーー？　ますます理解できない。

　毒矢のドロップ品？　毒矢は魔物扱いなのか。

《この部屋のみの特徴のようです。あまり深く考えないほうがよろしいかと思います》

　はぁーー？　なんだそれ？

　やっと裏迷宮から脱出して安心したと思ったら、毒矢の連射。しかも宝箱の中身がないとくる。

　毒矢がドロップ品に変化したと気づかなければ、骨折り損じゃないか。

　精神的にくるぞこれ。仕掛けた奴、性格ゆがんでるな。

「ニコライ様、テオ兄さん、毒矢がすべてオリハルコンに変わっています」

「はぁ？　なに言ってるんだチビ！　そんなはず……」

　ニコライが近くに落ちていた矢を手に取ると、そのまま黙ってしまう。

　テオ兄さんも、矢を確認したようだ。

「本当だね、ジーク。これはどういうことだい」

「僕にもわかりません。ただ、この部屋の仕様のようです」

「オリハルコン……。まさか俺が手にすることになるとは……」

「ニコライ、感動しているところ悪いが、そうそうにこの部屋から出るよ。ジーク、魔法で回収できるかい」

　テオ兄さんが慌てたそぶりを見せ、急に聞いてきた。

　その変化を疑問に思うが「はい。できますが」と俺は答える。

　ニコライも放心状態から戻ったようで、テオ兄さんを見る。

「テオ、どうした？」

「この部屋は、あまり長居するべきじゃない」

「お前の勘か。わかった。チビ、さっさと回収しろ。姫さんたち先に階段を下りるぞ」

　ニコライはそう言って、すぐに反応し行動に移す。ディアーナたちを促して、スラを肩にのせると、先に階段を下りていく。

　テオ兄さんの直感が、なにかを察したのだろうと俺も判断して、『浮遊』『微風』『収納』を同時展開し、部屋全体に散らばっているオリハルコンだけを宙に浮かせ、一か所に集めて回収する。

　粉々になった毒矢そのものが、オリハルコンのため、精査するのに相当の魔力制御が必要となった。

　稀少鉱物なので、一グラムも無駄にしたくない。

　すべてのオリハルコンの回収を終えたところ、ドドドッと大きな地響きが鳴ると共に、部屋の隅から床が抜け落ちていく。

　思わず「嘘だろ!?」との声が出ていた。

「ガウッ！〈ジーク、走る！〉」とのハクの声に『倍速』を自分とハクにかけ、「ジーク！　ハク！　階段に急ぐんだ！」と、必死な形相で階段前に待機しているテオ兄さんのもとへ急ぐ。

　徐々に迫ってくる崩壊に嫌な汗をかくが、なんとかテオ兄さんと合流し、慌ただしく階段を駆け下りる。

　先にいるニコライたちには『報告』で知らせを入れ、注意するように伝える。

　ドドドッとの崩壊音が、後方から聞こえてきた。振り向くと後方の階段が徐々に崩れている。

「階段も崩れるのかっ。ギリギリだな。うわっ」

「大丈夫かい、ジーク」

「ありがとうございます」

　後方に注意をとられすぎてしまい、前方の階段が崩れているのに気づかず、足がはまってしまう。

　テオ兄さんが、素早く補助してくれるが、この時間ロスで、すぐそばまで崩壊が近づいていた。

　ここはあれしかない！

「テオ兄さん、『飛行』の魔法を使います！」

「飛行？　えっ？　うわっ！」

　テオ兄さんの返事を待たずに俺は『飛行』を使う。するといつも冷静沈着なテオ兄さんが、ひどく慌てた。

　そりゃーそうだ。人間急に体が浮いたら慌てて当然だ。

　ドドドッと、先ほどまで足をかけていた階段は崩れ落ち、視界が一瞬にして暗闇にとらわれる。

　間一髪のところで、崩壊に巻き込まれずには済んだ。崩れ落ちた場所からは底が見えない。俺はブルッと身震いする。

「ジーク、悪いけど手を引いてくれないかい。飛ぶなんて初めてで、不安定なんだ」

「すみません。気づかなくて。ハクは大丈夫だよね」

「ガウッ！〈ハクは大丈夫！〉」

　どこか不安そうなテオ兄さんの手を取り、暗闇の中にある小さな光に向けて進んでいく。

　俺も最初は、空間のバランスがなかなか掴めず、かなり難儀したのだ。

　ハクは何度か『飛行』を経験しているので、崩壊した階段の上をスムーズに飛んでいる。

「これはなかなかの経験だね。まさか『飛行』を経験できるなんて思ってもいなかったよ。ジークはもう風魔法８を取得しているんだね」

　飛ぶことに慣れてきたテオ兄さんが、俺に尋ねてきた。

「いいえ、僕の風魔法３です。魔力値が高いので『飛行』の使用が可能なんです」

「なるほど。ということは、これは守秘だね」

「はい。その方向でお願いします」

　テオ兄さんが、苦笑いしながら口に指をあてて内緒のポーズをする。すぐに俺も同じように口に指をあて、テオ兄さんを見た。するとテオ兄さんがおかしげな様子で言う。

「ほかにもありそうだね。例えば『地図』スキルとかね」

「あははは。『地図』スキルは所持してますよ。あとは許してください」

　ここは笑ってごまかす。

　そもそも『地図』スキルは、隠さず使用していたので、テオ兄さんたちには所持がバレて当然だ。

　あえてそれにテオ兄さんが触れなかったのは、ただ単に俺だからだとの結論に至ったのだと思う。

　テオ兄さんは、ほかにも多数の能力が俺にあると認識していると思う。

　それを追及しないのは、テオ兄さんの優しさだし、俺から話すまで待っていてくれるのだ。それは俺を信頼している証拠で、いずれそれに応えるつもりだ。

　空中でのバランス感覚をテオ兄さんが掴み始めた頃、暗闇の小さな光が徐々に大きくなり、長身の影が見えた。

　長身の影がチラつくその様子に、安堵する。

　無事だとの『報告』を受けていたが、それを目にするまで安心はできなかった。

　俺のすぐ隣でも、安堵のため息がこぼれる。




　暗闇から明るい場所に着地し、全員の無事を確認する。

　ニコライも『報告』は受けていたが、階段の崩壊を目の当たりにして声には出さないが心配していたようだ。俺やハク、テオ兄さんに怪我がないか、全身をくまなく観察していた。

　ディアーナやエマも、俺やハクの体を直接触り、怪我がないか確認した。










不名誉な称号




　最下層の象徴である迷宮の守り神――生死案内人像を改めて見る。

　到着した時から視界に入りすぎて無視できない状況ではあったが、勘違いではないようだ。

　遠目でもわかるほど、なぜか生死案内人像が大きくなっている。しかも回すと到達ボーナスがもらえる箱の大きさが尋常ではなく、遠目で俺の身長の三倍以上はあると思う。

　これひとりでは到底回せないぞ。

「到達ボーナスは、もらえるようだね」

「そのようです。ですがあの箱、回せますか？」

「んー……。無理だね。全員で力を合わせればなんとかなるかな」

　到達ボーナスの箱に、テオ兄さんが、両手を広げて苦笑いする。

　あまりの状況に笑うしかない、その気持ちわかります。

《テオバルト・フォン・アーベルの推測通りです。全員で一度回すことで、到達ボーナスがもらえます》

　ヘルプ機能から肯定が入る。

　全員で生死案内人像に近づき、そのデカさに唖然とする。

　これ全員で回すのも無理じゃない？

　若干弱気になりながら、生死案内人像の足もと付近にある『注意事項』と書かれた黄色の文字を確認する。

　なになに――。




　一、箱は、一度しか回せません。必ず踏破した全員で回してください。

　二、獲得したアイテムのいかなるクレームも受けつけません。自己責任で回してください。




　一は普通の注意事項だが、二は注意事項というよりも警告じゃないか。完全に前振りですよね。

　これ、本当に回すのか？

「到達ボーナスは、迷宮のご褒美なんだ。心配しなくても悪いことにはならないと思うよ」

　心配だと顔に出ていたのか、テオ兄さんが優しく諭してくれた。

「そうですよね。裏迷宮の主が性悪でもご褒美はちゃんとしたものですよね。僕が心配しすぎですね」

　俺の言葉にテオ兄さんが沈黙する。

　えっ？　テオ兄さん、そこは心配ないよって、笑顔で微笑むところですよ。

「あぁそうだった。裏迷宮踏破の到達ボーナスだね。あの裏迷宮を考案した主からのご褒美か……。そう言われると不安になるね」

「テオもチビも考えすぎだ。気楽に考えようぜぇ」

　バシバシとテオ兄さんの肩を叩くニコライに、俺は目を細め冷えた眼差しを送る。

　宝箱のこともある。注意事項にも『自己責任』との記載があるのだ。

　ここは慎重に考えるべきだろうと、ニコライの危機感のなさに若干苛立つ。

　公平を期すため、多数決をすることにした。

　結果、俺以外の全員が回すことに賛成した。

　ご褒美に悪いものは与えないだろうとの意見が大半を占めていた。万一、悪いものを獲得しても、使用しなければいいと楽観的な意見もあったが、裏迷宮の主がそんな抜け穴を見過ごすだろうか。

　ネガティブ思考に頭を振ると、エマが遠慮がちに発言する。

「そもそも悪いものってなんでしょう？」

　エマ以外の全員がハッとする。たしかに悪いものってなんだろう？　思いつかない。

　ハズレの商品、例えばタワシとか？　だけど、タワシは鍋などを洗う時に大活躍だ。

　悪いものではない。はて？

　長い沈黙が流れた。

　ちなみにハクとスラは、ただ単に箱を回したいだけでの賛成だったようだ。

　巨大生死案内人像の前で、「うーん」と、腕を組みながらあの大きな箱をどう動かすか知恵を絞る。

　箱は、生死案内人像の中間にあり、生死案内人が手で持っている形で、宙に浮いている。回す取手はあるが、地面から五メートルほどあり、普通に触ることすらできない。

　全員で回す必要があるので、間接的に魔法で回すことはできない。土魔法で、箱までの距離を詰めるとして、どうやって回すか――。

　俺が答えを導く前に、テオ兄さんに質問された。

「ジーク、取手と箱までの足場を魔法でつくれるかい？」

「つくれますが、テオ兄さんも土魔法使えますよね？」

「土魔法でなにかをつくるのは、不得意なんだ。ジークは簡単に椅子を作製するけど、僕が同じものを作製すると、なぜか四角い土の塊りのようなものができるんだ。ものをつくる才能がないんだよ」

　少し拗ねた口調のテオ兄さん。その意外な告白に、俺は目を見開く。

「意外です。テオ兄さんはなんでも器用にこなすイメージがありました」

「それは失敗したな。ここは見栄をはるべきだったかな」

「テオ、それはいずれバレるぞ」

　ニコライのツッコミに「だよね」と、テオ兄さんが笑う。

　たびたび目にするふたりの光景に、仲がいいなぁと、ほんの少しだけうらやむ。

　ジークベルトに転生してから一度も、同性の友人と戯れるその経験がないのだ。

　テオ兄さんたちの気軽なかけ合いを見るたび、友人が欲しいと切望する心に、半ばあきらめてはいるが、いじけてしまう。

　十歳になれば、魔術学校に入学できる。それまでの我慢だと、己の心に喝を入れるが、果たして本当に同性の友人ができるのだろうかと不安にさいなまれる。

　いやいや、未さ来きの心配をしてどうするんだ。変なところで、メンタル弱すぎるだろう。

　これは前世の俺の経験が、若干影響している。

　俺の不運は、周りを巻き込みはしなかったが、その不運さゆえ、距離を置く人も多かった。仲のいい友人だと思っていた人からの拒絶は、とてもこたえた記憶ではある。

　この記憶、俺は記録と思っているが、俺の心情を左右するだけの力はわずかにはあるのだ。

　ジークベルトとしての人生経験が、前世の俺を超えれば、また変わっていくのかもしれない。

　俺の思考が脱線している間に、話は進んでいた。

「テオ、足場をつくってどうするんだ」

「まず取手を回す組と箱を押す組で別れる。全員が取手や箱に触れたのを確認して、『微風』で風をつくりその勢いで回してしまおうかと考えているんだ。それなら全員で回したことになるだろう」

「なるほどな。だったら触りやすい箱だけでもいいんじゃねぇか？」

「僕も初めは箱だけを回すことを考えたけど、取手も使用するべきだと思う。『取手を使用せず回したので無効』とか、裏迷宮の考案者だけに、そんなとんちのような設定もありえるしね」

「そうだなぁ、注意事項には書いてねぇが、今までのことを考えれば用心するに越したことはないな」

「ということで、ジーク、頼むよ」

「えっ？　あ、はっ、はい！　足場をつくるんですよね」

　肩にポンッと手を置かれ、体がビクッと反応する。上の空で動揺して声がうわずったことに、頬が赤くなる。

　動揺を隠すため「ゴホン」と、わざと咳払いして、土魔法の『形成』を使用する。階段と踊り場のイメージを浮かべ、魔力循環を高める。なにもない場所に立派な階段ができあがった。にわかづくりにしては、なかなかの出来だ。

　俺がうんうんと満足気にうなずいていると、テオ兄さんが階段に近づき強度を確かめる。

「さすがジークだね。簡易な足場を想像したけど、この短時間で階段ができあがるとは、すごいな」と、心底感嘆した声をかけられ、気分は急上昇だ。テオ兄さんは、俺の扱いを心得ているよね。

「さて、足場ができたので、組を分けよう。ジークとニコライが取手組。ほかは箱組だ。僕とジークとディアーナ様で『微風』を使う。魔法施行前に、三、二、一と声をかけるから、全員、取手か箱に手をつけ、前へ押す。いいね？」

「「「はい」」」

「おう」

「ガウッ〈わかった〉」

「ピッ〈おう〉」

　テオ兄さんの指示に、全員がうなずき、階段を上っていく。

　踊り場に着くと、巨大な箱が眼前に広がる。

　これ全員で押してもビクともしないだろうなぁ。圧倒的な質量に魔法ありきでの回転が考えられ、裏迷宮の主の性格の悪さを痛感する。魔法が使えないパーティーならここで脱落だ。もらえるはずの到達ボーナスを指をくわえて見るしかないのだ。

　やはり裏迷宮関連には、今後いっさい関わらないようにしようと心に決める。

　そうと決まればさっさとここを出よう。自分の持場である取手側へ足を向ける横で、テオ兄さんがディアーナに声をかけていた。

「ディアーナ様」

「はい」

「合図と共に魔法を放ちますが、それまで『微風』を制御できますか？」

「はい。魔法制御はレベル１ですが、短時間であれば制御できます」

「わかりました」

　ディアーナの力強い返事に、テオバルトは安心すると共に、心配無用だったと反省する。

　ジークベルトが関係すると、つい、いらぬことまでも考えてしまう。過保護すぎるのだ。姉様に注意できないよなぁと苦笑いしつつ、全員が持場についたことを確認し、次の指示をする。

「全員持場についたね。ジーク、ディアーナ様は『微風』の準備をして、スラは僕の肩から箱に触れるかい」

「ピー〈できるぞー〉」

「ハク、前足を箱に……。そう、それでいい。全員、箱に触っているね。いくよ！　三、二、一」

『『『微風』』』

　ビューと、箱に風が吹きあたり、ギッギギと、ゆっくり箱は動きだす。作戦は成功だ。

　箱が一回転すると、辺り一面が強い光に覆われ、無機質な声が頭に響いた。

【称号、『小さな詐欺師』を取得しました】

　そうきたか。なにかあるとは思ってたけど、これですか。

　周りを見渡すが、アイテムは出ていないようだ。

　すぐそばで、ちッとの大きな舌打ちが聞こえた。視線を隣のニコライに移すと眉間にしわを寄せ、こめかみがピクピクッと動いている。

　これは、俺と同じような不名誉な称号が付与されたなと察する。この様子では、聞いても絶対教えてくれなさそうだし、後でこっそりと確認しよう。

　そーっと静かに、ニコライとの距離をとる。

　下手に刺激すると、とばっちりを受けそうなぐらい機嫌が悪いのだ。

　いったいどんな称号を得たのだろう。ますます興味は湧く。俺、根性悪いよねと口もとが緩むのを抑えつつ、箱側の様子も確認する。あちらもアイテムはないようだ。

　ということは、全員が称号を付与されたのだろう。

　いい迷惑だな。はぁー。思わず大きなため息が出る。

　とりあえず、俺に付与された称号『小さな詐欺師』を確認する。

　さてこれはどういうものなんだろう。

【体は子供、中身は大人？　容姿は美少女！　なのに性別男。生まれた性別間違えているぞ！　小さな詐欺師……なんちゃって】

　突っ込みどころ満載すぎて、あえてここはスルーしよう。

『なんちゃって』とか、説明文にいるの？

　スルーするつもりが、つい気になった。裏迷宮の主って、ほんと性格悪いよね。

　落ち込んでいる俺にヘルプ機能から朗報が入る。

《ご主人様、『小さな詐欺師』は、能力などで、見た目と大きく違いがあっても、疑問を持たれない効果があるようです》

　そうなの。癪だけど、今の俺にピッタリの効果だ。

　じゃこの称号って、子供の間だけの限定称号なのだろうか。

　あっ、ヘルプ機能補足はいりません。

　およその予想はつく。現時点では、回答できないんでしょう。

《その通りです》

　だよねー。

　うん、称号名はあれだけど、いい効果がありそうだから気にしないでおこう。

　ハクやスラは、どんな称号を付与されたのだろう。

《ハクは『最強モフモフ』、スラは『食い意地の塊』との称号を得ました。ハクの『最強モフモフ』は、触れ合うことで、ハクの好感度が少し上がり癒されます。スラの『食い意地の塊』は、味覚が少し上がる効果があります》

　また絶妙なネーミングだな。

　これ個体を認識して、称号名つけてるよね。

　手の込んだイタズラだけど、効果も悪いものではないんだよね。微妙なんだけどね。

　はぁー……。

　裏迷宮の到達ボーナスがこれでしょ。

　肩透かしを食らったような脱力感がある。

《ご主人様、申し訳ございません。称号は、到達ボーナスではございません。私としたことが、単純な策にはまりました》

　あっ、そうなの。

　ヘルプ機能にも間違いはあるよね。

　ということは、本物はどこ？

　ヘルプ機能から情報を得た俺は、階段を駆け下りる。それに気づいたハクが、スラをのせてついてくる。

　全員が意気消沈している間に、それを見つけ悪い空気を払拭しよう。

　巨大な生死案内人像の足もとをくまなく探すとそれはあった。

　ハクが、俺の手もとを覗き込む。

　一度、首を傾けると、つぶらな瞳が俺を見つめ、念話が届く。

『ジークベルト、小さい像？　また回す？』

『うん、回すよ。これが本物だよ』

『ほんもの？　大きい像、回したら、みんなシュンとなった』

『そうだね。これを回したらきっと笑顔になると思うよ』

『笑顔！　早く回そう』

　ハクの尻尾と耳がピンと立つ。とても興奮しているようだ。

　雰囲気が悪くなったのをハクなりに感じ取り、気を使って、念話してきたようだ。

　なぜか全員、ハクやスラと意思疎通ができるんだよね。不思議だなぁー。

　早く早くと急かすハクに、ちょうど階段を下りてきたテオ兄さんへ報告する。

「テオ兄さん、生死……迷宮の守り神のミニマム版が出現しています」

「よく見つけたね。今度は手のひらサイズだね」

「これが本来回すべき到達ボーナスの箱ではないでしょうか。注意事項では、到達ボーナスの記述はありません。獲得したアイテムうんぬんです。称号をアイテムと例えていいのかという疑問はさておき、おそらくこれが本物です」

「ジークは冷静だね……。それもなにかあるんじゃないかい。今までのことを考えると慎重になるべきだと思うよ。なぜ裏迷宮の話が表沙汰にならないのか、わかった気がするよ。あぁー。引っかかる僕も僕だ」

「しかし、これを回さずに帰ることは負けた気がします。注意事項もありませんし、試しに、僕が回してみますね」

　嘆くテオ兄さんをよそに、スッと指で回す。

　ピカッとお決まりの光が発生し『獲得経験値倍増のスキル玉』が現れた。

　やはりこれが本来の到達ボーナスだった。

　結果を報告するために視線を向けると、額に手をあて半笑いで小刻みに頭を揺らすその姿を捉える。

　あっ、これ、テオ兄さんの精神、崩壊寸前だ。

「あははっは。はぁー。疑心暗鬼になるね。それは本物のようだ」

「それは……？」

「ほら、性悪の最後の作品があそこにもあるよ」

「えっ」とテオ兄さんが指す方向を見ると、巨大生死案内人像から少し離れた所に、それは並んでいた。

　足もとしか探していなかったため、盲点だった。

　ヘルプ機能からは、『到達ボーナスを獲得できる迷宮の守り神のミニマム版が出現したので、見つけてください』と聞いただけだった。

　俺はそれが巨大像のそばにあるのではないかと感じた。なので迷わず、足もとを確認したのだ。

　唖然としている俺の横で、テオ兄さんの笑い声は止まらない。

「あはは。ざまぁ！　裏迷宮の主も、ジークの幸運は想定外だったんだろう」

　テオ兄さんの口から、ざまぁだと、ダメなやつです。早急に癒しを、テオ兄さんに心のケアを！

　慌ててハクに念話する。なんとなくだが、今のテオ兄さんに、精神回復系の魔法は使用しないほうがいい。魔法効果はあるが、取り返しがつかないほど関係に溝ができると俺の勘が言っている。

　ここは『最強モフモフ』ハクの癒し効果に期待だ。

　テオ兄さんが、ハクをモフっている間に、ディアとエマ、ニコライが到達ボーナスを獲得した。

『隠蔽マント』を獲得したディアーナが、珍しく戸惑った表情を見せた。

「私にあなたはなにを求めているの……」と、ディアーナは隠蔽マントをじっと見つめ、なにかをつぶやいていたが、その声は俺に聞こえなかった。

　ニコライは、ミニマム像を回す時「テオは大丈夫なのか」と、気にはかけていたが、決して近づこうとはしなかった。さすが長年の付き合いである。懸命な判断だと思う。

　ニコライは『魔法腕輪』を獲得するが、微妙な顔をした。「これはセラへの土産だな」と、そそくさと魔法袋に納める。

　うん。それが一番無難な答えだと思う。魔法腕輪には、空間魔法が施されていた。いわゆるアイテムボックスだが、腕輪のデザインが女性用だった。がたいのいいニコライがはめるには、少し勇気がいるものであった。

　そして、エマは期待を裏切らない。『黄金のタワシ』を獲得した。

「おぉー。すごいのが出ました！　ジークベルト様、見てください。キラキラです!!」

「よ、よかったね」

　エマは、黄金のタワシを持って、飛び跳ねている。

　また、タワシで落ち込むかとも思ったが、思いのほか、本人が喜んでいるので、よしとする。

　さて、テオ兄さんは、そろそろ復活しそうだが、その前にスラの到達ボーナスを獲得しよう。

「スラ、先に到達ボーナスを獲得しよう」と声をかけた瞬間「ピッ！〈肉！〉」と、スラが飛び跳ね、勢いそのまま、ミニマム像を持つエマの手の先へ体の先端を細長く伸ばし、箱を器用に回す。

　光と共に現れたのは『守護のアミュレット』だった。それを見たスラは「ピッ〈肉じゃない〉」と、落胆していた。




　***********************

　守護のアミュレット

　効果：呪を10％の確率で回避

　説明：呪魔法の状態異常を10％の確率で回避する。

　***********************




　なかなかのものだと思うのだが、スラは肉以外受けつけないようだ。

『主にあげる』との念話が届く。その背中は哀愁が漂っている。

　なんだかかわいそうな気がして、思わず『収納』から、オークの肉塩胡椒味を出していた。

「ピッ！〈肉！〉」と、うれしそうに飛びつく姿に、スラに激甘だなぁと自分の行動にあきれた。

　そして、テオ兄さんの治療？を終わらせたハクが、いつの間にか隣で座って待機していた。その瞳はキラキラと輝き、期待して待っている。

　うん。何事も平等だ。『収納』からオークの肉塩胡椒味を出すが、その前に到達ボーナスを獲得させる。

　やはりハクは俺と同じ『獲得経験値倍増のスキル玉』を獲得した。

　最後に復活したテオ兄さんが回すと、ミニマム像は光と共に消滅した。

　その手には『隠密のスキル玉』が握られていた。「忍者」とつぶやいてしまったのは内緒である。

　結局スキル玉を手にしたのは、俺、ハク、テオ兄さんだった。

　幸運値の高い順通りである。ちなみに一番低いのはエマで、初期値と変わらず７のままだ。それで『黄金のタワシ』は、あたりだったのかもしれない。

　裏迷宮の到達ボーナスは、満足いく品だったが、それまでの経緯がさんざんだった。

　プラマイゼロ？　いや精神的苦痛に加え、肉体的苦痛も考えれば、マイナス？　裏迷宮踏破するたびに、不名誉な称号を獲得することも考えれば、ダブルでのマイナスだ。

　各自が意気消沈した称号をこっそりと調べてみた。




　小さな詐欺師

　隠れブラコン

　金髪の筋肉馬鹿

　究極のドジっ子

　偽りの王女

　最強モフモフ

　食い意地の塊




　誰がどの称号を付与されたのか、だいたいの見当はつくと思う。

　称号名と説明はあれだが、すべての称号に多少なりとも効果はあった。

　だけど、一部を除けば、人には知られたくない称号ではある。

　裏迷宮踏破に喜ぶどころか、心に打撃を残しアン・フェンガーの迷宮を後にした。










ディアの調べもの




「ここにもない……」

　分厚い本を前に、フゥーと思わずため息をつく。

　アン・フェンガーの迷宮より帰宅してから、アーベル家の書庫に足しげく通っているが、ディアーナが求めている情報はなかった。

　迷宮で獲得した称号『偽りの王女』。

　その説明は、偽った姿で国民の前にいる王女だった。

　ディアーナは、無意識のうちに胸もとにあるペンダントを掴む。

　たしかに私は、国民の前で先祖返りであるこの姿を隠している。私が生まれた時、陛下が出産に関わった者、全員に箝かん口こう令れいを敷いたと聞いている。

　バルシュミーデ伯爵であるパルは、陛下からの勅命で、護衛騎士としてその場に立ち会っていた。

　彼もまた王家の隠し事を知っている秘密の共有者のひとりだ。

　王家の秘密、ひとつは先祖返りをした者が王位継承権第一位となることだ。

　しかし、私の先祖返りは、陛下が公表をしないと決断されたため、ないものとなった。私は正妃の第二子のため、王女ながら王位継承権があるだけなのだ。

　そして最大の秘密は、王家に亜人の血が流れていることである。

　王家はその事実を国民にも他国にも隠している。

　我が国は、亜人への差別が色濃い。

　私の先祖返りは、まだ亜人への差別がなかった数十代前の後宮にいた獣族の妃の血である。

　現在は禁止されている近親婚があった時代であり、王家の系図でもその血筋が流れていることがわかる。

　私が王家の秘密を知ったのは、トビアスお兄様が誰かと話をしていたのを偶然耳にしたからだ。

　トビアスお兄様が、亜人を毛嫌いしていたことは、王国内ではとても有名な話だ。

　あの時のトビアスお兄様の激昂は、思い出すだけでも身震いするほど、常識を逸脱していた。

　ご自身の中に亜人の血が流れている事実と、嫌悪の狭間での心の葛藤が、表に出た嘆きの叫びだったのかもしれない。

　トビアスお兄様は、私の先祖返りをご存じではない。

　私のお母様と第一側室エレオノーラ様は、当時から犬猿の仲だった。それを危惧した陛下が、出産までの間、エレオノーラ様をご実家へ帰郷させていた。お兄様たちも共に帰郷したため、私の秘密を共有した者は、ごくわずかであり、いずれも陛下への忠誠心が高い者だった。

　この情報が漏れ、トビアスお兄様の耳に入るものなら、私は、きっとここにはいない。

　隠蔽マントを取り出し、なぜ裏迷宮の到達ボーナスがこれだったのか考える。

　偽りの王女もそうだが、隠蔽マントも意図されたような気がする。

　わからない。だけど、調べるきっかけにはなった。

　先祖返りした者がなぜ、王位継承権第一位となるのか。

　今まで疑問に持たなかったのが不思議だった。その事実をそうなのだと素直に受け入れていた。

「こちらにいましたか」

「アルベルト様、いかがなさいましたか？」

　突然の呼びかけに体がビクッと反応するが、身に染みた所作で、動揺を見せないように対応する。

「えぇ……歴史書ですか？」

　用件を言いかけたアルベルトが、ディアーナが手にしていた分厚い歴史書を見て問いかけた。

「はい。エスタニア王国の歴史について調べておりました。お恥ずかしい話、本国の歴史をあまり存じません。少し興味を惹かれることがありまして、調べております」

　目の前の人物に下手な詮索をされないよう、ディアーナは無難な回答をした。

「そうですね。他国の歴史などの本はこちらの棚ですね。我が家の書庫は、近隣諸国の歴史書は多くありますが、エスタニア王国の歴史が記載されている本は少ないですね」

「ありがとうございます。実は我が国にも古い迷宮があります。今回の裏迷宮の件で思うことがありまして、歴史を調べておりました」

「あぁ、なるほど」と、アルベルトが納得したようにうなずくと、本来の用件を話しだす。

　ディアーナはそれを聞きながら、失敗したわと、アルベルトの対応を見て悟る。

　アルベルトの思考を読み取り、彼の疑問を払拭するために、調べている内容を故意に伝えたのだ。

　嘘は伝えていない。

　我が国に古い迷宮があるのも事実であるし、裏迷宮で先祖返りについて思うことがあり、王家の秘密の手がかりが歴史にないかを調べていたのだ。

　アルベルト様を甘く見ていたわ。

　彼の近くにこの国の王太子が、そばにいたことを思い出す。

　これで私の周辺は警戒される。どちらにしても私が求めている情報は、ここにはない。

　これはもうジークベルト様にご相談するべきね。私には手にあまる内容だったようだわ。

　私自身のことなのに皮肉なものね。

　ディアーナは自嘲気味に微笑みながら、アルベルトの話に集中した。




　しばらくして「姫様、姫様」と、書庫の奥からうれしそうにディアーナを呼びながら近づくエマの姿があった。

　その手には、エスタニア王国では有名な昔話の『白狼と少女の約束』が握られていた。

「姫様、とても懐かしい本を見つけました。アルベルト様!?」

「まぁ、懐かしいわ。アルベルト様、こちらの本を持ち出してもよろしいですか」

「えぇ、もちろん。書庫内の本は持ち出していただいていいですよ。絵本ですか」

「はい。エスタニア王国では誰もが知っている絵本です」

　アルベルトに絵本の内容を簡単に伝えながら、ディアーナは、アルベルトがいることに心底驚いている様子のエマから本を受け取る。

　小さい頃、寝る前にいつも読んでもらっていた本。

　エスタニア王国では、誰もが知っている物語。

「今晩はこれを読んでから、就寝しましょう」

　ディアーナの頬が自然と緩んだ。










エスタニア王国前編　不快な謁見




　困った。俺の横には、頭ひとつ分小さい少年が、俺のマントの端をギュッと握っている。目には涙を浮かべ、耐えてはいるが、もう決壊寸前だった。

　どうしていつもこうなってしまうのか。

　俺の幸運者よ、頼むから苦労人に負けないでくれ――。




＊＊＊




　昨日、エスタニア王国入りした俺たちは、バルシュミーデ伯爵家の王都の屋敷に滞在することになった。高級宿屋一軒を丸ごと借りる予定だったが、伯爵家の現当主であるエトムント殿より申し出があり、厚意に甘えることにした。

　王城に滞在すれば、暗殺や陰謀に巻き込まれる可能性があり、警備を考えるとありがたい申し出であった。

　エトムント殿は、バルシュミーデ伯爵の息子である。先日の反乱で、伯爵家の家督は、エトムント殿へ移った。マンジェスタ王国の力添えで、ディアーナと伯爵が、反乱へ関与した事実はないと発表され、名誉は回復したが、伯爵は、混乱を招いた責任を取り、王都より離れた片田舎で監視の下、隠居したことになっている。

　本人はのんきにお茶を飲んでいるけどね。

「トビアス殿下は、相変わらずですな。王の器にあらず。なぜビーガー侯がうしろ盾するのか、傀かい儡らいにするとしても個が強すぎる。見当がつかん」

「父上、不敬ですよ」

　バルシュミーデ伯爵ことパルの行きすぎた発言に、息子のエトムント殿がたしなめる。

　本人たっての希望で、冒険者パルとして伯爵家に滞在している。

「エトムント、お前は心配しすぎだ。伯爵家に間者がいない限り、ここでの会話は漏れん。わしも謁見に付き添えばよかった。姫様から借りたこれがどこまで通用するのか、調べる絶好の機会だったな。惜しいことをした」

　パルは羽織っている『隠蔽マント』を触り、心底残念そうな顔をした。

　ツルピカの強面おっさんが落胆しても、まったくもって心に響かない。それに軽率な行動は控えてほしい。片田舎で隠居中のパルが、王都にいるとバレたら大変なことになる。それこそ内乱の引き金になりかねない。

　トビアス殿下、二度と会いたくない人物を思い浮かべ、俺は苦虫を噛みつぶしたような顔をする。

　昨日の耐え忍んだ謁見を思い出した――。




＊＊＊




　多くの思惑を含んだ王城での謁見は、エスタニア王国入りしたその日に行われた。

　事前にエスタニア王国側には書簡を送り、武道大会の一週間前にエスタニア王国入りする旨を伝えていた。しかし、マンジェスタ王国一行は、貴賓室の中で長く待たされた。

　国賓である我が国への軽視ともとれる対応に、マンジェスタ王国一行は憤り、エスタニア王国への不信感を募らせていった。

　そして、やっと通された謁見の間の玉座は空であった

　空の玉座を前に、マンジェスタ王国一行に動揺が走る。

　他国の王族に挨拶もできないとは。それは、エスタニア王の病が深刻であることを物語っていた。

　動揺が走る中、王の代わりに対応したのは、マティアス王太子殿下とトビアス殿下だった。

　殿下たちは、玉座の下に直立し、マンジェスタ王国一行を迎え入れた。

　マンジェスタ王国の代表として、ユリウス王太子殿下が、訪問の挨拶のため一歩前に出る。慣例に従い口上を述べようと口を開いた瞬間、トビアス殿下の声が謁見の間に響いた。

「ディアーナ、よくもおめおめと戻ってきたものだ。恥を知れ！　しかも他国の侯爵家と婚約だと、貴様の嫁ぎ先は決まっている。お前は見目はいいからな、俺が有効に活用してやる。婚約はすぐに破談にしろ！」

　その言葉に一同唖然とする。

　こいつ正気か？　国賓である他国の王太子殿下の言葉を遮り、発した内容がひどすぎる。

　ディアーナから男尊女卑思想が根強いと、説明は受けていた。特に高位の貴族はその傾向が著しいので、嫌な思いをするかもしれないと恐縮していた。たしかにディアーナに対する臣下たちの態度には憤りを感じた。その場はこらえたけど、これは我慢できない。

　俺はユリウス王太子殿下に発言の許可を得ようと動く。それを察した叔父が、素早く俺の腕を掴んで阻止した。

　俺は視線で『なぜ止めるのですか』と訴えた。

　叔父は頭を軽く振り『今はダメだ。殿下を信じるんだ』と、俺を強く見る。

『なにか策があるのですか』と、目で問う俺に『まぁ、見ていればわかるよ』と、叔父の口角が上がった。

　俺と叔父は視線を交え、声を出さずに会話をした。

　心情的に納得はいかないが、公式の場で我儘を通すより、後の影響を考えればここは耐えるしかない。俺はぐっと手を強く握り、感情に蓋をした。

　すると、ユリウス王太子殿下が「あははっは――」と、声を出して盛大に笑った。

　その姿に「殿下!?」と、マンジェスタ王国側の臣下たちが大慌てだ。

　騒ぐ臣下の中で、叔父の黒い笑みが光り、王太子殿下の専属護衛兼大会出場者のアル兄さんは微動だにせず、その場を静観していた。

　これは想定内の行動のようだ。

　だけど、こんなわかりやすい挑発に、王族が乗るとは思えない。

「貴様！　なにがおかしい、無礼だぞ！」と、トビアス殿下が激昂する。

　うわぁー。挑発に乗ったよ。まじか……。

　しかも、他国の王太子殿下を正式な場で貴様呼び。不敬どころか、国家間で大きな溝をつくったぞ。

　理解できているのか。一応、王子だよね。

「……っ、失礼。あまりにも滑稽で」

「貴様！」

「トビアス兄上、落ち着いてください。兄上は疲れているようだ。休憩室へお連れして」

　マティアス王太子殿下が、近衛兵に指示する。

　近衛兵たちは、今にも飛びかかりそうなトビアス殿下を囲うと、謁見の間から退場させる。

「マティアス、貴様！」と、叫びながら、その場を後にするトビアス殿下に、一時でも王太子教育を受けた人なのだろうかと、疑問に思う。

　王族としての品位がなさすぎる。言動もそうだが、成人していない弟に尻拭いされる大人ってどうなんだ。

　それにこの問題児が、国の代表として各国の使者に会っている事実に、排除できないエスタニア王国の権力闘争が垣間見える。これは一波乱も二波乱もありそうだ。

　関わりたくない。けど、俺、この国の第三王女の婚約者なんだよね。

　あの相談もあるし……詰んだ。確実に詰んだよね、これ。

　俺が、悶々と心の中で嘆いている間に、トビアス殿下の姿が、謁見の間から消える。

　沈黙と緊張が走る中、その空気を払拭するように優雅に気品あふれる所作で、マティアス王太子殿下が、深々と頭を下げた。

「ユリウス殿下、大変失礼をいたしました。エスタニア王国の王太子として非礼をお詫び申し上げます」

「マティアス殿下、頭を上げてください。今回の件は、双方に非があるので不問としましょう。ただ今後、彼とお会いすることはないでしょう。またディアーナ殿下とアーベル家の四男ジークベルトとの婚約は、両国合意の上での婚約であったと認識しておりましたが、いささか情報に誤りがあったようですね。早急に対応をお願いします」

　ユリウス王太子殿下の要望に対して、マティアス王太子殿下は苦笑いしながら「はい」と、承諾の旨を伝える。

「あぁ、そうだ、忘れるところでした。ディアーナ殿下は、我が国の庇護下であることも、臣下の方々にくれぐれもお忘れなくお伝えください」

「えぇ、もちろんです」と、マティアス王太子殿下が大きくうなずく。

　ふたりの会話を要約するに、公式、非公式にかかわらず、マンジェスタ王国は、トビアス殿下とは二度と会わない。交渉の場に姿を現したら、その瞬間に決裂する。事実上の絶縁宣言だ。

　俺たちの婚約は、国同士が合意した上での婚約なので、異議があるなら、それ相応の覚悟があるととるよ。それが嫌なら二度と同じことがないよう徹底してね。次はないからね。ということだ。

　そして、ユリウス王太子殿下は、臣下たちのディアーナへの態度にも言及した。

　マンジェスタ王国の庇護下であると公式の場で宣言することで、ディアーナの立場が明確となり、今までと同じ対応ができなくなった。

　殿下の気遣いに、胸のつかえが下りる。

　両国は、改めて正式な訪問の挨拶を交わし、お互いの国の情報を交換、次回の会談を約束する。

「エスタニア国王に代わり、今回の訪問歓迎いたします。我が国は、マンジェスタ王国一行を歓迎いたします」

　マティアス王太子殿下がそう宣言して、その場を締める。

　こうして、両国の挨拶は終了した。

　退出するマンジェスタ王国一行に、マティアス王太子殿下が声をかける。

「ユリウス殿下、妹ディアーナとジークベルト殿と個人的に話がしたいのですが、よろしいですか」

「すでに挨拶は終了しました。あとは個人の自由です。私どもが関与することはありません」

「感謝します」

　要するに、非公式に会うのはいいよ。だけどマンジェスタ王国はいっさい関わらないからそのつもりでね。とのことのようだ。

　王族の言葉って、面倒だよね。

　俺とディアーナは、一行から離れ、王城の奥にあるこぢんまりした部屋へ案内された。

　その部屋は、内側に魔法陣が張り巡らされ、おびただしい魔力が充満していた。しかも、外側から魔力感知されない仕様となっている。術者の技術もさることながら、この部屋自体になにかありそうだ。

　俺が感心して部屋の中を見ていると、「待たせたね」と、殿下が颯爽と現れる。

　そして脇目も振らずディアーナを抱擁し、頬に口づけを落とす。

　あっ、この行動は、アル兄さんと同じ匂いがする。

「マティアスお兄様、お久しぶりです」

　腕の中でディアーナが挨拶すると、殿下は名残惜しそうに腕を緩め、彼女へ優しく声をかける。

「ディ、元気にしてたかい？　母上も会いたがっていたが、許可が下りなくてね。すまないね」

「いえ、わかっております。一時でも反乱の汚名がかかった者が、王妃に会うことはできません。お母様には、わたくしは元気に楽しく過ごしておりますと、お伝えください」

「元気に楽しくか……。ディ、今幸せかい？」

　殿下がディアーナの真意を探るように顔を見つめる。それに応えるように彼女が微笑んだ。

「はい。ジークベルト様の婚約者となり、わたくしは幸せです。お兄様、わたくしの婚約にご尽力いただき、ありがとうございます」

「かわいい妹のお願いだったからね。それにディを守るには婚約しかなかった。なんの力もない兄で申し訳ないね」

「いいえ、いいえ、お兄様……」

　その謝罪に、ディアーナは首を何度も横に振り、殿下の服をギュッと握った。

　殿下は、彼女を強く抱きしめなおすと、その頭を優しくなで、そっと放した。そして、ジークベルトのほうへ体を向けて、一歩距離を詰めた。

　俺は、予想よりもはるかに早い殿下の行動に、大きく目を開く。

　あれ？　もういいの？　あっさりすぎない？　アル兄さんなら、抱擁したまま数十分は放してくれない……。うわぁー。俺、過保護兄姉に染まりつつある。

　自己嫌悪に陥って落胆している俺に、殿下は訝しげな表情を見せるがすぐに改めると、俺に向かって手を差し出してきた。

「挨拶が遅れてすまない。ディアーナの兄のマティアスだ」

「ジークベルト・フォン・アーベルです」

　殿下にならい簡易的な挨拶をした俺はその手に自分の手を重ねる。

　本来なら最上級の敬意で挨拶をするのが礼儀だが、殿下の気持ちをくみ取った。

　俺の対応に、殿下は満足そうにうなずき、「ジークベルト殿、どうか妹を頼む」と、そう言って不意に頭を下げる。俺は萎縮しながらも「もちろんです」と、答えた。

　そんな俺たちのやり取りを見ていたディアーナが、「もうお兄様、やめてください」と、恥ずかしそうに割り込んできた。殿下が愛しそうに目を細め、彼女に向けて微笑んだ。

　そして束の間の兄妹の時間は終わったようだ。

　殿下のまとう雰囲気が緊迫したものに変わり、真顔で俺を見る。

「ジークベルト殿、もう察しがついていると思うが、近々この国は荒れる」

　殿下の危うい発言を「お兄様！」と、ディアーナが、慌てて遮ろうとする。

「ディ、心配するな。この部屋の防犯は、陛下の寝室並だ。事前に信を置いている者に手配し強化もしてある。盗聴の恐れはない。だから心配無用だ」と言って、手で制した。

「ジークベルト殿に頼みがある」

　殿下の力強く真剣な眼差しを受けて、俺は緊張からゴクリと喉を鳴らす。目を閉じ、気持ちを落ち着かせてから、彼の目を見る。

「はい。なんでしょう」

「この国を捨て置いてほしい」

　その意味を推し量り衝撃で心がつぶれそうになる。俺は言葉を詰まらせながらも意見する。

「っ、私にはそのような権限はありません」

「貴殿は『アーベル家の至宝』だ。貴殿が望めば、アーベル家が動く。世界もそれに準ずる」

「殿下のおっしゃっている意味がわかりません」

　俺は困惑する顔で首を横に振るが、殿下はそれを気にとめることなく、淡々と持論を述べる。

「今はそれでいい。貴殿がエスタニア王国を捨て置きさえすれば、この国は自然と滅亡へ進んでいくだろう。私はこの国の王太子だが、成人していない。後見人筆頭であったバルシュミーデ伯爵は、こたびの反乱で責を取らされた」と、言葉を切りひと息置く。そして、彼は覚悟を決めた顔で告げる。

「陛下が逝去すれば、兄上たちと王位を争うことになる。今は宰相が、トビアス兄上を抑えてはいるが、時間の問題だ。背後のビーガー侯爵も動きだしている。ディアーナは、婚約はしたが、降嫁したわけではない。王位継承権がまだある。反乱の首謀者は、いまだ不明だ。ディアーナを旗にする者も出てくるだろう。君たちを巻き込みたくはない。武道大会終了後、すぐに自国へ戻ってほしい」

　一方的な言い分に、俺は唖然としてうまい言葉が出てこない。すると、それまで静観していたディアーナが、怒りに体を震わせ、殿下に詰め寄った。

「お兄様……民を、民をお捨てになるのですか！」

「ディアーナ、私はこの国の膿を出しきる。王家の腐敗は、もう手遅れだ。重鎮たちもほぼ染まっている。民を捨てるつもりはない。だが、新しい国として生まれ変わるには、多少の犠牲はやむをえない。私には今力がない。兄上に王位が移っても、他国の支援がなければ長くはない。長い戦いとなるがその覚悟はある」

　殿下はディアーナの怒りを表面上受け入れながら、なだめるように話すが、その方針は変わらないと暗に伝える。

　その話に『それは偽善だ』と、俺は心で叫ぶが、彼に伝えることはしなかった。

　殿下はまだ代々王にのみ引き継がれる古いにしえの契約、『王家の真実』を知らないのだ。

　これは困ったことになった。陛下の状態は、思っている以上にとても悪いのだろう。

　古の契約が破棄されることはない。ただ宿い主を間違えれば、国が消えてしまう。

　あぁ、本当に厄介なことになったかもしれない。

　俺が苦渋に思案している中でも、殿下の話は続いていた。

「ディアーナ、トビアス兄上もそうだが、エリーアス兄上には、くれぐれも注意するんだ。エリーアス兄上は、表には出てこないが、着実に支持者を集めている。有力者がうしろ盾についたとの情報もある」

「お兄様……」と、ディアーナがすがるように殿下を見る。

「ディ、そのように訴えてもダメだ。私の意志は変わらない。ジークベルト殿、ディアーナを頼みましたよ」

　殿下はそう言って一方的に会話を終了すると、足早に部屋から出ていった。

　俺とふたり、去る背中を無言で見つめる。

　ディアーナは、その手のひらに爪が食い込むほど強く、拳を握っていた。

　その手を労わるように、俺が拳に手を重ねると、彼女が泣きそうな顔して、俺を見上げた。金の瞳が、さまようように揺れている。

　性質は違うが、殿下とトビアスは兄弟というだけあって、ある意味似ている。同じ帝王学を学んだのだとわかる殿下の態度に、強い嫌悪感を抱く。

　王位継承権のあるディアーナが、臣下たちに軽視されている理由は、彼ら兄弟が原因であることがわかった。いくら男尊女卑思想が根強くても、彼女の意見も聞かないで、一方的に話を決めるなんて横暴すぎる。普段から彼女が意見を述べる機会はなかったのだろうと確信した。

　殿下は、無意識の己の行いが、妹を苦しめているなんて思ってもいないだろう。一番面倒なタイプだ。いっときでもアル兄さんと同じだと思った自分が情けない。

　アル兄さんは、極度のブラコンだけど、俺を精神的に追いつめたりは絶対にしない。適度な距離を保ちつつも、常に俺の最善を考えて行動してくれる。超絶に甘いのだ。

　たまーに、暴走するけどね。

　ディアーナは何度も口を開こうとするが、そのたびに言葉をのみ込んでいる。その仕草に彼女の心の葛藤が見える。

　俺はただ彼女の答えを待った。

「……ジークベルト様、ここでのお話、マティアス王太子殿下との会話は忘れてください」

　ディアーナは殿下を兄とは呼ばず、王太子殿下と呼んだ。彼女が国の方針を受け入れたことがわかった。

　俺はなにも言わず「わかった」とだけ告げると、つないだ手が震えた。

　うつむきながら耐える姿はとても悲壮で、思わず手を貸したくなるが思いとどまった。

　ごめん。君の求める答えは返せない。俺にその覚悟はない。

　しばらくして、ディアーナがうつむいた顔を上げ、痛々しげに笑った。

　理不尽な痛みに耐え、笑ったその顔を生涯忘れないと、心に刻んだ。

　今俺にできるのは、屈託のないディアーナの笑顔を守ることだけだ。

「ディア、俺は、どんなことがあっても、君のそばにいる」

　その頬に手をあて、浮かべた涙をすくい取る。「ジークベルト様っ」と、胸に飛び込んできた彼女を抱きとめた。

　本当は『助けて』と、叫びたいだろう。それを彼女が口にすることは決してない。

　この小さな体は、どれほどの重圧をかかえ、苦しんでいるのか。想像に難くない。

　痛みを分け合うように、俺たちは強く抱きしめ合った。




　翌日。俺は今後のエスタニア王国について考えていた。

　内戦の回避は難しい。だけど最小限の被害に抑えることはできるかもしれない。

　だいぶ曖昧な答えだが、今はこうとしか言えない。

　たくさんの人の命がかかっている以上、慎重にことを進める必要があるし、失敗はできない。

　俺の受け皿は小さいが、目の前の大切な人の愁いを少しでも晴らすように努力はできる。

　まずは、事前準備と協力者の確保が必須だ。

　この短期間でエスタニア王国の協力者を見極めること、最難関ではある。協力者が見つからなければ、この話は頓挫する。

　協力者として最適だった伯爵は、権力の中枢から離れてしまった。エトムント殿も、その影響で下手に動けないだろう。そうなると、外部の人間となる。まだ会えぬ人なのか、もう会った人のなのか。これは俺の幸運にかけるしかない。

　あと……。これとは別件で、ディアーナに伝えることもある。

　俺は彼女の知りたい答えを持っている。今それを伝えれば、彼女は必ず行動に移すだろう。

　内乱を止めるために、矢面に立つ彼女が想像できる。

　時期尚早。冷静に考えれば、浅はかな行動だと気づくが、今の彼女にその余裕はない。

　ディアーナには、王の器がある。

　生まれながらにして所持しているそれに、彼女も誰も気づいてはいない。そもそも『覚醒』していないから、ステータスに表示されない状況ではある。

　現状、俺の『鑑定眼』だけが、見える内容だ。

　うーん……。話すタイミング逃したよなぁ。










親善試合




　談話室では、昨日の王城の謁見話から、話に花が咲いていた。

　いつの間に途中参加したのか、ヴィリー叔父さんの姿もあった。

「閣下」

「アーベル伯、私は姫様の護衛を依頼されたただの冒険者パルです」

「あっ、そういった設定ですか。ではパル殿。そのマントは、なかなかのものですね」

　叔父はあっさりその設定をのみ込むと、パルの羽織っているマントに注目した。

「これは姫様からお借りしているもので、裏迷宮の到達ボーナスでしたかな」

「えぇ、そうです。ジークベルト様たちと踏破したアン・フェンガーの迷宮の裏迷宮の到達ボーナスです」

　パルの問いかけに、ディアーナがうなずき、補足すると、叔父が興味深そうに目を見開く。

「へぇー。裏迷宮の到達ボーナスですか。これはまた興味を引く品ですね。認識障害と解除。両方を持ち合わせているのは、素晴らしい。ますますエスタニア王国の迷宮に行くのが楽しみですね」

「我が国の迷宮に行かれるのか。はてあそこは、古い迷宮ではありますが、冒険者が寄りつかない、実りがほぼない迷宮と聞いてますがな」

　叔父の反応を見たパルが、意外そうな顔をする。

「えぇ、表ではなく裏へね、行く予定なんですよ。ねぇ、ジーク」

　話題を振られ「はい」と、渋々答える。

　エスタニア王国入りする前に、俺は叔父とある約束を交わしたのだ。

　テオ兄さんから裏迷宮の報告を受けた叔父は、すぐにでも迷宮に潜ろうとした。しかし周りがそれを許さなかった。目前に迫ったエスタニア王国入りには、どうしても叔父の『移動魔法』が必要だったからだ。そこで打開策として提案されたのが、エスタニア王国の迷宮だった。

　アル兄さんがどこからか調べてきたのか『我が国の迷宮はいつでも潜れますが、他国の迷宮に潜る機会はそうそうないのでは？　エスタニア王国の迷宮はとても古いとのことですし、調べるには古い迷宮のほうが、なにかヒントがあるかもしれませんよ』と、説得し、叔父はそれを条件付きで受け入れた。

　その条件が、俺の同行だ。

　初めは関わりたくなくて、拒否した。しかし叔父が俺の耳もとで『聖獣』と、ささやいたことに戦せん慄りつを覚えた。

　あのおしゃべり精霊め。あれほど内緒だと言ったのに。当分プリンはなしだ。

　俺たちの秘密を漏らさない代わりに、泣く泣く同行を受け入れたのだった。

「ほぉー。それはぜひとも参加したいですな」

「残念ですが、パル殿は、ディアーナ様の護衛。ディアーナ様は、今回の迷宮には、参加しません」

　深く興味を持ったパルが、何度もディアーナをうかがい見るが、そのたびに彼女は首を横に振る。

「むぅ。そうなのですか……。それは残念ですな」

　パルはそう言って、いったんあきらめたそぶりをする。後でディアーナを説得するようだ。

　おそらくパルが期待している返事を彼女はくれないだろう。ディアーナは、裏迷宮の話が出た際に、同行を拒否している。なにか思うところがあるようだ。

　それに加えて、昨日の殿下の警告もあるし、そうそうに国を出ると思う。

　隣に座るディアーナを見ると、困ったような表情を浮かべていた。

　やはり元気がないようだが、昨日の空元気よりは幾分ましだ。

「姫さまからはなれろ！　ジークベルト！」

　突然、頭上から幼い声が聞こえると、ソファの上に小さな体が落ちてくる。

　やんちゃなこの少年は、エトムント殿の息子ヨハン君、四歳だ。

　俺とディアーナの間に収まったヨハンは、グイグイと俺を押す。少しでもディアーナから俺を遠ざけたいようだ。

　ふっ、無駄なあがきである。

「ヨハン！　お行儀が悪い。姫様、ジークベルト殿、申し訳ございません」

　エトムント殿が、ヨハンを叱咤して、その行動に頭を下げる。そんな父親の姿を見たヨハンが「とうさまっ……」と、悲壮感漂う顔で、こんなはずではなかったと体を縮めた。

　微妙な空気が流れる。それを変えるように叔父が、笑いながら話題を振った。

「元気があっていいね。アルの昔を見ているようだ」

「ほぉ、あのアルベルト殿がですか、今の姿では考えられませんな。では、ヨハンも大物になる可能性はあるということですな。はははっ」

「そうですね。将来が楽しみですね。パル殿」
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　パルの冗談に叔父が乗ると、エトムント殿がそれをたしなめる。

「父上、ヨハンの行動を正す発言はやめてください。アーベル伯も父上に乗らないでください」

　エトムント殿に、怒られた大人たちは、肩をすくめながらも反省はしていない。

　大人たちの会話を聞いて、縮こまった体が息を吹き返す。ヨハンが、俺を睨みながら本来の目的を遂行する。

「ぼくは、お前が姫さまの婚約者だなんて認めないぞ。姫さまは、ぼくがお嫁さんにもらうんだ」

「ほお、ヨハンは姫様を嫁にもらう気だったのか。それは愉快だな」

「おじいさまは、姫さまの騎士でしょ。なぜこんな奴を婚約者にしたのですか」

　ピシッと指をさされ、俺は苦笑いをする。

　初対面から俺をライバルと認識したヨハンは、お客様扱いではなく、対等だと思ったようだ。顔を合わすたびに「認めないぞ」と、突っかかってくる。本人は至って本気なのだが、はたから見ると、かわいいだけなんだよね。

　ヨハンの態度に、エトムント殿が注意しようと動くが、それをパルが遮る。

「それは強者だからだな」

「こんな女みたいな奴が、強いはずがない。おじいさまはだまされているんだ」

　その言葉を否定するヨハンに、パルが真面目な顔する。

「残念だがヨハン。姫様も、わしも、ジークベルト殿に命を救ってもらった。それにジークベルト殿は、エトムントより強いぞ」

「うっ、うそだ！　とうさまより、強いはずがない！　おじいさま、うそはダメなんだぞ」

　ヨハンは、衝撃を受けた様子で動揺する。そんなヨハンを見てパルがおもしろそうに笑い、エトムント殿に同意を求めた。

「嘘ではないぞ。なぁエトムント」

「父上、ヨハンで遊ぶのは、控えてください。後々大変なんですから……」

　エトムント殿は、あきれた口調でパルに苦言する。すると、ヨハンが必死に声をあげる。

「とうさま！　とうさまがジークベルトより弱いなんてないよね！　ねっ！」

「ヨハン。父上の戦闘能力の評価に嘘はない。総合的に考えてジークベルト殿のほうが、戦闘能力が上なのだろう。だが私も武人だ。自分で力量を把握していない相手より下だと評価されれば、納得いかない」

　エトムント殿、温和に見えて実は熱血さんでしたか。やはり血は争えませんね。

　はっはは。雲行きが大変怪しくなってきた。

「ジークベルト殿、よければ軽く一戦交えませんか」

「バルシュミーデ伯、ありがたい申し――」

「よし！　そうとなれば早速裏庭にまいりましょう！」

　どんだけ短気!?　俺の言葉を途中で遮って、勝手に了承を得たと思ってるし、いや断る予定なんですが……。えっ、もう部屋を出ている。あっ、いつの間にかヨハン君もいない。

　常識人だと思っていたけど、素早い動きに開いた口が塞がらない。

「ジーク、おもしろいことになったね」

　俺の肩を叩く叔父の顔は、とても生き生きしている。きっとおもしろい展開になったと思っているのだろう。無理だとは思うが、一応叔父に代理を提案してみる。

「ヴィリー叔父さん、代わりに一戦してください」

「それは無理な話だよ。ねぇパル殿」

　叔父が両手を広げると、パルに問いかける。

「そうですぞ。ジークベルト殿、あぁなったエトムントは、わしでも止められません」

「パル、わざと煽りましたね」

　俺のジト目に「ん？　なんのことですかな？」と、顔を横に傾ける。

　ツルピカの強面おっさんがとぼけても、まったくもってかわいくない。気色悪いだけだ。

　心の中で悪態をついていると、隣から笑い声が漏れる。

「うふふ。ジークベルト様、エトは、あぁ見えて、一度言い出したら、納得するまであきらめないんです。お付き合いしてあげてください」

「ディアの頼みなら、しかたないなぁ」

　ディアーナが自然と笑っていた。

　その笑顔に、俺は重い腰を上げるのだった。




　裏庭に全員が集まると、ヴィリー叔父さんが発言する。

「ジーク、この一戦での攻撃魔法はなしだ。バルシュミーデ伯もいいですね」

「いえ、攻撃魔法ありでお願いしたい」

　俺が答えるよりも先に、エトムント殿がそれを断る。すると、パルが助言する。

「エトムント、アーベル伯の提案を受け入れろ」

「父上しかし――」と、言いかけたエトムント殿の反論する声を遮って、パルが真顔で言い放つ。

「瞬殺だぞ。ジークベルト殿に攻撃魔法を使用されてみろ、それこそ剣を合わせる前に終了だ」

「……そこまでなのですか」

　少し表情を硬くしたエトムント殿が、パルに尋ねた。

「お前、ヨハンにわしの戦闘能力の評価は間違いないと言ったな。ここで断言してやろう。総合力だけで言えば、この場で一番の強者は、アーベル伯、次点でジークベルト殿だ。わしやお前など、足もとにも及ばんわ」

「……っ」

「おっ、おじいさま？」

　その言葉に絶句するエトムント殿。ヨハンは、信じられないものを見る目で、祖父を凝視している。

　そのふたりの表情を見て、パルがニヤリと笑う。

「だが、攻撃魔法なしで、補助魔法のみであれば、お前にも勝機はある」

　うわぁー。俺の評価、高すぎるでしょ。プレッシャー半端ないんですが……。

　たしかに、攻撃魔法を中心に戦えば、負けない自信はある。純粋に剣だけの手合せなら、体格差や経験値、熟練度を考えると、エトムント殿が圧勝するだろう。

　だけど、身体能力を上げる補助魔法を使用すれば、互角、いや俺が勝てる可能性が高い。

　パルは存外に、補助魔法のみでも勝てないが、隙をつくれば勝てると言っているのだ。

　息子に発破をかける親って、どうなのだろう。この場合、有効なのか？　はて？

　しばらくして、エトムント殿の俺を見る顔つきが変わる。

　鋭く俺を見据えると「攻撃魔法はなしで、お願いしたい」と、頭を下げる。

　その思ってもいない行動に、俺が慌てた。

「バルシュミーデ伯、頭を上げてください。軽く一戦を交えるだけですよね」

「軽くではなく、攻撃魔法なしのジークベルト殿の本気をお願いしたい」

　エトムント殿は、そう言って再び頭を下げる。

　その様子に、ヨハンが「とうさま」と、困惑を隠せないでいた。

　だから、わざわざ頭を下げる必要ないでしょ。生真面目すぎる。そこは、お互い攻撃魔法なしで、最善を尽くしましょう。とか、言いようがあるでしょうよ。この微妙な空気どうするの。

　俺が対応に困っていると、叔父から助け舟が入る。

「バルシュミーデ伯、ジークが困っているので、頭を上げてください」

「しかし、私は、ジークベルト殿のことを侮っていました。誠意を見せるのは、あたり前のことです」

「大丈夫ですよ。そのあたりジークは、きちんとわきまえていますので、安心してください。さぁ親善試合を始めましょう」

「親善試合ですか」

「えぇ、親善試合です。ジークベルトもいいね」

「はい」

　軽く一戦が、非公式での国の親善試合になったよ。

　今回の叔父の肩書は、マンジェスタ王国の副代表だ。叔父の発言には、効力がある。

　たぶん、エトムント殿を納得させるための発言なので、気にはしない。もともと本気で戦うつもりだったし、手加減なんて大それた考えは毛頭ない。なにより剣を交えれば、相手が加減しているかどうかなどすぐにわかるのだ。

「ではこれより、ジークベルトとバルシュミーデ伯の親善試合を行う。ルールは簡単。攻撃魔法なしの一本勝負。どちらかが降参、戦意喪失をした時点で、勝敗は決する。ただし、私が危険だと判断すれば、途中で試合を止める。両者いいね」

「「はい」」

「それでは、始め！」

　叔父の号令と同時に、俺は『倍速』『守り』『強化』を展開する。

　素早くエトムント殿との距離を縮め、まずは小手試しのひと振り。キンッと、小高い金属音が響く。

　くっ、さすが、剣が重い。……まっ、まずい……つっ。

　エトムント殿が、すかさず身長差を生かし、剣を合わせたまま体重をかけてくる。

　圧がハンパない。くっ、このままだと、押し負ける。どうする。いったん引いて、体勢を立てなおすしかないが、この優位な状況でエトムント殿が、やすやすと引いてくれるはずはない。

　だが、剣を押しつつ、うしろに引くしかない。そうだ！

『沈下』

「！」

　ふー。焦った。危ない、危ない。序盤だからと油断した。

　状況を説明すると、エトムント殿の足もとにある土を沈め、慌てたエトムント殿が、剣を引き後退した。

　これは攻撃魔法ではないから、ルール上、問題はない。

　んー。フィールドを変更してみるか。『沈下』『隆起』を使い、数十秒で裏庭を高低差のあるフィールドへ変える。

　俺のこの奇妙な行動に、エトムント殿は動けないでいた。魔法能力の高さと、一刀目で把握した剣の技量を踏まえ、警戒している。だが、勝機が見えていたはずだ。

　先ほど剣を合わせた結果、このまま戦えば、ジリ貧で俺の負けが確定してしまうからだ。

　魔法で『強化』したにもかかわらず、五分どころか押し負けていた。パッシブスキルの身体強化も効いているのにだ。

　過信していた。魔法で強化できても、もとが発展途上の子供の体なのだ。強化にも限度がある。

　そこで思いついたのが、速さと身を隠せるフィルードだ。

　小さな体を生かし、奇襲をかける。体力は消耗するが、エトムント殿の精神負荷は、相当なものだ。

　もちろん気配察知されないよう、うまく『隠蔽』を使用する。これでどこから攻撃されるかわからない状況だ。

　何度目かの奇襲で、相手の懐に入る隙が生まれた。だが、あと数センチのところでかわされる。

　俺はザッーと、うしろに下がり、エトムント殿の動向をうかがう。

「なかなかやりますね。気配が掴めない。これでは私がもたない」

「負けを認めますか」

「まさか！　このような機会はそうそうない！　己を高める絶好のチャンスだ！　これで私もまた成長できる！」

　あっ、変なスイッチ押したかも……。

　エトムント殿の目が大きく見開かれ、口から「フフフフフ……」との声が漏れる。精神が削られる現状をあきらかに喜んでいる。

　うわぁー。エトムント殿って、マゾか。この表情、教育的にもヨハンに見せていい表情なのか。

　いやダメなやつだと思う……。

　ハッと、ヨハンたちの位置を確認して、安堵する。ヨハンたちからは、エトムント殿の背中しか見えない。高低差のあるフィールドへ変更した際、叔父が気を利かして観覧席をフィールドよりも高くしたため、全体が見渡せるのだ。

　よそ見をしていると、剣圧が飛んできた。「あぶなっ」と、ギリギリのところで回避する。

　いらぬ心配をした隙に、攻撃を受けた。俺の代わりに剣圧を受けた土壁は、斜め横に切断され、ズッズッズと、上が落ちた。

　えっ、あれ、まともに受けたら死にますが……。

　ぶるっと身震いし、攻撃したエトムント殿を確認するが、そこにはいない。

「しまった！　上かっ」と、声をあげた時には、剣が俺の頭上めがけて振り下ろされていた。

　間一髪、『倍速』で避ける。ドスンと、先ほどまで俺がいた場所は、直径一メートルほどの穴があいていた。

　えっ、あれ、デジャブ？　死ぬよ俺！

「これも避けるか……フフフ。なかなかしぶとい。さていつまで避けれるか」と、その宣言から始まった剣圧の嵐。せっかくつくった高低差のフィールドが跡形もない。怒涛の攻撃で、ふたりとも、息が荒い。ただやはり武人。攻撃力が回を増すごとに上がっている。

　そろそろ決着をつけないと、俺自身の身が危ない。

『守り』を展開しているので、攻撃は死守できている。なんだかそれも、エトムント殿に突破されそうなのだ。ここで仕掛けないと、負ける。俺の直感がそう言っている。

　顔の横を剣圧が飛ぶ。考えている間にも攻撃の手はやまない。俺も慣れたもので、剣圧の動きに体が自然と反応し、軽々と避けるようになった。

　それに気づいたエトムント殿は、剣圧の速さと攻撃力を高めていく。それを俺が軽々と避ける。さらに――と、もう悪循環だ。もちろん俺が避けた先は、土壁だったものの残骸だ。

　俺が、あぁなった可能性はある。決着をつけよう。

　俺は魔力循環に集中する。黒い剣に、おびただしい量の魔力を注ぐ。

　まだいける。まだだ。黒い剣が、赤黒く光りだす。まだだ。まだお前の限界はそこじゃない。

　エトムント殿の息をのむ声が聞こえた。

「バルシュミーデ伯、決着をつけましょう」

　そう言った俺の手には、俺の全魔力を注いだ赤黒く光る黒い剣が、不気味に光っている。

「えぇ」と、エトムント殿は、受けの姿勢で構える。俺はひとつうなずき、今できる最大限で、エトムント殿に向かい剣を振る。それを全身で受けとめようと剣で支えるが、真っぷたつに剣が折れ、防御魔法の障壁も割れ、黒い剣がエトムント殿の体につく寸前で止めた。だが、勢いのついた剣圧は、エトムント殿の体を切り裂く……直前で、二重いや三重の『守り』が展開されていた。叔父の『守り』だ。

「そこまで！　勝者ジークベルト!!」

　叔父の声が響き渡る。

　終わった。勝てた。勝利を噛みしめる。

「最後の一刀は、手出しできない。完敗だ。ジークベルト殿は強い」

「いえ、今回はたまたまです。一時はどうなるかと……」

　健闘をたたえ合いながら、お互いに握手を交わす。

　そこに叔父たちが、近づいてくる。

「ジーク、最後の一刀はすさまじかったね。剣を折った上に、防御魔法を三枚壊した威力はすごいね」

「ヴィリー叔父さん『守り』ありがとうございました」

「親善試合で、怪我人が出る事態になれば、私の責任だからね。でも保険をかけておいてよかったよ。判断を誤れば取り返しのつかないことになったからね。で、あれは、剣にジークの魔力を注いだだけなんだね」

「はい。魔法剣は、攻撃魔法と判断しました。序盤で、バルシュミーデ伯との力量差がわかり、精神攻撃へ戦略を変えたのですが、あの通りの結果となったので、どうしたものかと考えていた時に思いついたんです。剣に魔力を注げば、体と同じく攻撃力が増すのではないかと」

「普通の剣なら、魔力に耐えきれず折れるだろうけど、その剣は特別だからね」

　俺の説明に叔父は納得したかのようにうなずく。横にいたパルも「試合中に思いつくとは、さすがジークベルト殿ですな」と称賛する。

　だけど、ヴィリー叔父さん、パル、俺は忘れませんからね。

　試合中、エトムント殿の殺気を間近で察した俺は、ふたりへ必死に合図していた。それにもかかわらず、無視しましたね。危険と判断したら止めるって言いましたよね。覚えていろよ。狸親父ども。

「お、おれは、みとめない！　こんなの……。お前、ずるしたんだ！」

　ヨハンの叫び声が、裏庭に響く。ヨハンはひどく動揺しているようで、普段の呼称に変わり、その場で地団駄を踏むと、ブルブルと肩を震わせ、涙を浮かべて癇かん癪しゃくを起している姿が目に入る。

　尊敬する父親の負けを認めたくないのだろう。

　そうだよな。四歳児の反応ってこれがあたり前だよな。その姿に妙に納得する俺がいた。

　俺の周りは、ほぼ大人であり、子供であるはずのディアーナも、精神年齢が高い。俺はもともとアドバンテージがあるので除外だが、そうなると見た目と精神が合致するヨハンが、新鮮に見えるのはしかたがないことだ。

　俺がその様子を傍観していると、ヨハンから魔力があふれ出している。

　これは感情の起伏に、魔力が反応しているようだ。魔力制御が上手にできない子供には、たびたび起こる現象だ。それといって珍しいことではない。

　ヨハンは、ひと通り暴れるとらちが明かないと悟ったのか、荒くれた感情のまま屋敷に向かい走りだした。

『今彼をひとりにしてはまずい』と、頭の中で警戒音が鳴り響いた。俺は慌ててヨハンを追いかける。

　俺が追っていることに気づいたヨハンは立ち止まり、俺に指をさして警告する。

「ついてくるな！　とうさまに勝てたのは、たまたまなんだからな。おれだって、大きくなれば、お前なんか倒せるんだっ！」

　その手には『移動石』が、握られていた。

　なぜここに、それが！　まずい！

　ヨハンは感情が制御できず、魔力が暴走している。このままだと『移動石』が、発動されてしまう。

「ヨッ、ヨハン君、落ち着こう。うん、今回はたまたま俺が、勝ったんだ」

「うるさい！　うるさいぞっ!!　あたり前だ。とうさまが、お前なんかに負けるはずないんだ！」

　火に油を注ぐとは、こういった場面のことを表すのだろう。ヨハンは、さらに魔力を暴走させた。

『移動石』が発動する魔力の限界を超え、辺り一面、光に包まれた。










はじまりの森




　目を開けると、森の中にいた。

　夢だったとかのオチではない。また巻き込まれたようだ。『苦労人』仕事しすぎじゃないか。まぁ今回は、巻き込まれてよかったと思う。

　ヨハンひとりでは、この森からの脱出は難しいだろう。

　現在地を確認するため、『地図』を起動し、ここが『はじまりの森』であること、エスタニアの王都からだいぶ離れた場所であることを把握する。そして、予め登録していたヨハンの位置情報が近くにあり安堵した。

　前回とは違い、体接触がない状況での強制移動だったため、俺とヨハンの座標がずれたようだ。

　これで全然違う場所に飛ばされていたらしゃれにならない。一歩間違えれば、死につながる世界なのだ。ほんと近くでよかったよ。

　魔物の気配がないため、のほほんと構えていると、「うわぁーー」と、ヨハンの叫び声が聞こえた。

　瞬時に『倍速』で、ヨハンの場所まで移動すると、ヨハンは紫の煙に包まれていた。これは、あまりよろしくない展開だ。

『微風』で、ヨハンの周囲を包んでいる紫の煙を一掃する。そのままヨハンを引っ張り、紫の煙のもとから遠ざける。この紫の煙は、感覚器官を麻痺させる作用があり、だいぶ煙を吸い込んだ様子のヨハンに『正常』をかけ、声をかける。

「大丈夫かい？」

「うっ……うーん」

　まだ混沌としているようだ。ステータス異常は見受けられないので、あとは本人の意識がはっきりするのを待つとしよう。

　その間に、紫の煙のもとを確認する。いまだ紫の煙を周囲にまいているそれは有毒植物に分類され、別名『幻影死草』と呼ばれる。

　木々に寄生する幻影死草は、獲物を捕獲するまではその姿を現さない。だが今回は、ヨハンを捕獲するために本体が出ていた。幹の間から紫色の触手のような物が伸びており、その本体はラフレシアの形に似ていた。

　これ植物なのか？　獲物の感覚器官を麻痺して咀嚼する肉食だろう。知能も高いが、魔物に分類されない。

　ヘルプ機能いわく、有毒植物は、魔石がないので魔物ではないとのこと。魔物や魔獣は、体内に魔石があるそうだ。

　なぜ伝聞なのか。その事実を今さっき知ったばかりだからだ。

　いつも魔物の解体は全部、テオ兄さんたちが処理してくれた。俺個人がレベルアップのために仕留めた魔物も『収納』にほぼ放置している。

　いやだってさ、今の年齢で売りに行けば目立つし、テオ兄さんたちに頼むと、抜け出しているのがばれるだろう。まぁバレてはいるけど、見て見ぬふりをしてくれているのに、そこで仕留めた魔物をお願いするのは、筋違いだろう。それに俺の『収納』は、時間停止機能があるので、仕留めた魔物をそのまま維持できる。冒険者になってから売る予定だ。ちなみにダンジョンや迷宮では、魔物はドロップ品に変わるため、魔石は出ない。まさに異世界ファンタジー。

　話が脱線している間に、触手が増え、ウニョウニョと活発に動いていた。気持ち悪いな。おそらく獲物であるヨハンが射程圏内からはずれ、逃げたことで辺りを警戒しているのだろう。

　さて本体も確認できたし、排除しますか。寄生している木を燃やさないよう制御して『灯火』を使うと、それは跡形もなく消えた。

　任務完了！　あとは『地図』で、有毒植物の分布を確認する。この森全体に点在しているようだ。

　ヨハンもいるし、面倒だけど接触しないで動くとするか。今日の寝床候補も確認して『地図』に印をつける。そのまま視界の隅に『地図』を配置して、意識がはっきりした様子のヨハンのもとへ戻る。

「ヨハン君、気づいたんだね」

「ジーク、ベルト……なんで？」

「これ何本に見える？」

　有無を言わせずヨハンの前に指を突き立てる。

「えっ、二本」

「じゃ、これは？」

「四本」

「うん。後遺症はないようだね。よかった」

「助けてくれたのか、ありがとう。ジークベルト」

　モジモジと頬を赤くさせ、うつむきながらも感謝するヨハンに、これがデレか！　ツンはどこだ!?　そもそもツンデレとはなんだーーと、心で絶叫する俺がいた。

　ヨハンの純粋な感謝にテンションが上がり、デレだ。デレがきた！と思ったが、実はツンデレが、よくわからない。だが、この状態はデレのはずだと、俺ルールを決めた。

　ディアーナに憧れて、俺に突っかかってきた時も、かわいかったが、このモジモジ加減もいい！

　やはり小さい子は、かわいいな。

　俺が心の中で、世間的に誤解を招く表現をガッツリしていると、ヨハンは、赤かった頬を徐々に青くさせ、心なしか震えた声で俺に問うた。

「それで、どうしておれたちは森にいるんだ。とうさまは……？　おじいさまは……？」

「僕たちは、『はじまりの森』に転移したようなんだ」

「『はじまりの森』？　どうして？　てんいするんだ？」

　ヨハンは、なぜここに転移したのか理由が思いつかないようで、至極困惑した様子で俺に投げかける。

「ヨハン君が握っていた石。あれは『移動石』だったんだ」

「いどうせき？　えっ？　だってあれは、お守りだって……」

「誰にいつもらったのかな？」

「……っ」

　ヨハンの言葉が詰まる。

　これは、聞かれたくない理由があるようだ。誰かをかばっているのか？　いや違うな。おそらくもらった状況を言いたくないのだ。

　察するに移動石は、屋敷の外でもらったのだろう。しかも無断で抜け出していたのだろう。

　抜け出していた事実が判明すれば、今後の抜け出しは容易ではない。だがこれは重要な情報なため、ごまかしを見逃すわけにはいかない。

　ごめん、ヨハン。心の中で謝罪しつつ、諭すようなゆっくりとした口調で、だけど拒否させない断定した言い方をする。

「ヨハン君、とても大事なことなんだ。今回の転移は、たまたま俺が巻き込まれたので難を逃れたけど、もしひとりで転移したら幻影死草の餌食になっていたんだ。とても危険なことだとわかっているね。あの石はどこで誰にいつもらったんだい？」

「ゲンエイシソウ……。きょう、ダンたちと、遊んでいた、時に、おじさんが、くれったんだ……」

「おじさん？　知っている人かい？」

「しらないおじさんっ、おれっ、たちが、遊んでたら、いいもの、あげるって……。おっ、おれ、あぶないものだとは、おもわなかった。きっ、きれいだし、キラキラしてて、お守りだって……」

　ヨハンは唇を噛みしめながらうつむいた。危険な物を安易にもらってしまった後悔があるのだろう。

『移動石』の実物を見たことがなければ、綺麗なガラス玉だもんな。お守りだと言われれば納得してしまうサイズでもある。

　だけど、ヨハンは貴族だ。外敵から身を守る手段を習っているはずだ……。

　あれ？　もしかして、まだ習う年齢ではないのか？

　俺は三歳の時に他者から物をもらう時の断り方を習っている。貴族は命を狙われることもあるので、屋敷外での直接の受け取りは原則しない。それを知らない民などからの品はいったん侍女が預かり、安全性を確認した後、手もとに届くのだ。もちろん侍女たちが近くにいない場合は、相手を傷つけないように遠回しなお断りをするか、屋敷へ持っていくよう言葉巧みにお願いする。

　なによりも贈答品は直接触らない。これ鉄則です。俺がアンナ監修の教育を思い出していると《ご主人様、一般的な貴族は、五歳から教育が始まります》とヘルプ機能から遠慮がちに報告が入る。

　うん。そんなことだろうとわかっていたさ……。

「ほかの子も、もらったのかい？」

「うん……」と小さな声でうなずくと、なにかを察したヨハンが「ジークベルト、どうしようっ！」と、涙を浮かべ俺を見上げながら訴える。

「ダンたちも、森の中にとぶのか？　助けないとっ！　あのけむりをすうと、なにも見えなくて、音も聞こえなくて、からだも動かなくなった。だから、助けないと！」

「ダンたちは、平民なのかな？」

「ダンたちは、平民だけど、いい奴なんだ！　守るのは、おれたちきぞくのやくめだから、助けて、ジークベルト！」

「あっ、言葉のチョイスを間違えた。ごめん、ヨハン君。ダンたちが、平民なら、移動石を発動させるほどの魔力はないはずだから、大丈夫だよ」

「だいじょうぶなのか。よかった」

　ヨハンの頬から一筋の涙が流れた。その涙に気づき、ゴシゴシと手で目をこする姿に、そんなにこすると、後で赤くなるぞといらぬ心配をする。

　もう心情は、お兄さん状態である。現世では末っ子だけど、前世ではお兄さんだったからね。

　さてと、これで叔父さんに報告する内容は、集まったな。まずは石を確認してもらおう。

　おそらく、ヨハン以外の子供たちの石は、ただの石の可能性が高いが、万が一ってこともある。

　で、問題は、誰を狙っての行動だったかだ。

　ディアーナが、バルシュミーデ伯爵の屋敷に滞在していることは、周知の事実だ。ただ、ディアーナを狙うにしても、ひと目で『移動石』だとわかる石をヨハンに渡したところで、警戒されることは目に見えている。

　まさか……、ヨハンの魔力暴走も計画の内だった？　だとすれば、予知スキルがあるのか!?

　ヘルプ機能、調べてほしい。

《固有スキルの中に、予知スキルなるものがあります。所持者の多くが、教会で修行した高位な僧や尼ですね》

　うわぁー。ここにきて、宗教が絡んできたよ。

　宗教は、否定しないが、絡みだすとファンタジーでは、だいたいよくない展開になるんだよね。

　なにもなければいいけどさ……。あぁー。すごく嫌な予感がビシバシとする。

　とりあえず『報告』だ。すべての内容が届く距離ではないので、緊急事態である旨と念話で状況を説明することを伝える。

『報告』は距離や魔力によって伝えられる文字数に制限がかかる。近距離では、長文を伝えることができるが、長距離になると途端に文字数が少なくなる。あまり魔力も使いたくないので、現状を伝え、彼らに伝言役となってもらおう。

『報告』が終わり、夜に念話することで話がついた。

　それまでに、今夜の野営地への移動と、彼らへの説明も必要だ。

　二度目の失踪だけど、今回は『報告』『移動』などの魔法が使用できる状況なので、そう大おお事ごとにはならないだろうと、思っている。前回は、情報がなく屋敷内が騒然として大変だったと聞いた。ほんと、愛されてるよね。

　今回は、他国での失踪だが、背景が背景なだけに、本国には連絡が入らないはず。ユリウス王太子殿下は、そのへんの判断ができる人だ。あの殿下とは違うのだ。

　さて、まずは移動だな。涙が止まったヨハンを促し、『地図』に登録した寝床候補へ足を進める。

「ジークベルト、とうさまたちはいつくるんだ？」

「そうだね、ここは王都からだいぶ離れた場所だけど、ヴィリー叔父さんの『移動魔法』を使用すれば、早くて二、三日かな。遅くても武道大会が始まる前には迎えに来るよ。ここに生息する魔物であれば、僕が倒せるから、安心していいよ」

　不安気な表情をしていたヨハンが、俺の説明を聞くにつれ、少しずつ元気を取り戻している。ヨハンの歩く速度が上がった。

「食料も十分あるし、テントもあるから野外キャンプだと思って楽しもう！　ただし、森の中をたくさん歩くから覚悟はしてね。今いる場所は、森の中でも奥地なんだ。早めの合流を考えれば、僕たちが動く必要があるんだ」

「二、三日……。わかった。おれ、がんばる！」

「うん。がんばろう！　もうすぐ夕方になるから、今日の野営地へ急ごう！」

「うん！」

　威勢のいい声に、これは大丈夫そうだと安心する。

　ヨハンぐらいの年であれば、家に帰れない不安で、情緒不安定に陥り、意思疎通や行動ができない状態になってもおかしくはないだけに、空元気でも安心はする。まぁ不安はあるだろうけどね。

　そうヨハンに説明したが、すぐに助けがくるわけではない。

『移動魔法』は、術者が行った場所しか転移ができないという欠点がある。どの術者も最初は移動石で転移し、実績をつくるのだ。

　ヴィリー叔父さんも、エスタニア王国への訪問は初めてだったため、先に移動石で転移している。

　そこにきての『はじまりの森』だ。訪れたことがないことはわかる。

　今日の夜、念話で詳しく話し合いをするが、『はじまりの森』の近隣で、移動石の登録がある町を探すことから始まるだろう。

　移動石は、稀少でほぼ流通していない。また移動石に登録のある町は、ほぼ主要都市である。ここから一番近い町、村の移動石を手に入れることは、困難だろう。そうなれば、ここから近く大きな都市が候補となる。移動距離も考えれば、到着まで二、三日となる計算だ。

　まぁ俺が『移動魔法』を使用すれば、すぐに戻れる話なのだが、秘密にしているため、助けを待つしかない。

　いざとなれば使用するけどね。危険が迫っているわけでもないので、ここは待つの一択だ。

　そうこうしているうちに湖の畔にある野営地に着く。

　魔法袋に手を入れたと見せかけて『収納』から魔テントを出す。

「魔法袋！　魔テント！　すげぇ、本物だ。ジークベルトさわっていいか？」

　物珍しそうに、俺の手にある魔法袋を見ているヨハンは、とても興奮していた。

　そのヨハンに、魔法袋を渡す。両手で大事そうに俺の手から魔法袋を受け取ると、キラキラした目で俺に問う。

　その姿はとてもかわいい。弟いいな。欲しい。

「なぁ、なぁ、この中には、なにが入っているんだ？　おれでも取り出せるか？」

「使用者の特定をしていないから、ヨハン君でも取り出しは可能だよ。中身は主に食料だよ」

「ほんとうか！　じゃ、後でおれが魔法袋から、出してもいいか？」

　ヨハンが遠慮がちに、でも目を輝かせて、俺を見上げながら問う。

「うん、もちろんだよ。だけどヨハン君、伯爵たちも持っているよね魔法袋。そんなに珍しいかい？」

「とうさまたちは、にんむで使うことが多いので、中のものは、国のじゅうようなものが入っているんだ。だから、魔法袋は、かってにさわってはダメなんだぞ。おじいさまは、こじんてきに手に入れたと、言ってたけど、きちょうなものだからな、がまんしたんだぞ」

　あぁ、そうだった。

　世間一般では、魔法袋は大変貴重なものだった。空間魔法の取得者が少なく、魔道具作製スキルもいるため、流通している物はごくわずか。貴族でも所持している人が少なく、容量も少ない。

　俺の周囲は、所持者が多いので忘れていた。つい俺基準で考えてしまった。

　俺は恵まれた環境にいるので、魔道具なども手に入れやすい。しかも前回転移されたコアンの町で、魔導職人のボフールを父上に紹介してもらった。今目の前にある魔テントは、ボフール作のものだ。

　オリジナル注文をしたので値は張ったが、巻き込まれた際の賠償金が入ったため、痛くもかゆくもなかった。

　賠償金。俺がその事実を知ったのは、注文した後だった。

　ボフールから値段を提示され、お金のことを考えていなかった俺は慌てふためいたが、『心配せんでも、ジークベルト殿の専用口座から引き落としておきますがな』と、肩をパンパン叩かれた。

『専用口座？』と、首をかしげた俺に『聞いてませんがな。ギルベルト殿の話では、大金貨五十枚までなら余裕があると聞きましたがな』とのボフールの言葉に、開いた口が塞がらなかった。

　あまりにも金額が大きすぎて、現実味がなかった。

　五千万だよ。子供に五千万、お小遣いで渡すなんて異常な話……あるはずはなかった。

　口座の中身は、ほぼ巻き込まれた際の賠償金、迷惑料だった。ヴィリー叔父さんが、相当な金額を提示したようで、謝罪に来た魔術省のお偉いさんが憔しょう悴すいしきって項垂れていた裏には、そのような背景があったようだ。

　だけど叔父さん、あなたは、被害者でもあるが加害者でもあるんだよと思ったのは、俺だけではないはずだ。しかし叔父に抜け目はない。あたり前だが、賠償金は出ない。その代わりに長期の休暇をもぎ取ったと聞いた。さすが叔父である。

　叔父のおかげで多額の資金が手もとにあるため、ボフールには、魔テント以外の魔道具も数点依頼した。それを差し引いても賠償金には、まだまだ余裕がある。父上がそのまま渡してくれたのだ。

　賠償額は大金貨七十枚。

　魔術省内で儲けた資金の一部から支払われる。なぜ魔術省が賠償金を支払うのか、実験に提供された移動石が、魔術省から納品されたものだったからだ。

　魔術省は、国の機関だが、一部独立機関がある。その独立機関が、魔道具の販売や管理などの営利的な運用をしている。叔父いわく、運用利益のほぼ半分が、不透明な流れのため、遠慮する必要はないということだった。大人の話なので、これ以上の情報、首は突っ込まない。

　父上には、ボフールに魔道具を依頼したことを報告している。もちろん感謝も伝えた。

「なぁ、なぁ、ジークベルト！　これはなんだ？」

　ヨハンが、白い大きな箱を指して、俺に質問する。

「あぁ、それは簡易版の魔冷機だよ」

「まれいき？」と、なじみがない言葉に首をかしげる。

「あぁ、なじみがないよね。物を冷やす道具だよ。ほらこれ飲んでみて」

「冷たい！　おいしい!!」

　ヨハンの予想通りの反応に、俺の口もとがにやける。

　魔冷機は、魔コンロとは違い、ほぼ一般に流通していない。需要がないからだ。

　これには、この世界の食事情がおおいに関係している。単調すぎる料理方法が原因なのだ。

　これについては、我が家の料理長に食改革は託したので、あとは料理長がどう改革していくかだ。

　今後、魔冷機の需要は増えるはずだ。

「この魔テントの中はすごいな！　たくさんの魔道具があるし、魔テントがこんなに広いなんて知らなかったぞ！」

「あっ、ヨハン君。この魔テントは特別製で、普通の魔テントはベッドひとつ分ぐらいの大きさだよ。ここにある魔道具も特別に備えつけてもらったんだ。一般に流通しているものとは、仕様も少し違うんだ」

「そうなのか？　おれも、とうさまたちのような騎士になれば、買えるか？」

「そっ、そうだね。騎士の給金がどれくらいか、わからないけど、たぶん、買えるかな」

「そうか！　おれ、がんばるぞ！」

　勢い込むヨハンに、視線をそっとはずす。

　金に物を言わせて作った我儘仕様の魔テントと魔道具だ。お値段もなんと大金貨十二枚。ちょっとした家が買える値段だ。魔テントの広さは、俺の空間魔法をガラス石に収納し作ってもらった特別製で、いわゆる俺専用で一般流通はできない。

　贅沢品だが、後悔はない。ほぼ家なのだ。その間取りは、１ＬＤＫ、バス・トイレ別だ。

　特にこだわったのは、風呂だ。元日本人。やはり風呂にはうるさい。そのこだわりように、ボフールもあきれて物も言えない状態だったが、そこは一流の職人、要望通りの風呂をつくってくれた。

「ヨハン君、先に風呂に入ってしまおうか」

「ふろ？」

「森を歩いて泥だらけだしね。綺麗にさっぱりしてから、ご飯にしよう」

　自慢の風呂へヨハンを誘導する。

　魔テントに入ってから、風呂に入りたくてしかたなかったのだ。

　実は魔テント内の風呂に入るのは、今日で二度目。魔テントが納品された時以来なのだ。

　鼻歌交じりで服を脱ぎ、魔洗機へ衣類を投げ込む。俺のまねをして、ヨハンも衣類を魔洗機へ投げ込むが、おそらく用途はわかっていないだろう。

　魔洗機の蓋を閉め、衣類乾燥まで設定して、動かす。

　突然、動きだした魔洗機に「ジークベルト、なんだこれ？　すげぇー、服が回っているぞ！」と、ヨハンは驚き興奮しているが、簡単に用途を説明して、風呂の扉を開ける。

　それよりも風呂だ。風呂なんだよ。

　開いた先には、俺たちを待ち構えていたかのように、風呂ができあがっていた。あたり前だ。かけ流し風呂なので、二十四時間いつでも入浴でき、自動お掃除機能付き、カビ対策もばっちりだ。

「おぉー。ひろーい！」

「あっ、ヨハン君。先に体を洗ってからだ。マナーだよ」

「うん。これなんだ？」

「それは体を洗う用の石せっ鹸けんだよ」

「せっけん？　せっけんはこんな物じゃないぞ。白くてかたいんだ」

「えっと、それは固い石鹸を液体にしたものだよ。そしてこれは頭を洗う石鹸だよ」

「えきたい？」

「まずは使ってみて、このタオルに石鹸をつけて、泡立てると……ほら！」

「おぉー。おれもする」

　ヨハンが一生懸命、泡立ているそれは、俺特製のボディーソープとリンスインシャンプーだ。

　アンナたち侍女と結束して、作製したそれは、アーベル家の事業のひとつとなっている。

　ご婦人たちには、とても好評で、種類を増やす方向だ。入浴剤、化粧水、乳液、美容液など、美容関連の知識も、前世の妹に付き合わされた関係上、一般男性よりはあるので、時間があれば着手する予定だ。その事業の利益の一部も、俺専用口座に毎月入金されている。『発案者の権利だ』と、父上は言っていたが、もらいすぎのような気もする。まぁもらえるものはもらうけどね。

「この石鹸、すっげーいい匂いがするな！　それにあわが簡単にできる！　楽しいぞ！」

「だろう。自慢の品なんだ。まだまだ改善の余地はあるけどね」

「かいぜん？　ジークベルトは、難しいことばかり言うな。おれもジークベルトのとしになれば、そうなるのか？」

「うん？　これは職業病というか、性格の問題だから、ヨハン君は、僕みたいにはならないと思うよ」

「そうか、よかった」

　ザッ、ザーー。体についた泡を流し、楽しそうにヨハンは浴槽へ向かっていく。

　あれ？　なんだろう？　この妙に傷ついた感じは……。いや、いいんだけどね。

　ヨハンの後に続き、体を洗い終えた俺は、お待ちかねの入浴タイムへ。

　はぁー。気持ちいい。やっぱ檜風呂はいい！　かけ流しという点もいい！

　先に浴槽に浸かっていたヨハンは、頬を真っ赤にして、檜に頭をのせ、気持ちよさそうに浮いている。

　ヨハン、わかってるね。だけどこの風呂は、それだけではないんだ。

　ほれ、ポチッとな。

　ヴィ、ヴィヴィーーン。「なっ、なんだ!?」と、ヨハンが慌てて立ち上がる。風呂が動きだし、檜風呂からジャグジー付きの風呂へと変わる。

　フフフ、これこそ男のロマンを詰め込んだ。変形風呂だ。これぞ異世界ファンタジー。

「ジークベルト、この風呂すごいぞ！　すげぇ、木の風呂から泡の風呂に変わったぞ！　すげぇ、すげぇぞっ！」

「だろう。それだけではないんだよ。浴室もこんな感じに変化できるんだ」

　俺が再びボタンを押すと、浴室全体が暗くなり満点の星と朱月、蒼月が、映し出される。

　露天風呂体験だ。ほかにも何パターンか、用意してある。

　リアリティが大事なので、映し出されている映像は、生映像ではないが、実際にあった過去のものだ。もちろん、生映像も可能だ。

「きれいだな。外で風呂なんて、ぜいたくだな！　風呂が好きになるな！」

「わかってるね、ヨハン君！」

　ふたりで、風呂を満喫した。途中でヨハンがのぼせるハプニングもあったが、とても満足した時間だった。

　風呂に浮かれすぎていて、俺は、すっかり忘れていた。










阻害要因




『ハク、スラ、聞こえるかい？』

『ジークベルト!?』

『主？』

『ジークベルト!!　心配した！　何回もジークベルトの名前を呼んだ。心配した！』

『念話、たくさんした』

『えっ？　念話がつながらなかったのか？』

『そうだ。ジークベルトって何回も呼んだのに、ザーーって、音がしてダメだった』

『砂嵐か』

　遠距離で電波が届かないとか？　そもそも念話は、魔契約の機能のひとつだろ。なんらかの理由で阻害されているってことか。

　現に、俺からの念話は、通じている。俺からの念話は、つながるってことか？

『すなあらし？』

『あっ、いや、こっちのことだ』

『主、今どこにいる？』

『はじまりの森だよ』

『はじまりの森？　外？』

『外だね』

『主、なぜ外にいる？』

『ちょっとした事故で、外に転移したんだ』

『じこ？　じこすると外にいく？』

『えーと、スラ、事故すれば、外に行くではなくて、今回は、たまたま偶然が重なってかな』

『ぐうぜん、かさなる』

　スラが、納得する答えを俺は持ち合わせていないので、曖昧に言葉を濁す。

『近くにヴィリー叔父さんは、いるかな？』

『『いる』』

『ハクとスラにお願いがある。今、俺はヨハン君と、はじまりの森にいると、ヴィリー叔父さんに伝えてほしい。そして伝言役をお願いしたい』

『わかった！』

　ハクとの念話が切れる。ハクが状況を伝えに行ったようだ。

『主、伝言、スラできる』

『ん？　スラが伝言役をしてくれるってこと？』

『できる。肉！』

『あははは。わかったよ。スラはぶれないね。肉了解！』

『準備する』

　スラとの念話が切れる。なにを準備するのだろうか。

　スラの突発的な行動は、エスタニア王国の留守番をするように伝えた際にもあった。

　セラの治療をした後の出来事だった――。
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　――セラの治療が終わり、留守番の時の懸念を話し合っていた。

　スラに俺がいない間のセラの魔力吸収をお願いした。

　しかしスラは留守番を拒否した。どうしても俺と一緒に行くと譲らなかったのだ。

『セラ、好き。でも、主と離れない』

　断固として譲らないスラのかわいい発言に、俺の口もとが緩む。

　はっ！　ここでほだされてはダメだ。心を鬼にして、説得しないと負けてしまう。

　俺はハクにも加勢をお願いして、スラを説得するが、なかなかスラからは、いい返事がもらえず、やきもきとしていた。

　その様子を見ていたセラが、困った感じで眉を八の字に下げ、口を挟む。

「ジークベルト様、私は大丈夫です。ですから、スラちゃんを連れていってください」

「それはダメだよ。やっと魔力飽和も改善して、体力づくりを始めたのに、もとに戻ってしまう」

　俺は頭を振り、その考えを否定する。そして、セラに目線を合わせて「それにセラさんが、痛い思いをするのがわかっていて放置なんて、僕は嫌だよ」と伝えた。

「ジークベルト様……」

　セラは、自分さえ我慢すればいいと思っている。

　その痛みに周りが、どれだけ心を痛めているか、自覚してもらう必要がある。

　みんな、セラがとても大事なのだ。

　エスタニア王国の訪問は、武道大会開催期間も含めて約一ヶ月。魔草で抑えたところで、セラの負担が減るわけではない。

　前世の経験から、セラの気持ちは痛いぐらいわかる。俺の不幸体質は、俺自身とは関係なく、周りを巻き込んだ。家族には数えきれないほど迷惑をかけたし、俺さえ我慢すればいいと思っていた時期もあった。だけど、それは違った。俺が自分を大切にしないで、周りが幸せになることはないのだ。

　セラ自身が、自分を大切にするその意識を高めてほしい。

「マリアンネ様も、私のためにお留守番を申し出て、いらっしゃいました」

「マリー姉様は、いろいろと考えがあってのことだよ。セラさんが、気にすることはないよ」

　そうなのだ。なんとマリー姉様が、自ら留守番を買って出たのだ。

　あれだけ俺とのエスタニア王国の訪問を楽しみにしていた姉様がだ。なにか裏があるのではないかと勘繰るのもしかたない。

　ただ単に光魔法を享受しているセラが、心配だったようだ。

「私にも考えるところがあります。お父様と一緒に家を守りますわ。だけど次は、セラさんと一緒にジークとお出かけしますからね」

　美人がすごむと迫力がある。その勢いに思わず、うんうんとうなずく俺。

「約束を破ったら……、わかっているわね、ジークベルト！」

「はい。マリー姉様。約束は必ず守ります」

「いい返事だわ。セラさんのことは、私に任せなさい。アーベル家にふさわしい淑女にしてみせるわ」

「ほどほどに、してくださいね」

　一応、釘を刺しておいた。マリー姉様は、セラの問題点を把握している。姉様に任せておけば、セラの自己犠牲癖は治るだろう。ただ、セラの儚げな感じは、残してほしい。

　マリー姉様は、気が強い系の美人だ。姉あね御ご肌はだともいう。その人物に鍛えられれば、同じような感じになるのではないかと、若干の不安もあったりする。

　ちなみに、ディアーナは正統派。エマはかわいい系だ。

「そういえば、ジークは、どのような女性が好みなの？」

「えっ、俺の好みですか？　俺の好みは、黙秘、いえ、容姿など関係なく好きになった人です」

「模範解答。それで本当のところは？」

「マリー姉様、それ以上の追及は、お願いですからやめてください」

　俺が白旗を上げると、姉様は「ジークもまだまだね」と、満足したように笑った。

　俺が姉様との会話を回想している間に、俺とセラの会話をそばで聞いていたスラに変化が現れた。

『主、困る……。でも、離れたくない……。そうだ!!』

　スラは、体をブルブルと揺らし始めると、体を分裂させたのだ。

『これで大丈夫！』

「スラ!?」

「スラちゃん!?」

　俺とセラが目を丸くして、分裂したスラたちを見る。

　綺麗に半分となったスラは、片手で持ち運びができるぐらい小さくなってしまった。

『主、これで大丈夫！』

『いや、大丈夫って……。スラ自身は大丈夫なのかい？』

『スラは、大丈夫。わかれたスラは、セラといる』

『スラと同じことができるってこと？』

『できる。だけど、話せない』

『どういうこと？』

　スラいわく、分裂したスラは、スラ本体と同じ能力が使える。それを可能にするために、体を半分にしたが、話すことはできない。あくまでも、スラの分裂体であるので、セラの魔力吸収のためだけに存在するとのことだ。

　万が一、分裂体が攻撃を受け消滅しても、スラに影響はない。ただ体の大きさを戻すのに時間がかかるらしい。

　エスタニア王国から帰国すれば、スラ本体と合体して戻し、もとの大きさに戻るとのことだった。

　その話をスラに代わりセラへ説明する。

　セラはスラの本体と分裂したスラを抱き上げ「ありがとう」と、そのプルプルした体に口づけた。

『セラ、好き。気にするな』

　プルッと震え、スラが、それに答えた。

　そこまでされれば、スラを連れていかない選択はない。

　ハクとスラに俺が常にそばにいることができないことを説明し、連れていく条件を何度も反復する。




　一、いつ何時も必ずマンジェスタ王国の関係者と一緒にいること

　二、知らない人には、ついていかないこと

　三、知らない人からもらった物を口にしないこと

　四、勝手に外に行かないこと

　五、許可なく攻撃や魔法を使わないこと




　この五つの条件を守ることを約束に、エスタニア王国への同伴を許可した。

　そして俺が、その条件四を破ってしまったのだ。

　ハクとスラへの条件であっても、俺自身も守るつもりだった。

　合流したら、素直に約束破ってごめんなさいをする。

　威厳？　なにそれ？
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　スラを連れてきた経緯を振り返っていると、念話からあり得ない人物の声がする。

『これでいいのかな？　ジーク聞こえるかい？』

『えっ？　ヴィリー叔父さん？』

『これは……すごい能力だね。ジーク、そうだ私だよ。今はスラの念話を介して話しているよ』

『スラの念話を介してですか？』

『そうだね、理解できない状況かもしれないけど、それは後だ。状況を説明してくれるかい？』

『はっ、はい。今僕は、ヨハン君と共に、エスタニア王国のはずれにあるはじまりの森にいます。現状は――』

『なるほど。子供たちの石の件は、すぐにでも調査をしよう。はじまりの森近辺の都市が登録されている移動石を早急に確保するよ。それにしてもジーク、連絡が遅すぎないかい』

『すみません。風呂に夢中になりまして……』

『ジークが異様にこだわった風呂だね』

『はい……。なにかありましたか？』

『なにかあったと言えば、あったのかな。アルとテオたちが、ハクたちを必死に説得する様子を殿下がおもしろがって見ていたぐらいかな』

『王太子殿下が、伯爵家に……』

『アーベル家の至宝が行方不明なんだから、状況を確認しには来るよね。王城でのんきに臣下からの情報待ちの対応をしたら、考えたね』

　なにを……とは、口が裂けても言わない。

『ご迷惑をおかけしました』

『そうだね。今回のことは致し方ないことだ。『報告』の連絡が早かったことは、評価できる。だけど、後の対応がまずかったね。念話がつながらないことも拍車をかけたけど、従魔となった魔物や魔獣は、契約者に依存する。それがいい意味でも悪い意味でもだ。ハクとスラは、特にその傾向が強いから、ちゃんとフォローするんだよ』

『はい』

『では、また明日、連絡するよ。念話がつながらない可能性もあるから時間帯を決めておこう。万が一つながらなければ『報告』を送るよ』

『はい』

『本当は念話がつながらない原因を特定したいところだけど、時間がないからね。では明日』

　叔父との念話が切れる。すぐにスラから念話が入る。

『主、スラ、がんばった』

『スラ、ありがとう。ハクも心配かけたね、ありがとう』

『ジークベルト、ハク、スラのように伝言できない』

『ハク、適材適所だよ』

『てきざいてきしょ？』

『そう。ハクができてスラができないこともあるだろう。お互いの能力に合った場面で力を発揮すればいいんだよ』

『わかる』

『これからのことを話すね。俺はヨハン君と、はじまりの森の一番近い町へ向かうから、ハクとスラは、ヴィリー叔父さんの言うことを聞いて行動してほしい。二、三日中には、会えるから我慢してね』

『『わかった』』

『うん。じゃまたね。ヴィリー叔父さんが、ご褒美をくれるから、行っておいで』

『肉!!』

『待ってる。ジークベルト』

　ハクたちとの念話が切れ、はぁーと、大きなため息をつく。

　風呂に夢中で、連絡をする時間が遅れに遅れた。はっきり言えば、忘れていた。

　寝る直前に思い出し、慌てて念話を送ったのだ。

　叔父は、曖昧に話していたが、ハクたちが、相当迷惑をかけたようだ。

　前回とは違い、外部との連絡手段があるという甘えがあり、すぐに行動をとらなかった。

　俺自身の存在がどれだけ周囲に影響力を及ぼすのかを考えれば、決して忘れてはならないことだった。

　帰宅したら、兄さんたちやディアたち含め、関係者に謝罪と感謝を伝えよう。

　今日の行動を反省し、静かに瞼を閉じたのだった。




　早朝から、近隣の町の方角へ歩いているが、一向に町との距離が縮まらない。

　まるでループしているようだ。というか、ループしているのだろう。

　地図の位置が、ほぼ変わらないのだ。

　なにか大きな力が、俺たちの行く手を阻んでいるみたいだが、それに悪意が感じられない。

　んー。無視して、目に入れないようにしていたが、湖畔の先にある神殿へ行くべきなのだろうか。

　どう考えても、お膳立てされているよな……。

　んー。悶々と考えていても答えはでない。ここは相談をするか。

　あっ、そういえば、昨日の夜、ヨハンが気になる発言をしていたな。たしか……。

「ジークベルト、つかれた」

「うわぁ。えっ、あっ、そうだね。少し休憩にしようか」

　ヨハンに突然マントを引っ張られ、恥ずかしくも狼狽してしまった。

　その記憶をかき消すかのように、素早く魔テントを出し、中にヨハンを招く。

　心臓に悪いよ。まぁ、ちょうどよかったけどね。

　その前に、甘味で気分を上げる。料理長、一押しのパンケーキを机に出す。

　疲れた時には、甘いものが一番だ。

「うぉー。なんだこれ？　果物とお花？　この白いのはなんだ？」

「アーベル風パンケーキだよ。白いのは、アイスクリームという冷たくて甘いものなんだ。お花は飾りだから食べちゃダメだよ。このシロップをかけて食べてごらん。すっごくおいしいから」

　ヨハンに説明しながら、パンケーキにシロップをかけ、ナイフとフォークでひと口サイズに切り、果物とアイスをのせ、口へ運ぶ。

　んー。うまい！　癒される、最高だ！

　前世で食べたパンケーキよりも、うまいし、さすが料理長だな。再現越えしているよ。

　しかも、このシロップ。めちゃくちゃうまい！　甘さがしつこくないので、いくらでも入る。

　やべぇー。フォークが止まらない。

　ヨハンも俺の所作をまねしながら、恐る恐る口へ運ぶ。

　昨日の夕食も同じだった。未知の料理に興味津々だけど、口にするのを躊躇する感じだが、口に入れば、ほら笑顔だ。

「うまっ！　すっげぇー、うまい!!」

「だろう。そうだろう」

「昨日のプリンもうまかったけど、おれ、パンケーキのほうが好きだ！　このアイスもうまいし、ジークベルトの家は、うまいものばかりだな！」

「あっはは。ありがとう。料理長が喜ぶよ」

　パンケーキは大好評で、短時間で綺麗に食された。

　料理長にお願いして、パンケーキの種類を増やしてもらおうと決める。

　たしか、ココナッツやチョコレート、お茶なんかもあったな。あぁ、ベーコンやオムレツなどのおかず系もあったはずだ。材料が、この世界にあるかは別として、なければ代わりを探すか、作ればいいんだし、帰国後の楽しみができた。

　パンケーキに満足したので、本題に入ろうと、ヨハンをうかがうと、船を漕こいでいた。

　早朝からの歩きでの疲れと、お腹がいっぱいになったことが、眠気を催したのだろう。

　そうだった。ヨハンは、普通の四歳児だった。

　起こすことは忍びないため『洗浄』をかけ『浮遊』で、ベッドまで運ぶ。

　その寝顔を見て「聞きたいことがあったんだけどなぁ」とぼやく。

　まぁ、しかたがない。慣れない場所での不安で、早く体力が消耗したのだろう。

《ご主人様、失礼します。昨日のヨハンとの会話でしたら、私が記憶しております。どの会話でしょうか？》

　さすが、ヘルプ機能！

　ここが、誰かとの出会いの場だったって話してたよね。

　なにかの物語の。

《はい。はじまりの森は、『白狼と少女の約束』に登場する白狼と少女が、出会った場所です》

　その『白狼と少女の約束』の内容を聞きたい。

　けど、ヨハンとの会話は、そこまで踏み込んでいないし、いくらヘルプ機能でも、それは無理だよね。

《できます》

　だよね。できないよね……。できるの？

《はい。できます。私の検索内に『白狼と少女の約束』がございました。絵本の内容を簡単に、お伝えすることはできます。いかがいたしますか》

　お願いします。

《承知しました。では、簡単にお伝えします》




＊＊＊




　白狼は、いつもイタズラをして、神様を困らせていた。

　そんな日々が続いたある日、白狼は、神様の大切なものを壊してしまう。

　神様は激怒する。

　白狼は、神界から追放され、地上に降りることになる。

　降りた地上は、荒れ狂い、人々が戦い傷つけ合う場となっていた。

　白狼は、壊したものが、人々の善だったことに、気づく。

　壊したものを白狼の手で、修復するために、神様は、白狼を神界から追放したのだ。

　戦う人々の前に出て、人々に説得を続けるが、誰も白狼の言葉に心を傾けない。

　白狼は、人に絶望し、森の中へ消えていく。

　そして長い時が流れ、森にひとりの少女が、訪れる。

　少女は、兄を助けるため、戦いを終わらせたい。

　そのためには、力がいる。

　白狼は、問う。

　そなたの言う力とはなんだ。

　少女は、答える。

　希望だ。

　白狼は、それを否定する。

　否。希望は、力ではならず。

　少女は、笑う。

　希望こそが、力だ。

　人々には、希望がいる。

　それが兄だ。

　白狼は、少女の強い意志に光を感じる。

　我の力をそなたに授けよう。

　ただし、そなたの心が悪に満ちれば、その力は消える。

　少女は、白狼と約束する。

　私は、悪に染まらない。

　白狼の力を得た少女は、戦いを終わらせるため、力を使う。

　そして、平和が訪れる。

　白狼に力を返すため、少女は、再び森を訪れる。

　しかし、白狼は、力をそのまま少女の中に封印する。

　白狼は、少女と約束を交わす。

　この地に、再び戦いが起こる時、我はそなたを助けよう。

　それまで、そなたに、力を預ける。

　白狼は、少女へ祝福を与え、神界に戻っていった。

　その場所は、のちに、エスタニア王国となり、繁栄する。




＊＊＊




　一般的な建国の神話を絵本にした内容だ。

　そうこれがただの神話だったら、いいんだけどね。

　この神話は、王家の秘密と密接に関係している。

　俺がヘルプ機能を介して調べた結果と、若干異なるところはあるが、おおむね同じだった。

　だけど、なぜこのタイミングなのだろうか。

　本人不在なんですが……。俺か、俺なのか？　はぁー。

　ヘルプ機能、この森が神話の舞台なら、あの神殿は、白狼関係の神殿で間違いないね。

《はい。間違いございません》

　阻害もおそらく、神殿に原因があるのだろう。

　チラッと、ベッドで眠るヨハンの様子をうかがい見る。規則正しい寝息に、深い眠りであることがわかる。ヨハンは、しばらく起きないと判断する。

　魔テント周囲の安全を確認し、半径一〇〇メートル以内に魔物が出現すれば、アラームが鳴るよう『地図』を設定する。

『周辺を見てくる。すぐに帰るので、外には出ないように。魔法袋の中にパンケーキがあるから食べてもいいよ』と、机の上にメモを残す。

　念のため、魔テントに『守り』をかけ、中からは開けられないよう『施錠』する。

　よし。これで万が一、ヨハンが目覚めても、勝手に外には出られない。

　では、神殿に行くとしますかね。

　厄介事に、自ら足を運ぶことになるとは……。

　ディアーナを婚約者として受け入れた時に覚悟はしていたけどね。

　さぁ、できる限り早く終わらせ、ヨハンが目覚める前に帰宅しよう。

　一緒にパンケーキを食べるんだ。










神殿とその先へ




　湖畔の先にある神殿と伝えたが、訂正する。湖の上にある神殿だ。

　目的の神殿へ『飛行』で湖を横断中、それは突如現れた。

「ご招待ってことなんだろうな……」

　ご丁寧に神殿全体に施されていた隠蔽が解除された。

　地図上の神殿の位置もここに変わり、もともと神殿と表示されていた場所には、別の建物がある。

　フェイクまでつくり、神殿に人が来るのを阻止していたようだ。

　巧妙に隠されたそこに、いったいなにがあるのか……。

　このまま上空で、考えていてもしょうがない「行くか」と、声を出して自分を奮い立たせ、神殿の入り口付近に降り立つ。

　間近で見る神殿は神秘的で白で統一された建物に劣化は見受けられない。神殿全体に高度な状態保存の魔法が施されていたのがわかる。わずかだが魔力がまだ感じられ、黄金色の魔法色が残っている。

　エスタニア王国の建国から考えると、約千年近くは経っているはず……。その間、魔法を維持するだけの魔力が注がれていたのだ。

　過去に膨大な魔力を所持していた術者がいたということだ。

　俺の今の魔力量では、それだけの期間を維持することは、不可能に近い。

『超越者』その言葉が頭をよぎり、興奮で身震いする。

　率直に会いたいと思ったが、千年前の人物に会うことはできないと、自嘲する。

　いや待てよ……。人知を超えた魔力量の多さから考えれば、長寿の種族、あるいは――。

　もしかすると、会えるかもしれない。淡い期待に胸を膨らませる。

　さあ、神殿の中にいる人物に会いに行こう。

　俺はそっと神殿の扉に手をかけた。

　俺たちをこの場にとどめている要因を解明するために。

　そして新しい未来を掴むために――。










あとがき




「不運からの最強男２」をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　まさか続刊が出版されるなんて、感無量で言葉もありません。

　読者の皆さまの応援のおかげであり、この作品に関わっている多くの方の協力のおかげです。

　ありがとうございます。

　今作は、主人公以外の視点が多く、私の特徴が色濃くでた作品となっています。

　私は小説を読んでいる際も、主要人物以外のキャラの心情やその後の話などが、気になってしまうタイプで、自作ではその欲求を満たして執筆しています。

　今作も泣く泣くカットしたシーンが多いこと。これ以上のカットは難しいと我儘を言いまして、文字数を二万文字ほど増やしての出版をお願いしました。ご尽力いただいた方々に感謝いたします。

　小説の筋を考えれば、余分な部分をカットし、スマートで読者の方にも理解しやすい物語を提供する。頭ではわかっているのですが、引き算をせずに足し算ばかりしてしまい、余分だとわかっていても、各キャラの心境をどうしても執筆したくなるのです。

　この特徴がなくなることはないと思いますので、その部分も含めて作品を愛していただけたら、嬉しく思います。

　セラとスラについて少し裏話をします。

　セラはニコライが登場した時点で設定を決め、ジークとの接点も概ねそのままに話しが進んでいきました。豪胆な性格が垣間見られ、当初の慎ましい淑女のイメージをいい意味で裏切ってくれました。

　セラとセットで考えていたスラは、書籍化にあたりスライム以外の魔物、オリジナルのものに変更しようかと悩んでいました。しかしながら、当初考えていた設定を超えるものが思いつかず、そのままベビースライムとして登場させました。定番であるスライムの常識をいかに変えれるか、今後の課題として、楽しみにしていただけたらと思います。

　私事なのですが、前作の執筆中に父が亡くなりました。

　コロナ禍で最期を看取ることができず、葬儀も簡略したものとなりました。

　父とは疎遠でしたが、やはり後悔はあり、あの時こうしていたらよかった、小説の書籍化の報告だけでもしていれば、思うことは多々あります。

　当時の状況下ではそれが難しいことだと理解していても、寂しくひとりで逝かせてしまった後悔は消えることなく、心に残り続けています。

　多くの偉人が『人生とは――』、名言を残しています。

　今まで深く考えたことはなく、私の人生とは――その意味を見いだすことは、難しいかもしれません。だけど、今はひとつひとつ丁寧に行動して向き合い、周りに不快感を与えないよう、自分の気持ちも残すことがないように心がけています。

　掴んだ幸運とご縁に感謝して、日々後悔がないよう作品と向き合いと思います。

　あらためて、私を支えて下さる読者の皆さま、関係者の方々に感謝します。

　コミックも含め、これからも応援よろしくお願いします。

フクフク










プリン爆誕




　黄金の色をして、プルプル揺れるその姿、甘くておいしい、プッ、プッ、プリン、プリン、プリン――。

　即興の歌を口ずさみながら、ご機嫌なジークベルトはそれを食堂に運び込む。

　料理長に再現の協力をしてもらい、やっと味と形が合格点に達したそれを家族にお披露目する。

　食卓には、ギルベルトとマリアンネ、テオバルトがいた。アルベルトは仕事のため、この場にいない。

　アルベルトの『帰宅したら食べるから、絶対に残していてくれ！』と、出仕前に、念を押して懇願するほど、ジークベルトの提案した料理の評価は高い。ただアルベルトの場合、他の意味も含まれていて、極度なブラコンの愛は重い。

　プリンの皿を食卓にのせる。初めての料理の給仕は、ジークベルトがする。

「父上、これはプリンという甘味です。卵と牛乳、砂糖を使用しています。茶色のソースがカラメルで、砂糖を水で煮込んだものです。とてもおいしいので食べてください」

　プリンの説明を終えたジークベルトは、とてもうれしそうな顔でプリンを勧めた。

　ギルベルトは「うむ」とうなずいて、スプーンでプリンをすくう。そしてプリンを口に含んだ瞬間、目を見開き、黙々とスプーンを動かした。あっという間にお皿からプリンが消える。

　空になった皿をじっと見つめるギルベルトの眉間には、深く皺ができている。その様子に「父上？」と、ジークベルトが心配した声を出す。その表情は不安でいっぱいだ。

「うまい。よくやったジークベルト」

　不安を吹き飛ばすようにギルベルトが口角を上げ、ジークベルトを賛辞する。それを確認してマリアンネたちが、それぞれプリンを口に入れる。

「甘くて、おいしいわ！」

「おいしい！」

　ふたりの声とおいしそうに食べる姿を見て、ジークベルトの肩も下りる。自分の席に着くと、プリンを一口。「おいしい」と頬を緩め、なめらかな舌触りとほどよい甘さを堪能した。

　ギルベルトが「ハンス」と、執事を呼ぶ。その意味ありげな目配せで全てを把握した執事はうなずくと食堂を出て、調理場の方へ足を向ける。

　その日、執務室の机の上に、数枚の空の皿が並んでいた。

　帰宅したアルベルトが、その日プリンにありつけたかは、わからない。

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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